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　あとがき













　その芽生えが何時からなのか。




　何がきっかけなのかはわからない。

　何処どこを好きかと問われると、言葉ではうまく言い表せない。

『しょうさ』と呼んでくれたことがいつまでも嬉しくて。

　後ろをついてくる彼女を守らなくてはと思い。

　何処までも変わらぬ献身に胸を打たれた。

　その献身は誰が為に、何の為に。

　問えば、彼女は私の為にと言うだろう。

　自動的にその唇は私にとって響きの良い言葉を紡ぐ。

　主人の存在の肯定は、隷属と命令を望む彼女の自己肯定なのだ。




　では私の人生とは、愛は。




　誰が為に。







「少佐と彼のすべて」




　エメラルドの瞳が、開いた。




　幼い子どもの瞳だ。眠りから覚めた彼、まだ六歳の誕生日も迎えてはいないその幼子の瞳は、見開かれた世界を映し出した。

　道中眠りこけていた馬車から降りると外は夏らしい風景が広がっていた。まず眼に入ったのは緑の盛りを迎えた木々の美しさだ。老木から若木まで寄り添いながらも凛りんとして立っている。やわらかな清光が木々の葉の隙間から地面に降りて出来た影の姿はまるで踊り子だ。葉が風に吹かれる度に揺れて、くすくすと笑う少女のよう。

　白い花弁を抱きながら吹き荒れる花風はこの時期のライデンシャフトリヒの風物詩だった。まるで北国の吹雪ふぶきの如く、花が空中を飛んでゆく。その花樹は国の侵略を幾いく度どと無く防いだ英雄にちなんで国中に植えられたとされている。春から夏にかけて綺麗な花を咲かせるのだ。

「うちの花だ」

　前を歩く父が、ただ一言だけそうつぶやいた。兄に手を引かれていた彼は右往左往していた視線を父の背中に注そそぐ。子どもの熱視線に気付いたのか、ちゃんと付いてきているのか確認したかったのかはわからないが、一度だけ父が振り返った。幼子である彼と同じだが少し色の違う翠の瞳は厳しい目つきだ。彼は父が振り向いてくれただけで舞い上がるほど嬉しくなってしまった。傾倒けいとう、しているのだろう。だが心は喜んでいたが顔は強こわ張ばった。何かいまの一瞬の間に叱られるようなことをしでかさなかったか、それだけが気になっていた。

「何が、うちの花だよ」

　兄は本当に小さな声で父の言葉を罵った。

　父と子らは緑の道を進む。自然の美しさが作り上げた景色の奥には軍事施設の演習場と思われる場所があった。父と同じ紫し黒こくの陸軍制服を着た人達が大勢居た。幼き者特有の何かを探るような、それでいて好奇心という煌きらめく星を散りばめたその瞳の先には一糸乱れぬ行進をする軍人の姿がある。息子達はこれから始まる何かを見る為に関係者席と思われる場所に通された。

　屋外に並べられた椅子に息子らを残し、父親は傍を離れた。陸軍の制服の他に海軍の白の詰襟制服を着た軍人も居る。戦闘機、偵察機を囲んで何やら話している。両者は綺麗に二陣に分かれていた。同じ国防の存在ではあるが、意識し合い対立しているようだ。それは子どもの目からしても、奇妙なものとして目に映った。父が見えなくなり緊張が途切れたのか、彼は手足をばたつかせ所在なく視線を足元に落とした。うちの花だ、と父が言ったブーゲンビリアの花弁が一枚落ちている。手の平に掴もうと座った状態で無理やり手を伸ばすと、隣に座っていた兄に体を押さえつけられた。

「ギルベルト、大人しくしろ」

　不機嫌そうな声で兄に言われ、ギルベルトは素直に従った。聞き分けのよい子どもだった。彼の家はライデンシャフトリヒ、言わずと知れた南の軍事国家の英雄の子孫だった。

　ブーゲンビリアの男は陸軍に仕官することが習わしとなっている。

　軍上層部に地位を持つ父が兄と彼をこうした行事に連れてくるのは初めてではなかった。

　兄はギルベルトの手を握り、しっかりと押さえつける。そんなことをせずとも一度叱られれば同じことをしでかすような彼ではなかったのだが。

「ブーゲンビリアの名折れだと、お前の監督不行き届きで俺が仕置きされる」

　兄が父に叱責と共に鉄拳を喰らう姿はよくよく日常で目にしていたので、父の機嫌を損ねぬよう、敏感な反応を見せるのは仕方ないことだった。ギルベルトもそれは理解していた。

　ギルベルトと兄が住まうブーゲンビリアという家は、一つ一つの行動を細心の注意を払ってせねば家中の壁という壁にめぐらされた針が、釘が、剣が、薔薇ばらの棘が体に刺さり血を流すような。安らぐ場所というよりは、常に審査をされているような。そんな家だった。

「つまらないな」

　兄は口を尖とがらせそう言った。彼の目は陸軍の軍人ではなく、海軍の軍人に向けられている。

「こんなことは、つまらない。そうだろギル」

　ギルベルトは同意を求められたが答えに窮きゅうした。ギルベルトは同意することが出来なかった。

───どうしてそんなことを言う。

　つまらないという感情は此こ処こでは捨てなくてはいけない、と彼は考えていた。

　退屈でも我慢しなくてはいけないのだ。だから落ち着きない子どもとして他者に受け取られてしまう行動をやめた。兄も理解しているはずなのに何故わざわざ口頭で同意を求めるのか。

　しかし彼はまだ幼子だったので、そういうことはいっちゃいけないんだよと子どもらしく返事をした。

「いいんだよ。小さな声で、俺とお前で言う分にはいいんだ。考えていることまで支配されてたまるか。なあギル。きっとさ、これは父さんも父さんの父さんもそのまた上の父さんもやってきたことなんだぜ。最悪だろ」

　それがどうしてだめなの、とギルベルトが問う。

「自分が無いじゃないか。いいか、父さんが今日俺達を此処に連れてきたのはお前達も俺のようになるんだぞと見せつける為なんだよ」

　それがどうしてだめなの、とギルベルトが問う。

「俺達はあそこしか選べないって、わからせる為なんだって」

　それがどうしてだめなの、とギルベルトが問う。

　兄はいつまで経っても自分の気持ちを汲んでくれないギルベルトに苛立ちと呆れを見せた。繋いでいた手を離し、拳を軽く握ってギルベルトの肩を強めに殴った。

「俺は船乗りになりたい。ただの船乗りじゃない。船長だ。俺の仲間を引き連れて世界中を旅するんだ。それには自分の船が欲しい。ギル、お前は物覚えが良いから航海士にしてやってもいい……でも……でも俺は、俺達はぜったいになりたいものになれやしないんだ」

　そんなの当たり前じゃないか、とギルベルトが言う。

　自分達はブーゲンビリアの一族なのだからと。家は綺麗に三角形の階層で出来ていて父が頂点に立ち、その下に母や叔父や叔母、その更に下に兄、そしてギルベルトと妹達が居る。

　ギルベルトの生まれた家は下の者が上に頭を垂れるのが当たり前であり、歯向かうことは許されなかった。ギルベルトと兄はブーゲンビリアの家を存続させる為の、英雄の誉ほまれを守る為の小さな歯車。歯車が自分のしたいことを言うだろうか？

　否、言うわけがない。

「お前は、すっかり洗脳されちゃってるんだな……」

　憐れん憫びんを含んだ声音で、蔑さげすみも込めて兄は囁ささやいた。

　洗脳、とは何だろう。考えているうちに空に戦闘機が飛んだ。弧を描き飛空する鉄の鳥を眺める為にギルベルトは天を仰ぐ。太陽と戦闘機が交わって一瞬消えた。

　とても、眩しかった。眼球が燃えてしまいそうなほど痛かったので、彼はゆっくりと目を閉じた。太陽光の刺激のせいか、涙が滲んだ。




　エメラルドの瞳が開いた。




　聡明な青年の瞳だ。厳しさは父に、だが恐らくは彼自身の性質である優しさと寂しさを携えたような瞳は人形を見ていた。いや、人形のような少女だ。視界の端にはギルベルトと同じく成長した兄の姿がある。部屋は品の良い内装をしていた。金のかかった作りだ。だがその品の良さが、滞在する者を選ぶであろう場所だという事実が、何とも滑稽こっけいな様子を作り上げていた。

　すべてがちぐはぐなのだ。部屋はその時五人の男の殺害現場となっていた。

　少女は血まみれで、彼女が犯人だった。召し物も体の匂いも血で汚れていたが、素の美しさはそれらを纏まとっても損なわれてはいない、世にも美しい殺戮さつりく者だった。

「なあ、もらってくれるだろ。ギルベルト」

　兄は引きつった笑みを浮かべて彼女の背を押した。ギルベルトの方に一歩前に出た少女。

　自然と、ギルベルトは片足を後ろに下げた。

───見るな。

反射的に拒絶と恐怖が体を動かした。彼女が恐ろしかった。兄は執拗しつように目の前の少女を『道具』だと言い張り、ギルベルトへの受け渡しを強要していた。確かに彼女は道具のように扱われ、道具のように行動していた。だが、ぜえはあと荒く息をしている。血と脂あぶらでべとついた手を、服の裾で拭い、次の命令は何かとこちらを見つめている。

───どうして私を見る。

　兄の非人道的な発言にも一理あると共感してもいた。三角形の階層は家だけでなく社会にもある。下の子どもが上にあがるには努力が必要だ。自分の力だけではない。

　生きていく為に、立身出世の為にあらゆるものを利用していくこと。それは褒ほめられたことではないが、ギルベルトの場合は望まれていた。確かにこれはうまく使えば最強の盾にも剣にもなり得る。

───どうして私を、見るんだ。

　自動殺戮さつりく人形からも、ギルベルトは望まれていた。結局のところ、すべてが兄の思惑のまま進み、まだ青年と言える顔立ちをしていた若きギルベルトは街の中で立ち尽くした。不思議な色合いの二つの眼が見る先は腕の中。上着に包まれた人形は甘い香りなどはさせておらず、いまさっき浴びてきたばかりの血臭を纏まとっている。化け物の面をしているのならそれも頷けただろうが、抱かれた少女の相そう貌ぼうはお伽とぎ話の世界から出てきた妖精そのものだ。

「……私は、君が怖い」

　唇から漏れた本音に彼女は言葉で何一つ反応しない。碧い瞳でただ男を見上げる。

「………私は、私が君を利用するのが、怖い」

　ぎゅっと抱きしめながらギルベルトは尚も言う。

「君が怖い。いま、本当なら……私は君を殺してしまうべきなのかもしれない」

　苦しげにつぶやきながらも、彼はけしてその少女を離しはしなかった。

　道に叩きつけて置き去りにすることも。懐の銃で頭を撃ち抜くことも。両の手で細い首を絞めることも。どれもしなかった。

「……でも、生きて欲しいんだ」

　怖がりながらも抱きしめた。言っていることは、真実だった。

「生きて欲しい」

　残酷な世界の中で、少しだけ輝く真実だった。問題は厳しいままの現実を、乗り越えられるかどうかだ。自分に出来るだろうか？

　わからなくなって、ギルベルトは目を閉じた。

　開いた時にすべてが解決していればいいのにと、非現実的な考えを祈った。




　エメラルドの瞳が開いた。




　祈った時より更に最悪な状況がギルベルトの眼下に展開されていた。

　少女が動けなくなった男達の頭を警棒で殴り殺していた。少女が殴る。血が飛ぶ。悲鳴が上がる。少女が殴る。それを命じたのは彼だった。

　何かが、命以外の何かが、その空間からどんどんと失われていた。理性、良心、そういう、誰かが名付けた尊い何かが失われていく代わりに暴力は別の物を産んだ。それは。




　可お怪かしい。正義ではない。彼女と自分、国の為。そのはず。

　吐き出したくなるような罪悪感の中の少しばかりの快感だった。

　それがギルベルトには生まれていた。圧倒的な力を手に入れたという征服感。自分の命令しか聞かない彼女。まるで世界を掌握したかのような優越感。

　彼は与えられた控えの部屋に彼女を置いてくるという名目で彼女について質問してくるお偉方の輪を抜けて席を外した。殺させた者達の血だまりを踏んで、迎えに行く。彼女は何処どこに触れても血がつくような有様だった。返り血だ。彼女の血ではない。

　だがそれは、いつかギルベルトが見るであろう彼女自身の血まみれの姿の写しのようだった。




　ギルベルトがしようとしていることは、そういうことなのだ。




　急激に高まっていたのぼせた気持ちは蝋燭ろうそくの火を消すように無くなった。

　彼女はまた、ぜえはあと息をしている。

───仕方ない、仕方ないんだ。

　ギルベルトは自分に言い聞かせた。

　確かにそれは仕方のない決断だった。手の施しようがない、意志のある恐ろしい兵器を手に入れたとして自分の目の届く場所に置いておきたいのは当然のことだ。他に害が及ぶ恐れがある。何より彼の立場上、それを手元に置きつつ使うのが最良で道具もまたそれを望んでいる。

───仕方ない。一緒に、居るためには。生かすためには。

　だが眼の奥が、あの日、太陽を見つめた時のように痛くなった。

　ギルベルトは彼女をそのまま人目のつかない廊下まで歩かせた。

　道具なのだ。彼の子どもでも妹でも何でもない。部下になる存在だ。他者から変に仲を勘ぐられては困る。この距離感を維持しなければ共に生きていけない。

───けれど。

　歩かせて、歩かせて、歩かせて。

　誰も居なくなってから、振り向いて手を伸ばした。

「……おいで」

　たまらなかった。軍服に血が染み込むことなど頭に無かった。いまはこうしなくてはと、自動的に体が動き、抱きしめた。初めて会った時も、彼女を連れ帰った時もギルベルトはそうしてしまった。彼女は同様の反応を見せた。ぶるりと震え、そして初めと違い今度はギルベルトの軍服を小さな手で掴んだ。離れないぞ、とでも言うようにしっかりと。

　体温と重さがあるいのちだ。彼は自分の妹達が赤ん坊の頃は、よく抱き上げてあやしていた。

　あの感触と重なる。柔らかくて、壊れそうで、守らなくてはいけないとギルベルトに思わせるいのち。思ったよりも、ずっしりと腕の中に収まる。

　その碧い瞳には、何とも切なげに顔を歪ゆがませているギルベルトが映っている。

　苦しげに、ギルベルトは囁ささやいた。

「こんな主でも、欲しいか」

　少女の瞳の、そのあまりにも無垢な輝きを直視出来ずギルベルトは逃げるように目を閉じた。




　エメラルドの瞳が開いた。




「……仰る意味が、理解出来ません」

　まだ若さを謳歌してもいい年齢だというのに老成した瞳が通信機を苛立った様子で見ている。外は雨だった。建物を打つ雨音が、通信の阻害をしている。

　ざあざあと、何もかも、煩うるさかった。

　ライデンシャフトリヒ陸軍特別攻撃部隊の指揮を命じられたギルベルトは各地の紛争を治める役割として大陸中を回っていた。彼の任務はそれに加え来たるべき最終決戦に向けて遊撃部隊としての力を育てていくこと。これに限られていたが突然違う任務が申し渡されていた。

『場所に関しては運転手を手配させる。準備をさせて、殺せと命じろ。それだけでいい。建物の中で生きている者はすべて殺せ。心配せずとも終わればすぐに戻す』

　滞在中の陸軍師団基地内、直属の上司から突然の通信を受けたギルベルトは任務の内容に反発した。

「ですから……！」

　人払いをしていたが、声を荒げた後に口元を抑える。

「不穏分子の制圧なら、私の隊全体で行います。なぜヴァイオレットだけ任務に就かせるのですか……一兵士にさせることではありません」

　声に不快さが滲み出るのを抑えきれてはいなかった。

『知る者が少ない方が良い案件だからだ。対象は反政府組織に武器を輸出する契約を締結した政府お抱えの武器商人だ。潜入していた諜報員から裏が取れている。野放しには出来ない。こちらの暗部を大分知っているからな。頃合いだ。始末させる。隠蔽いんぺい、と言われるのは心外だがそう捉える者も多いだろう。よからぬ思想を抱き世間に公表されでもしたら大事だ』

「であるならば、尚更確実に任務を完遂出来る人員配置をすべきです」

『それがお前の人形だ。利権にも絡まず、お前の命令しか望まない殺戮さつりく兵器。これほどの適任はいないだろう。お前が披露した見世物を忘れはせんぞ。あの時何人殺した？年はいくつだった？お前の指導で殺しの精度は更に飛躍しているはずだ。出来ないとは言わせない。言え、出来る出来ないならどちらだ』

「それは……」

『まさか国防の最たる象徴であるブーゲンビリアの子息が、偽りを述べるのか』

　ギルベルトは言葉がうまく出てこず、肺辺りを服の上から掻きむしった。

沈黙の数秒の間に思い浮かべる。ヴァイオレットにこの任務を命じる自分を。彼女はきっと素直に「はい」と言うだろう。躊ため躇らいはない。彼女に躊躇いはないのだ。ギルベルトの命じることなら、自分を扱ってくれる主人の為なら何だってやる。

　そしてギルベルトが一番嫌だと思っていることは、ヴァイオレットがこの任務を難なくこなすであろうことだった。確定した未来がすぐに頭の中に描ける。

　未来の中には駐屯地で眠ることも出来ずただ彼女が帰還するのを待つ自分も居る。

「……出来ます」

　声がようやく出た。

「出来ますが、ヴァイオレットには的確な現場指示が必要です。あの殺人を見たのならおわかりでしょう。私が監督しなければ武器として機能しません。同行の許可を」

　ようやく出たが、自分が言いたいことではなかった。




「ヴァイオレット、準備はいいか」




　紫し黒こくの軍服に身を包んだギルベルトはエメラルドグリーンの瞳を少女に注そそぐ。暗い車内で爛らん々らんと光る瞳は男の他にこの少女だけだ。少女の瞳は海の青さよりは淡く、青空よりは深い。美しい碧眼を霞かすませる黄金の髪を、念入りに男と同じ軍の帽子に収めて視界を広げる。

「はい」

　その返事は短く、淡々としていたが自信に溢れていた。喋られなかった少女はもう居ない。ギルベルトは稀有けうな程美しい少女兵に、軍用ナイフと拳銃を渡す。

「我々はあくまで話し合いをすると言う前提で向かうが、そのつもりは無い。これから行うことは、ライデンシャフトリヒに関係するすべての武器商人への見せしめだ」

「心得ています」「中は大立ち回りの出来るような広さは無い。即時決断、臨機応変な戦闘が望まれる。ウィッチクラフトは使えない。だが、私も突入する。君を守る。君は敵を倒すことだけを考えろ」

「はい、少佐」

　頷うなずく少女はどう見ても人殺しなどしそうには無い。

　小さな肩に華奢きゃしゃな身体、年の頃は十代半ばかそれより下か。ギルベルトは物憂げに彼女を一瞥べつしてから車から出た。外は暗闇。星の無い夜空が静けさを演出している。

「三十分もかからない。此こ処こで待て」

　運転手に声をかけると、二人は路地を二つ挟んだ建物に足を運んだ。

　一見何の変哲もない住宅に見えるその建物の前では強こわ面もての男が見せびらかすように小銃を抱えて門番をしていた。家は近くに数軒存在していたがどこも光りは灯っていない。

　地方都市の深く入り組んだ小路の奥にある捨て置かれたような住宅地。

　人が住まないのは理由がある。血と暴力の香りがする場所に、普通の家族は居を構えない。

「ライデンシャフトリヒ陸軍所属、ギルベルト・ブーゲンビリア少佐だ。武器商人に会いに来た。此こ処こに居るのはわかっている。話し合いがあると伝えろ」

　突然の訪問者に門番は当然のように不機嫌な顔を露わにした。

「ああっ……？

　何だお前ら、ふざけんなよ、誰に向かって物を言ってやがる」

　他人の靴に唾を吐き捨てる醜悪な態度に、ギルベルトは無表情のまま囁ささやいた。

「……お前こそ口の利き方に気をつけろ」

　素早い挙動で門番の持つ小銃を片手で押さえ、同時に相手の腹に拳をめり込ませた。

　呻うめく門番の脳天に奪った小銃を鈍器として使用し一撃を食らわせる。それでは終わらず、今度は膝をついた瞬間、横顔にえぐるように軍靴で蹴りを入れた。門番の口元から多量の血と折れた歯がこぼれ落ちる。悲鳴とも呻き声ともつかぬ苦悶くもんの叫びを上げる門番をギルベルトは冷ややかに見下ろす。横顔が整っている分、冷酷さは増した。

「消えろ。次は銃を使う」

「命令は建物の中の者の皆殺しだった。まだ建物の中には入っていない。命を見逃してやったのは彼なりの情けだ。だが男が逃げるようにその場から去るその数十秒後、少女は正確に、逃げた男の頭を銃で撃ち抜いた。撃たれた男の手には隠していた拳銃が握られている。

「……ヴァイオレット」

「少佐に銃を向けていました」

　更に二人が建物に入ってから数分後。激しい銃撃と悲鳴がまるで一つの音楽のように響いた。

　肉を断つ音、鏡が割れる音、断末魔の叫び。それらは予定調和に奏かなでられ、繰り返し繰り返し続き、最後にひと際大きな悲鳴の果てに暴力の調べは収束した。ここ一帯で唯一明かりが灯っていた建物もやがてそのともしびを失い、室內がしんと静かになる。

　世界はようやく真の姿を取り戻した。生き物すべてが深い眠りにつく静寂の時間だ。

「……うんざりだ」

　ギルベルトは弾切れの拳銃に銃弾を装填そうてんしてから息を整え部屋の長椅子に腰掛けた。

　足元の死体が邪魔だったが仕方なく無視をする。

───敵兵を屠ほふるならまだしも、こんな汚れ仕事まで。上は彼女を殺人道具扱いしかしていない。

　不穏分子の処分も国の為なら無心で出来る。自分だけならこうは思わない。

　軍上層部が名指しで武器商人の処理を命じたのはヴァイオレットだった。本当ならこの場では少女一人が居るはずだったのだ。

「少佐、どうされましたか。任務は完了しました。生存者は、いません」

　当の本人はこんな状況でも涼しい顔をして死体の確認をしている。同伴など、必要ないのはギルベルトが一番わかっている。

「……いや」

　下を見ると、自分が殺した男の足が目に入ってくる。忌々しくなって目を閉じた。

「私は大丈夫だ。疲れただろう。君も座りなさい」

　長椅子の横を示すと、ヴァイオレットは少し躊ため躇らったが素直に腰掛けた。

　異様な光景だった。男と少女が死体が転がる部屋でゆっくりと寛くつろいでいる。

　月夜の美しさの恩恵が窓から注ぎ込まれ、朧げに二人を照らした。

　ヴァイオレットはけしてこちらを見ようとしない自分の上司に、いや上司以上の存在の男に目線をやる。その碧眼は何を思っているのか。まるで彼しか見えない、そんな風な見つめ方。

「すぐに退去しなくてよろしいのですか」

「……あと一分したら出る。外に出れば、また駐屯地に戻ってから移動の日々だ。上に言われるがままに敵の部隊を殲せん滅めつし、また移動し、殲滅する」

「はい」

「君と、本当に二人きりになる時間は……少ない」

「はい」

「君が小さい頃から一緒に居るのに、最近ではこんな時しか……」

「はい」

　哀しみで喉のどが詰まってしまいそうな、そんな体の感覚がした。冷徹な横顔に似つかわしくない感情の産物。それらすべて、この横に座る少女によってもたらされている。

　この冷徹な少女兵を仕立てあげたのも、使っているのもギルベルト自身だからだ。

　殺人道具扱いなどまさに自分がしていることで、人にどうこう言える立場では無い。

「………いや、ヴァイオレット。すまないが窓を開けてくれないか。血の匂いが酷い」

　地面に作った血だまりをひたひたと踏む音がしてから、しばらくして窓が開いた。

　先程までは星の無い暗夜だったがいまは月が顔を出している。

　月光に晒さらされて、少女の姿がギルベルトの目に淡く映った。

　まだ幼くも既に完成された美しい顔立ち。白い頬には血飛沫しぶきが浴びせられ、清らかな姿を汚している。

「少佐？」

　じっと見つめられることに違和感を覚えたのか、ヴァイオレットが小首を傾げる。

「……………ヴァイオレット、背がまた伸びた」

　掠れた声が出た。顔の前で両手を組んで膝に置き、頭を伏せる。どんどんと美しく成長していく彼女を見る度、ギルベルトは言いようもない悲しみが胸に湧くようになっていた。

「そうでしょうか、少佐がそう言われるならそうかもしれません」

「怪我はないか」

　声を震わせず発するのは容易たやすくはなかった。

「はい、少佐はご無事ですか」

「君は私のことを恨んでいるか？」

　血反吐へどを吐くような言い方の問いに、少女は驚き目を瞬いた。

　本当に驚いたのだろう。無言が続いた後、囁ささやくような小さな声で返事をした。

「質問の意味がわかりません」

　それは、ギルベルトにとって予想の範疇はんちゅうの答えだった。自然と乾いた笑みが出る。

「何か、私は失敗をしてしまいましたか？」

「いいや、違う。君は何も悪くない」

「もし悪い所があれば言ってください。直します」

　どこまでも道具らしくあろうとする彼女の姿が、ギルベルトには辛い。

───けれど、悲しいだとか、可哀想だとか、そんなことを思う資格は私には無いんだ。

　辛いのに、この苦しみから逃れる手立てが無い。

「ヴァイオレット、君は何も悪くない。本当だ。もし非難すべき所があるとすれば私の傍に居ることで、私の為に躊躇ちゅうちょなく人を殺すことだ。そしてそれはすべて私が悪い」

ヴァイオレットはそもそも善悪の判断が出来ていなかった。彼女は何が良くて何が悪いことなのかも『知らない』のだ。ただ、命令をくれる大人を追いかけているだけ。

「何故ですか。私は少佐の武器です。使うのは当たり前です」

　偽りが無いからこそ、ヴァイオレットの言葉の一音一音がギルベルトの全身を貫いた。

　少女は感情の湧かないただの殺人道具。

「どうしても……私が悪いんだ。私は君にそうして欲しくない。だが、そうさせている」

　器がどれほど美しくとも。傍に居る男にどれほど慈いつくしまれていようとも。

「私は君のことを、道具ではなく……」

　何の気持ちも抱かないドール。

「道具、などではなく…」

　ただ命令だけを欲している。




　ギルベルトは叫びたかった。




　恐らくは幼い頃から、許されるならそうしたかった。




　聞き分けの良さを求められず、自由を許されるのなら。




　本当は、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、叫びたかった。




　こんなことがあってたまるか、と。
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───嗚あ呼あ、こんなことがあってたまるか！




　その芽生えが何い時つからなのか。




───どうして、よりにもよって。




　何がきっかけなのかはわからない。




───どうして、彼女なんだ。




　何処どこを好きかと問われると、言葉ではうまく言い表せない。




───他の誰だって良かった。もっと適した女性が居たはずだ。




『しょうさ』と呼んでくれたことがいつまでも嬉しくて。




───なのに、私の目は君を追い、君を探し。




　後ろをついてくる彼女を守らなくてはと思い。




───唇は。




　何処までも変わらぬ献身に胸を打たれた。




───あいしてると、口走りそうになる。










　愛してしまうと知っていたなら、彼女を戦争に引きずり込む真似はしなかったのだ。










　その献身は誰だが為に、何の為に。

　問えば、彼女は私の為にと言うだろう。

　自動的にその唇は私にとって響きの良い言葉を紡ぐ。

　主人の存在の肯定は、隷れい属ぞくと命令を望む彼女の自己肯定なのだ。では。

「私、は、君、を」

　私の人生とは？」

「……君を」

　私の愛は。

「……………………君を」

　誰が為に。

「ヴァイオレット……」

　誰が為に、いまを生きているのか？
















『あいって、なんですか』
















「ヴァイオレット、愛、は」




　その時すべてがわかった。

　嗚あ呼あ。

　ギルベルトはその言葉が好きではなかった。

───運命だった。

　それは自分がしてきた努力や苦労をたった一言で片付けてしまうからだ。三角形の頂点に向

　かう為の子どもとして小さな頃から積み重ねた彼の経験値。運命のせいにされてはたまったも

　のではない。純然たる努力の結晶のはず。だが、死の間際でギルベルトは理解した。

───運命だった。

　自分がブーゲンビリアの子として生まれてきたことも。

───運命だった。

　兄が自分を見捨て、家を去っていったことも。

───運命だった。

　そんな兄が、彼女を見つけ連れ帰り託したことも。

───運命だった。

　ギルベルトが、ヴァイオレットを愛してしまったことも。

───運命だった。




「ヴァイオレット」




───ただ、この愛を知らない娘に、それを教えること。それが私の人生だったんだ。




「わかりません、愛なんてわからない。少佐の言うことが、わからない。ならば、どうして私はこうして戦っているのですか。どうして命令をくれるのですか。私は、道具ですっ。他の何でもない。貴方の道具ですっ。私は愛なんてわかりません、私は、ただ、少佐を、助けたい。独りにしないでください。少佐、独りにしないでください。命令してください！私の命を懸けても助けろと、命令してください！」




　愛してる、ヴァイオレット。
















　もっと、言葉にして、君に伝えればよかった。

　君が見せる仕草の数々、新しい発見をした時の碧い瞳の見開くさま。

　私はそういう君を見るのが好きだった。

　花も虹も、鳥も虫も、雪も落ち葉も、ランタンの揺れる街も。

　もっとうつくしいままで君に見せたかった。

　私という存在を通してではなく、君が君の思うままに。

　自由にそれらを慈いつくしむ瞬間を私は与えたかった。

　私がいなければ、君はどう生きていたのかしれない。

　だが、私がいなければ、君はもう少し世界を。

　私が君を通して見るような世界のように。

　うつくしく見れたんじゃないのか？

　君を傍に置いてから、私は、私の人生は、随分と壊れてしまったけれど。

　三角形の頂点を目指す以外の生きる意味が出来た。

　ヴァイオレット。

　君は、私のすべてになった。すべてだ。ブーゲンビリアの家は関係ない。

　ただの、ギルベルトという男のすべて。

　私は最初、君を恐れた。だが同時に守りたいと思った。

　無知のままに罪を重ねる君を、それでも生きて欲しいと願った。

　私は君を使うと決めてから咎とが人びととなった。君の咎は私の咎だ。

　その罪ごと、愛した。

　これは、そう、君に言えばよかった。

　とても珍しいことなんだ。私は好きなものはとても少ないんだ。

　実は嫌いなものの方が多い。

　言っていないだけで、世界も、人生も、好きではない。

　国を守ってはいるが、本当は世界など好きではないんだ。

　好きなものは、一人の親友と、どうしようもなく捻ねじれた家族と。

　そして君。

　ヴァイオレット、君だけだ。

　それだけの人生だった。君を守ろうと。君を生かそうとしたことは。

　私が自分の人生で初めて自分からやらなければ、そうしたいと思ったことだったんだよ。

　浅ましくも、願う。もっと、もっと、もっと、君を。ヴァイオレット。




　守って、いたい。




　エメラルドの瞳が開いた。




　暗い世界だ。虫の声が遠くで聞こえる。

　現世なのか、そうではないのか。計りかねたが薬品の匂いでここが病院だとすぐに知れた。ギルベルトは状況を確認した。寝台に寝かされている。段々と記憶が戻ってきた。自分は戦場で死んだはず。だが、浅ましくも祈ったせいだろうか。いままで何を祈っても神様は叶えてくださらなかったのに、生かされていた。

　エメラルドの瞳は片方しか開かなかった。どう努力しようとも、包帯をぐるぐると巻かれている方のまぶたが開かない。腕を動かして触れたかった。一体どうなってしまったのか触れて確認したい。だが腕もまた、片方だけ動かなかった。誰が施したのだろう。機械の腕がついていた。ギルベルトは顔を横に向けた。暗闇の中で、誰かと眼が合った。

「……お前、しぶといよ」

　赤髪の伊達だて男だ。ギルベルトの人生に置いて、唯一親友と呼べる男がそこには居た。くたびれた恰好をしている。軍服はどうしたのか。シャツとズボン姿だった。

「お前、も、な」

　掠れ声で返すと、友人は笑った。笑ったが、その後に嗚咽おえつを漏らした。片方だけの視界ではうまく友人の泣き顔が見えず、ギルベルトは残念に思った。

「………ヴァイオレットは？」

　当然それを聞かれるとわかっていたのだろう。友人は腰掛けていた椅子をずらして隣の寝台を見せた。ギルベルトが愛した少女が横たわっている。

「死んで、いる、なら、私も殺してくれ」

　眼を閉じた姿は彫刻のようで、生死の判断がつかなかった。

　友人は生きているよ、と優しく教えてくれたが、腕はもう使い物にならないとも言った。

「片方、だけ、か」

「違う、両方だ。両方とも、もう義手がついている」

　ギルベルトは、無理やり起き上がった。慌てて諌いさめる友人の手を借りて、少女の寝台までのわずかな距離を震える足で歩み寄る。薄っぺらい寝具をめくると、もうあの白く滑らかな陶器のような腕は存在していなかった。

「……」

　代わりに、また戦えと言わんばかりに戦闘特化の義手がついていた。誰がつけさせたのか。

　ギルベルトは自分の、生身の方の手でヴァイオレットの義手に触れた。ひんやりとしていた。

　そこにあったはずのものが無い。自分のことより、それが堪えた。




『少佐。これは、頂いてどうすればいいのでしょうか』







　エメラルドのブローチを見せた、あの掌はもう無い。




『しょうさ』




　離れてたまるものかと、ギルベルトの服の裾を掴んだあの掌はもう無い。




　もう、けして、戻らない。




『私は、少佐の、命令を聞いていたいのです……私は、少佐の命令があれば、どこまでも、行けるのです』




　失われたものは、けして戻らないのだ。




　ギルベルトの視界は、愛する女性が見えなくなるほど涙で歪んだ。
















「ホッジンズ、頼みがある」

　エメラルドの瞳は一筋の涙を流して閉じられた。
















　戦場は、蝶々のようだ。

　揺れて、揺れて、宛てもなく何処どこまでも命は浮遊する。




「前衛、一斉射撃後に私が崩しにかかります」




　戦いは商売のようだ。

　嘘と真実、駆け引き、騙し合い。収益と損失で事は進む。

「……援護する。だがヴァイオレット、君一人の戦いではない。それを忘れるな」

　事が大きくなればなるほど、戦いを始めた者は大抵その場には居ない。盤上の駒たる兵士達が燃え盛った炎の中に投げ込まれる。

「理解しています。ですが、斬り込みは私一人で十分です。他の者は必要ないかと」

　兵士達と一括りにしても、その実態は個人の集まりである。

「戦争は君個人の物ではない。勝利はすべての兵が協力して勝ち取るものだ」

　多くの人がいれば、その中で良き隣人となれる者同士も必ずいるだろう。

「わかっています。一兵士として少佐に勝利を捧げます。そしてお守りします。その為の私なのですから」

　例え肌の色が、唇から漏れ出る言語が、纏まとうものすべて違えていたとしても始まりは皆同じ。

　分解してしまえば血と肉と骨。構成物質に変わりはない。

　だが雪国の青年も、南国の少年も故郷ではない大地にその身を沈め合う。

「……私のことはいい。自分の身を最優先にしなさい」

　生死のやりとりは大義の存在であたかも当然のように行われる。

「少佐、私は貴方の道具です、貴方の武器です。武器は……主を守る為に存在します。私にそんなことを仰らないでください。ご命令はいつも通り、ただ一言で良いのです。言ってください。殺せ、と」




　では、大義を失った場合は？




　エメラルドグリーンの瞳が陰る。草原が燃え砂埃舞う戦場の中で主と下僕は見つめ合う。

　主が飼う下僕は美しい怪物である。

　この怪物は戦いにおいて最強を誇り、無知にして無垢。

　その瞳が永遠に閉じてしまうその時まで、我が身が燃えていることを知らない。

　断罪はあれど救済はない。その手には何も掴まれておらず、恐らくはそのまま生きていく。

「……ヴァイオレット」

　きっと、そうなる運命だった。
















「殺せ」






















「少女兵と彼女のすべて」




　永きに渡り続いた東西南北を絡めた諸国連合同士の戦いは通称大陸戦争と呼ばれている。

　北と南の燃料戦争。東と西の宗教戦争。利害が一致した北東と南西がそれぞれ同盟を組み、複雑に絡みあった争いの糸はもつれにもつれ、やがて突如切れた。

　敗者となったのは北東。勝者となったのは南西。元は南が北に強しいていた不平等貿易が発端の戦いである。その勝利への批判の声は今回の戦争に関与しなかった国々から少なくなかった。

　戦争につきものなのは戦後賠償だ。

　諸外国からの批判故か、南側は戦後賠償を武器・弾薬の製造や保管を主とする軍需工場の撤去を求めるに留めた。北側諸国は自然資源には乏しいが機械産業は南より優れている部分がある。その技術の押収と武力解除を賠償とした。他の制裁がないことで一見穏便に見えるが、実質的には目に見えぬ統治をしたと言っても過言ではない。

　東西の戦争の決着は表面的には相互そうご和解となった。戦勝国である西側は東側の信仰形態を没収することはせず、共存を提示した。だが東側の各教会に一定額の税金を西側に収めることを条件とした為、真の意味での相互和解ではない。また最終決戦の地とされた東西の宗教の最高巡礼地であるインテンスへの巡礼も東側は禁止された。大陸の面積は広く、形成された国家は数多い。この大陸戦争という括くくりはあくまで限定された大国間が起こした戦争の一つである。とはいえ当事者であった国々には一時の平和がもたらされた。

　戦後賠償と共に、今後残される課題の中に傷しょう痍い軍人が挙げられるだろう。

　兵士という存在は戦争が無くなれば国防に備える存在となる。今回の戦いで負傷した軍人達は治療に専念することが求められていた。




　戦勝国の一つであるライデンシャフトリヒ、その陸軍病院は国内の小高い丘の上にある。

　丘の名はアンシェネ。生い茂る木々を切り崩して作られた車道は狭く、馬車も車もすれ違う際に慎重さと運転技術を求められる厄介な場所だ。本来は陸軍所有の保養所であったのが病院不足の改善の為、急遽きゅうきょ医療施設へと変貌を遂げた。病院の数が足りないほど傷痍軍人が増えたのは戦争がもたらした結果の一つだ。道を進む時には途中で栗鼠や兎などの小動物の通行に注意しなくてはいけない。小動物注意の看板を三つほど過ぎると病院は見えてくる。

　贅沢ぜいたくな広い庭を所有している建物だ。野外球技を行う場所、森林浴を堪能できる散歩道。いまは誰も使用していないそれらはこれから日の目を見ることだろう。傷痍軍人の家族の見舞いが増えたせいか最近では定期運行の乗合馬車が出来た。連れてこられた子ども達はよく見知らぬ者同士で遊んでいる。乗合馬車を降りる者の中に、人目を引く男が居た。

　トーン・オン・トーンチェックのベストに白シャツ、ボルドー色の生地きじにスウェード編み紐が施されたワイドパンツ。腰ベルトから揺らめくグラフチェックの飾り布。長い真紅の髪を後ろて括った伊達だて男。病院に知り合いが多いのか、看護師のみならず入院患者やその家族ともすれ違う度に気持ちのよい挨拶あいさつを返している。

　彼の足取りは迷いがなかった。階段を登り続け廊下を歩く。窓から見える風景はアンシェネの丘がくれる最高の景色だ。山林を越えた先、港街の首都ライデン。遠くからかもめが飛んできては去っていく。

　季節は初夏だ。開け放たれた窓が運ぶ風の香りは瑞みず々みずしく咲き誇る花の匂いがする。男がノックをしてから入室した部屋は複数人が利用する病室だった。女性兵士と男性兵士で区別しているのだろう。カーテンで仕切られ姿が見えない患者もいるがすべて女性である。

「ホッジンズさん、彼女目覚められましたよ……ほんと、大変だったんですから」

　呼ばれた男、ホッジンズは患者の一人に付き添っていた看護師に疲労滲にじむ声で言われ呆ほうける。

『嘘だ、本当に？』と病室に響く声。裏返っていた声音には驚きと歓喜と、少しの焦燥が含まれていた。緊張した面持ちで部屋の最奥を見る。彼の尋ね人はそこに居た。

　錆さびついた白のパイプで出来た寝台で、自分の手を見つめている。肩から取って付けたように施された義手を不思議そうに眺める瞳は澄んだ色の碧。髪は不揃いに伸びているが豊かな稲穂の海の如く流れる金髪。一瞥べつされただけで、こちらの息も止まるような美貌の少女だ。

　傍まで来て、かける言葉を探していたホッジンズに気付くと彼女から口を開いた。

「……少佐は、ギル、ベルト少佐は……何処どこですか」

　唇は乾いてひび割れ、血が滲んでいた。

「ヴァイオレットちゃん……随分と眠り姫だったね」

　少女は他の患者と同じく傷しょう痍い軍人だった。ライデンシャフトリヒ陸軍の影の立役者であり登録のない兵士。とある男にだけ仕える兵器、ヴァイオレット。

「俺のこと、わかる？ホッジンズだ。ライデンシャフトリヒの、インテンスの部隊で指揮してた。ほら、最終決戦の夜さ。挨拶あいさつしただろ。ずっと目覚めなくて心配していたんだよ」

　だがホッジンズにとっては、親友の育てた兵士という部分が大きい。

　他の患者がひそひそと小声で何か話しだしたので、ホッジンズは仕切りカーテンを閉めて傍の椅子に腰掛けた。ヴァイオレットはカーテンの隙間に目をやる。

「少佐は……」

　そこから誰か入ってくるのを期待しているのだろう。ホッジンズは首を横に振る。

「来てないよ。戦後処理で……忙しいからね。来られる状況じゃない」

「では、では、生きているんですね……！」

　必死の剣幕で問われ、ホッジンズは答えあぐねる。

「……そう、だね」

「お怪我は？お怪我の具合は？」

「怪我という点で言えば君よりは。それより自分の心配をしたほうがいい」

「私のことなど、どうでも……」

　しばし疑うようにヴァイオレットはホッジンズの瞳を覗き込む。

「その情報は、本当なのですか？」

　冷え冷えとした瞳だ。美しいからこそ増す外面の凄みというものがある。だがホッジンズはひるむことなく彼女の碧眼を見つめ返した。それどころか朗らかな笑顔を浮かべる。

「安心してよ、ヴァイオレットちゃん。俺はあいつから君を頼まれて見舞いにきてるんだ」

　努めて優しい声音と慈いつくしみ溢れる雰囲気を作り出す。

　こういうことはホッジンズの得意分野だった。上司を持ち上げることから女性の寝室にたどり着くことまで。過程は違えど手法は同じだ。

「少佐……に？」

　まずは相手に自分が味方だと思わせること。

「そう。俺とあいつは陸軍の士官学校時代からの親友だから。お互い、何かあった時は助け合うようにしてる。親より互いのことにゃ詳しいかもね。だから君のことも頼まれた。ギルベルトは君を案じている。その証拠が俺だよ。君は俺のこと忘れちゃったかもしれないけど……」

「いいえ……ホッジンズ少佐。覚えています。二回です。お会いしたのは」

「え、一回目覚えてたの？君、あの決戦前夜の時何も言わなかったじゃない」

　ホッジンズは二回目の出会いの時に言ったのだ。

『やあ、俺は初めてではないんだが……覚えていないよね？君を一方的に知っている。ホッジンズ少佐と呼んでくれ』と。

　それに対してヴァイオレットは敬礼しただけだった。

「発言を求められているとは思いませんでした」

「訓練場でのこと、本当に覚えてるの？」

「あの時は言葉を学んでいなかったので、何を言われていたかは不明ですが。ホッジンズ少佐は……少佐と、ギルベルト少佐と親しげにされていました」

　眼中になど無いと思われていた分、嬉しさより驚きが大きい。二人を取り巻いていた緊張感が少しだけ薄れた。ヴァイオレットはホッジンズを認識し、ホッジンズはヴァイオレットに認識された。

「そうですか、ご無事ですか……」

　ヴァイオレットは目を閉じて安堵あんどの吐息を漏らす。看護師が大変だったというのは恐らくこれだろう。こちらが何を言おうとギルベルトのことしか聞いてこない相手は確かに大変だ。

「君達の部隊の功績が非常に大きかったよ。その分、死傷者も多数出てしまったけれど…それはどこの隊も同じだ。作戦通り撹乱かくらんで北の態勢が崩れて、そこを突くことが出来た」

「大戦は勝ったと、医者には教えてもらいました。けれど私は、最後の……記憶がありません」

「君とギルベルトは折り重なるように倒れてた。そして応援を呼んできた仲間に助けられた。よくもまあ死ななかった。特に君は、出血量が酷かったから」

───人間離れしてる回復力だよ。

　その言葉は喉のど元まで上がってきていたが唇から発せられることはなかった。

「少佐はいま、どんな任務に？私はいつ合流すればよろしいでしょうか。身体が……動かないのですが、数日中には元の状態に戻します。少佐も重症を負ったはずです。目が……」

　ヴァイオレットの声は途中でしぼんでいく。

「……お守り出来ませんでした。せめてお傍で目の代わりをします」

　先程からこの娘は自分の腕のことは嘆かず、この場に居ない男の心配をしている。

───あんまりよくないな。何かを、信じすぎているのは。

　ホッジンズはこの盲目的な献身を、素直に賛美出来なかった。

───信頼と、信仰は違う。

　ヴァイオレットの姿勢は信仰に近い。ホッジンズの考えは、彼らしく損得勘定に基づいていた。商品であれ恋人であれ、過信はよくない。突然の裏切りや消失に耐えられない場合がある。彼は至極人付き合いがうまく情に熱い人間だが、思考は冷めていた。

「それは無理だよ、ヴァイオレットちゃん……身体の心配なら君の方だろう。腕が……もうわかっているだろうけどどうしようもなかった。もうちょっと、繊細な造りの奴をつけて欲しかったんだけど。陸軍病院だしね。戦闘特化の物になってしまった。ごめんね」

「強いのはよいことです。どうしてホッジンズ少佐が謝られるのですか？」

　問われて、ホッジンズは肩をすくめた。彼自身もそれについて答える言葉を持たなかった。

「何でだろうね」

　ホッジンズは困ったように眉を下げた。それで話題が途切れ、二人の間に沈黙の帳とばりが降りる。

「……」

　病室が静かなせいか、沈黙が痛いくらい際立ってしまう。

「ヴァイオレットちゃん何か食べたい物ある？」

　病室の壁にかけられた時計の秒針の音。

「いいえ、ホッジンズ少佐」

　看護師と患者の小さな囁ささやき声。

「……お水とか、飲みたくない？」

　二人の息遣い。

「不要です」

　それが嫌に響く。ヴァイオレットに投げた会話の弾が、すべて彼女の武器の戦斧ウィッチクラフトで切り落とされる映像がホッジンズの脳內に浮かんだ。それくらい、会話が続かない。

───困った。この俺が女の子との会話に困るなんて。

　ライデンシャフトリヒの戦いくさ乙おと女めの気難しさは相当だとホッジンズは心中で唸うなる。共通点といえば、やはりギルベルト・ブーゲンビリアしかない。だが目覚めて開口一番に安否確認するほど、その身を捧げている主の話をするのは彼女をやたら寂しがらせるだけなのではないか。

───いや、寂しいとか思うのかな。執着、はしているようだけど。

　無機質で精緻せいちな美術品のような少女は同じ生き物とは中々思えない。生きているのか死んでいるのか。生きているにしても、何が楽しくて生きているのか。

───嗚あ呼あ……ギルベルト、とんだ面倒を頼んでくれたな。

　人を二種類に分けることは難しいが、沈黙に耐えられる人間とそうでない人間は居る。ホッジンズはどちらかと言えば後者だった。自然と目線が足元に下がり履いている靴を意味なく揺らす。ホッジンズのブルーグレーの垂れ目が床に転がる何かを見つけた。そこで彼はこの窮地を脱する物の存在を思い出した。

「そうだ、お見舞いの品があるんだ！看護の邪魔になるからって、よけられてたんだけど実はいままでにも色々持ってきてたんだよ。ほら」

寝台の下から紙袋を取り出す。起き上がれないヴァイオレットに向けて、ホッジンズは黒猫のぬいぐるみを見せた。ヴァイオレットの反応は薄い。次に虎柄の猫のぬいぐるみを。最後に子犬のぬいぐるみを見せる。三匹揃って『どうも』とおじぎをしてみせる。

「……」

　反応はやはり薄い。

「……駄目、かな」

「何がでしょうか」

「君への贈り物として、不合格だった？」

　ヴァイオレットは大きな瞳を瞬またたかせた。金糸の睫毛まつげも揺れる。

「私に……？」

本当に疑問に思ったのだろう。『どうして私に』とヴァイオレットは言葉を付け足す。

「怪我して入院してるんだから、お見舞いの品を貰うのは当たり前だよ。そうか、入院したことないか。早く元気になってねって……俺からの気持ちさ。君の荷物、戦後のどさくさで消えてしまってさ。いま何も持ち物がないんだ。だから、部屋が寂しくないようにと……」

　そこでホッジンズはびくりと身体を震わせた。悲鳴を呑み込むような息遣いがヴァイオレットから漏れたからだ。

「だ、大丈夫？ヴァイオレットちゃん」

「ブローチ……」

「ヴァイオレットちゃん？」

「ブローチは……エメラルドのブローチ……少佐に頂いた物なのです。失くしたのなら探さなくては。頂いた物なんです……！」

　ヴァイオレットは無理やり起きようと首を動かした。ホッジンズは慌ててそれを止めようとする。だが制止せずとも問題はなかった。

　ヴァイオレットはまったく起き上がれなかった。

「どうして、どうして……」

　数ヶ月も寝ていた人間、それも、腕を切り落とし機械仕掛けになってしまった者がすぐに歩き回れるはずがない。

　寝台がギシギシと音を立てる。落ちそうになる彼女の肩を押さえた。

　はたから見れば乱暴しているようだ。

───勘弁してくれ。

　親友から預かった少女兵、それも腕を落として弱った女を押さえつける真似などホッジンズの中の紳士が許さなかった。

「エメラルドがいいの？

　俺が代わりのを買ってあげるよ、ね？」

　ヴァイオレットは首を小さく振る。

「代わりは、無いのです」

　目を伏せて、何かを堪こらえるような仕草。

　相当大事な物だったのだとホッジンズは察した。

「わかった。俺が買い戻す、だから安静にしてヴァイオレットちゃん」

　後先考えずに宣言した。

「出来るのですか……？」

　ヴァイオレットの抵抗がぴたりと止んだ。すかさずホッジンズは自慢の笑顔を携たずさえ頷うなずく。

「たぶん。闇市場に流されてると思うんだ。知り合いの商人をあたってみる。頼むからこんな状態でどこかに行こうなんて思わないでくれ。それまでこいつらで我慢してくれないかな。ぬいぐるみとブローチで……まったく違うけど。可愛くない？俺が昔飼っていた奴らにそっくりなんだ。ヴァイオレットちゃんはうさぎとかくまのぬいぐるみの方が良かったかな」

「わかりません」

「この中ならどれが可愛い？絶対選ばないといけないとしたらどれか教えて？」

　そのような質問をされたことがないのだろう。

　ヴァイオレットは三匹のぬいぐるみを右から左へと眺め押し黙る。

「言わないと世界が終わると仮定したら？はい、三・二一！答えて！」

「そんな……。子犬……でしょうか」

「ミッキーね！あ、ミッキーって俺の飼ってた犬の名前。じゃあこいつは君のすぐ傍に置こう。良かったなミッキー。お前は選ばれたぞ」

　ミッキーと名付けられた子犬のぬいぐるみはヴァイオレットの顔横に添えられる。ようやく大人しくなったヴァイオレットを見てホッジンズは胸をなでおろした。

　背中からじっとりと冷や汗が出ている。ヴァイオレットは、最初は興味がなさそうにしていしたが、やがてはぬいぐるみに顔を近付けて頬で触れた。

　しばらくそうしているのを何気なく見つめながらホッジンズは言う。

「ヴァイオレットちゃん。此こ処こは少し人が多いから個室が空いたら移してもらおうか。手続きはしてあるんだ。もう、あの最終決戦が終わってから数ヶ月も経ってるんだよ。最初は病室も一杯で、寝台も足らなくてさ。でもようやく人が減ったっていうか……ほとんど担ぎ込まれた奴らは死んじゃっただけなんだけど。……個室、だから空きそうなんだ。そしたらそいつらも並べられるし……」

　ぬいぐるみ自体、珍しいのか。感触が柔らかくて気持ちがいいのか、ヴァイオレットは目を閉じて子犬の腹あたりに鼻をうずめている。目覚めたばかりで訓練なしに義手は動かせない。

　顔で触れるしかないのだ。押しすぎて遠ざかると、首を動かしてまた頬を寄せた。

「あと、他に……」

　その姿に、ホッジンズは言おうとしていたことが頭から飛んだ。

「ええと……」

　彼女の仕草はいとけなく、とても自然だった。

「……ぬいぐるみ、触るの、楽しい？」

「たのしい、はわかりません。でも、ふれていたいと思います」

　一時でも緊張や不安が収まったせいか、最初より声音も柔らかかった。鼻先で押されて離れていくぬいぐるみを、手でよせてやると素直に礼を言う。

───こんな、子だったのか？

　ホッジンズの心の奥に、いままで漂ただよっていたのとは違う感情が芽生え始めていた。

　怖さや、面倒臭さ、支配欲ではない。もっと体温のあるもの。

「そう……うん、俺も昔はそうだったな。小さい子……あ、いやこれは悪気はないんだけど。小さい子ってよくそうするよね。いつも、親が構ってくれるわけじゃないし……」

「親はしりません」

「ああ、そうだよね……」

　子は庇護ひごを求めて、人型や獣の玩具に触れる。不安や境遇から本当に守ってくれるわけではない。あくまでそれは代わりでしかない。子どもの時でいえば、庇護者の代わりだ。

───こんなこと、する子だったのか？

　表情では何も窺えない。

───いや、こんなこと、しないと保てないのか。

　いま、彼女は正真正銘、孤独なのだ。

「……ええと、なんだっけ……そう、他に、他に……して欲しいことがあれば言ってくれ。ギルベルトから君のことを頼まれている。不自由なことがあれば出来る限り改善するよ…何か俺言っていることまとまってないな。君が目覚めたの、驚いて、ちょっと……喋りすぎている」

　ヴァイオレットはそれに対し、ありがとうございますと短く答える。ポーカーフェイスが得意なホッジンズは微笑みを絶やさずにいたが笑顔の仮面の下では違う感情を抱いていた。

───そうか、そうだったのか。

　ホッジンズがヴァイオレットのことを知る機会はそれほど多くは無かった。昇格の際に久しぶりにギルベルトに会った時に見せられたあの訓練場での凄惨せいさんな出来事から数日と、最終決戦前夜の日だけ。大戦後、見舞いは何度も来ていた。ヴァイオレットは親も兄妹もいない。友人もいない。いつも、ホッジンズが唯一の見舞い客だった。

───どれだけ強いか、どんな殺しが出来るか、知っているのに。

　武器を取り上げ、狂気を取り除けばどうだ。

───嗚あ呼あ、これは。

　ただ普通に話して、動くのを見ればわかる。

───これは駄目だ。こんなの、だって。ギルベルト、お前。

「ホッジンズ少佐？」




　こんなの、ただの女の子じゃないか。




　ホッジンズは心の何処どこか柔らかい部分を匙さじで抉えぐられたような心地になる。

　鬼神めいた戦いぶりに、忘れていた。見ない振りをしていた。

　おそらくはライデンシャフトリヒの陸軍で彼女を見かけたことがある者なら皆そうしていた。

「これは……私が扱って、壊さないでしょうか」

　ヴァイオレットは、戦っていない時は何も知らない子どもなのだ。

　人間として登録されず、戦場での生き方しか知らずに育った。彼女は美しい器をした武器で、商品で、物だった。戦闘能力を買われて生かされている少女兵に余計な知恵はいらない。

　戦いぶりを見ていれば恐ろしくて声をかけたいとも思わない。大人びた容姿は男達から父性ではなく色めいた気持ちを抱かせる。子どもとして、扱われない。

───だが、いま俺の眼下に居るのは。

「好きにしていいんだよ。もう君の物だ」

「はい」

ホッジンズの眼下に居るのはギルベルト・ブーゲンビリアが『人』にした少女だった。

　言葉を教え、規律を覚えさせたのはギルベルトだ。戦時下に、軍を率いながらそれをすることがどれほど大変だっただろう。ホッジンズはヴァイオレットの最初の状態を知っている。

「ホッジンズ少佐、どうかされましたか……」

「いや、なんでもない。他に、何かないかな」

　袋を漁りながらホッジンズは身体全体が腐っていくような異様な感覚に陥った。

　思い返してみたのだ。自分がいままでヴァイオレットをどう定義していたのか。

───俺、あの時。君で賭けごとをした。

　儲けた煙草たばこで、何を買ったか覚えていない。

　ギルベルトは頑として取り分を受け取らなかった。

───君はきっと、軍の役に立つだろうと思った。

　予想通り、ヴァイオレットはめざましい働きをした。最終決戦では作戦の要である撹乱を見事に成功させた。それは大きな出来事のたった一部分でしかないが、同じことを同じ状況下でやれと言われて出来る兵士が他にいたかはわからない。

　彼女が戦わなければ、味方の被害はもっと甚大じんだいだっただろう。逆に言えば、彼女が居なければ死なずに済んだ人間も多い。そういう存在だ。

───使える、と思った。

　ライデンシャフトリヒの訓練場で、男達を次々と殺して最後に生き残った少女。忠誠を誓うのはギルベルトのみ。残虐性を隠しきれない冷徹な殺戮さつりく人形。

　化物だから、そのままでもいいと、何処か思っていたのだ。

───そんなわけ。

　ヴァイオレットと名付けられた少女は、諦めきれない期待でカーテンに視線を注そそいでいる。

　その姿は親鳥を探す雛ひなだ。

───ない、よな。

「ヴァイオレットちゃん、ごめん」

「何がでしょうか」

「…………あまり素敵なお見舞いの品がないや。次は色々、君を驚かせられる物を用意するよ。進軍ばかりで街で買い物なんてしたことないだろう」

「一度だけ」

「そっか。次からはもっと頑張るから。期待していてね。もし気に入らなくて、駄目でも、見放さないでくれると助かるな」

「よくわかりませんが、そのようなことはしません」

「……うん、ありがとう」

　ホッジンズはその後、会話が続かなくとも日暮れまでヴァイオレットの傍に付き添った。

　ヴァイオレットは途中寝たり目覚めたりと意識が長く保てなかったのでほとんど話すことは出来なかった。病院は夕方頃になると見舞い時間の終わりを知らせるベルが鳴る。それに合わせて看護師が各部屋に残っている見舞客に帰宅を促し始めた。

　ホッジンズはすぐに動けないでいた。

「ホッジンズ少佐、面会時間が終わります」

「うん」

「帰られなくていいのですか」

　最初は、会話が続かず早く帰りたいくらいだったがいまは無性に傍に居たかった。

　こんな状態の彼女を置いていくのかと、良心が痛む。その痛みの発生が今更遅すぎると、自分で自分の心を刺してまた痛みを感じてしまう。

「看護師さんが睨にらんでるから、よくはないね。帰るかな……。ああ、そういえば俺言い忘れてた。もう少佐じゃないんだよ。軍は辞めたんだ」

「そうなのですか」

「うん」

「軍人は……軍を辞めたら何をするのですか？」

「何でも出来るよ。人生は一つの道だけじゃない。俺に関しちゃいまはちょっとした事業を立ち上げようとしている商人。俺が社長の会社を作るんだ。今度はその話をするよ」

「はい、ホッジンズ……しょ……」

　何と呼べばいいのか困ったのだろう。ホッジンズはくすくすと笑う。

「ホッジンズ社長って呼んでよ。まだ誰も社員がいないから、そう呼ばれたいのに呼んでもらえないんだ」

「ホッジンズ社長」

「……悪くない響きだ。ヴァイオレットちゃんに社長って言われるとぞくぞくする」

「寒いのですか」

「うーん、今度くる時は冗談について話すね」

　夏の夜とはいえ寒くないように、肩口まで布団をかけ直してやり、子犬のぬいぐるみを再度顔横に置いた。ヴァイオレットはまっすぐにホッジンズを見る。ホッジンズは、最初と違い今度は耐え切れず視線を逸らした。逸らした先は窓だった。

　病室から見える外の風景は夕焼けの橙だいだい色で染まりつつある。昼と夜の境界線が交じり合う姿は何処どこで何い時つ、何をしていてもふと見入ってしまう風景だ。

　空の雲、海、大地、街、人、すべてに等しく茜あかねの光が降り注そそぐ。その恩寵おんちょうを受ける者達が本当は平等でないとしても。いまは等しく浴びて、やがては夜に抱かれようとしている。

ホッジンズが『綺麗だね』と言うとヴァイオレットは『美しいですね』と返した。

　それじゃあ、とホッジンズは椅子から立ち上がる。

「さよなら」

「さよならじゃないよ。また来るよ」

───君は、俺なんかに興味ないかもしれないけれど。

　だがヴァイオレットは予想に反して、無表情のままつぶやいた。

「また……」

『さよなら』を『また』に言い換えた。

「うん、またねヴァイオレットちゃん」

　ヴァイオレットは、少し考えるように黙りこんでから小さく頷いた。




　短い命を世界に知らしめるように虫が鳴いていた。ライデンシャフトリヒ陸軍病院の周囲は緑生い茂る森がある。最近、有志の軍人の力により車椅子も走行出来るよう整備された散歩道は入院患者の憩いの場となりつつあった。散歩道の道沿いには木で作られた卓や椅子が転々とし、昼ご飯を広げる病院職員の姿も少なくない。その中に一人の男と一人の少女も居た。

「ヴァイオレットちゃん、疲れてない？」

　切り株の椅子に腰掛け、二人横に並んでいる。季節は二人が再会した初夏から少しだけ時が経ち、太陽の最盛期も静まりかけていた。今日は風もあり涼しく過ごしやすい夏の日だ。

「ホッジンズ社長、問題ありません。あと十往復くらいは」

　ヴァイオレットはゆったりとした綿のワンピースを着ていた。何の変哲もない簡素な服だが、胸元にはエメラルドのブローチが輝いている。偶たまに、ちらりと視線を落として所在を確認していた。それを見てホッジンズは何も言わず微笑む。

「駄目だよ。お医者さんに行って帰ってくるだけって言われただろう。見てるこっちも不安だ

　し……帰りは俺が押すから」

「ですが」

「駄目」

「……ですが」

「駄目だから。無理してもすぐわかるからね」

「……はい」

「さあ汗拭いて、風邪ひくから」

　ホッジンズはハンカチを渡した。ヴァイオレットはそれを掴むもうまく額が拭けない。

「俺が拭いたら駄目？」

「駄目です。練習になりません」

「でも、ほら、髪も乱れちゃうしさ」

「駄目です。まず腕を動かせるようになれと仰ったのはホッジンズしょ……社長です。確かに……この状態では少佐のお助けにはなりません。むしろ役立たずです」

ホッジンズは苦笑いとも苦渋の表情とも似つかぬ顔をした。このヴァイオレットという少女兵が目覚めてから見舞いを重ねて早二月ほど。会う度に開口一番ギルベルト・ブーゲンビリアの来訪を問われるのが堪こたえていた。彼は未だ姿を現さない。それはホッジンズにはどうしようもないことだが『今日は来ないよ』と言う時に見るヴァイオレットの切なそうな顔。それがたまらないのだ。なのでホッジンズはヴァイオレットを諭した。

『ギルベルトが来ない間に、君がやるべきことは奴の不在を嘆くことじゃなくて自分に出来ることをすることじゃないかな。つまり安静にしつつ、回復に向かうことだよ。会えた時に自慢出来るくらい腕を使えるようにするのがいまの任務だよ』

　これはヴァイオレットにはてきめんに効果があった。

「私は必ず生身の時以上にこの腕を使いこなします。エスターク社の義手は戦闘特化……私の技量が追いつけば、もっとお役に立てる存在になれるはずです」

　彼女は、任務や命令があるほうが輝ける人なのだ。そういう特性を持っている。

「……いや、そんなことないけど。女の子って存在だけで山嶺の川から流れた霊れい験げんあらたかな清水みたいにありがたく素晴らしいものだよ。野郎は汚水だ」

「その例えは理解しかねますが、少佐のご命令をお伺い出来ない以上、自主的に鍛錬すべきだと私は考えます」

「……はい」

　なんだか妙な会話だが、険悪な雰囲気ではない。それどころか、この気の合わなそうな組み合わせの二人は意外や意外に馴染むようになっていた。彼の交友関係を思い起こせばそれほど不思議なことではないのかもしれない。ホッジンズとギルベルトは親友だが、ギルベルトの対応は基本的に冷ややかだ。ホッジンズは何というか、口では女好きを公言しながらも男女問わず美人に振り回されるのが好きな難儀な特性を持っていた。

「難儀な性格だね、ヴァイオレットちゃん」

　自分にも突き刺さるはずの言葉を他人事のようにホッジンズは言う。ヴァイオレットはハンカチを膝に落としては拾いを繰り返し、やっとのことで汗を拭くことが出来た。完全に使えない状態からは脱することが出来たヴァイオレットだったがまだまだ一人で生活することは許可される状態ではない。

「偉いよ」

　曲がった前髪を指先で直してやってから、ホッジンズはヴァイオレットを車椅子に乗せる。

「もう帰るのですか」

「風冷たくなってきたしね」

「……汗を、かかないようにします」

「出来るのなら教えて欲しいよその技。何を言っても駄目です。病室に戻ろう」

　のんびりと車椅子を押しながらホッジンズは考えた。

───無理しすぎる子だからこういう運動療法はあまりやらせたくないな。

　ヴァイオレットの表情は相変わらず無表情だが、どことなく俯うつむいて落ち込んでいる様子に見える。あくまでホッジンズの想像でしかないが、彼にはそう見えた。

───とはいえ、やれることを取り上げるのは良くない。何か良い訓練方法はないだろうか。

　沈黙も慣れてきた二人は黙って病室まで戻る。それほど広い部屋ではないが、他人を遮断するには十分だった。知る人ぞ知る両腕義手の少女兵にはぶしつけな視線も多い。個室の病室に移ったおかげでホッジンズは様々な見舞いの品を持ち込み放題だった。部屋に入ると漂うのは生いけ花ばなの香り、出迎えてくれるのはぬいぐるみの数々。

　まだ着ていない服や靴がリボンのついた箱に収められて積まれている。至極少女らしい部屋だ。その中でぽつんと寝台に座るヴァイオレットの姿はさながらドールだ。

「ヴァイオレットちゃん。俺、君に贈り物があるよ」

「……もう十分頂いています。お返し出来るものがありません。お断りします」

　孫を溺愛する祖父の如く、見舞いの度に何かしら持ってくるホッジンズにさすがのヴァイオレットもふるふると首を横に振り拒否を示した。

「いやそんな高いもんじゃないから。というか使いかけなんだけど俺の筆記帳。万年筆もね、インクは変えたばかりだからすぐに切れることはないと思う」

　ホッジンズは個室に設備されていた書斎机にそれらを広げた。堅表紙の書物風の筆記帳、金色に光る万年筆。ヴァイオレットはされるがままに書斎机前に座らされ、それらを手に取るよう促される。筆記帳は数頁ページしか使われていなかった。ホッジンズはその部分を破り捨てる。

「手の練習、これにしよう。文字を書くんだよ。確か、名前は書けるんだよね？」

「はい……ですが、言葉は……書けません」

「いいじゃないか。入院生活は退屈なんだからこの時期に覚える運命だったんだよ。目標を立てた方がいいね。どれくらいまで出来るように目指そうかな？」

「て、がみを」

　ヴァイオレットは咳き込むように言った。

「手紙を、書けるようになりたいです」

　切実さを含んだ声だった。

　ホッジンズの目も口も驚きで見開かれる。それはホッジンズにとってこの上ない申し出だった。実のところ、彼の都合でそのような方向性に持っていこうとしていた。

「どうして、そう思ったの？ヴァイオレットちゃんが何かをしたいって珍しいよね。ほら、訓練とか以外で……」

「手紙は遠いところに居る人に言葉を届けることが出来ます。此こ処こでは通信も出来ません。ですが、もし手紙を書けたら……お返事を頂けたら、肉声でなくとも話しているのと同じです。少佐はそのようなお時間が無いかもしれません。ですが、私は……私という道具が、居ることを…少佐に……」

　後は言わなくてもわかった。

「少佐に……」

　ヴァイオレットは忘れて欲しくないのだ。

　ギルベルト・ブーゲンビリアに自分の存在を。自分という彼の為の武器を。

「思いを届けたいんだね」

「……はい、いいえ……いえ恐らくは……はい……」

　どっちつかずの返事。自分でもうまく抱いている気持ちを言い表せないのだろう。

　ホッジンズはよくわかっている。この病室の扉を開ける度に、期待して萎しぼむヴァイオレットの表情を見てきている。

───嗚あ呼あ、駄目だ。本当にこういうのは駄目だ。

　ホッジンズはまぶたを片手で押さえて息を吐いた。

「……ホッジンズ社長？」

「うん、ごめん、ちょっと待って。すぐ復活するから」

　手をひらひらと振って顔を背そむける。目頭が熱かった。胸が痛い。唇を噛んで、どうにか心の痛みを肉体の痛みで相殺そうさいさせようとするがうまくいかない。

───俺も年なのかな。

この自動殺人人形が見せるふとした『人間』の表情に触れると、どうしてだか泣きたくなってしまうのだ。

───切なくて苦しい。

　ずずっと、鼻をすする音がヴァイオレットの耳に届いた。

ヴァイオレットは小動物が危険を察知した時のように一度びくりと肩を震わせる。ホッジンズの体感だが『どう対処していいかわからない』という雰囲気が彼女から醸かもしだされた。

「あと三十秒待って……」

　ヴァイオレットは周囲を見渡した。碧眼が注意深く室内の中でいまこの場に必要だと思われるものを検索している。床頭台からハンカチを、寝台から黒猫のぬいぐるみをつまんだ。ホッジンズの元へ持っていく途中で握力が続かずそれらは床に落ちる。しゃがみこんで、拾おうとした時にはもうホッジンズは元の彼に戻っていた。彼もしゃがんで拾うのを手伝う。

「もしかして慰めようとしてくれてた？」

　不器用な優しさに、苦しく締め付けられていた心がほころんだ。ホッジンズの胸の奥に、恋とは違う愛おしさが花開く。

「……ホッジンズ社長は幼少期、ご両親に構ってもらえず涙した時、よくこの黒猫に似たぬいぐるみを抱いて寂しさをごまかしていたと……」

　だが次の瞬間にはその感情は吹っ飛んだ。

「俺、そんなことまで君に話してた？」

「一度、商談帰りに泥酔して来られた時に二時間ほどご自分の半生を語られていました」

　ホッジンズは今度は違う意味で泣きたくなった。

「ヴァイオレットちゃん、もし今後酔っ払った俺が現れたらまじめに話に付き合わないでいいから。殴っていいから。ほんと……酒控えよう……。これからは紅茶を飲む。紅茶で生きていく。嗚呼、恥ずかしい……後は何て言ってた？」

「クラウディアというお名前が、ご両親が生まれてくるのが女児だと予想して用意されていたもので、しかしそのまま名付けられた為に生きづらいと」

「よし、手紙書く作業に戻ろうヴァイオレットちゃん」

　クラウディア・ホッジンズは色々と限界だった。

　二人の新しい試みは、まずは万年筆を持つことから始まった。一文字書いては万年筆が転がり、また握り締める。床に落ちたそれを拾う姿はまたもホッジンズの心を切なくさせた。

「ゆっくりでいいんだよ」

　陸軍士官学校しか出ていないホッジンズにとって、教師役をするのは中々大変だった。

　それはヴァイオレットも同じだ。銃の解体は出来ても、文字は書けない。

　拙つたない教師、拙い生徒同士、お互いがお互いの拙さを補い合っていくしかない。

　いまの段階では彼女が手紙を書けるようになるなど途方も無い未来に思えた。

「……ギルベルト少佐の、お名前を書けるようになりたいです」

　文字の上達と共に窓の外の景色は段々と色褪あせていく。




　紅葉の枯れ葉が大地に色彩の絨毯じゅうたんを築いていた。

　ライデンシャフトリヒ陸軍病院の正面玄関は枯れ葉の掃除が間に合わないようだ。山道からこの病院前までため息ものの自然の美しさに彩られていた。世界は秋一色だ。

　正面玄関の前ではトランクケースやトロリーバックを地面に置き、誰か人を待っている娘が居る。荷物が多いのか、バッグからはぬいぐるみが顔を出していた。

　待ちぼうけの状態なのだろう。何処どこということもなく虚空を眺めている。絵になる美少女だ。

　ウィステリアミストのノーカラーコート、ハイネックのブラックニット。ライラックのオーガンジー素材スカートは風が吹くごとにさらさらと音を立てる。

　少女兵ヴァイオレットの金糸の髪は随分と長く伸びていた。それがこの病院で過ごした月日を物語っている。山道から小さな馬車がやって来るのを見ると、ぎしりと音を立てる義手で荷物を掴んだ。何の不自由もなく両手で持ち馬車の停車位置に向かう。

　同じように、ヴァイオレットの元へ向かってくる男がいる。

「ごめんごめん、仕事で色々あって遅れた」

　寒風が身に染みる秋だというのに汗をかきながら走ってきたホッジンズは見違えるように普通の女の子の格好をしたヴァイオレットを見て驚き笑顔になる。

「ヴァイオレットちゃん可愛いよ、俺の見立ては素晴らしい！才能がありすぎるのも困りものだな……服飾業界に進んでも良かったかもしれない。ブローチは？」

「持っています。移動中に失くしたらと思うと……」

「そんなにすぐ落ちないよ。つけたほうがいい。貸して」

　ホッジンズはエメラルドのブローチをしっかりとヴァイオレットの胸元につけてやった。距離が近いのにヴァイオレットが警戒する様子はない。

「できた、似合うよヴァイオレットちゃん」

　頭を撫なでられても手を払うこともせず大人しい。

　長い間、面倒を見てくれたホッジンズのことを彼女なりに受け入れているようだった。

「ホッジンズ少佐」

「社長」

「ホッジンズ社長、私は退院して何処どこに行くのでしょう。次の任地は？少佐から手紙の返事

　はありません。もう何通も出しています」

　ホッジンズに手をひかれ、ヴァイオレットは馬車に乗り込む。

「君はこれからとある高貴な血筋の一家の養女になる。息子さんが大戦で亡くなられてね。養子を探してた。ギルベルトの親戚にあたるお家だよ。そこで淑女の教育を受ける」

　客が乗車するのを確認すると御者は馬車を走らせた。一度大きく馬車が揺れる。

　ヴァイオレットは真顔で固まっていた。何も、揺れに驚いたのではない。

「……それは戦いに必要な学習なのですか」

　これからようやく自分の能力を発揮出来る場所へ戻れると思っていた矢先に突拍子もないことを言われたのだ。ヴァイオレットの反応は控え目なくらいだった。

　ホッジンズは腰を曲げて、ヴァイオレットの瞳と目線を合わせて言う。

「戦争は終わったから、君はもう兵士ではなくなるんだよ。だからこれからは兵士じゃない生き方をするのに必要なことを学ぶんだ」

「戦争は、また起きます」

　断定的な言い方だった。美しい碧の瞳には、いままで駆け抜けてきた戦場で見た記憶が宿されている。ホッジンズは馬車の外をちらりと見た。外の景色は刻々と変わっている。

「そうかもね。でもいまは無い」

　ヴァイオレットに負けじと、ホッジンズは強い口調で返した。

「戦争でなくとも、私は、武器さえあれば、いくらでも活躍を……」

「殺し屋の真似事を？ヴァイオレットちゃん、それはただの人殺しだよ」

　何を、言っているのかと碧い瞳の眼光が鋭くホッジンズを刺した。

　言葉より先にホッジンズに投げかけられたその視線。その中には戦場で幾いく人にんもの命を手に掛けた少女兵ヴァイオレットの幻影が見える。

「私は人殺しです」

　まだ戦場から、その心は帰っていない。

　ホッジンズは一度目を伏せて、息を深く吸ってからまた口を開いた。

「ヴァイオレットちゃん」

　どこまで理解してくれるかはわからないが、ホッジンズは伝えたい思いがあった。

「君はいままで大義があった。襲われたり、命令されたから殺していた。戦争る国の為という大義だ。大義がないのに、それをしちゃあ、駄目だ」

「わかりません……」

　予想していた反応にホッジンズは頷うなずく。

「そうだね。すごく難しい問題だし、俺も君に自分の価値観を押し付けてる」

「難しい、問題。ホッジンズ社長でも……ですか？簡単ではないのですか」

「ヴァイオレットちゃんは、どうして人を殺してきたの」

「……その能力がありましたし、必要に迫られました。簡単です」

「そうだね。生きる為に、身を守るために君は殺してきたんだよね……。きっと、ギルベルトに会う前もそうで、誰かが君にそうさせていたんだろうね。障害を取り除く為の作業みたいなものだ……そこに感情は無い」

───そうして、君は人として機能不全を起こしている。

「嗚あ呼あ、本当に難しいな。うん、例えば、俺が暴漢に襲われたとしよう。殺されかけてる。君は俺を助ける為に暴漢を殺した。殺さない程度に済めばよかったけど、殺した。それは大義があるよね。多分、君は罪に問われない。それどころか英雄だ」

「大義とは」

「……生きる上で守る大事なことだと思って。これを守らないと人間の世界では軍警察に捕まる。そういう観点ならわかるかな？」

「はい」

「じゃあ別の例え。俺は実は暴漢に殺されたかった。暴漢に金を積んで俺を殺してくれるよう頼んでいた。死にたかったんだね。俺達の間では損得の商談が成立していた。そこを勘違いした君が割り込んできて、ただ頼まれて殺そうとしていただけの暴漢役の人を殺害してしまった。これは大義がある殺人だと思う？」

「ね、すごく難しいよね。多分正解はない。人間が作った法の中ではどちらも裁かれるだろうけど正解は多分ないよ。一旦、いまの例えは忘れて」

　ヴァイオレットは硬く無機質な両の手を自らの頬に当てて考え込んだ。いま、ホッジンズは彼女にとっては非情な言葉を突きつけている。だがいずれはぶつかる問題なのだ。

　少女兵がいた。たくさん人を殺した。大義の為の殺人であったが人を殺した。




　その少女兵は、幸せになってもいいのか？




「ただね、俺が確実に言えることは……」

　ホッジンズは困惑するヴァイオレットに、嫌われたくないと恐れながらも言う。

「君が誰かを殺すところを俺は見たくないし、それをしなきゃいけない場所に君を行かせたくない。完璧に感情論だけど……俺の中では一番答えに近いと思っている」

　この役目を自分に背負わせたギルベルト・ブーゲンビリアを憎みそうですらある。

「殺人は悲しい人を増やすんだ。だから、しないでほしい。悲しくなりそうなことは、防ぎたい。世界全体にそんな感情は起こらない。俺は大切な人だけに、それを求めてる。ギルベルトもそうだ……。だから駄目だと俺達は言う。君に俺達の理論を押し付ける。殺す殺さないも至極自己中心的な考えでの大義だ。世界はそうなっている。みんな、すごく我わが侭ままなんだよ……。ヴァイオレットちゃん、ギルベルトから最後にどんな命令を貰った？」

　問われて、ヴァイオレットは大戦の最中のことを思い出す。ギルベルトは血まみれだった。

ヴァイオレットは泣いていた。恐らくは初めて流した涙だった。『愛してるんだ』という強い言葉を反芻はんすうし心臓が高鳴った。いまも、思い出すだけで動悸どうきが激しくなる。

「軍から逃げて、自由に生きろと」

「そういうこと」

　結論は出た。ヴァイオレットにとってギルベルトの命令は遂行すべき事柄だ。よほどのことがない限り拒否はしない。それでもヴァイオレットは戦場に戻らないという未来が受け入れがたいようだった。

「それは、軍にとって良いことなのですか？私が殺さないことで、味方が死ぬ結末に導いてもですか？」

「敵も人だよ。それに…君は自分が人を殺すことで、どんどん身体に火がついて燃え上がっているのを知らないからそういうことを言えるんだよ……ヴァイオレットちゃん」

　少女兵は、いや元少女兵は自分の身体に視線を落とす。

　何も燃え上がってなどいない。美しい洋服の生地きじしか見えない。

「燃えていません」

「燃えてるよ」

「燃えていません。おかしいです」

「いいや、燃えているんだ。俺は燃え上がる君を見ていて放置した。後悔している」

　ホッジンズのいうことはすべて抽象的だった。

「君はこれからたくさんのことを学ぶよ。そしたらきっと、自分がしてきたこと、俺が放置したと言ったこと。それが何なのかわかる時が来る」

　主が飼う下僕は美しい怪物である。

「そして初めて、たくさん火傷やけどをしてることに気付くんだ」

　この怪物は戦いにおいて最強を誇り、無知にして無垢。

「まだ足元に火があるのを知る。油を注そそぐ人が居ることを知る。知らないほうが楽に生きられるかもしれない。時に泣いてしまうこともあるだろう」

　その瞳が永遠に閉じてしまうその時まで、我が身が燃えていることを知らない。

　断罪はあれど救済はない。

「けれど、知ってほしい。だから軍には戻らないんだ」

　その手には何も掴まれておらず、恐らくはそのまま生きていく。

「……ヴァイオレットちゃん、運命を変えよう」




　きっと、そうなる運命だった。




　だが、燃え上がる少女の手を掴み、湖に投げ込む男が現れたのだ。

　いま、此処に居なくとも、その男は確かに存在した。

「これからご挨拶あいさつする方は軍上層部のお偉いさんでもおいそれと手を出せないやんごとなきお家柄なんだ。君は元々、軍に名前の登録はない。だからね、ここから新しい人生を始めなさい」

「ですが、それでは少佐のお傍に……」

「君が力になりたいギルベルトからの命令だよ。奴がそう望んだんだ。君はギルベルトの何だい？ヴァイオレットちゃん」

「……私は、少佐の……」

「ああ、着いてしまった。挨拶しないとね」

　馬車が停車した。他にどうしようもなく、ヴァイオレットはホッジンズに手を引かれ馬車から降りる。古めかしくはあるが、城と見間違えるほどに荘厳な造りの屋敷が長い道の先にそびえ立っている。屋敷の方から二人の老夫婦がやってきた。彼らがたどり着く前にホッジンズはヴァイオレットに耳打ちする。

「失礼のないように」

　ヴァイオレットは咄嗟とっさにエメラルドのブローチを握った。馬車は既に来た道を戻ろうとしている。その道の先に、いま此処に居て欲しい人物の姿は見えない。

　いくら求めても、その人は会いに来てはくれない。

「こちらがエヴァーガーデン家の当主さんとその奥方。君の親代わりになる。さあ、挨拶あいさつして」

　気品がありながらも優しげな老夫婦は、躊躇ためらいもなくヴァイオレットの機械の手を握る。

　嬉しくてたまらない、という笑顔を彼女に向ける。

「……お初にお目にかかります。ヴァイオレットです」

　こうして、ヴァイオレット・エヴァーガーデンが誕生した。




　夜の海に雪花が溶けている。人々の眠りを抱いた夜空よりも昏い水面。

　その中に次々と雪が吸い込まれていく様は南のライデンシャフトリヒでは珍しい風景だ。窓を開けて空からの贈り物にはしゃぐ子ども達。寒さに身を震わせる高級宿のドアマン。吹雪ふぶく前に帰られて良かったと無事に船旅を終えたことに安堵あんどしあう船乗り達。いずれも滅多にお目にかかれない風景にしみじみと冬の到来を感じている。

　南のライデンシャフトリヒでは雪は年に数回しか降らず、積もることは無い。しかしこの年は天からの気まぐれな采配で降り注そそぐ雪はとどまることを知らなかった。例年であれば淡雪程度で済んだ雪が積もりに積もって成人男性の膝下まで到達した。政府お抱えの気象学者は百年に一度の異常気象だと発表し、南の国は一時混乱に陥った。外に出れば転び、馬車を走らせるにも道がない。蓄えが家に無い人が殺到し食糧品店や食事処は喜びと不安の悲鳴を上げる。物流は途絶え、街の中を歩き回る者はいなくなった。

　雪がすべての音を吸い取ってしまったかのように静寂に包まれている。その中で南国の者にしては歩き慣れた様子で雪道を進むホッジンズの姿があった。元ライデンシャフトリヒ陸軍の少佐、北の大国と渡り合ってきた彼には雪景色は戦場を想起させるものだった。引っ張り出した冬の軍靴で雪をかき分けながら一本道を無言で歩き続ける。正面にはライデンシャフトリヒの首都ライデンから離れたエヴァーガーデン邸がおぼろげながらに見えていた。ほっと漏らした安堵あんどの息。吐息は闇の中で紫煙のようにすぐに消える。

　ようやくたどり着いた彼をまずはエヴァーガーデン邸の執事がねぎらい迎えてくれた。

　屋敷は広い造りのおかげで隅々まで暖かいとは言えなかったが、雪降る暗夜行路を耐えたホッジンズにとっては室内に入れただけありがたかった。

　応接の間で暖炉に当たりながら熱い紅茶を飲むこと数分。

「よくいらっしゃってくれたわホッジンズさん。今日はもう来られないかと思っていたの」

　シルクのナイトガウン姿の夫人が現れる。

「ティファニーさん、御無沙汰ごぶさたしてます。真夜中に訪問すみません」

　ホッジンズは恭うやうやしく礼をする。

「それはこちらの台詞せりふよ。他大陸に行ってらしたんでしょう？

　帰国して早々、呼びつけて悪

　かったわ」

「女性の頼みを断るなんて俺がするわけないでしょう。パトリックさんは？」

「主人は私を残して遠出した街で足止め状態よ。代々この土地を守っているけれどこんな風景はきっと死ぬまでにもう二度とお目にかかれないわね……。あの人のことだからいい歳なのに外で雪遊びをしていると思うわ。風邪をひいてしまえばいい」

　ホッジンズの脳内には楽しそうに雪だるまを作る壮年男性の姿が浮かんだ。

「童心を忘れず気さくな素晴らしい方ですよ」

「いいえ。ただ子どもなだけなの。あれでもエヴァーガーデンの当主なんだけど……パトリックのことよりヴァイオレットよ。いまはあの子のことで頭がいっぱい」

　ティファニー・エヴァーガーデンは物憂げな表情で語りだした。ヴァイオレットを引き取ってからというもの、様々な新しい知識を与えてみたそうだ。教養や礼儀作法、馬術や声楽、料理に刺繍ししゅうに舞踏。だが何一つとして彼女の顔が晴れ晴れとして楽しめるものはなく、何もやることが無ければ日がな一日部屋に籠こもって手紙を書いているという。

　しかし彼女が出した手紙に返事は一度として返ってきたことはない。

「…我が家にも大分馴染んでくれて、この前なんかパトリックの肩もみまでしてくれたの。あの人ったら泣いて喜んでいて……いえ、痛かったのかもしれないけれど。でもね、不器用だけれどいい子だと私は思うの。息子の死で自分も刺されたかのように痛かった心が段々と癒いやされているのよ……あの子の、率直なまでの無垢さが好きよ」

「俺もです」

「……でも、私達だけ癒されているのでは彼女を預かった意味がないのよ」

　ティファニーはガウンの上から自分を寒そうに抱きしめる。

「すべての事情を聞いた上で養子にしたの。本当は私達が、そうしてあげるべきなのに……やはり、駄目なのかしら……本当に血が繋がっていないと……」

「そんなことありません」

　ホッジンズは断言したがティファニーは首を振る。

「ギルベルトの代わりには、なれないわ」

「ヴァイオレットだって息子さんの代わりにはなれません。誰かの代わりなんて誰も出来ない。存在が違うんだから。俺達が出来るのは寄り添うことだけです。あの子がどこか出かけた時にいままでは帰る家はなかった。温かな食事も待っていてくれる人もいなかった。でもいまはある。今後、あの子がどんな道を歩もうとも、それがすごく大事なことになってくる。ただそれだけでいいんです。それがすごく大事なことなんです。どうか投げ出さないでください」

「投げ出すなんて……！そんなつもりはないわ。ヴァイオレットを手放すくらいなら主人を売り払います」

　彼女の瞳に嘘はなかった。

「ティファニーさん……良い話になりかけているけど旦那さんを大切にしてください」

「正直、夫より娘の方が可愛くて…」

「未婚男性の夢を壊さないでください」

　その気があるならいくらでも紹介してあげるわとティファニーが目を輝かせたのでホッジンズは早々に話をやめて逃げるようにヴァイオレットの私室の前まで来た。エヴァーガーデン家の召使い達が不安げにそんなホッジンズを遠目で眺める。中々部屋に入る決心がつかない。ホッジンズは自分を奮い立たせる。

───誰も、代わりは出来ない。そうだろ俺。

　ホッジンズはヴァイオレットの後見人を務めてからというもの、幾いく度どと無くその気持ちを味わってきた。寂しいと思うこともある。だが、同時に嬉しいと思うこともあるのだ。

───ギルベルトがあげられなかったもの、出来なかったことを俺ならやれる。

「代わりは出来なくたって……」

　何かを確認するようにシャツの胸元を叩いた。それから咳払いをして、改めてノックをした。

「どうぞ」

　彼女のことだから侵入者の足音でそれが誰かはわかっていたのだろう。

　何度か部屋には訪れていたが、真夜中に令嬢の寝室に忍び込むのはさすがのホッジンズも緊張する。しかしその緊張は次の瞬間には違う感情に塗り替えられた。

「ホッジンズ……社長。ご無沙汰しております」

　その名を花の女神から貰い受けたヴァイオレット・エヴァーガーデンは、たった数ヶ月会わないだけでまた一段と美しくなっていた。ネグリジェ姿は清廉でいて優ゆう艶えん。金糸の髪は更に長く伸びている。神秘的なまでの姿。ギルベルトがつけた名にふさわしく、成長した。

「ヴァイオレットちゃん、何しているの」

　だが、目を奪われるのはそこではない。ホッジンズは声が裏返った。あまり動揺の表情は見せたくなかったが隠しきれなかった。部屋を訪ねたホッジンズが見たのは床に散らばる手紙の中で座り込んでいるヴァイオレットだった。その数は一通や二通ではない。数十通の手紙が死体の如く静かに積み重なっている。死んだ思いが、まるでしんしんと降り続ける雪のように溶けることなく、ただ存在しているのだ。

　ヴァイオレットはすぐに返事をしなかった。口を開く気力もないのかもしれない。

「手紙を……整理していました」

「誰からの……？俺、はいつも葉書だろう？」
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「誰からのものでも……。私が書いて、送っていないものです。もう手紙は出していません。返事は来ないと、理解しています。ただ他にすることがない時は……手紙を書いてしまうのです。意味はありません。日々あったことを、綴つづっただけの雑文です。処分しようかと思案していました」

　宛先不明の手紙達は、本当に死体だった。

　そしてその死体を生み出したヴァイオレットもまた、瞳に生命の煌きらめきは無い。戦場にいた時のほうが、まだ生き生きとしていたかもしれない。

「ヴァイオレットちゃん……」

　ホッジンズはその手紙の山と、そうではない場所の境目に座り込んだ。

　彼女と真正面から対峙する形となる。ヴァイオレットの虚ろな瞳。その目で見つめられると逸らしたくなる。しかし、逸らし続けた結果がこれなのだとホッジンズは自分を律した。

「……少佐は、もう私の元へは来てくださらないのですね」

「うん……来ない」

「私が腕を失って、兵士としての価値がなくなったからですか」

「違うよ」

「私はまだ戦えます。もっと強くなれます」

「もう俺達の戦争は終わったんだよ、ヴァイオレットちゃん」

「武器でなくともお役には立てませんか」

「君はもう、誰かの道具じゃないんだ」

「では私の存在自体が少佐の邪魔であるようでしたら、消えろと命じて貰えるようお伝え頂けませんか。何処どこへなりとも行きます。こんな、こんなままでは、何の役にも」

　ホッジンズは湧いてくる涙を必死に堰せき止めた。

「……そんなこと、言わないでよ……俺やエヴァーガーデンさんはどうなるんだよ！」

「だから、こそ、です……だから、こそ……どうしたら、良いのか……わからない」

　ヴァイオレットもまた、その瞳を潤ませホッジンズに乞い願う。

「私は、私は道具で、不要なら、処分されるべきで、わたし、は……わたしは……こんな風に、誰かに、大事にされるべきでは・・・お願いです。捨ててください、どこかに捨ててください」

「君は物じゃないよ。俺は娘みたいに思ってるんだよ。ねえ、ごめん……聞いてくれ」

「どうしたら、いいか、わからないのです」

「ヴァイオレットちゃん、ごめん……本当にごめん、君を傷つけたくなかったんだ」

「少佐の元に、戻してください。お願いです」

「それだけだったんだ。ごめんね、本当にごめん」

　ホッジンズはシャツの首元に手を入れて銀色に光る物をヴァイオレットに見せた。

　ただの首飾りではない。それは認識票と呼ばれるものだった。

　戦場で戦死した場合に亡骸なきがらを個人特定するのに必要な道具だ。

　兵士達が自嘲を込めてドッグタグとも呼ぶそれは自分の物を持っている分には問題はない。

　他人が自分の物ではない認識票を持つ場合。

　そうなると話は変わってくる。

　性別や名前が書かれた認識票は兵士が戦死した場合、死体からもぎ取られ戦死者確認の為に使用される。故人の戦友が形見に持つことも多い。

　磨かれた認識票には彼女がただひたすらに追い求める人の名前が彫ってある。

　ヴァイオレットは文字を覚えた。

　ギルベルトの名前を必死に練習した。

　それが何か読める。

「ギルベルトは死んだ」







『ヴァイオレット、愛している。生きてくれ』
















　ヴァイオレットの瞳から大粒の涙が零こぼれた。
















　夏を終え、秋を迎え、冬を越し、春が来た。

　春はライデンシャフトリヒでは白い季節と呼ばれている。

　ライデンシャフトリヒ、首都ライデンの街路樹として植えられた樹は春になると白い花を芽吹かせ、花弁の雪景色を作るのだ。

　この時期はどこを歩いても花が空を舞っている。僅わずかな時だけ見ることが叶う風物詩だ。

　新しい一年、何かを始めるには素晴らしい季節。

建てられて間もない郵便社がライデンの街には出来ていた。看板には『C・H郵便社』と描かれている。店はまだ営業を開始していない状態なのだが、店主は開店に向けて準備をしていた。まだ殺風景な社長室では机の上に電話だけある。

「本当にいいのか」

　開けたバルコニーの眺めは美しいというのに、この郵便社の社長、クラウディア・ホッジンズは睨むように眼を細める。電話の相手が何か気に障ることを言ったのか、大きくため息をついた。

「やってることは間違っちゃいないよ。軍から切り離すのには俺も賛成だ。あの子は、もっと他の世界を見たほうがいい……軍で飼い殺しになんてさせたくない。その為なら協力する。最初は渋ってたけどいまは違う。本当に、あの子を守りたいって思ってる。一緒に居て、そう……感じるようになったんだ。本当だ……本当だよ。大事に、したい。でもなギルベルト」

　ホッジンズは形見として嘘をつけるよう、ギルベルトに渡されたドッグタグを指に絡ませてから爪で弾く。

「予言するぞ。お前は後悔する」

　弾かれた命の証は、回転を続けやがては収束する。

「お前達って育て親と娘なのか？上官と部下なのか？保護者面で傍にいない方があの娘の為だって言うけど、それってお前がヴァイオレットちゃんに深く踏み入れないただの言い訳だろ？情しか無いなら姿まで消すことない、近くで見守ってやればいい。お前の背中だけ追う人生だった子を俺なんかに任せて、それで、それで……あの子が幸せになってるって本当に思ってるのか？」

　ホッジンズの手に再び握りしめられたドッグタグは、冷たい。

「……環境はそりゃましになっただろうさ。戦争だってしなくて済む。でも、俺はいまのヴァイオレットちゃんが幸せだなんて思わない。あの子はさ、例え兵士のままでも……軍の道具のままだったとしても、お前の傍にいる方が嬉しいんだよ！幸せなんだよ！お前の背中を追いかけて生きてきて、死んだって言われてんのにまだ追いかけてる。わかってんだろ、そういう子なんだよ！このままじゃ一生ああだ。来てくれない主人を待って、待って、待って、待って……！」

　ただずっと、死んでいると聞かされている男の帰還を待っている少女。その顔が、寂しそうな碧い瞳がホッジンズの頭の中でちらついては消える。

「あんなの可哀想だ！ギルベルト……あの子の意思を無視するな！そうやって、遠ざけて、守っているつもりなら大きな勘違いだ。俺はお前の未来が読めるね。若くて強くて、元気で、それなら離れていて大丈夫だと思ってるんだろ。自分が見守って、そうして死んでいけるって思ってるんだろ。平和ボケしてるんだよ。大馬鹿野郎！人は突然死ぬぞ。自分も他人も過信するな。俺だって明日突然死んでるかもしれない。死因なんて予測できない。大丈夫な人なんていない。ギルベルト、お前かヴァイオレットちゃん、いつかどちらかがその時を迎えたら、お前は絶対に後悔して泣くね。俺は言ったからな。お前がどこで泣こうが、絶対に慰めてやるもんか。俺はお前の友人でもあるが、いまはヴァイオレットちゃんの親代わりなんだ。泣きわめいて、己を呪え。いいか、考え直すまで連絡してくるな！お前は大馬鹿野郎だ……！」

　ホッジンズは怒鳴り散らしてから乱暴に電話を受話器に置いた。

　怒りが収まらずドッグタグを首から外して投げる。銀色のそれは本当はこの場で殴りたかった男の代わりに床に叩きつけられ、無残に転がる。

「……馬鹿野郎」

　ホッジンズはヴァイオレットを知れば知るほど、その存在の切なさに胸が焼かれる思いをしていた。そして彼女を悲しませている原因に自分は加担しているという罪悪感に苛まれる。

「……馬鹿野郎」

　しかし、この切なさは、ギルベルトに対しても同じだった。

　ホッジンズは感情的に投げ捨てたばかりのドッグタグを一瞥べつし、深いため息を吐いてから膝を折り拾う。ギルベルト・ブーゲンビリアとそれには書かれている。

　厳格な家に生まれ、期待に応え続けてきた男の名前だ。他人の為に自分を殺すのが得意で、いままでどれだけ殺してきたのか知らないが、手は恐らく自らの血で染まっている。

　殺し続けた自分の死体の道の先で、ギルベルトはヴァイオレットに出会った。

　何かやりたいことがあるなどと、ホッジンズのように夢を語ることは一度としてない男だった。敷かれた細長い道を黙って、静かに、器用に歩いてきた。

　ここに来て、初めてギルベルトはその道を壊している。

　ヴァイオレットを軍から離すことは言葉で語るよりそう簡単なことではない。彼がいままで培つちかった人脈や功績を尽くしても足りない。永続的にその状態を続けるのであれば、ギルベルトは更なる高みへと自分を持って行かなくてはならないだろう。三角形の階層の頂点へ、誰にも文句を言わせない頂きまで。もう無敵の道具は居ない。

　登りつめたとしてもその時隣には彼の愛した女性は居ない。彼が突き放した。

　愛しているから。すべてを懸けて、人生を懸けて、自分を殺し、守ろうとしている。

「馬鹿、ばっかりだ」

　ホッジンズはもう一度ドッグタグを首に下げてシャツの内側に隠す。

　親友が泣いているのを見たのは一度しかない。ヴァイオレットの腕に義手が付けられているのを彼が初めて見た時だ。彼の全部を知っている訳ではないが、少なくとも自分には一生そんな顔を見せないだろうと。そういう男なのだろうと思っていた。そのギルベルトが泣いた。




『ホッジンズ、頼みがある』




　引き受けてやるのには、十分な理由だった。




「……やれやれ」

　郵便社の外で二人の男女が何やら言い争いをしながら扉を叩いた。ホッジンズは一度深呼吸をしてから玄関へと向かう。扉の開閉と共にドアベルが鳴った。

「やあ、来たか」

　もう、顔は郵便社の社長、クラウディア・ホッジンズに戻っていた。

　爽やかな彼と相対して、男女二人組は双方とも不機嫌顔である。

「呼びつけた理由はなんだよ。まだ開店日じゃねえだろ。あとこの馬鹿女の躾しつけをしろよ」

「社長、もうこいつと二人きりにしないで。殴るの我慢するの大変なの」

「嘘言うなよお前、殴られたばかりだぞ！我慢は何処どこに行った！」

「まあまあ、二人とも」

　互いに口を開くと会話で噛み付き合うのが常になっているのかもしれない。物騒な物言いのやりとりにホッジンズは気圧されることなく飄々ひょうひょうとしている。

「ベネディクト、カトレア。今日からこのC・H郵便社を発足するにあたって創設メンバーにもう一名加えたい」

　ホッジンズは彼らを中に迎え入れようとしたが、社員二名の背後に見える坂道からとある人物を確認してその場に留まる。

「何だよそれ聞いてねえぞ」

「社長、それ女？可愛い？あたしより？」

　長い長い坂道を、彼女は自分の足で、自分の決断でこちらに向かって歩いて来ている。

　ホッジンズは垂れ目を下げて、微わ笑らった。

「女の子だよ。最年少だ。ちょっと訳ありの子でね。いや……俺がかき集めてきた君達は全員訳ありで変な奴ばかりだけど……その最たる存在になるかもしれない。年は君達が一番近いから仲良くやって欲しい。ずっと口説いていてね。ようやく頷いてくれたんだ。自動手記人形オート・メモリーズ・ドールは世界中を歩きまわるから……彼女が求めるものが何であれいい経験になるだろう」

　ホッジンズは二人に振り返るよう、手で彼女を示した。

彼らがその瞳に初めて映す人物は、もうかつて存在した『ヴァイオレット』ではない。
















「紹介しよう、ヴァイオレット・エヴァーガーデンだ」

　ヴァイオレットは冷たい美しさを宿した相貌で、人形のようにお辞儀をした。







「花婿と自動手記人形オート・メモリーズ・ドール」




　朝の月が蒼穹に浮かんでいる。

　儚はかなく朧おぼろげなその様は夜天の月ほど月下に生きる者達を圧倒する存在感は無い。だが空に溶けかけた優しげな色彩の月は満月と同じようにふと時を止めて見入ってしまうような魅力がある。

　見渡す限り草原と小花という田園詩的な風景と合わさるとお伽とぎ話の挿絵のようだ。

「お母さん」

　その天国のような風景の中で、月など目も入らず一心不乱に走り回る若い男が居た。

　大慌てでズボンを穿はき、シャツを羽織ってきた。そんな恰好をしている。

　ユーカリ盆地と呼ばれるこの一帯は未開拓の土地が多く、街から街、村から村への距離が歩いて半日ほどである。定期運行車は日に一度しか通らず、それを逃せば地域住民や旅人は自らの足か他の交通手段に頼らざるを得ない。そんな野原の世界で、人を探すのは障害物の少なさを考えれば簡単なようだが実際のところそうではない。

「……お母さん！」

　広さは、人探しでは最大の障害だ。

　しらみつぶしに探すにしても時間がかかる。探した場所からまた別の場所に対象が移動していてもそれに気付くことが困難となる。

「……糞、何でこんなことに……」

　青年は額から流れる汗を忌いま々いましくシャツの袖で拭った。先程まで野を駆けていた足は走るのを止め、歩くだけになり、やがては立ち止まった。靴を履く時間も惜しんだのか裸足はだしだった。

　足は小枝か石か、何かを踏み潰したせいで血が流れている。こんな怪我をしてまで、夢中で探すべき相手なのか。青年はふと、そう考えてしまった。

「……」

　自分の中で生まれた疑問と、それに対する明確な答えが出ぬまま、それでも青年はまた歩き出す。踏まれた白い小花が血に染まっていく。鈍痛が思考を鈍らせていく。

「名前、呼んでくれよ。お母さん」

　戻るか、戻らないか。探し人を見捨てるか、見捨てないか。

「……俺の、なまえ」

　見捨てない方を選んだのなら、ただひたすらそれをするしかない。この状況下では迷うことが一番の無駄だ。例え、この果てしない野原で、何の手がかりが無くとも。

「……あ」

　青年の視界の中に、突然ダークレッドのリボンが飛び込んできた。緑と青と白。それしかない世界に飛び込んだ赤。彼の流した血以外の赤は青年の前をふわりふわりと風に流されて飛んでいる。反射的に手が伸びた。天からの贈り物のように飛んできたそれは青年の手の平にゆっくりと掴まれる。飛んできた風の方向に首を捻ひねった。人影が見える。自動二輪車を囲むように立っている数人の人影。一人がその場から離れてこちらに走ってきた。

　近付いてくるとそれが女だとわかった。それも、目を奪われるような美女だ。

　飛ひ花かの中、金糸の髪をたなびかせてやって来た彼女は青年の目の前まで来て立ち止まると彼の顔をじっと見た。

「……あの」

　彼女の碧い瞳の不思議な魅力で、まるで丸裸にされてしまったような心地になる。

「お初にお目にかかります。お客様がお望みならどこでも駆けつけます。自動手記人形オート・メモリーズ・ドールサービス、ヴァイオレット・エヴァーガーデンです」

　操り人形のように、優雅に礼をした。形の良い紅唇が紡ぐ音はその姿と同じく可憐で清らかだったが、内容はこの場で語るにはおかしかった。青年は彼女の客でもなんでもない。ただの見知らぬ他人だ。それは本人もそう思ったのか、間違えましたと言い直す。

「すみません。職業病のようなもので、つい初対面の方には口上を……」

「いえ……大丈夫。その、俺はシランといいます。もしかしてこれは君の？」

　無言で頷く彼女にシランはリボンを差し出す。指が触れて自分でも驚くほど動揺した。手袋越しだったが感触が硬質で、明らかに人の指ではなかったからだ。

「どうぞ。それと、お尋ねしたいことが。人を探していまして……」

「六十代くらいの銀髪の女性で髪結いの得意な方ですか？」

「そ、そう。母は昔は髪結いの仕事を……どうしてそれを」

　娘は解かれたまま風で広がっていた髪を片手で抑え、元居た方向を指差した。遠目でほとん

　どよく見えないが、母と思われる小さな背丈の人物が居る。

「我々も、貴方を探していました」

　何をするにも、絵になる女だとシランは思った。




　シランの母を保護してくれていたのは旅の自動手記人形オート・メモリーズ・ドールと連れのポストマンだった。

　彼らは自動二輪車の故障で立ち往生していたところ、シランの母が草原を歩いているのを見かけたらしい。

「旦那と息子を山まで探しに行くんだって言っててよ。早朝に寝巻き姿でおかしいだろ。俺達も困っていたが、更に困っている感じの奴を見ると人間冷静になるもんだ。ヴィー」

　故障を起こした自動二輪車をいじりながらポストマンの男がヴァイオレットに手を差し出す。

「ヴィーではありません。ヴァイオレットです」

　横髪を耳にかけその場にしゃがみこんだ。地面に置かれていた工具袋から一つ工具を取り出し男に渡す。男はヴァイオレットの指摘を無視して黙々と作業を続ける。

「ヴィーの髪見てよ、綺麗だ触らせてくれって言うからそのまま遊ばせてた。俺はこっちにかかりきり。ヴィーは婆さんの相手。そしたらあんたが来た」

「……母は、少々、心を壊していまして……その、ご迷惑おかけしました」

「そうなんだろうな……まあ、そういう奴って珍しくないぜ。心とか、記憶とかって曖昧あいまいになりやすい。別に年食ってなくてもよ………駄目だ……もういい。手拭きくれ」

　黒い油汚れを簡単に拭うと彼は立ち上がった。ヴァイオレットより少し背が高い。砂のような金色のサンディブロンドだ。襟足は短いが前髪は斜めに長く垂れている。

　スカイブルーの涼やかな瞳は甘さの中に棘がある。身体の曲線がすぐに見てわかる細身のレザーパンツ。それとは逆に上着はゆったりとしたスプリンググリーンのシャツにサスペンダー。

　男が履くにしてはヒールが高過ぎるブーツを履いている。ヒール部分は十字架。中々主張的な服装をしている。

「……こりゃ、完全にお手上げだ。よりにもよって、こんなど田舎の何もねえ草原の真っ只中でぶっ壊れるとは……」

　だがそれらすべてを剥はぎ取られたとしても、男は女の一人や二人は簡単に手玉に取れそうな風貌はしていた。玉の汗を腕で乱暴に拭ってため息をつく。随分と疲労しているようだった。

「ベネディクト、やはり私が出発した街まで走って助けを呼びます。先を進むよりは戻った方が早い」

「あの、ならば……」

　男、ベネディクトはシランの声掛けを聞かずヴァイオレットの言葉に眉をひそめる。

「お前がいくら冗談みたいな馬鹿体力の持ち主でも女一人にそんなことさせられるか。そっちのが近いっていってもかなりの距離だ。つーかそれ後で俺がおっさんに怒られる展開だろ」

　ヴァイオレットは少し首を傾げた。

「そうでしょうか。ベネディクトは連日の郵便配達で明らかに疲労していますし、その上私を道中拾う業務までこなしているのですから、此処は体力が残っている方が動くのが英断では。男女は関係ありません。生き残るための選択です」

「あの、ですから」

「いや、俺には見えるね。おっさんが『ベネディクト……お前ね、何でヴァイオレットちゃんにそんなことさせた？走らせたって？』って言ってお得意の紳士ぶりで非難してくるのが」

　情感たっぷりに演技して見せたのは恐らく、とある郵便社の社長の物真似だろう。

「お前、聞かれたら何でもかんでも答えるだろ。嘘つけねえじゃねえか」

「社長に嘘はつけません。報告は真実のみ語ります」

「じゃ、やっぱり駄目じゃねえか」

「真実を述べますがベネディクトを援護します。私が申し出たのだと」

「お前の援護射撃は実弾なら最高だが、日常会話だと空回りしてっからやめろ」

「あの！」

　大きな声を出して、ようやく二人はシランの方を見た。母は歩き疲れたのか、シランの背中におぶさり眠っている。ヴァイオレットが人差し指を口元に当てた。シランは苦笑いする。

「お困りでしたら、母を保護してくれた御礼に俺の村へ案内します。自動二輪車は押せますか？押していけるなら少し時間はかかりますが、修理出来る者の元へと案内しましょう」

「出来るのか？」

　シランは頷うなずく。

「村はいま少々立て込んでおりまして、時間だけは頂くことになりますが……そうですね。一日、滞在出来ればなんとかなるでしょう。おもてなしもします。実は、結婚式があるんです。この地方では誰かが結婚する時、村をあげての祝宴を開きます。その間は誰でも招いて歓待します。ちょうど、客人をもてなすのには最適な時なんですよ」

「酒は？」

「勿論」

「踊れる女と美味い食事。あと寝床」

「女性は、ええと……ベネディクトさん。貴方次第ですがそれ以外はご用意出来ます」

　ベネディクトは拳を握り天を仰いだ後、ヴァイオレットに向かって両の手を上げた。ヴァイオレットはしげしげとベネディクトの手を見つめる。

「こうすんだよ、こう」

　無理やりヴァイオレットの両手を上げさせて二人は手と手を合わせて打った。

「やったぜ」

「……やったぜ？」

　そこまで真似しなくてもいい、とベネディクトが笑う。

「これもご縁って奴だな。誰だか知らないがその幸せな二人の乾杯に混ぜてもらおう」

　ベネディクトの言葉にシランも笑った。背中の母を一度見てからその笑顔はすぐに消えてしまったが、無理に明るい声を出して言う。

「ええ、俺がその幸せな二人の内の一人です」




　シランに案内されてたどり着いた先はキサラという名の村だった。村は半円を描くように家々が建築されていた。真ん中には広間があり石造りの東屋と井戸がある。本来はそれだけの広間だろうが現在は所狭しと天幕が張られている。村の女達全員がその場に居るのではないかと思われるほど女性だらけだ。彼女達は精力的に料理を作ったり広間を飾り付けている。ヴァイオレットとベネディクトはその光景を珍しそうに眺めた。

　男性は何処どこに居るのかとベネディクトがシランに尋ねると、村からほんの少しだけ外れた所に出来ていた天幕の群れを指し示した。色とりどりの布で出来た天幕が立ち並ぶ様は青い空と緑の大地にはよく映えている。客人の為の寝床を仮設で作っているらしい。本当に来る者拒まずで歓待するようだ。ひとまずシランの家へと一行は向かった。村の小路は狭く、物にあふれていた。玄関先に置かれた木桶いっぱいに咲く花。干した作物。足元をすり抜ける猫。

　そこらかしらから鐘の音が鳴っている。風が吹くとぶつかり合って音を奏かなでる複数の鐘で出来た民芸品がこの村の名産だとシランが教えてくれた。視界を上に広げると小路を挟んだ家同士の窓で紐を通し、洗濯物が並んでいる。そこに鐘もかけられていた。おしゃべりをしている若い娘達が楽しそうに紐を引っ張り取り込む。するとその度に鐘が鳴る。ベネディクトが眼差しを向けると嬌きょう声せいにも似た笑い声を上げて窓を閉めてしまった。大きな街には無い、小さな集落独特ののどかさがある村だ。

　狭い小路を過ぎると一度道が開けて、その先に他の家よりもひと際大きな一軒家があった。

　あまり手をかけられてはいないが、薔薇の藪が庭に茂っている。玄関前で不安そうに立っている女性が二人居た。

「ああ、無事でしたか！」

　一目散に駆け寄ってきたのはエプロンドレスを着た初老の婦人だった。シランは深いため息をついてから声を低くして彼女に言う。

「無事でしたか、じゃないだろ。大丈夫なのか、まさかいつもこうなんじゃ……」

「昨夜、私は奥様の部屋の鍵をきちんと閉めておきました。旦那さん、もしかしてその後にお部屋をお尋ねになったのでは？鍵は閉められましたか？外からしか開かないんですよ」

「……それは」

「旦那さんに任されてから数年、奥様をこのように探しにいったことは私はありませんよ」

「悪かった。悪かったよ……」

　あまりよい雰囲気とは言えない会話だった。もう一人の女性がシランの方に歩み寄る。褐色の肌に愛らしい顔立ちをしている。黙って見ていたヴァイオレットとベネディクトの方に頭を下げた。そこでようやく、シランも身内以外の人間がすぐ傍にいたことを思い出した。

「す、すいません……。ご紹介します。僕の、ええと……明日から妻になるミーシャです。母の使用人の、デリット。俺は母とは離れて暮らしていまして。ミーシャ、デリット。彼らが母さんを保護してくれていたんだ」

　最後の一言が彼ら家族にとってどれだけ感謝すべきことだったかはその後の表情でわかった。デリットもミーシャもまるで聖人のように二人を扱い家に通してくれた。それからは慌ただしく時が過ぎた。明日結婚式を迎える新郎新婦は様々なところに挨拶あいさつがあるようで二人で出かけてしまった。客人を丁重にもてなせないことを謝罪したが、ヴァイオレットとベネディクトは屋根のある場所で涼すずめるだけでもありがたいことだったので気にもせず彼らを見送った。

　昼も近かったので使用人のデリットが旅人二人を気遣い食事を振る舞った。

　ベネディクトは相当疲れていたのか食べた後は電池が切れたように眠りこけてしまった。最初は頭が船を漕ぎ、やがてはこらえきれず背もたれに体を預けて眼を閉じた。ポストマンの業務は日がな配達仕事だ。その上ヴァイオレットを旅先で拾って運転、更に自動二輪車も壊れて修理に頭を悩ませていれば疲労困憊にもなる。

　同じ長椅子に座っていたヴァイオレットはもたれかかってくる彼を静かに横に寝かせ、ようやくすべてが静かになった空間を再度見つめた。この家の窓にも鐘がある。

　チリンチリンと鳴いている。デリットが食器を洗う音が台所で聞こえる。ベネディクトの寝息も合わさって、至極平和な夏の日の午後が出来上がっていた。

　ヴァイオレットは眠りに誘われた訳でもなく、ただ眼を閉じた。自分の周囲を構成する生活音の優しさを初めて知ったかのように。彼女の新しい家であるエヴァーガーデン家はこの村の家が何軒か合わさらないと形成されないような邸宅だったので、普通の家に仕事でもなく、ただ存在し安らいでいるというのは不思議なことだった。

　だがカタン、と玄関から音がしてすぐにジャケットの中の拳銃を確認した。

「あらあら、自動二輪車の修理の方かしら」

　デリットが足音を立てて玄関へと向かう。横を見るとベネディクトも薄っすら眼を開けていた。彼も手に拳銃が触れている。寝ていて大丈夫ですよ、とヴァイオレットが言うと安心したようにまた眼を閉じた。二人は少し似ているところがあった。髪も瞳も同系色なので並んでいるとまるで兄妹のように見える。

「……」

　何か手伝えることはないかと、同じく玄関へ向かおうとしたヴァイオレットだったが生活音の中で誰かの呼び声があることに気付き足を止めた。二階の方から聞こえる。この家に到着してすぐに、シランの母が二階へ押し込まれてるように連れて行かれたことを思い出した。

　木の階段を登り、二階の廊下に立つとまた耳をそばたてた。

「あなた……？」

　老婆の声がする。

「それともヨナ？」

　家族の誰かと勘違いしているのだろう。

「ヴァイオレットです。朝、髪の毛を結って頂いていました」

　該当するであろう部屋の扉の前でヴァイオレットが囁ささやきいた。




　小さな村だが村を上げての祝宴だ。一軒、一軒、丁寧に礼をした。シランとミーシャが帰路につくのは日が傾いてからだった。

「まあ、お嫁さんここらへんの人じゃないの」

「言葉はわかるのね。でも片言だわ。可愛らしい」

「シラン、よくしてあげなさいね。貴方だけが頼りって感じじゃない」

　別段嫌な気持ちにはならなかったが、挨拶あいさつをする先々でご婦人方に花嫁であるミーシャのことを根掘り葉掘り聞かれた。あまり話し上手ではない内気なミーシャに代わってシランがほとんど話していたので喉のどがカラカラになってしまった。

「暗くなってしまいましたね」

　ぽつりとつぶやくミーシャにシランは頷うなずく。落日を迎えた村は普段なら閑かん寂じゃくに抱かれて居るのだろうが、今日は騒がしいままだった。皆浮かれている。すべて自分達の為に起きている出来事だと思うと、結婚式というものはただ二人の為の儀式ではないと思い知らされる。

　シランはミーシャの手をごく自然と握った。ふふ、と照れた笑い声がミーシャから漏れた。

「この村の人、優しいです」

　シランの前では安心して喋られるのか、ミーシャは語る。

「私、両親に代わって育ててくれた兄も、大戦で死んでしまいましたし。貴方と結婚出来て嬉しい。家族が、また出来ました」

　ミーシャははにかみながら微わ笑らう。

「デリットさん、お料理上手です。貴方の好きな料理を教えてくれました。お母様のお家、広いです。立派で、皆で……住めそうだと思います」

「気を遣わなくていい」

　和やかな話しぶりだったのに、シランは冷たく言い放ってしまった。ミーシャの足取りが止まる。繋いでいた手が、先を行くシランに引っ張られてミーシャはつまずきかけた。

「……ごめんなさい」

「いや、俺こそごめん、なさい」

「いいえ、私がごめんなさい。嫌なことを、言いました。貴方……が、お家を……お母様を嫌って出て行ってたことを知っているのに」

　シランは、ミーシャのこういうところに惚れていた。素直で、思いやりがあり、優しい。

「でも、どうして嫌なのかちゃんと聞いていません。親は大切にしたほうがいいです」

　そして芯がある。繋いでいた手に汗が滲んできた。離して拭いたかったが、シランはそうはせず更にぎゅっと握った。これから一生傍に居る人に、ここで愛想を尽かされたくなかった。

「母さん、話が通じないだろう」

　ミーシャは目を合わせないシランとは違い、彼に視線を注そそいだ。

「はい」

「俺が小さな頃からああなんだ。年でああなってるんじゃない。俺にも父親が居て、あと……兄も居たんだけど……ある日父親が兄を連れて出て行った」

「どうして……」

「あまり小さすぎて覚えていない。たぶん、普通に……夫婦仲が良くなかったんだ。喧嘩けんかはしょっちゅうしてた。どちらかが家を飛び出すのもよく見てた。だからその時もきっとすぐ帰ってくるんだろうと思ったんだけど……」

　帰ってこなかった。

───あの時、どうして父さんは俺じゃなくて兄さんを連れて行ったんだろう。

　初めて生まれた子だったからだろうか。

　兄とは年が三つ違っただけだったが、父は何をするにも兄を優先していたような気がする。例えば土産を渡す順番や、頭を撫でる回数、褒められた言葉の違い。

　大した差異ではないと他人からすれば思うようなことでも、子どもは敏感に察するものだ。

───きっと、可愛い方を、連れて行った。

　そんな気がする。

「それから母さんはおかしくなった。ゆっくり、ゆっくりと……螺子ねじが外れていく機械みたいに壊れていった。最初は俺のことを兄さんの名前で呼び出した。違うよ、と。俺はヨナじゃなくて、シランだよと言うと謝って直したけど。言い間違いだけでは済まなくなった」

ミーシャが繋いでいた手に、もう一方の手を重ねてきた。自分の恋人が歩んできた人生に起きた出来事に心を砕いているのだ。たったそれだけの仕草なのに、シランは嬉しくてたまらなくなった。こういうものが欲しかったんだと、強く再確認出来た。「母さんは俺のことを父さんとヨナ兄さん、交互に幻想を重ねるようになった」

　過去のシランにこのような喜びは無かった。

「父さんの時は泣いてなじりながら叩いてくる。兄さんの時は、ただひたすら何処に行っていたのと抱きしめる。数年くらいそれが続いた」

　シランは自分を可哀想だと思いたくなかったが。

「俺も、ほら、成長期になると背が伸びるから。俺は父さんにも兄さんにも実は似ていないんだよ。ほんと、それは……いいことだった、と思う」

　幸せな子どもだとも思えなかった。子どもの頃を思い出しても楽しいことがない。

　働けなくなった母の代わりに仕事に出て、帰っては惨めな気持ちにさせられる。

「俺を誰かと勘違いすることからは解放された」

　それの連続だった。

「でも、また別の呪いがかかって」

　悲しみの連続だった。

「今度は俺が誰かわからなくなった」

　断ち切る為には離れることが必要だった。

「母さんはもう俺が誰かわからない。小さい時の俺しか覚えてないんだ。デリットが教えてくれた。最近は俺のことを探しているんだって。ちょっと、笑ってしまわないか。俺はずっとずっとずっとさ……」

　家族だからこそ、離れることが必要だった。

「ずっと傍に居たのに」

　薄情と言われようが、シランはそこだけは譲りたくなかった。このことは村の人なら知っていたが、外の人に話すのはミーシャが初めてだった。

　成長し、仕事を覚え、外の世界に飛び出し、そこで出会った女性と恋をしてようやく悲しみから解放された。それを、邪魔されたくはない。

「だから母さんとは一緒に住まない」

　シランはようやく自分の力で掴んだ幸せをたぐり寄せるのに必死だった。




　家に帰宅すると、待っていましたよとデリットが出迎えてくれた。手には幾いくつもの封書を握ったままだ。それは二人の不在の間に起きた出来事がもたらしたものだった。

　遠方で式に参加出来ない友人や親戚から祝いの電報が届いていた。シランとデリットが住む街はここより離れている。本当は母のことなど放って置いて街で式を挙げれば良かったのだが、ミーシャがそれを許さなかった。片親でも居るなら、見せてあげたほうがよいと申し出てくれたのだ。その為、いま現在彼らの交友関係にある人達が式に参加出来なくなった。

「こういうものは……結婚式の作法だとどうするのだろう？」

　年配のデリットにシランは恐る恐る尋ねる。

「そりゃあもう、心を込めて朗読するんですよ。誰かに頼まれていないんですか」

　シランとミーシャは顔を見合わせた。二人とも、身近な年配者に教えを乞う状況で育っていなかったので式の作法には疎かった。

「困りましたね……ここらへんだと……雑貨屋の奥さんとか」

「そんな、いきなり頼めないよ。式は明日だ」

「旦那さん、じゃあ花嫁への愛の詩も考えていないでしょう。あれもしなきゃ駄目ですよ」

　式の途中で花婿が愛する人を思って綴つづる詩を朗読するのは伝統的な行事だった。

「……あれは恥ずかしいからやめようと思って」

「駄目ですよ！あれの無い結婚式なんて。来賓の方ががっかりしますよ」

　凄い剣幕で諭され、シランはたじたじになる。

「うちの地方で式を挙げるってことは、たくさんの人に祝って貰える代わりにその分素敵な瞬間を分かち合えるよう主催も努力するもんなんです。伝統をないがしろにしてはいけません。皆さん、有志で色々やってくださっているでしょう？それは助け合いと支え合いだからですよ。誠意には誠意でお返ししないと罰当たりです」

「で、でも……」

　一体誰に助けを求めればいいのか。部屋に入らず玄関で押し問答していたせいか、客人の一人が様子を窺うように扉を開けて顔を見せた。

「……」

　彼女の手にも手紙が握られている。

「ああ、ぴったりな人がいるじゃありませんか！」

「いや、でも……彼らは客人で」

「でも自動手記人形オート・メモリーズ・ドールさんなんでしょう？朗読も代筆もお手の物じゃないですか。旦那さん、頼んだらいいんですよ」

　デリットの脳天気な言葉。シランは遠慮の方が先に来てとても言い出せない。

「お受けします」

「え」

「お受けします。朗読も、代筆も。一晩の御恩にお受けします」

　予想外なことに、ヴァイオレットの方から引き受けてくれた。まだ知り合って一日も経っていないのだが、何となく自分からそういうことを言い出さないような。

　寡黙かもくな女性だとシランは思っていた。

「大事な式ですから」

　ヴァイオレットの言葉は、重くシランの心にのしかかった。




　ユーカリ盆地周辺の花嫁衣装は赤のローブに金の糸で微細な刺繍が施されたものだった。

　頭には花冠、瞼まぶたと唇にも薔薇ばら色の化粧を施す。反対に新郎は白のローブを身に纏まとう。家を守る象徴の盾と、金色に塗られた細剣を持つ。金剣は財産の象徴だ。

　新郎と新婦は朝から街中を練り歩き人々から祝福される。その後は街の広間を借りきっての宴だ。昨日から村の女達が作り続けてくれた式の舞台は素晴らしいものになっていた。

　広間の東屋は白薔薇と赤薔薇、蔓つる草で飾られ二人の席が設けられている。東屋を囲むように長い卓や椅子がずらりと並んでいて既に客が座っていた。若い夫婦の登場を拍手で迎え入れる。この日に限っては普段は身を粉にして働いている者達も着飾って参列している。華やかな飾りの帽子、色彩鮮やかなドレス。着飾るのは大人だけではない。天使の羽根の装飾品を背につけた子ども達がはしゃいで歩き回る姿は愛らしい。式が始まると楽団が音楽を奏かなで出し、料理が振る舞われた。その後はしばらくダンスの時間となった。初めは稽古けいこを受けた女性達が群舞を披露する。段々とそれに人が混じっていくのだが、金糸の髪のポストマンが参入した時は村の女達から歓声が上がった。女性の履くようなヒールのブーツで華麗に踊り出すものだからダンスの後のベネディクトは両手どころか四方八方、花のような村の娘に囲まれて騒がれていた。

　朗読を申し出てくれたヴァイオレット・エヴァーガーデンはベネディクトのように派手なことは一切しなかった。ただ自分の出番まで静かに佇んでいた。神秘的なまでの美しさのせいか、男達のからかいの種にもならず、かと言って声をかける猛者もさも現れなかった。

　ようやく出番となった時には電報の一行目で参列者の目を釘付けにした。静かに、と騒ぐ者を諫いさめる必要すらなかった。聞きたい音があれば人は自然と静かになるのだ。

　緊張する二人をよそに式は手慣れた村の者達によってつつがなく進行していく。ミーシャはこっそりシランに耳打ちした。

「無事に終わりそうですね」

　自分の花嫁ながら、美しい装いで顔を近付けられてどきりとする。

「うん、本当に……村の人達のおかげだ」

「貴方の愛の詩、素敵でした」

　言ってからミーシャは少し笑い声を上げる。それは緊張して石像のようになりながらもミーシャに捧げた愛の詩を囁ささやく姿が可笑おかしく目に写ったからだろう。

「ほとんどヴァイオレットさんが書いてくれたんだけど……」

「そうですね。あんなこと、言われたことないです」

「もうそんなにからかわないで……恥ずかしいのは苦手なんだ」

「素敵な旅人さんに出逢えて、本当によかったですね。お母様も楽しそうでした」

「そう、だったらよかった」

　シランの声は少し落ち込んでいた。この日ばかりは大人しくしてくれていたらと願っていたのだが、式の途中で母がまたうろうろと徘徊し出し、終いにはシランのことを探し始めたのでデリットに頼んで家に戻していた。事情を知っている村の人々はそれほど騒然としてはおらず、むしろ一番慌てていたのはシランだった。

───恥ずかしい。

　人生で一番大事な日を、心が壊れた母のせいで台無しにされた気がしていた。

───結婚する相手がミーシャで良かった。

　同じことがあって、怒り出す人だっているはずだ。自分と同じように。

───ミーシャで、良かった。

　シランはミーシャの手を取って、嵌められた結婚指輪を指でなぞった。

　もう、一人ではない印なのだと。その指輪の感触が実感を与えてくれた。

「最後に新郎のご尊母から、今日という素晴らしい日を迎えたご息男シラン様への婚姻の祝福のお手紙です」

　ヴァイオレットの言葉にぱちぱちと拍手が巻き起こった。シランは首を右往左往させる。

　ミーシャは催もよおしの一つだと思って受け入れているようだがシランは誰にもそんなことは聞かされてはいなかった。

「シラン様、本日はこのような光栄な場に同席させて頂き誠にありがとうございました」

「ヴァイオレットは、昨日手に持っていたのと同じ手紙を取り出し封を開けた。

「お母様のご依頼により、お気持ちを汲み取って私がシラン様へ婚姻の祝福を手紙に吹き込みお贈りします」

───聞いてない。そんなの、聞いてない。

　止めさせたほうがいいのでは。心が壊れた人が託した言葉などろくなものではないはず。

　変な言動に場の空気が乱れるだけだ。シランは席を立とうとした。

　だが、自動手記人形オート・メモリーズ・ドールの碧い瞳が彼の影を縫い付けるようにその場の制止を言いつける。

「少し抽象的になるかもしれませんが、どうぞお聞きください」

　ヴァイオレットの薔薇ばらの唇から吐息がひとつ漏れた。詠うように、祝福の詩は紡ぎだされた。




「その瞳に映る私が一番美しいことを、私は知っています。

　それは私がお前を花を愛でるように慈いつくしんでいるから。

　お前の瞳に星の瞬きが見える。それは私がお前を眩しく思うから。

　幼かったお前は言葉も喋れなかった。

　私はお前と話す為に教えましたね。

　空の色、夜露の冷たさ、悪いことをした時に言う台詞せりふ。

　お前と話せた時の喜びを、お前に伝えられるなら。

　お前に語ってきた厳しい言葉も愛であったとわかってくれるでしょうか。

　また、お前が私をどれだけ傷つけたとしても、お前が生まれてくれたことすべて。

　それで帳消しに出来ている。それをお前は知りませんね。

　息子よ。お前はこれから一生を共にする人の瞳の美しさを知っていますか。

　その色を目を閉じても思い出せますか。

　その瞳は輝いていますか。

　彼女の瞳に映るお前が美しいなら、お前は彼女に愛されています。

　お前はけしてそれに安堵あんどしてはいけません。

　愛を怠おこたってはいけません。

　光は磨くからこそ輝き続けるのです。

　その宝石はお前次第。愛を怠らないで。

　息子よ。お前は私の瞳をのぞきこんだことがありますか。

　もし無ければ、さあ覗きこんでみてごらんなさい。

　私の瞳はもはや夜の世界に包まれていますが、星は夜空に輝くのです。

　どうかただ黙って覗きこんで。

　私の瞳に浮かぶもの。映しだされたもの。お前がそれを美しいと思うなら。

　それはお前が私を愛してくれていると言うこと。

　私は多くを語りません。

　だからどうか覗きこんで。

　不安になった時は、そうしてください。

　お前が何処どこに行こうとも、私の瞳はお前にとって世界の中の美しいものの一つになるはず。

　それは私とお前との約束された事実です。

　息子よ、お前への愛です。

　だからどうか、私の瞳の色を忘れないで」

　拍手はさざ波のように静かに巻き起こり、やがて大きな波の渦になった。その渦中でヴァイオレットは自動手記人形オート・メモリーズ・ドールらしく美しい礼をしてからその場を下がった。

「……」

　シランは母親の瞳の色など思い出せなかった。

　昨日も今日も一緒に過ごした。

「シラン？大丈夫ですか」

　けれど、思い出せない。顔を見るのを避けていた。意図して、そうしていた。

「シラン」

　目を合わす度に違う人の名を呼ばれるのが辛かった。母が追い求めるものが自分に無いことが苦しかった。どうしたって期待に応えられない。

「ねえ、シラン」

　父が連れて行ったのが兄ではなくシランだったら。もしそうだったらここまで母の心が壊れてしまうことはなかったのでは。

「ねえ、貴方」

　こんな風に、父にも、母にも、要らないと思われる息子じゃなかったら。

　もっと良い息子だったら。

───恥ずかしい。

　恥ずかしいことが苦手なのは。

───恥ずかしい。

　自分が、誰かにとって恥ずかしい存在だと。

───恥ずかしい。

　知ってしまっているから。

「貴方、泣かないで」

　ミーシャに頬を拭われて、そこでシランは自分が泣いていることに気が付いた。

　焦って下を向く。涙が更に零こぼれた。

───恥ずかしい、恥ずかしい、俺が、恥ずかしい。

　自動手記人形オート・メモリーズ・ドールの手紙の言葉が胸に痛い。愛されなかった過去をいつまでも引きずって、守るべき人から逃げた自分。それが恥ずかしい。

　母は、シランが居なくなったと思ったら、壊れていても、探してくれていたのに。

「ごめん、一度席を外す」

　シランはミーシャに断って式から離れた。お母様のところですかという問いにシランがまぶたを押さえながら頷うなずくといってらっしゃいと背中を押してくれた。

　式の最中に抜け出す花婿なんて最悪だと、思いながら参列者の中を歩く。シランが退席しても参列者はまたダンスの時間の訪れにより盛り上がっていた。

　狭い小路を抜けて、母と生活したあの家へ。逃げ出すように出て行ったあの家へとシランは足を急がせる。

　家の前までたどり着くと、先程まで式場に居たはずのヴァイオレット・エヴァーガーデンがいた。ベネディクトと自動二輪車の姿がない。修理が完了したのだろう。

「お世話になりました」

　式を最後まで見ることなく、去るつもりのようだ。

「……こちらこそ。あの、ありがとうございました。頂いたお言葉で……自分の、失敗に気付きました。母が貴方に何か妄言を……それを、ああして手紙で美しくしたためてくれたのでしょう。大変なことをさせてしまって……よく、変な我がままを言うんです。一緒に生活していた時もそうでした。今日も結婚式だよと言ったら、随分前に売ってしまった白い帽子を出してとうるさくて……」

「勝手なことをして申し訳ありませんでした」

「いや、いいんです……」

「シラン様がミーシャ様と家を空けられている間、お母様からご依頼を受けました。手紙を渡して欲しいというだけの依頼内容だったのですが、差し出がましい真似を致しました。お母様は、きっとシラン様は手紙を渡されても読まないかもしれないと仰っていたので……私も確実にお言葉をお届け出来る手段を選んでしまいました」

　届かなくていい手紙など、ありませんからとヴァイオレットは言う。

　シランは眉をひそめた。母が頼んだであろうことまでは予想が出来ていた。だが、読まないかもしれないと言い出すのはおかしな話だと思った。

「どうして、母はそんなことを言ったんでしょうか……読まないかもしれないなどと」

「シラン様にずっとご迷惑をおかけしたからと仰っていました。家族を失ってから、寂しい思いをシラン様にぶつけてきてしまったと」

　――嘘だ。

「いや、おかしいです」

「何がですか」

───嘘だ、嘘だ。

「そんな、理性的なことは言えないはず。あれがしたいとか、これがしたいとか、そういうことは言えるんです。でも、そんなのはおかしい。まるで、だって」

───そんなはずない。




「おかしくありません。お母様は、私とお話しされている間はずっと正気でした。初めて出会った時も、そういう時間があったんです。貴方のことを話されていましたよ」

───そんなはずない。




　シランはヴァイオレットの横をふらふらと通りすぎて家の玄関を開けた。後ろでヴァイオレットがそれでは失礼致しますと言う声がする。

　振り向く余裕すらなく階段を登り、二階の部屋の前に足を向けた。外からしか鍵がかけられない部屋に閉じ込められた母はいま何をしているのか。

　錠を外して、ドアノブを回した。

　窓を開けていたのだろう。風が室内に満ち満ちている。母は窓辺から式が行われている村の中心を眺めていた。

「お、母さん」

　声をかける。

「お母さん」

　何度もそう呼んできた。

　母は首をこちらに向けたが、また視線を窓の外へと戻した。

「ねえ、静かにして……ヨナ」

　振り返ってくれることはほとんど無かった。

「お母さん、お母さん、お、母さん」

　自分を正気で見つめてくれたことなんて、家族が壊れてから、一度も。

「いまとても大事なところなの」

　一度も。

「シランは何処どこかしら」

　一度も無かった。




「……お母さん、俺、此こ処こに居るよ」




　子どもみたいな、声が出た。

　すると、母は一度びくりと体を震わせた後、ゆっくりと振り返った。

　シランの姿を上から下まで興味深そうに眺める。目元がいつもと違った。シランは母の瞳を見つめ返した。綺麗な琥珀色をしている。

───嗚あ呼あ、そうだ。こんな色だった。

　自分の瞳の色と、同じ色だったとシランは思い出す。母はシランの傍まで歩み寄ると、皺しわと染みが増えた手でシランの頬に触れた。涙はずっと流れたままだ。

「まあ……泣かないの」

　嬉しそうに。

「立派になったのね、シラン」

　その琥珀の瞳にシランだけを宿して。




「結婚、おめでとう」




　微わ笑らった。

　その一瞬、確かに母は正気だった。

　シランが母を抱きしめた時にはもう失われてしまっていたが。




「ねえ、シランは何処どこ？」

「……もう何処にもいかないよ」




　確かに愛は存在した。







「半神と自動手記人形オート・メモリーズ・ドール」




　その日は朝から暗黒に白雲を混ぜあわせたような曇天でした。

　日が傾くにつれ雨が大地を打ち、雷鳴が轟き、鉄格子がついた窓を揺らすほどの悪天候までに発展しました。

「冷えてきましたね」

　秋の初めとは言え、まだ暖かだった最近の気温。それが一気に傾いたせいか、私と聖書の音読をしていたシスターは立ち上がり、春先から使っていなかった暖炉の用意をし始めました。

　私は読みかけの聖書に視線を落とし、それから次に部屋を見渡します。

　天蓋付きの寝台。神話の神々が描かれた金の額縁入りの絵画。アンティーク鏡台。それらすべてに深い影が差しています。何だか不気味な雰囲気です。

「ねえ……」

　黙っていると怖いので、シスターに話しかけようとしましたがそれは雷鳴で遮さえぎられました。地を割ってしまいそうな程の大音量です。私が着ているシルクローブの下では鳥肌が全身に立っていました。ネイビーブルーの地に金の刺繍が施されたローブは神の子にふさわしく厳おごそかですが私には不似合いです。

　頭に冠せられた月に抱かれた太陽が飾りのサークレットも、この部屋も、何もかも……。

　私は座っていた椅子から立ち上がりシスターの側へ寄ります。

「大丈夫ですよラックス様。元々ここ一帯は雷の直撃が多いのでこの理想郷の周りにも避雷針が設置されております。それに……万が一落ちたとしてもラックス様に何か起きることはないでしょう。四日後の導きの日まで御身は安泰で御座います」

　柔らかな微笑みと共に落ちてきた言葉に私はただ苦笑いしました。それは私にとって良い言葉とも悪い言葉とも言えないどっちつかずの慰めだったからです。

「失礼致します」

　部屋の外から別のシスターの声がしました。理想郷の運営管理や警備をしている者でしょう。

「どうしましたかリズボン」

「この雨で近くの川が氾濫はんらんしました。港側への渡し橋が通れない状況でして……」

「備蓄している食料は冬を越せる程あります。何も問題は無いでしょう」

「いいえ、そうではないのです。渡し橋が通れないせいでこの土地に迷い込んだ旅人が我が理想郷へと救いを求めて参りました。雨が止むまで滞在させてくれないかと……迷い子を無む碍げにするわけには参りません。訪問を許すことはよいのですが……旅人が……」

　報告をしているシスターの瞳が歓喜に輝いているのを見て、私は何が起きたのか察しました。

「私と同じ『半神』なのですか」

　言ってから私は心臓が痛いほど高鳴りました。恐れと同時に喜びが、悲しみと同時に期待が。

「まだ選定をしておりませんので判断しかねますが……姿は戦いの女神ガーネットスピアに瓜二つ。聖書に描かれている通りです」

「……雨の日は不吉ですし、このような日に訪れる者は『半神』ではなくただの人間では？私は雨が止めばすぐに外界へ降りるよう勧めるべきだと思います」

「私の声は強張っていたかもしれません。私はこの理想郷では褒ほめそやされ崇め奉られる存在ですが発言力はありません。しかし、旅人の為にも出来る限りのことはすべきだと思いました。

　シスター二人は顔を見合わせます。

「……どちらにしても、その者を受け入れましょう。雨に凍えていることでしょうし」

「わ、私もその方に会いたいです」

「身なりを整わせてからご挨拶あいさつをさせますよ。どうぞラックス様はお寛くつろぎくださいませ」

　言うなりシスター達は私を部屋に置いて慌ただしく出て行ってしまいました。閂かんぬきがされた扉は押してもびくともしません。

「ねえ、開けて。誰かいないの？」

　廊下からは人の息遣いも聞こえません。私は嘆息を漏らしました。仕方なく窓の外を覗き込みます。格子で全景は見渡せませんが門前をちょうど見下ろすことが出来るのです。

「あ」

　私の目に雨具も持たずに外で佇んでいる旅人の姿が映りました。私のいる部屋は地上からかなりの距離があります。視線に気付くはずはないとじろじろと眺めていたら、こちらに素早く首を動かして注視してきました。

「……っ」

　私は息が止まりそうになります。自分の視線が気取られたことが恐ろしかったのもありますが何より。遠目からでもその旅人の美しさが神がかったものだとわかったからです。

　それが私、ラックス・シビュラとヴァイオレット・エヴァーガーデンの出会いでした。










　その孤島は不可思議な物を抱えていた。大海に囲まれ大陸達と切り離された島の名前をシュヴァリエという。島民は百人程度。島はあるがままの自然に恵まれ、船が渡って来る以外は外界との接触は無い。シュヴァリエの特色は島の至るところにある滝と池だ。

　そしてその中でも最大のものが島の中心部の深い山の峰にある大滝。最大落下距離は約百メートルにもなり、滝壺に飲み込まれればそのまま浮かんで来られる者はいない。そんな水と緑の島シュヴァリエには大滝とは違う異彩を放つものがもう一つ。

　不揃いな石を積み上げて作られた異形の要塞。均一性の無い形の尖塔、東洋とも西洋とも言い表しがたい建築美術の名のもとに作られたそれは一人の狂人が突然創りだしたと伝えられている。実際の所、それが本当かどうかは誰も知らない。数十年前まではただ荒れるがままに放置されていた謎の建築物だった。

ある日突然島の山一角を買い上げた集団がこぞって移住してきてからは、同じ島に住む島民からは「教団の家」と呼ばれ、要塞の住人からは「理想郷」と称されている。

　理想郷に迷い込んだ旅人の案内を任されたシスター・リズボンは理想郷の入り口である広々とした吹き抜けの玄関でじっと眺めていた。外の雨風の様子ではない。しどけなく髪を解いていく旅人の女の姿を眺めていた。雨を含み艶をました金糸の髪。複雑な編みこみは彼女の本来の髪の長さを物語っている。黒手袋に包まれた手に持つのはずっしりとしたトロリーバッグ。脱いだプルシアンブルーのジャケットの下にはスノーホワイトのリボンタイワンピース・ドレス。水気のせいか体にぴったりと張り付いた様子は同性でも目のやり場に困る。

　女は憂いの眼差しの麗人だった。しっとりと雨に濡れた姿は妖精のような清雅さと艶を持ち合わせている。しかしどこか異様な雰囲気を纏ってもいた。儚はかなげな見た目だが、どこか底知れない、芯の強さがある。

「お世話になります」

　女の声はけして大きくもなかったが、静かな場所では普段よりも更に綺麗に響いた。

　リズボンは女を来客を招く際に使用する部屋へと案内した。部屋の大理石の卓を挟んで長椅子に座る。季節のせいか、石造りの建物のせいか、部屋はひんやりとした空気だ。

「私は『理想郷』の管理運営を一任されております、リズボンと申します。我々理想郷一同、迷い子である貴方を歓迎致します」

　目尻に皺しわ混じりのリズボンは、ここにいる人々すべてが着ている頭巾である白のウィンプルと黒のローブを纏っていた。世界中どこでもよく見られるシスター服だ。

　ただし、理想郷のシスター服は胸元に大剣で串刺しにされた蛇の紋章の刺繍ししゅうが施されている。

「お初にお目にかかります。ヴァイオレット・エヴァーガーデンと申します。この度はご厚意に感謝いたします。橋が通れるようになれば、すぐにお暇します」

　ヴァイオレットは寒い、という言葉は口にはしなかったが明らかに肌色が青くなっていた。リズボンは気を遣って暖炉に薪をくべる。

「ありがとうございます。鞄を乾かしてもいいでしょうか」

　自分の服よりそちらを優先するということはよほど大切な物が入っているのだろう。ヴァイオレットは鞄を開くと服や手拭きで幾重にも巻いた一冊の本を取り出した。よくよく見るとそれは本の形をした小物入れだった。中には手紙が入っている。ヴァイオレットの口元からふうと息が漏れる。

「大事な手紙ですか？」

　リズボンが問うと、ヴァイオレットはぽつりぽつりと事情を話した。彼女は自動手記人形オート・メモリーズ・ドールで、この島には依頼を受けて赴いていた。仕事は既に完了している。

　依頼人から手紙の代筆と共に配達も承り、後はポストマンと合流し手紙を預けるだけなのだがこの大雨に降られてしまった、と。

「郵便会社の方なのですね。どのような方でも我が理想郷は人々の味方です。さあ、鞄を乾かすのもいいですが貴方も体を温めなくては」

　準備させた白いタオルを髪にかけてやると、ヴァイオレットは白いヴェールを纏まとった花嫁のようになった。替えの服としてシスター服を与えられたヴァイオレットが着替えを済ますとようやく詳しい話を出来る状態に落ち着いた。リズボンはにこやかに話を再開する。

「せっかくお知り合いになれたのですから我々のこともお話ししましょう。我々理想郷は世界神話に名前を連ねるすべての神々を信仰する団体です」

　外の雨は勢いを増しているようで、遠くで雷鳴が聞こえた。

「理想郷の主な活動目的は世界神話の更なる普及と信仰、そして一番力を注そそいでいるのが『半神』の保護です。ヴァイオレットさんは半神のことはご存知ですか？」

　ヴァイオレットは無言で首を振る。一瞬、稲妻が部屋の中を切り裂くように白い光で満たしてすぐに消えた。リズボンは音の大きさに少し身構えてしまったが、目の前の自動手記人形オート・メモリーズ・ドールは珍しいものでも見たとでも言わんばかりに窓の外に目を向けていた。横顔から見る瞳が煌めいている。こほん、と咳をするとリズボンの方にまた視線を戻した。

「半神とは神と人間の間に出来た子どものことを指します。聖書でも有名な半神伝説が書かれています。神と人間の恋はままあることでして……こちらをご覧ください」

　リズボンは卓の上に置かれていた大きく古めかしい本を開いた。

　宗教絵画が多く記載されている本のようだ。何貢ページかめくって途中で止まる。

「一節を読みましょう……。知の女神のローゼズは人々の文明の発達を見届ける為に天空から降り立ち、人の娘の姿で地上に紛れ込んだ。正体はけして知られてはならない。だがローゼズは天空へ帰ろうと人の姿から女神の姿へと変化した瞬間、旅の男にその姿を見られてしまう。男はそれを他言しないと誓ったが、代わりにローゼズと一夜を過ごしたいと願った。ローゼズはその願いを受け入れ、一夜明け天空に帰ったが一年も経たずにまた男の前に現れた。二人の子である半神が生まれたからである。天空に夫を持つローゼズは彼の嫉妬を恐れ子どもを男に預け去った。残された半神は類まれな知力をローゼズから受け継いでいたが、慢心に溺おぼれ、栄華を極めた末に他人の嫉妬を買って殺された。ローゼズは子どもが天空の黄泉への門をくぐるのをただひたすら待っていた……」

　リズボンの白い指がその頁の挿絵を示す。

「このヘテロクロミアの瞳。右目が赤で左目が金……そして銀に紫を一滴落としたようなラベンダーグレーの長い髪の毛。知の女神ローゼズの特徴的な姿です。彼女は世界に人類が誕生した時に文字を伝えたと言われています」

「それが半神の始まりですか」

「これだけではありませんよ。そして世界神話すべてが事実であり、半神の存在もまた事実。何よりの証拠にこの理想郷にローゼズ神の半神であらせられるラックス様がいらっしゃいます」

　経験的に、こういう話をした場合は拒絶か冷笑を受けてきたリズボンであったがヴァイオレットはそのどちらもしなかった。

「どうしてこのローゼズという女神は自分が神だと人間に知られてはいけないのですか？」

　純粋に疑問に思ったところを聞いてくる。リズボンは好意的な笑みを浮かべた。

「よい質問です。昔から神、もしくは何か抜きん出て才能を持つ者達は人々から崇め奉られ、存在を恐れられてきましたが同時に利用される対象でもありました。また類まれな力は嫉妬も買います。ローゼズの子がそうですね。彼女はこの伝承以外にも多く人との子を残しています」

　言ってからリズボンは頁ページをさらにめくった。

「ですがそのいずれもよい結果ではない。……ローゼズは本当なら我が子を手放すべきではなかったのです。半神は地上でも天空でも異質なもの。しかし人の世では神より受け継いだ力が際立ちます。天空にいる方が彼らの為なのです。ですから我々は半神を見つけ次第、世間から隔離してお守りしています。いつか天空へお返しする日まで……。話しは変わりますがヴァイオレットさん、貴方のお名前は花の女神ヴァイオレットから名付けられたのでは？」

「はい、そのように聞いております」

　名付け親に思いを馳せたのか、ヴァイオレットは目を伏せた。

「しかし貴方は……私が思うに戦いの女神ガーネットスピアに非常に良く似ておられます」

　リズボンはヴァイオレットの前に聖書をずずっと押し出し開いて見せる。そこに現れたのは

　白い甲冑に身を包み剣を抱いている女神だった。金の髪をたなびかせながらどこか遠くを見据

　えている。その瞳は青く、美しい。それは確かにヴァイオレットに良く似ていた。

「この絵は宗教画では有名な画家が描いたものですが、彼の最高傑作と言われています。ガーネットスピアは他にも様々な芸術家達に愛され、姿を形にされています。我が理想郷には世界宗教の神々の絵画を飾った部屋もありますので明日にでもご案内しましょう。ガーネットスピアの逸話も後でお話ししますよ。ヴァイオレットさん。貴方にはお聞きしたいこと、お話ししたいことが他にもございます。そうだ、よろしければお近付きのお印にガーネットスピアのカメオを差し上げましょうか」

　一度席を立ち、リズボンは部屋のチェストから何かを取り出すとまたすぐに戻ってきた。

「貴方が持つにふさわしいと思います。理想郷のシスターが作っている白瑪め瑙のうで作られたカメオのブローチです。活動経費の為、大陸に輸出している売り物です」

「手の平にころんと収まるそれは楕円の形をした白瑪瑙の石に女神の姿を浮き彫りされた物だった。ヴァイオレットは、ローブにつけた自分のエメラルドブローチを握りしめてから言った。

「……私は、これがありますので」

「付けられなくても、ぜひお手元に置いて頂ければ」

「いいえ。ブローチは、これしか持っていたくないのです」

　頑な、とも言える態度であった。

　リズボンは笑顔を保ってはいたが内心は舌打ちをしていた。

───焦らない。まずは親愛を示し、教えを説いて、そして滑落させる。

　リズボンの瞳は神に仕えるシスターではなく狩人の目つきになっていた。










　私の前にその人が姿を見せたのは雷雨の日から一日経過した翌日でした。

　外はまだ土砂降りの雨が続き、とても外には出られそうにありません。

　朝の祈りの時間が終わり、牢獄ではなく室内庭園で食事を取ると聞かされてから、私は自分がすべきことを薄々と察してはいました。私は此処で、いままでも他の半神候補とお話しをしてきたからです。

───いつもの手口だ。

　私は望まれていました。理想郷に生きる半神としての振る舞いを。

「ラックス様。こちらは郵便会社にお勤めのヴァイオレットさんです。この悪天候の為、我が理想郷を頼られて来られました」

　あの雷鳴の中で見たよりもずっと、間近で肉眼で見た方が美しい。ヴァイオレット・エヴァーガーデン。期待を裏切らない静かな美が彼女にはありました。

　室內庭園は噴水こそありませんが鉢に生けられた草花が所狭しと配置され小さな森を演出した清らかな空間です。此処はよく理想郷より外の人達が来られた時にもてなす為に利用されます。開放的で居心地よく、自然とこの理想郷に好意を持ちやすくなるからでしょう。

「こちらが我が理想郷でいまお守りしている半神のラックス・シビュラ様です。ラックス様を我々が見つけたのはいまからおよそ七年前……そのお姿の噂を聞きつけて参りましたところ、このように知の女神ローゼズと瓜二つなお姿でいらっしゃったのです。おまけにラックス様は孤児で生まれがわからず……父親も知れません。恐らくは女神ローゼズが産み落とした後、地上に何らかの理由で堕ちてしまわれたのでしょう。お可哀想なことです……」

「本当に、挿絵と同じお姿なのですね」

　貴方もガーネットスピアに似ていると返したら、ヴァイオレットは嬉しくも嫌でもなさそうな無表情でただ頷きました。神様に似ている私達。

「とても素晴らしいことですよ。お二人とも」

　此処はまがい物ばかり集まる処なのです。

　庭園内に設けられた食事の席で私達は朝食を共にし、当り障りのないお話しをしました。

　私は理想郷の生活が素晴らしいということを淡々と語りました。ヴァイオレットは興味が無いようでした。外の豪雨の音の方が気になる様子です。私は自動手記人形オート・メモリーズ・ドールという仕事はよく知らなかったのですが、女一人で世界中を回り代筆をする仕事と聞いて驚きました。

　依頼人の方から預かった手紙は何よりも大事にしなくてはならないとのことです。どうりでずっと鞄を持っているわけだと納得しました。

───すごい。とても、真似できない。

　私はこの理想郷から一歩外に出ることすら出来ません。

　最初はそこまで話を弾ませるつもりはなかったのですが、考えてみれば年の近い女性と話したのは久しぶりでついつい私のお喋りは加速してしまいました。

「ヴァイオレットさんは休日は何をされているんですか」

「待機しています。次の仕事の為に」

「お住まいはきっと大きな街なんでしょうね。色々なお店を見られるのは憧れます。やはり外回りが多いからお家で過ごされる方が好きなのですか？」

「好き嫌いは特に。目的があれば外出します」

「ご友人と遊びに出かけられるとか？」

　不思議です。話せば話すほどもっと彼女を知りたくなる。

「友人はおりません」

「……そうなんですか」

「はい」

　彼女の言葉は素っ気ないとも言えるものばかりでしたが、私は逆に好感を抱きました。嘘を隠して表面上は優しさを取り繕うより、正直に居てくれたほうがずっと良かったからです。

「あの、でも私もいませんから大丈夫ですよ」

「状態確認が必要なことなのですか？」

「え」

「大丈夫、と仰られたので……」

「そ、そうですよね。大丈夫、は変ですよね」

気分を害してしまったかな、と申し訳なく思いましたがヴァイオレットは『いいえ』と否定しました。

「……いえ、違うのです。やはりそうなのかと。実は上司にも心配されているのです」

　本当に思うところがあるのか真剣な顔つきでヴァイオレットは頷きます。

「そうなんですか」

「はい、ラックス様のご質問と似たようなことを以前に言われました。『普通』はいるらしいのです。私はあまり『普通』がわかりません……。居なくても困らないですし、どう、作成するかも不明です」

「職場の方とかと食事は？」

「それは、偶またにあります」

「そこから始めるとかはどうでしょうか。こんな風にお喋りをして……」

「……お喋りすると友人になるのですか？」

「どうでしょう……」

「とても難しいのです」

「難しいですね……」

「はい、他の方が…自然にしていることが、私にはとても難しいのです」

「……すごく、わかります」

　ヴァイオレットからもぽつりぽつりと質問は出ました。私は日々何をしているのか。眼の色が両目で違っても色彩は一緒に見えるのか。同じように休日はどうしているのか。

　私はそれらに対して答えられることだけ答えました。

「ラックス様は外に出られることはないのですか」

「ありません」

「ではずっとこちらで？」

「……はい、いままでも、これからも」

「それはラックス様に与えられた使命なのですか」

「そう言ってもいいかもしれません。半神は、人里に降りるべきではないですから」

「少し、神話を教えて頂きました。不幸なことに巻き込まれるからだと」

「はい」

「ラックス様は外に居らした時は不幸だったのですか」

「……貧しくて、独りではありました……保護を、必要としていたのは確かです」

「此こ処こは人里ではありませんが人は多く居ます。それでも不幸を防ぐ効果はあるのですか？」

　ぴたり、とその場に居た者達の呼吸が止まりました。私と、給仕をしていたシスター達のです。彼女の質問の仕方は何か探りを入れるようなものではありませんでした。

「……ど、うでしょうか」

「わからないのですか？」

　単純な疑問。純粋な思考。

「いえ、そんな……そんな……ヴァイオレットさん。どうして、そんな、ことを？」

　時にそれは、平和な時間に波風を立たせる不穏の幕開けになる。

「いえ、お答えしにくいことでしたら申し訳ありません。もし此処でも不幸なのならば、無理をして此処に留まる必要はないのではと思っただけなのです」

　この嵐が収まるのを待つように、ただ怖い時間が終わることだけを考えてやり過ごしてきた人生だった私には対処できない状況。

「無理、して、ますか。わたし」

私は話しながら傍で控えるシスターの視線が気になって仕方ありませんでした。その視線から感じます。『余計なことは言うな』という脅迫めいた圧力が。

「一生此こ処こから出ないと仰っていました。しかし街への憧れも語られていました」

「……そうですね。確かに言いました。けれど……なんにせよ、無理なんです」

「何が、でしょうか」

「此処から出ることは出来ません」

「どうしてですか」

「許されません。半神ですから……」

「誰に許されないのですか？」

「え」

「誰に許されないのですか？」

「……それは」

───嗚あ呼あ、だめ。

「ラックス様は半神で、敬われています。上位存在が更におられるのですか？」

───暴こうとしないで。

「出たいのに、出られないという状態は……それは」

───その先を言わないで。

「それは……」

　ぱんっと手の平が合わさる音がしました。

　私は恐る恐るシスターを見ます。私達の会話を無理やり止めた彼女はにこやかな顔をしていました。

「ラックス様、ヴァイオレットさん、此処は冷えてきました。移動しましょうか」

　会話をた遮さえぎられことに、ヴァイオレットは何か言いたげな唇の形を作りましたが静かに従いました。私が目で訴えたからです。

　段々と、段々と、此処の歪みに彼女も気付いている。

───早く逃げて。

　私はシスターが背を向けた瞬間、声を出さずにそう言いました。

　わかってくれたでしょうか。そう願いたい。いまならまだ間に合います。




　そう、私は此処に監禁されているのです。




　私はシスターに提案しました。

「……シスター、敷地内を案内して差し上げたらだめかしら……。ほら、神像がある間のところとか、他にも。雨の中ただ晴れるのを待つのはつまらないでしょうし」

「あそこは、一般の方には公開しておりません……」

「でも、見せて差し上げたいわ。私も見たい。私もほら、もうあと少しだし……」

　シスターは唇の形が一度否定の言葉を紡ぎ出そうとしましたが、許可を出してくれました。

「そうですね。御身も地上にいらっしゃるのはあと少し。ラックス様のお姿を見たい他のシスターもいるでしょう。ヴァイオレットさんは後ほどリズボンに呼ばれていますので途中で抜けられますが、それまでなら……」

　私はこのシスターが自分に甘いことを知っていました。

　私がここに連れて来られてからずっとお世話をしてくれているのです。多少の情はあるのでしょう。私はそれに感謝してはいるのですが、同時にとても怖く思っています。

「……こうしてお話出来る時間も限られていると思うと、本当に寂しいことですね」

　一体どういう気持ちで私を大事にしてくれているのだろうと。

「それでは早速ご案内しましょうか」

　私達四人はシスターを先頭にしながら理想郷内を巡りました。この理想郷の運営はオーナーと呼ばれる出資者からの援助でほぼ成り立っています。私は会ったことがありませんが、とんでもないお金持ちなのは確かでしょう。廊下にはありとあらゆる神々の宗教画や胸像が飾られています。色彩豊かなステンドグラスが頭上に輝く室內教会、古書から新書まで豊富に揃った図書室、大理石の大浴場。働いているシスター達の数も十数人ではありません。皆が毎日食べていくだけでも費用はかかります。建物の維持費を考えると更に予算は跳ね上がるでしょう。

「最後はこちらですね。職人を招いて作らせました。神々の石像の間です」

　重い扉を開いた先には静せい謐ひつな世界が待っていました。私も数回しか訪れたことはありませんでしたが、何度見ても圧巻です。部屋は様々な石像が無秩序に置かれ、足元には小さな水路がいくつも通っていて水のせせらぎが聞こえています。水路の中には煌さらめく硝子がらす玉が敷き詰められていて綺麗です。天上には日の当たらない所でも良く育つと言われている暗闇蔦つた草と呼ばれる植物が根を張り、壁や地面にその手足を伸ばし、幻想的な雰囲気を作り出しています。

「あら、準備が整ったのかしら……ラックス様、少し席を外しますね」

　シスターが神像の間の入り口から他の理想郷の職員に手招きされて私達の傍から離れました。

　私はいまだと思い、ヴァイオレットの腕を掴んで引っ張ります。

「ラックス様、あの……先ほどのお言葉は」

「こちらへ。ガーネットスピアの像をお見せします」

　建前でそう言いながらも私の目的は違いました。

　大蛇と戦うガーネットスピアが彫られた石像の前まで行くと、私は彼女に尋ねました。

「ヴァイオレットさん、理想郷のシスターに何か聞かれましたか？」

　彼女は視線を私から石像に移し、そのまま答えます。

「はい、私の生まれですとか……生い立ちを尋ねられました。あまり自分のことを話すべきでは無いと言いつけられておりますので、孤児であることと……元軍人であることくらいしかお話ししておりません」

　私は顔をしかめました。何ということでしょう。

　このガーネットスピアそっくりの美貌に親がいない孤児。理想郷が求める半神そのものです。

「ヴァイオレットさん。よく聞いてください。この理想郷は半神を守る目的で運営しているとシスター達は言っていますが、それは間違いです。確かに……私は孤児院で育っているところを引き取られ彼女達に貧しさから救ってもらいましたが……同時に命も狙われているんです」

　私の鬼気迫る声音のせいか、ようやくヴァイオレットは石像から目を離してくれました。

「どういうことでしょうか、詳しくお聞かせください」

　そこでシスターが私を呼ぶのが聞こえました。私達は石像の間に身を潜めて話し続けます。

「理想郷の目的は半神の保護。ですが大目的は半神を神々のいる天空へ返すことです。半神伝說のほとんどは彼らが地上でその力ゆえに身を滅ぼす末路で終わります。理想郷はそれを憂いて、天空へ導こうとしていますが……その方法は殺人。ここは狂った考えに染まった人達が集う殺人集団の施設なんです」

　ヴァイオレットは碧い瞳をぱちくりと瞬かせました。

「……つまり、ラックス様も殺される運命だと？」

「私は次の満月が出る日の朝、三日後に天空へ返されることが決まっています。誕生日なんです。十四歳より前に保護した半神はその日を待って育てられます。概ね、大陸では十四が成人と言われていますから子ども時代は人間界で、成人以降は天空で生きるべきという理想郷の考えです。けれど十四歳を過ぎた半神が保護された場合は……十日と待たずに殺されてしまいます。私はいままでに数人、連れて来られてか迷い込んでか、訪れた半神候補の大人達が殺されるのを見てきました。貴方も危ない。理想郷は貴方を半神だと狙っています」

「私が……？」

「理想郷は、狂っている人達の集団だと言ったでしょう。実際のところ、すごい力を受け継いでいなくても見た目さえ似ていればそれで良いんです。私も頭なんて良くありません。どうしてこういう姿で生まれたのかはわかりませんけど、遠くの国で同じような髪や瞳を持つ民族がいると聞いたことがあります。きっとその産まれなんです。あと、もう一つ半神だと選定されるのに必要なのが両親か片親がいないこと。半神伝說にかこつけやすいからです。おまけにヴァイオレットさんは戦いの女神ガーネットスピアに似ている上に元軍人。理想郷の人達からしてみれば殺してくれと言っているようなものです」

　早口で恐怖感を煽あおるようにまくしたてました。

しかしヴァイオレットはこの理想郷の事実に恐怖を感じてはいないのか、「そうですか」と淡々と相槌を打ちます。

「ヴァイオレットさん……そうですか、じゃなくて早く逃げてください。シスター・リズボンに呼ばれていると言われていましたね。行ってはいけません。きっと何か薬をかがされて身体を拘束されます」

「どう殺されるのでしょうか？」

　ヴァイオレットは呑のん気きに殺害方法を聞いてきます。

「シュヴァリエ最大の大滝に小舟に乗せられたまま流されて水死です。いまならまだ逃げる隙はいくらでもあります。どうか逃げてください」

　私は彼女の両肩を揺さぶり訴えかけました。ギイギイと機械の音がします。機械仕掛けの人形みたいに綺麗な人。彼女みたいな人なら、本当に半神かもと思ってしまいます。そんな自分が、まるで理想郷の人達みたいで一瞬恐ろしくなります。

　ヴァイオレットは私の腕をそっと降ろさせると、ぎゅっと手を繋いできました。

「ご親切にありがとうございます。ご忠告の通り早々にここを出ようと思います。ラックス様の脱出も私が手助け致しましょう」

　本当にいま陥っている状態がどんなものかわかっているのか、彼女の無表情では読み取れませんがとりあえずは逃げてくれる気になったようです。私はホッとしつつも彼女から提案された助けに首を縦に振ることが出来ませんでした。

「ラックス様？」

　私は半笑いのまま停止します。喉からうまく声が紡げなくなってしまいました。急に血の気が引いて背筋が寒くなります。とんでもない失敗をしてしまった時に感じるじわじわとやってくる恐怖。それが私の身体を支配し始めました。何が怖いのでしょう。誰かに助けてもらうこと。それは私が長年夢見てきたことです。

───どうしたの私。

　なのに、いざ手を伸ばされるとそれを掴めない。

───言わなきゃ、お願いしますって、言わなきゃ。

　ここに居続ければ、あと三日後には私は水の中で苦しんで死にます。確定した事実です。

　いま優しくしてくれているシスター達も、私が死んだ後はそのことを忘れてまた次の半神を見つけて崇め奉ります。所詮は偽りの慈いつくしみ。私は実際のところ、誰からも愛されていません。誰のことも愛してすらいません。ここには良いことが何もない。誰も信用出来ない。

　何もかもすべてが怖い。でも。

「……ラックス様、ここを出たくないのですか？」

　私は、私は、外の世界に出ることも怖いのだといま気付いてしまいました。

「………そっ……そういうわけでは」

　いいえ、本当は前から気付いていた。

「逃げたくないのですか？」

　わかっています。わかっています。

「人は、死を恐れるものでしょう」

　そうです。私は死にたくない。でも。

「……………………死にたく、ない、です」

　でも私にとっては、生きることも死ぬことと同じくらい恐怖なのです。

　そう、怖い。私は七歳の時に孤児院から連れだされてそれからずっと籠かごの鳥です。教育はひと通りしてもらいましたがほとんど聖書のことしか知りません。シスター達のように工芸品を作ったりすることも出来ない。外の世界にぽんと出て行ってどう生きていけば？

　私と同じくらいの年の子達はきっともっとたくさんのことを知っていて、家族や友達、それに居場所もあるはず。でも私には何も無い。閉じ込められた闇の中で絶望に浸り続けて、他人とはいえ誰かが死ぬのも止められずに見てきた卑怯者の子どもです。いえ、もう子どもとも言えなくなる。何も無い私。何も出来ない私が外に出て、どうすれば？

　野垂れ死にするのが目に見えているのでは。それならばこの運命づけられた死に誘われてしまった方が。

───いっそ楽なのでは。

　そう、思ってしまって声が出せません。

「ラックス様！」

　大きな声で呼ばれて私はびくりと震えました。ガーネットスピアの神像の横からシスターが顔を出してこちらを見ていました。話を聞かれていたかもしれません。いえ、きっとそうでしょう。普段は温厚な彼女の顔にはいま怒りと侮蔑が如実に滲み出ています。

　私は咄嗟とっさにシスターを突き飛ばしました。

「逃げて！」

　叫ぶ私にヴァイオレットは再度手を伸ばします。

「ラックス様、お手を」

　その姿はさながら騎士。

　私はこんな風景をいつもいつも、思い描いていたものです。美しく気高い王子様。そんな何か素晴らしいものが私を救いに来てくれる。この絶望の理想郷から。

　しかし私はシスターを押さえつけながら首を振りました。

「行ってください！私は、私は外に行けません！お願い！早く行って！」

　ヴァイオレットは無理やり連れて行こうと手を掴んできましたが私は振り払いました。

───やっぱり、駄目。

　私は土壇場で死を選びました。

───怖い。生きる方が、怖い。

　馬鹿です。馬鹿な選択です。でも、生きていくのは私にとって非常に困難なのです。

───もうずっと、死の傍で浅く息をしてきた。

　死ぬことを常に考えさせられる環境で、それに慣れきって。いつしかその日が来るのを待ち遠しくさえ思っていた。

───生きる方が、怖い。

　人の世界で生きて、利用され、嘘をつかれ、悲しい思いをする方が、ずっと辛い。

「私は此こ処こで死にます！そうしたいんです！外の世界で……今更、生きていけない！このまま……此処で……だから行って！」

　私は狂ってしまったのかもしれない。理想郷の人達をおかしいだなんて言いながら、一番おかしく壊れてしまっているのは私なのかもしれない。

「……」

　ヴァイオレットは数秒その場で静止した後、背中を向けました。そして突然、神像の間のステンドグラスの窓を片腕一つで破壊しました。きっとそこから逃げるつもりなのでしょう。雨と風、木々から千切れた葉や花が大量に中に入ってきます。

「逃げるな！お前は半神だ！我々の管理下に……！」

　シスターが叫びました。今度は私が突き飛ばされます。それでも私は負けませんでした。彼女の足を片方掴んでしがみつきます。

「逃げて！」

　体を蹴られながらも、私は必死に堪えました。ヴァイオレットは窓辺に立って、しっかりと鞄を横脇に抱えました。此処なら飛び降りても、着地を失敗しなければ逃げられる高さです。

───さあ、行って！

　きっと、もう振り返らない、そう思ったのですが。

　彼女は首をこちらに捻ひねり、もう一度だけ私に手を差し出しました。

「……ラックス様」

　来い、と。此処から一緒に逃げようとその碧い瞳が言っています。

　その手を掴めばもしかしたら未来が開けるかも。

───嗚あ呼あ、豪雨と、彼女と、死と、何もかも。

　そう思わせてくれる強い瞳の人。

───私の中でごちゃごちゃになって煩うるさくて、もう厭。

　ごめんなさい、私はもう考えることすら疲れてしまっているんです。

「行って」

　私が一言、囁ささやくと。

「助けが必要になったら、名前を呼んでください」

　それだけ言うと彼女は窓から飛び降りました。

　シスターが金切り声を上げています。起き上がったシスターに口汚く罵られた後、頬を打たれその場に転がりました。歪ゆがんだシスターの顔を見て私は嗤わらいます。

───ほら、やっぱり世界は恐ろしい。

　だから死んでしまった方が楽なのです。




　＊




　雨が退いた後の朝は美しい。

　しずくを纏まとった木々や草むら、雨上がり特有の匂い。夕焼けとは違う光で世界を包もうとする太陽。その朝日が降り注そそぎ雨達に煌めきを与えている。とある孤島のとある宗教団体で崇められていた少女の誕生日と葬式はそのような晴れやかな日で迎えることができた。

「ラックス様……どうぞお健すこやかに」

　銃を突きつけられたラックスは手首を縛られ、花が敷き詰められた小舟に乗せられていた。健やかに、とリズボンは彼女に言ったがこれから死ぬ者に捧げる言葉ではない。

　ラックスの顔は明らかに暴行を受けた後があった。口元は紫色に腫れ、目の端が切れている。睡眠を与えられなかったのか頭がぐらついて目の焦点が合っていない。

　リズボンは憔悴しきった顔で黙っているラックスに笑いかける。

「ラックス様。貴方は私が見てきた半神の中で一番扱いやすく、従順な方でした。あの自動手記人形オート・メモリーズ・ドールを逃がしたことについては許していませんが……天に旅立つ貴方をこれ以上責めるのはやめましょう。何か、最期に言いたいことはありますか？」

　虚ろな目でラックスはリズボンを見上げる。世界はこんなにも美しい風景をしているのに、そこに生きている人間はどうして醜いのだろう。そう感じてしまうほど、歪ゆがんだ笑みがリズボンの口元に浮かんでいる。

「……貴方達は、これをいつまで続けるんですか」

「いつまでも。永遠に……ですよ」

「何の意味が」

　今更それを聞くのかと、リズボンは小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「我々は神々の作りしこの世界を守りたいのです。半神伝說は貴方に何度も聞かせてきたでしょう。半神は地上でも天空でも異質なもの。貴方は異質なんです。そういう存在は、おかしい。おかしいでしょう？」

　問われても、おかしい、と言われている方のラックスは答えることが出来ない。

「貴方は存在するだけでおかしいんです。何ですか、その瞳や髪は。『普通』ではありません。異質なものは排除しないと。迷惑がかかるでしょう」

「私、何も、していない」

「何もしていなくても、これからするかもしれない。存在が迷惑です。端的に言えば私達は貴方のような……存在が怖いのですよ。だから、崇めて、敬って、そして殺すんです」

　自分と違う者を、似ていない者の存在が許せないのだ。

　ラックスはようやくこの団体の者達が集まっている意味が理解出来た。

　行き過ぎた自己愛。他人に自分を同一視していないと不安になる。だから、殺すのだ。

歪ゆがんだ考えだが彼らの中ではそれが『普通』でまかり通っている。

───そしてその人達に殺される方が、楽だと思っている私が一番おかしいんだ。

　ラックスの頭に被せられていたサークレットに拳銃が当てられた。

「本当はこのまま水死にさせるところなのですが、貴方の世話を任せていたシスターから慈悲の匂いがありましてね。このまま銃弾で死なせてあげましょう。息が出来なくて死ぬのは、辛いですから。ではさようならラックス様。最後にこれをお送りします。聖歌三百十二番」

　リズボンは後ろに合図をした。すると整列して見守っていた他のシスター達がレクイエムを奏かなでだした。集団で殺人を行おうとしている彼女達でも奏でる声だけは美しい。

「……天にまします我らが神々よ……」

　歌が終われば殺される。ラックスは死の恐怖を薄める為に、何度も何度も覚えさせられた聖書の言葉をつぶやいた。

「私は貴方の子ども、私は貴方の血肉、私は貴方の涙……」

　小舟の下から響く水の音。これから自分が流される墓標の音だ。

「憐あわれみ給たまえ、憐れみ給え、私を憐れみ給え」

　歯の根が合わない。震えてしまう。

「……憐れんで、神様」

　涙声だった。ラックスは止まらない死の旅路の恐怖でどんどん涙をこぼす。死ぬことを選んでもいざ迎えるとやはり恐ろしいのは変わらない。生きる方が怖いにしても、これから待ち受ける苦痛は耐え難い。

「神様、神様、ローゼズ様」

　ラックスの死体はこれから川に流され大滝から落とされるだろう。花と共に身体も浮遊して、そのまま滝壺に叩きつけられ飲み込まれる。体中すべて水に犯され沈んでしまう。

　その想像だけで気絶しそうだった。いや、いま気絶出来ればどんなにいいか。

「神様、ローゼズ様、ローゼズ様」

　ラックスは自分の母と言われた神様の名前を繰り返し呼ぶ。

「ローゼズ様、ローゼズ様」

　恐怖を取り除く呪文代わりに、何度も。

「ローゼズ様、ローゼズ様、ローゼズ様」

───お母さん、産み落とすだけ産み落として、後は知らん顔をしているの？

「……ローゼズ様」

───私の人生とは一体何だったの。

「ローゼズ…さま……うっ……う、あ、うっ」

───小さい頃の私は貧しくても、孤児でも、自分から死を選んだりはしなかったはず。

　それがどうしてこんなことに。

「ロ……ゼス……さま……ううっ」

　しゃくり上げながらそれでも呼んでしまう。

「ううっ……うっ……ローゼ……」

　最後の時間を費やして。

「うあっあああっ……うううっ」

　まだ開く唇で。

「……ヴァ……」

　まだ空気を欲しがる自分の意思のままに。

「……ヴァイ……オ……」

　恐怖を取り除いてくれる、救いの神様の名前を。

「……ヴァイ、オ、レットお……っ！」

　ラックスは、自然に口走っていた。




『助けが必要になったら、名前を呼んでください』




　彼女の人生で唯一、本当に助けようとしてくれた人の名前を。

「ヴァイオレットお…！

「ヴァイオレット、ヴァイオレット！助けてぇっ！わたし死にたくないぃっ！」

　その願いは何かのトリガーだったのか。レクイエムの最中に悲鳴が上がった。

　リズボンが突然倒れたのだ。ラックスの目には、背後から何者かがリズボンを襲うのが見えていた。頭を殴られたリズボンの手から小舟を繋ぎ止めていた紐が離れて小舟が流されかける。

　だがすぐに紐は繋ぎ止め直され、揺れは収まった。

「……え？」

　凶行をしたシスターが顔をうつむかせたまま立っている。

「……え、え？」

　そのシスターは小舟の紐を掴みながら、ラックスに腕を伸ばし無理やり地面に引っ張って立たせた。ラックスを守るように自分の背後に控えさせると、小舟は用もないと言わんばかりに流された。皆が唖然としている。それは、面白いくらいに口を開けて。

「名前を……」

　この儀式を壊す者が内部から現れるなどあってはならない。あってはならないのに。

「呼んでくださるのを」

　それをしでかした人物は。

「お待ちしておりました、ラックス様」

　白いウィンプルを外して素顔を晒さらした。

「ヴァ……ィオレット！」

　ラックスが、自分の人生の中で唯一身を挺して救ていった女性。

　一風変わった、自動手記人形オート・メモリーズ・ドールだ。

　ヴァイオレットはいつの間にかリズボンの持っていた拳銃を手にしていた。シスター達の足元に銃弾を容赦なく撃ちこむ。土が爆ぜるように飛んだ。

「道を通してください。邪魔をするようであれば、怪我では済まないと警告致します」

　だがシスター達はその場から動くこともせず、互いに顔を見合わせる。

「応戦しなさい、神に使える同胞達よ！」

　足元に転がっていたリズボンが痛みを堪こらえながら叫んだ。

　その勇ましい掛け声にシスター達は揃って返事をする。黒のローブの下から猟銃やナイフを取り出しこちらに向けた。

「失礼、少々乱暴に致します」

　ヴァイオレットはラックスを抱き寄せた。かと思うと鞄を扱う造作で彼女を小脇に抱え走りだした。ぶつかり合うようにシスター達もこちらに向かってくる。

　ヴァイオレットは走った勢いのまま跳躍し数人をドミノ倒しするように蹴り倒した。荷物扱いの状態のラックスは奇声にも似た悲鳴を上げる。開けた道の先にラックスを突き飛ばし、自分はまた敵に向き直す。

　ラックスに銃口を向けた相手に残弾が尽きた銃を大きく振りかぶって投げて顔にぶつけ昏倒させた。ナイフで切りかかってくる者の腹を蹴りで駆け上がり宙返りする。倒れた敵の銃を二丁奪い取り、同時に撃ちながら周囲を制圧した。一人対大勢の圧倒的不利状況にも関わらずヴァイオレット優勢で繰り広げられる戦闘。ラックスは慄おののき尻もちをつきながら後ずさりする。

　そんなラックスをまたも攻撃しようとする敵を発見したヴァイオレットは即座に追いかけ飛びかかった。身体を相手に蛇のように巻きつけると両足を首に絡ませ体重をかけ転倒させる。そして顔面に拳を振り下ろした。

───圧倒的、だ。

　ラックスは彼女の戦う姿に眼が釘付けになった。

　倒れて自分を見上げるシスター達にヴァイオレットは珍しく大きな声で宣言した。

「私の両腕はエスターク社製の義手です。貴方様方のお体を容易く粉砕してしまいます。どうぞお覚悟がある方だけ向かって来てください」

　胸の前で片手を開き、手の平にがしんと音を立てて拳を打ち込む勇ましい姿は麗しの闘士。

　シスター達はその姿に幾度と無く敬愛を向けてきた戦いの女神ガーネットスピアを見る。

　どうにか起き上がったリズボンが頭から血を流しつつも叫んだ。

「何をしているのです、捕まえなさい！

　この場ですぐに天へ返してもいい……私が許します。こんな化け物を地上へ放ってはいけません」

　※

「半神は化け物ですか？」

　ヴァイオレットの問いにすかさず答える。

「そうよ。お前達みたいな化け物、地上にいるべきではないわ。人にも神にも成り切れない半端ば者がっ……その力がきっと我々に災厄を齎もたらす。お前、お前が良い例だ！その戦い方、どこで覚えた！一体どれだけ人間を殺してきたのか……お前達など生まれるべきではなかったのです。この異端者が！」

　リズボンの目は血走り、柔和にゅうわな微笑みを浮かべていた唇からは唾液の泡が出ていた。

　彼女の発言に驚いた表情を浮かべるシスター達もいたが、同意して頷うなずく者は武器を強く握り直す。ヴァイオレットはリズボンの罵りに、淡々と返した。

「成る程。私はどうやら本当に半神なのかもしれません。それなら頷けることがたくさんある」

　玲れい躍ろうな声音は冷ややかさを抱きながら尚も言葉を織りなす。

「私のような人のまがい物ならば、確かに天へ返すという名目で殺されてしまうのも仕方ないのかもしれません。しかしラックス様は違う。ただ、怖い思いをした少女です」

　彼女の行動、言葉に、迷いはない。

「どうぞ私を、と言えば貴方がたは満足するのかもしれません。ですが私はいまは飼いならされた化け物。安々と殺されるわけにはいきません。無用な戦いも禁じられてはいますが……私の主は仰いました」

　黒手袋を脱いで、機械の拳を見せつけた。

「生きろ、と」

　ヴァイオレットは一瞬でリズボンの元へと駆けて鉄拳を今度は腹に打ち込んだ。リズボンが遥か後方へ吹き飛ばされる。川に体を落とし、あわや流されそうになるのを他のシスター達が大慌てで救いだした。たった一度振るった拳で人一人が人形のように宙を舞った。

　それを見て、武器を握りなおしていた者達の戦意が一気に削げ落ちる。

「挑戦者は前へ。ヴァイオレット・エヴァーガーデンがお受け致します」

　美しい女が暴力の中で静かに佇む姿は凄惨でいて艶なまめかしい。

　結局、その後誰も彼女に立ち向かう者は現れずラックスとヴァイオレットは歩きながらその場から離れた。




「怖かった……怖かった……」

「怖かったですか。ではもう安心です」

　川から離れた場所で手の拘束を解いて貰ったラックスは、大泣きしていた。

　急にいま少し前に体験した恐怖がぶり返してきていた。ヴァイオレットが先導しながら二人は島の港方面へ続く林を抜ける。途中で用意周到に木の枝に吊るして隠していた彼女の大切な鞄も回収済みだ。

　ここまで逃げて来られる自信があったのだろう。泣きながらラックスは尋ねる。

「もう逃げたんじゃなかったんですか？」

「結局雨も収まりませんでしたし、洞穴を見つけてそこで野営をしていました。ずっと……その中で考えていました。ラックス様が仰っていたことを」

「私が……？」

「外の世界で、生きていけないと……」

　確かに言った。




『私は此こ処こで死にます！そうしたいんです！外の世界で…今更、生きていけない！このまま……此処で……だから行って！』




　極限状態の中での、本音の一つだった。

「私も、少し違います……ずっと、いつの世界で生きていました。ある方に仕えしていて、それ以外の生き方を知りませんでした。その世界から事情があって離れて……主とも離れになりました。新しい生き方を親切な方が教えてくださると言われても、最初は拒みました。自分が、違う……『物』ではなくなったら、いままで私を必要としてくださっていた、あの方にもう望まれないのではと思ったのです」

　女二人は歩く。道先は困難だ。泥に汚れ、草露に濡れ、頼れるものは自分達の足しかない。

　だが、けして後ろを振り返らず歩く。

「ラックス様もそうなのではと思いました。新しい道を選んで、そこでどうなってしまうのか。今更、違う道で……？そこに、私は望まれているのか。望まれなければ価値がないのでは。あの方に、望まれなければ私は…要らない存在のはず。それは、とても…………」

　何と表現していいか迷ったのだろう。誰かから借りてきた言葉のように発音する。

「とても、『こわい』ことです」

　この娘が何かを怖がるだなんて、とても不思議だとラックスは思った。

───だって、すごく強くて綺麗。無敵に、見える。

　けれどラックスと同じなのだ。生きることが少し怖くて。

「でも、ヴァイオレットさんはやめなかったんですね」




　怖いけれど、生きることを選んだ。




「はい。生きろと命じられていましたし、たくさん……考えることがあると感じました。私は本当に色んなことを知らなかったのです。あの方が語った言葉の数々を……私に、言ってくださった……あい……」

　途中で言葉が切れた。

　ヴァイオレットはエメラルドのブローチごと胸を掴み、早鐘を打つ心臓を治める。

「……言ってくださった、まだ、見知らぬ感情の言葉を学んで理解したいと思うようになりました。だからラックス様も、考えが変わるかもしれない。死ぬのは、いつでも出来ます。そうしたい時は、止められません。ですが、それまでは……もう少し、外の世界を知ってみてもいいのではと……なので余計なお世話ですがあのような真似をしました。申し訳ありません。責任はとります。いまの状態なら渡り橋も通れるでしょう。ラックス様、行く宛てがなければ私と共にとりあえず来てください。悪いようには致しません」

　ヴァイオレットより数歩遅れて歩いていたラックスに手が差し伸べられた。ラックスは今度は迷わなかった。機械の手は冷たく堅い感触だったが、ラックスには何故か温かく感じられた。

　泥まみれのローブ。乱れた髪の毛。ヴァイオレットはどこをどう見ても甲冑姿には見えないはずなのに、ラックスは彼女にガーネットスピアの姿を幻視する。

「私、一生かけて貴方にこの恩を返します」

鼻水をすすって言うラックスに、ヴァイオレットは首をかしげながら『何を仰いますか』と返した。

「最初に助けてくださったのはラックス様ではないですか。勇気を持ってご忠告してくださったこと、感謝しております」

　ラックスはこんな自分でも人に感謝されるのかと、驚きと共に嬉しくてまた泣けた。

───やっぱり、もう少し生きよう。

　そこではっきりと思い直した。




　＊




　それからのことですが。

　私はヴァイオレットに連れられてC・H郵便社という彼女の勤め先に転がり込む形になりました。最初は電話番だけでしたが、一年も経つと社長秘書も兼任するようになり、せわしない毎日を送っています。ホッジンズ社長は謎の宗教団体からやってきた身元不明のこんな娘にも優しく、時に厳しく接してくれる尊敬出来る人です。ただ、一癖も二癖もある人物であるのは段々とわかってきています。

　私がこちらに来て変わったことと言えば、髪を切ったこと、サークレットの代わりにバレッタをするようになったこと。そしてヴァイオレットと少しだけ親密になり、互いに呼び捨てで話すようになったことくらいです。

　彼女の方は自動手記人形オート・メモリーズ・ドールのスターダムを駆け上がっています。見た目はあまり変わっていません。定番の服装にフリルの傘が加わったくらいでしょうか。

　売れっ子のヴァイオレットと会うのは中々難しいのですが、定期的に事務所へは帰ってきてくれるのでその時はお茶に誘います。近くの喫茶で街のメインストリートに面したテラスの席から雑踏を眺め、私達は近況を報告し合います。私の話はほとんど破天荒な社長についてですけれど、ヴァイオレットは足を運んだ様々な国やそこで出会った人々について語ってくれます。




　美しい山の中に囲まれた家に住む小説家の愛娘への思い。




　小高い丘の古めかしい屋敷に住む母親からの未来の手紙。




　稲穂に包まれた故郷へ帰っていった青年の悲しい最後。




　星空の里で出会った若き天文学者の情熱的な決意。




　私は彼女の話に一喜一憂し、時に泣き、時に笑います。

　のどかにお喋りをしている私達はきっとただの女友達に見えることでしょう。元宗教団体の生贄と元軍人とはわからないはずです。

　私は自分の過去を忘れたわけではありませんが、それを抱え続ける気はありません。

　だってあの時、ローゼズの半神だった私は死んで、いまは郵便屋の従業員の私がいるのです。

　死んでしまったものは戻らない。肉体も、時間も、価値観もけして戻りません。

　死への渇望を抱いた思いだけは根強く私の中に残ってはいますが、それは深い深い眠りの底に落としています。まだ起きないでと、毎朝私は語りかけています。

　やっぱり生きるのが辛いなぁと思う日もありますが、そんな時は瞳を閉じて追憶するのです

　私の最低と最高が入り混じったあの瞬間を。




　花に包まれた小舟の棺桶で死のうとしていたこと。




　そこで泣きながら死にたくないと叫んだこと。それを助けてくれた人がいたこと。




　彼女が差し出してくれた機械の腕を。







　ヴァイオレット・エヴァーガーデン、私の自慢の友達なのです。







　その自動手記人形オート・メモリーズ・ドールの休日は静けさの中で終わる。

　夏の終わりの過ごし方は大抵決まっている。朝方はまだ庭の木々を窓辺から眺め、昼を過ぎると日傘をさして邸宅の周りを散策する。斜陽にすべてが包まれるまで木陰で本を読み、夜は次の旅支度をしている。

　人が見ていないところでは銃の分解と組立を行い、腕が鈍らないように木々から落ちゆく葉にナイフを投げたりしているが基本的には、そう。

　基本的には穏やかさに包まれている。彼女を子どものように扱う義父母の影響の賜物だろう。

　そもそも彼女の静寂をわざわざ破りに行こうという者は少ない。

　気後れという感情を、人に与えがちな存在なのだ。

　寡黙かもくで、冷たい美しさの持ち主。とりまく時や人も自然と息すら潜めてしまう。




「ヴァイオレット。あんた、あたしと一緒にくるのよ」




　遊びに誘うには向かない相手だ。







「飛行手紙と自動手記人形オート・メモリーズ・ドール　前編」




　ライデンシャフトリヒ、首都ライデン。

　街の本通りから外れた小路。小さな商店が立ち並ぶその通りに一つだけ顔を突き出して君臨している建物がある。C・H郵便社という郵便業界新規参入の若い会社だ。

　風見鶏を掲げた薄緑色のドーム型の屋根を持つ尖塔がこの郵便社の目印と言えるだろう。

　尖塔を囲むように深緑の屋根が続き外壁は味のある色合いに日焼けた赤煉瓦れんがで出来ている。

　アーチ型の玄関には鉄板に金の字で印された店名が。

　扉を開けると陽気な音のベルが鳴り響き客の来訪を告げる。

　中は入るとすぐにカウンターがありそこで郵便物の受付をしてくれる仕様だ。

　建物は三階建てで一階は郵便受付、二階は事務所、三階の尖塔は社長の住宅になっていた。

　いま現在二階の事務所では内勤業務の者達が時間と戦いながら必死に業務をこなしていた。

彼らの会社では『締め日』と呼ばれる日が存在していた。

　ひと月の間の各種取引、それにまつわる報告書、請求書、支払い証明、会社運営に関わるあらゆる事柄をすべて綺麗に決算するのだ。

　事務員達にとっては通常業務に加えこの締め業務にも追われる苦しい戦いの一日なのである。




「一緒に行ってくれるって、連れてってくれるって言った……」

　その修羅場の中で恨めしげに悲しそうな視線をホッジンズに向ける娘がいた。

自分の服の裾をぎゅっと握り、唇を噛み、『あたしは怒っている』と主張している。

　至極色気のある長い黒髪の美女だ。

　黄金の林檎りんごとも言える豊かな胸が惜しげも無く披露された前開きのビスチェ、それらは肩から肘にかけてチャコールグレーのインナーと繋がっている。

　ビーズチョーカー、ペンダント、バングル、ハンドチェーンブレスレットと貴金属の重ねづけ。青に染色され金の刺繍ししゅうが入った革のホットパンツ。

　足の継ぎ目から伸びた幾き何か学がく的な模様を描いた刺繍糸のガーターベルトはニーハイブーツまでの素肌を片足だけさりげなく飾っている。

　服装からその艶つやのある美貌まで何もかもが目に毒な存在だが。

「やだ、やだ！連れてってくれないとやだ」

　やっていることは子どもそのものだった。地団駄を踏んでいる。

「やだって言われてもなあ…カトレア」

　クラウディア・ホッジンズ、このC・H郵便社の社長はそんな彼女の様子に苦笑いをした。

「この書類の山、見てくれ。鈍器になりそう」

　ホッジンズの机の上にはまとめれば確かに器になりそうな厚さの書類があった。喋りながらも判子を押している。事務員達が作った各種書類には必ず彼の審査と印が必要なのだろう。

　事務員達を信頼しているのか、読む気が失せているのか、内容を確認せずにただひたすら押している。

「ホッジンズ社長、済んだ書類からください。こちらもお願いします」

　会話が中断された。積み重なっていた書類に更に書類の山が足される。

「あ、ごめんねラックスちゃん。全部確認してくれた？」

　カトレアとホッジンズの間に割り込んだのはあどけない顔をした少女だった。

　肩より上で滑らかに切りそろえられたラベンダーグレーの髪の持ち主。

　眼鏡をかけてはいるがよくよく見ればその両目の色が左右で違うことがわかる。控え目な印象だが首元のスカーフや横髪につけられた金のバレッタは職業婦人の小さな主張だ。

「しました。訂正があるところは付箋ふせんをつけています。そこは見てください」

　ラックス・シビュラ、孤島で宗教団体に半神として祭り上げられていた娘がいまは立派にC.H郵便社で働いていた。

「ありがとう。俺の秘書は最高だ。控え目に言っても好きだ」

　色男が寄越すウインクに、ラックスは絶望的な表情を返す。

「お世辞はいいので、腕を、腕を動かしてください。社長が遊んでいたつけがこの状態です。あの時……私が社長を止められれば……舞台女優と旅行なんて……どうせすぐ別れるのが目に見えていたのに……あの時、私が……」

「酷い。傷心の俺は更に傷ついたよラックスちゃん」

「……縛り付けてでも業務をしてもらっていたらこんなことには……」

　何かの事件に巻き込まれて心を病んでしまった人間のような有様の秘書に、さすがのホッジンズも生き真面目さを取り戻した。

「ごめんなさい。俺は判子を押す機械と化すよ」

「ラックスは次にカトレアにすがるように言う。

「それとカトレア。お願い……ホッジンズ社長の手を止まらせるようなことをしないで。ホッジンズ社長の仕事の進捗に、皆の退社時間がかかっているのよ。今日こそ早く帰りたい…」

　ラックスの言葉にそれぞれの仕事を黙々とやっていた事務員達が一様に頷いた。

　事務員達にとって今日いつ会社から解放されるかは大袈裟けさに言うと死活問題だった。

カトレアは気づかない振りをしていたが、自分の背中に時偶突き刺さる『邪魔者は退去せよ』という無言の圧力の塊に自然と声が萎む。

「何よ……。秘書だからって偉そうにして。社長秘書……ずるい。あたしも秘書やりたい」

「カトレアは自動手記人形オート・メモリーズ・ドールでしょ……。そっちの方が素敵じゃない。偉そうになんて……貴方は休みでも私達は仕事中だってだけよ」

　見た目は幼いままだが中身はすっかり出来る秘書に成長している。身ひとつで宗教団体から逃げ出して、拾ってくれた会社に、ホッジンズに報いるために努力したのだろう。

「ホッジンズ社長、お菓子は書類を片付けてからにしてください」

　机の引き出しから何か取り出そうとした手をホッジンズは引っ込めた。

「何よ何よ何よ！だって自動手記人形オート・メモリーズ・ドールは休みが決まってないんだもん仕方ないじゃない」

カトレアは口論を続ける気だったがラックスはいつの間にか電話対応をしていた。カトレアに対して『ごめんね』と目で謝っている。

「……わかってるわよ」

　社内が忙しいのは一目瞭然。自分が邪魔者なのもわかっている。それでも、暇を持て余した自動手記人形オート・メモリーズ・ドールカトレアは諦めきれない様子で印刷されたチラシを判子を押す機械と化したホッジンズに見せる。

「でも、一年に一度なんだよ。『飛行手紙』に参加できるの。あたし、あたし、もう手紙も書いてきちゃったし、社長が連れてってくれるっていったから他に誰も誘ってないし。ひとりでいくなんてやだ。お祭りでひとりだなんてそんなの罰じゃない」

そこには『第七回航空展覧会』と書かれていた。

　開催地はライデンシャフトリヒ陸軍保有の空軍基地演習場。

陸海軍の軍用機、有志から集められた民間機を公開展示すると共に航空演習の披露があるようだ。カトレアの言う『飛行手紙』は演目の一つだ。

民間人から集めた『これを受け取る誰かへの励ましの手紙』を陸海の選ばれた精鋭の操縦手が空から散布するという。参加者は手紙を拾った見知らぬ誰かに激励を送り、また自分も激励を送られるという浪漫ろまんのある行事だ。

　空から手紙が降ってくる大陸唯一のお祭りでもある。

　第六回の開催が数年前であるという記述から、ここしばらくは戦争の激化を理由に中止されていたようだ。

　チラシと口づけせよと言わんばかりに近付けられてホッジンズはくしゃみをする。

「俺もね、行きたいんだよカトレア。でも今日が締め日なの忘れてて……」

　カトレアの眉が下がる。紫水晶の瞳が悲しそうに歪ゆがむ。子犬が切なげに鳴いているような様子である。罪悪感がホッジンズの中で芽生えた。

「そんな顔しないで、俺の可愛いお嬢さん。展覧会に絡んだ祭りは夜までやってるから途中で参加は出来るよ。というか従業員も早めに仕事切り上げさせてお祭りに行かせてあげたいし。でも飛行手紙には間に合わない……と思う。いや、わからないけど、うん、たぶん」

「あたし、それまでひとりなの？」

「ベネディクト……は、配送いってるしなあ」

「あいつはいい、何であいつの名前だすの」

　カトレアは顔を赤くしながら社長机をひっくり返そうとする。細い腕から想像もつかない腕力だ。ホッジンズは必死に机を押さえた。

「落ち着いてカトレア。わかったから。他に空いている年の近い子は……ラックスちゃん。従業員の業務予定表見せて」

　電話をしている最中だったが、ラックスはにこやかに話ながらもホッジンズに手帳を渡す。

　そこには丁寧な字で従業員の稼働計画が記されている。ホッジンズはにっこりと笑った。

　一人、都合が良さそうな相手を見つけたからだ。

「ああ、ヴァイオレットちゃんが非番だよ」

「え」

　カトレアの声音には若干の拒絶が見えた。




　樹木が連なる道を進んだ先にその邸宅はある。

　様々な品種の花が植えられた豪華絢爛な色彩の花壇、手入れの行き届いた生い茂る芝生。

　四季の野菜を育てている畑。

　その中に君臨するのが現在パトリック・エヴァーガーデンが当主を務めるエヴァーガーデン邸だ。館というよりは城に近い。白亜の壁に群青ぐんじょうの屋根。尖塔から窓に至るまですべてが左右対称になっている優美で均整のとれた造形だ。

　カトレアが訪ねると彼女の姿を見つけた庭師が声をかけてきた。

「カトレア・ボードレール様ですね」

　ホッジンズが先に話をつけてくれたおかげで門から邸宅までは庭師が送り、玄関では執事が出迎えてもてなしてくれた。

「もうすぐ来られますよ」

　控えの間で手持ち無沙汰になりながら待っていると、執事の言う通り程なくしてヴァイオレット・エヴァーガーデンは現れた。

「カトレア……？」

　足音を消しがちな分厚い赤絨毯じゅうたんのせいだけではないだろう。

　音もなく姿を見せたヴァイオレットは普段の自動手記人形オート・メモリーズ・ドール姿とはまた違う装いをしていた。髪は緩く一本に結ばれて顔横に花の髪飾りが揺れている。

　白地に青い小花が描かれたカシュクールワンピースは清楚で可憐という言葉がぴったりだ。小花達はただ散りばめられているのではなく肩口から胸元、下へ下へと小花が舞い落ちて裾に積もり重なるように描かれている。

　ワンピース一枚でも夏の終わりとはいえ気候が暖かなライデンシャフトリヒでは充分過ごせそうだったが彼女は濃紺のカーディガンを羽織っていた。機械の腕を隠す為だろう。いつものブローチも胸に健在だ。

「へーあんた普段はそんな恰好なんだ。なんか、お嬢様？かわいい。いいなあ」

　ヴァイオレットは義母の趣味だと返す。

「それよりもどうされたのですか」

　家にまで訪ねてくる案件とは何なのか。早急に答えよ。と碧い瞳が言っている。

「うん、ちょっとね……」

　カトレアはホッジンズとの会話を思い出す。書類に判子を押す手を一度止めて、謎に包まれたヴァイオレットの口説き方を彼は教えてくれたのだ。




『いいかい、ヴァイオレットちゃんを誘うなら。こういいなさい。これは俺からの任務だって』




　自信ありげな様子だった。

　確かにホッジンズと話すヴァイオレットは従順で貞淑ていしゅくな印象だ。

　だが、それが他の者にも適用されるかというと違う。

───正直、得体が知れないのよね。この子。

　元軍人だというのは知っていた。

　カトレアが慕うホッジンズと同じライデンシャフトリヒ陸軍所属であったと。

　C・H郵便社の面々は変わり者のホッジンズが集めてきただけに元軍人の過去を持つという経歴はそれほど珍しいものではなかった。

　だが、ヴァイオレットは経歴を抜きにしても不思議な存在だった。

　笑顔を見せない。言葉は丁寧だが媚こびを売るような真似は一切しない。

　それ故に他者から距離を置かれがちだが孤独を厭いとう様子は無い。

　氷像のように美しいが心の無い存在。カトレアにはそのように見えている。

「あの、さあ……これ、もう決まったことなんだけど」

　だからこの魔法の言葉に効果があるのか不安だった。ホッジンズ以外の命令を聞いてくれるのかどうか。聞いてくれたとしても、楽しい時間を過ごせられるのか。

───でも、お祭りに一人で行くよりいいわ。

　カトレアは意を決して口を開いた。

「ヴァイオレット。あんた、あたしと一緒にくるのよ。ホッジンズ社長からあんたへの任務なんだけど、社長があたしと合流するまでの間、航空展覧会に同行しなさい」

　しなさい、と偉そうに言ってから数秒沈黙が流れた。堅物で無口で無愛想な氷の美女は長い睫毛まつげの上下運動を数回行ってから疑問符を浮かべた顔で言う。

「任務、ですか」

「そうよ。任務よ」

「本当に、任務ですか」

　ヴァイオレットの澄んだ碧い瞳に映る狼狽えた自分の姿からカトレアは目を逸らしつつ言う。

「う、そ…だと思うなら社長に聞きなさいよ」

「いえ。今日は締め日で忙しいでしょうから電話は遠慮します。承知致しました。社長の任務とあらば……お受けします」

　締め日を気にする辺り、カトレアと違い職場に大人の配慮がある。承諾してもらったものの、カトレアはすぐに不安になった。

　あまりにも感情が見えないので機械や妖精、それか幽霊、何か意思疎通の出来ない不確かな存在と会話している気がしてきたのだ。

「ねえ、本当にいっしょに行ってくれるの？」

「はい」

「ほんとのほんと？」

「本当の本当です」

「あんた、何か生きてる感じしないけど生きてるのよね？」

「生きています」

「ついでに聞くけどあんた社長に可愛がられてるけど恋人？」

「違います」

「ベネディクトのことどう思ってる？」

「……ベネディクトですか？戦闘能力が高いです、意外に統率力もあります」

　色々と失礼な物言いだったがヴァイオレットは気にした様子もなくすべて真面目に回答した。

　カトレアは諸々の回答で途端に元気が出てきた。喜びに任せてその場で飛び跳ねる。

「利害が一致して満足。そうと決まれば準備ね！おうちの人に今日は出かけるって言ってきてよ。あとヴァイオレット、便箋びんせんと封筒と万年筆も用意して。飛行手紙に参加するから」

「……飛行手紙……。確か、陸海の一般公開空軍演習演目の一つですね」

　さすが元軍人だけあって詳しい。参加したことはあるのかとカトレアが尋ねるとヴァイオレットは無言で首を横に振った。

「見たことはありませんが、知識として教えて頂いたことがあります……」

　それは一体誰に教えて貰ったことだったのか。ヴァイオレットは語らなかった。

「カトレア……便箋等以外に必要なものはありませんか。武器の携帯の許可はホッジンズ社長から出ているのでしょうか」

「武器なんて要らないわよ。何なのあんた。怖いんだけど」

「任務と言われましたので、つい」

　ことの成り行きがわかっていないヴァイオレットとそんな彼女に度々戸惑うカトレアではあったが、目め出で度たく二人は出かけることになった。




　ライデンシャフトリヒ陸軍保有空軍基地演習場は、首都ライデンより遠く離れた場所に存在した。行き方はそれほど難しくはない。

　首都から乗合馬車、乗合運行車に乗るのが最も手軽な方法だろう。

　停留所で降りると木々に囲まれた森林地帯が目に入る。

　街に慣れている者は一瞬何処どこに来てしまったのだろうと不安になるほどの緑豊かな場所だが恐れることはない。舗装された林道を看板を頼りに進むと目的地である演習場へ程なくして到着する。平時は一般人の立ち入りは禁止されているが航空展覧会の間は入場規制は無い。

　演習場の周囲には許可された飲食店が店を構え、出張屋台をしている。軍事施設が一転して祭りの場に変身していた。会場は老若男女の集つどいだった。陸海軍関係者の家族、一般参加者、この航空展覧会を見たいが為に遠方よりやって来た熱心な飛行機好きと様々だ。

　男女比率としては男性が多い。

　ヴァイオレットやカトレアのような若い娘は少数派と言える。

「すごい、広いわね。普段もここで演習してるんだ……見てっ！戦闘機？あれ戦闘機？」

　展示された軍用機達に驚きを隠せないカトレアと。

「あれは偵察機、雷鳥ターミガンです」

　機体名を正確に答えるヴァイオレット。

「陸軍、海軍はそれぞれに空軍を保有していますが名前でどちらの所属かはすぐわかります。陸軍は鳥類の名前をつけています。海軍は海の生物の名前をつけるそうです」

　謎の美女達が熱心に軍用機を語る姿は若干奇異に見える。

　演習場は普段はれっきとした軍事施設として機能している為立ち入り禁止区域も多く存在した。会場を長方形の箱として空間を捉えると真ん中周辺に軍用機の展示が行われている。

　それらを囲むように格納庫、陸軍車両待機場所、民間人用の一般休憩所、この航空展覧会の実地本部、実地本部の高みに設立され天幕に隠された管制塔がある。

　こちらは一切中の様子が見えない。実地本部並びに管制塔の付近は広く距離を取ってから柵が敷かれ完全に関係者以外は入れないようになっていた。

　実地本部では陸軍の広報がこの航空展覧会の目玉の一つである飛行演習の実況を行っている。

『会場正面上空を御覧ください。六機の戦闘機海蛇が侵入して参ります。縦一列の隊形から菱型に変化していきます。息のあった飛行にご注目ください』

　海軍の戦闘機が見事な飛行技術を見せつけながら演習場上空を飛んで過ぎ去っていく。飛行した後には青い空に白い煙が彼らの飛んだ証として残されていた。

『一番機の操縦士はライデンシャフトリヒ、ライデン出身のジュード・ブラッドバーン。二番機の操縦士はプレガンド出身のヘンリー・ガードナー！』

　参加者は皆空を見上げ歓声を上げている。熱の入った実況と共に楽団が音楽を奏で場内の雰囲気を更に盛り上げている。

　カトレアはあらかじめ持っていたチラシを開き、いま現在披露されている機体の演習時刻を確認した。規定された時間通りに進行しているようだ。

　飛行手紙はまだまだ先の行事になっている。

　戦闘機の曲芸飛行に目を奪われていたヴァイオレットの腕を掴んだ。

「ね、飛行手紙の回収はまだ先みたいだから屋台で何か買って、食べながら見ましょうよ。これずっと続くみたいよ、飛行演習。ヴァイオレット、食べたいものある？」

「食料の確保ですか。なら味の好みを優先するより保存食に適したもののほうがいいのでは」

　ヴァイオレットはカトレアを見ずに飛行している機体に合わせて首を動かしている。

　カトレアはそんなヴァイオレットの顔に指先を近づけた。

　ヴァイオレットが首を捻ると自動的に頬に指が刺さる。ふにゃりとした感触がした。

「ヴァイオレット、あたしを見なさい」

　掴んだ手は硬質なのに、頬は柔らかい。

───不思議で、ちょっと不気味。

　しかしカトレアはどこか安心した。

　この娘にも柔らかい部分があるのだと知れたからだ。

「やめてください」

　拒絶であっても、ヴァイオレットから反応が貰えると嬉しくなってきた。

「やーよ。あんたがあたしの方を見てくれないからお仕置きよ。ねえ、あんたなんか勘違いしてる気がするけどこれ任務って言っても遊びだからね。保存食なんていらないわよ」
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「遊び……？」

「あんた、ラックスとは偶たまに遊んでるらしいじゃない。ほら、お茶したり」

「ああ、はい。お茶してます」

「それよ。それをあたしとするの。ご飯たべて、お喋りして、それでお祭りに参加して。しばらくしたら会社の皆も仕事切り上げてくるみたいだからその後は合流しましょ」

「……任務、なのですよね？」

「任務よ。すごく任務。ものすごく任務」

　念を押して確認してくるヴァイオレットをカトレアは無理やり屋台方面に歩かせる。

「遊ぶ、とは具体的にどんな任務なのか内容の提示を求めます」

「なんか難しく言ってるけど遊び慣れてないんでしょ。いいわよ、お姉さんが教えてあげようじゃない」

　ヴァイオレットは、繋がれた手を不思議そうに眺めた。それでも手を振りほどくことはせず、鳥の雛ひなのようにカトレアの後ろをついて歩いた。




　出張屋台の食べ物を端から端まで見て回り、両手に持ちきれないほど買いつくし二人で分け合った。飛んで行く戦闘機を追いかけて走り回る子ども達を見て目を細め、女二人だからと軽々しく声をかけてくる輩を手ひどく振り、陸軍広報の実況に感心しながら去っていく軍用機の数々に拍手をする。移動遊園地と呼ばれる回転木馬やダーツなどの遊具も子どもに混ざって体験してみた。最初こそ性格が掴めないヴァイオレットに身構えていたカトレアだったが、持ち前の人懐っこさと豪快さで彼女との時間の楽しみ方を見出していた。

「カトレア、待ってください。カトレア」

「ねえ、これ美味しい。すごく美味しい。はい口開けて」

「食べたくありません」

「任務だから口開けて」

「……任務だと言えば何でも従うと思ってはいませんか？」

「あーん。ほら落ちちゃう。落ちたらあんたのせい」

　意外と押しに弱いので、振り回しながら連れ歩くと年下の女の子として可愛く思えてきたのである。お姉さん風を吹かせられるのもカトレアとしては好ましいところだった。ひとしきり遊んだところで、二人は休憩することにした。夏の終わりとは言え、外で長時間日差しを浴びれば疲労は増える。大きな天幕が連なり一般参加者が日差しを防いで涼んでいる休憩所のベンチに腰掛けた。そこからも飛行演習の様子は眺めることが出来た。

「まだ？」

「……明確に相手がわからない手紙。しかも励まし……自動手記人形オート・メモリーズ・ドールの手腕が問われます」

　ヴァイオレットは飛行手紙に出す手紙を書いている。

　かき集められた手紙が操縦士に渡され、会場上空から飛行機によってばら撒かれる。手紙の配達人となるプロペラ式の軽飛行機は既に手紙の回収を始めていた。操縦士に子どもと女性が群がり一躍時の人となっている。真黄色の機体は青い空によく映えることだろう。

　自分は手紙を書き終えていたカトレアは手持ち無沙汰になりヴァイオレットにちょっかいをかけていた。ヴァイオレットは段々とかわすのがうまくなってきている。構われたいカトレアは口を尖とがらせて言う。

「ねえ、そんなの誰が書いたかわからないんだがら好きなこと書けばいいのよ」

「……だめです。書き直します」

　ヴァイオレットは一度書いた手紙を封筒にしまいこんでしまった。また新しく便箋びんせんを取り出すが一文字目も書けない様子だ。

「カトレアは何と書かれたんですか」

　教えを乞うように問われて、カトレアは豊満な胸を更に張って答えた。

「あたしの手紙を拾って貴方は幸運ね。きっといいことあるわよ。なくたって死なないわ」

「そう書いたのですか」

「そうよ」

　カトレアらしいといえばらしい。だがヴァイオレットの参考にはならなかったようだ。

「なによー、あんた仕事以外で手紙とか書かないわけ？そんな困ることかしら」

「……私用の

　手紙は、随分前に書くのを止めてしまいました。仕事でしか書いていません」

　ヴァイオレットの僅わずかな表情の変化を、カトレアは一瞬だが捉えた。人との距離が元来近い体質の娘ではあるが更にヴァイオレットとの距離を縮める。

「その話題面白そう。何で？話しなさい」

　ヴァイオレットは距離をとった。カトレアが縮める。ヴァイオレットがまた距離をとる。

　最終的にベンチの端に二人ぴったりくっつく形となった。

「……何故ですか」

「面白そうだから。どうして書くのをやめたの？当ててあげよっか。相手は男の子でしょ。それも特別な人だ。親兄弟以外の、一番気になる男の子だ」

「……どうして性別がわかるんですか」

　ヴァイオレットが初めてカトレアをまじまじと見た。

「あんたの客層とあたしの客層って違うのよ。あたしのお客さんって…若くて、恋文が多いの。それも恋する乙女おとめってやつよ。彼を振り向かせるにはどうしたらいいの、とか。女心がわからない、どうしたら彼女は振り向いてくれるんだとか。よく相談を受けるわけよ」

「…肩を叩いて名前を呼べばいいのではなく？」

　そういう意味ではない、とカトレアがヴァイオレットの額を指先で弾く。

「ねえ、どんなひと。あんたの好きな人って」

「そ、ういう方ではない、と」

「じゃあ嫌いなの」

「そんな、そんなことは」

　カトレアは笑みが浮かぶのを抑えられなかった。

───どうしよう。いじるの面白い。

　堅物で無口で無表情の謎の女、ヴァイオレット・エヴァーガーデン。

　動揺などしない鉄の女。それが自分の一言で崩れようとしている。

「じゃあ好きしかないじゃない。ふつう、とかじゃないでしょ。その顔は違うわ。あたしを舐めないで。こちとらこの恋愛相談込みの代筆でお金稼いでんのよ」

　ヴァイオレットは口を開けては閉じ、目を右往左往させて戸惑いを示す。

───心を入れられたばかりの人形みたい。変なの。

　カトレアはヴァイオレットの過去も何も知らないが故に、あるがままに年頃の女の子として接する。

「ねえ、ねえったら」

　ただ、仲良くなりたいだけなのだ。

「ねえ、どんなひとなの」

　ヴァイオレットにしている行為がどんなことかも知らずに無邪気に。

「………」

　開こうとしている箱の中に入っているのは、宝石だと信じている。

「何て呼んでたのよ」

　ヴァイオレット・エヴァーガーデンの心の箱に入っているのは。

「少佐です」

　入っているのは。

「少佐。かっこいいじゃない。軍人なんだ。あんた元軍人だもんね。少佐は何歳？

　見た目は？」

　入っているのは、宝石とは限らない。

「……聞いたことがありませんでした。恐らくは三十代になっていたと」

「うっそ。かなり年上……社長と同じくらい？歳の差なんだ……」

　ヴァイオレットは久しくその人について語ったことはなかった。

「カトレアの髪とはまた色味が違う、黒髪で…」

　存在を話すことはあるが深く掘り下げはしない。共通の知り合いでもあるクラウディア・ホッジンズとも彼の話題は互いに触れないようにしている。

　ヴァイオレットは何も書かれていない文面から、雑踏に視線を移した。かつては自分も纏まとっしていた紫し黒こくの制服の軍人がその中に混じっている。

　戦争は終わり、空は快晴で、もう文字を知らなかったあの日々ではないのに。

　雑踏が、軍靴の音が、あのランタンの街に居た時の少女兵に戻してしまう。

　いつまでも、いつまでも、追うのはただ一人。

「エメラルドグリーンの瞳で……」

　とてもうつくしいひとで。

「私を拾い、育て、使ってくれました」

　道具と主人で。

「でも、もう居ないんです」

　道具なのに守れなかった。




『ギルベルトは死んだ』




　ホッジンズの言葉が呪いにも似た重さと苦しみを伴って、何度も何度もヴァイオレットの頭の中で再生される。

「少佐はどこか遠くへ行ったの？」

「……はい、遠くへ行きました。帰って、きません」

「まだ待ってるの？」

「……まだ」

　カトレアの質問にヴァイオレットは否が応でも考えてしまう。

「待っています」

　わからないと言って拒絶し、返せなかったあの日の返事を。

「止めろと、もう、待つのを止めろとたくさん言われました。ですが、どうしたって、私は、私は……」




『愛してる』




『愛してる、ヴァイオレット』




『聞いて、いるか』




『君が、好きだ』




『ヴァイオレット、愛、は』




『愛とは、君を一番守りたいと思うことだ』

「少佐が、来てくださるのを待ってしまうんです」

　痛みに耐えているかのような顔をした。それはカトレアが見た中で、一番ヴァイオレットが人間らしい表情を見せた瞬間だった。この不器用な娘が発する小さな変化。喜怒哀楽が豊かな者からすれば心の現れとも言えない静かな動き。

───嗚あ呼あ

　カトレアの中で啓示が降りてきた。まだ親しくもない。友達でもない。

　彼女の何を知るわけでもないが、わかった気がした。

───心の嬉しい部分がほとんど持っていかれてるからなんだ。

　だからこんなに感情が少ないのだろうか、とカトレアは考えた。

「あんた、いない人に恋しているんだ」

　カトレアが突いた藪やぶの中は想像とは違う深い森の扉だった。

「恋……？」

　森の奥で彷徨さまよっている娘本人はどうして迷っているのかもわかっていない。目隠しをされたまま、取り方もわからず、手探りで生きて、放置されている。

　カトレアは申し訳なく思った。本当はこんなところで聞く話ではなかったのだ。

「恋……とは」

　心を持っていかれたドールは、この年下の同僚は、恋が何かもわかっていない。

「いや、もう愛だよね」

「あ、い……？」

　二人が訪れた時より演習場は人が増えていた。雑踏は騒がしさが増すばかりだ。カトレアは歩いて行く人々を指差す。性別も年齢も違う。それぞれに目に見えぬ葛藤に溢れた人生がある。

「家族、友達、兄弟、仲間、いろいろあるけどさ。あんたのは、恋愛の愛だよ」

　仲睦むつまじい恋人達は手本のように何処どこもかしこも存在している。恋愛は、ごく自然に世界に溢れていた。だが、ヴァイオレットは否定した。首を振り、眉を下げ、唇を噛む。

「恋愛なんて、私、出来ません」

　頑なに拒絶する。

「してるじゃん」

「いえ、出来ません。わかりません」

　はたから見れば言い争いをしている風に見えただろう。喧嘩けんかではなかったがお互い一歩も引かなかった。愛だと言う者と。愛ではないと言う者。両者は相あい容いれない。

　カトレアは苛立ちを滲にじませながら、それでも食い下がる。

「そんなの、あたしだってこういうものだって言えないよ。愛って不確かで、恋ってよくわかんない。でもしてる時はわかるの。してる人だって見たらわかる。あんたのはそうだよ。例え胡いまは会えない人でもさ……」

　会えない人、という言葉がカトレアの唇から発せられたところでヴァイオレットの碧眼は悲しげに揺れた。他人の口から聞かされる言葉は、自分に言い聞かせるより遥かに重くのしかかってくるものだ。

　ほら、そんな顔を見せる癖にどうして、と誰もが諭してしまいそうな表情を時折するのに。

「いいえ……出来ません。本当に、出来ないんです……少佐は……」

　ヴァイオレットはやはり否定する。

　長い金糸の睫毛まつげが伏せられた。ヴァイオレットが俯うつむく時、視線は胸元へ行く。そこにはいつもエメラルドのブローチがある。それは煌こう々こうと輝き、色褪あせることはない。

　月虹げっこう眩しい春も。緑雨流れる夏も。金風吹き荒ぶ秋る。霜夜凍いてつく冬も。

「少佐、は」

　ヴァイオレットの中のギルベルト・ブーゲンビリアという男の存在のように。

　けして、色褪せることはない。

「少佐は死んでしまったんです」

　その瞬間囁ささやきかれた言の葉は、とても残酷なものだった。

　カトレアとヴァイオレットの間に流れる時間の針が一度止まった。

　実際はそんなことは起こり得ない。だが、まるで本当に時が止まったかのように二人とも身動きをしなかった。瞬きも呼吸も、一瞬だけ世界の時間軸から刈り取られた。ようやく流れだした時には間抜けな返ししかカトレアには出来なかった。

「え、え？」

　声が裏返る。

「死んでいるんです。少佐は。私が、守れなくて、死んでしまったんです。私は道具で、盾で、剣だったのに」

　カトレアの背中から冷や汗がじわりと流れた。

───居ないどころか、死んだ人に、心を奪われてるの？

　カトレアは冗談でしょ、と言うがそれに対するヴァイオレットからの返答はない。

　無理やり作ろうとした笑顔は失敗して半笑いになった。顔がひきつる。いままで言ってきた自分の言葉の無神経さに、息が詰まって唾がうまく飲み込めない。

「ヴァイオレット、その人、大戦で……亡くなったの？」

「はい」

「本当に？」

「そう言われています。私には……このブローチが遺品として残りました」

　カトレアと出逢った時からそれはヴァイオレットの胸に輝いていた。その機械の指先が、偶たまにそれに触れるのを何度か目撃している。何かのお守りなのかとばかり思っていた。

　もっと矢継ぎ早に色々と言いたかったが、態度はつい慎重になる。ざわめき立つのだ。

「でも、あんた、信じて、ない……わよね？」

　嫌な予感にも似たざわめきが立って、カトレアの全身を蠢うごめく。

「……」

　ヴァイオレットにとって、この問いへの答えは禁きん忌きだったのかもしれない。

「ねえ、正直に言いなさいよ」

　黙りこんでしまった彼女の横顔、無表情にしか見えなかったそれはいまでは寂しげなものとしてカトレアの目に映る。

「……私は」

　嫌なざわめきは体中を這いずり回り、それを吐き出したくて、堪たまらない。

「あんた、信じてないんでしょ？待ってるって、あんたが言ったんだよ」

　答えを知りたい。

「けれど、ホッジンズ社長が」

「いいから、自分の思ってること言いなさいって」

　ヴァイオレットは。

「はい……」

　断罪を受け入れた罪人のように。

「私は……」

　咎を告白した。




「少佐は、生きていると、思っています」




　それは一体どれくらいの間思い続けてきたことなのか。

　もしかしたら、初めて死を告げられた時からそうだったのかもしれない。

　悲しみに暮れても、現実がすがる希望を砕こうとしても。

　それでも否定していたのかもしれない。彼かの人は生きていると。

「あんた、あんた……」

　何をやっているんだ、とカトレアは叫びたくなった。

　遠く離れた人を恋い焦がれるのと、故人を盲目に愛すのとでは意味が違う。距離は努力でつめることが出来る。カトレアとヴァイオレットのように。だが、死人はけして戻らない。

「あんたが言っていることは、腕を取り戻したいって言ってるのと同じだよ！」

　そんな不毛なことをして、美しい姿を他の誰かに愛でてもらうこともせず、死者の生存を信じてただ無闇に時を過ごすなんて。勿体無い、いますぐやめろと説教をしたくなった。

　腕も、好いた男も、代替がある。

「この先もずっとそうして生きていくつもりなの？あんた、ね、ヴァイオレット……」

「わかっています」

　ヴァイオレットは、はっきりと言った。

「無駄なことです。意味がありません。価値がありません。でも、少佐が居ない私も、そうなのです。意味が、ありません」

「他の人じゃ駄目？

　いまは辛くたっていつかは絶対思い出になるよ、それなら早い内に…」

「いいえ……いいえ」

　それはまるですべての生き物に対しての宣戦布告だった。

「私には、ギルベルト・ブーゲンビリア少佐しかいないのです」

　カトレアは口が開いたまま固まってしまった。

　上空では人気の機体が通り過ぎたのか周りで歓声が沸き起こっている。此こ処こに居るのに、此処に居ない。そんな奇妙な感覚を碧の瞳の強い視線がもたらす。

───何なの、この子。

　どうしてこうも、切り裂くように、人を切なくさせてくれるのか。

　カトレアとは価値観が違いすぎた。行き場のない、気持ちが胸に渦巻いて苦しい。

「私のこの行為が、人を不快にさせてしまっているのは理解しています」

　何をどう生きてきたらこんな頑固に育つのか。

「どうか無視してください。放って置いて……ください」

「あんたって、馬鹿でしょ……」

　幾いく星せい霜そう、不毛だと謗られ愚か者の烙印を押されたとしても。彼女は信じるのだろう。誰かが無駄だやめろと言っても耳を傾くことはあれど。

「はい。私は、馬鹿で……愚かです」

　ただ一人しか欲しがらない。カトレアは額に手を当てて犬のように唸うなった。考え事をしすぎると熱くなり、痛くなるのだ。いまは代筆の文章を捻り出す時より熱が灯っている。

───駄目だ。これ。

　彼女はいつも、いつも、願いを込めていたのだ。

───頭良くないあたしでもわかる。

　逢いたい、逢いたい、と。

───崖で泣いてる子を落とすと脅すようなものだわ。

　ブローチを握りしめて祈っていたのだ。

───責めちゃいけないんだ。




　この愚かさが、ヴァイオレット・エヴァーガーデンなのだ。




　口から銀の毒を吐き出すような辛さでカトレアは言った。

「わかった。あたしもわかった。あんたは、馬鹿だけど、でも………それ、やめたほうがいいなあと思うけど……ほんと思うけど、仕方ないとこもある、と、思う」

　碧眼の輝きが変わった。

「本当ですか。ホッジンズ社長にはやめろと言われています」

　ヴァイオレットの肩をぽんと叩いた。本当はホッジンズに同意したかったが、自分くらいは味方で居てやりたかった。

「だって、生きるのに愛って必要だもん。愛って嬉しいことの象徴みたいなもんじゃない。結婚して、どっちか死んじゃって……でもその人の思い出をたよりにして、とかさ。別に恋愛じゃなくても……貰った愛って消えないよ……親とかもさ、あたし、家出してホッジンズ社長に拾われたんだけど。こっち、知り合いいなくて寂しい時多くて。酷い親だったけど、頭撫でられたこととか、そういうのは、寂しい時にいつまで経っても思い出す…」

カトレアの事情を知らなかったヴァイオレットは、『そうなのですか』と言葉を返す。二人はいまようやく向かい合って話していた。一方通行ではない語らいだ。

「愛は、必要、ですか」

「必要だよ。何を頼りに生きるの。いままでの人生で優しくされたり、貰って嬉しかった物や言葉、あるでしょ。そういうの、あんたの中に溜まっていくから、あんた生きていけるんだよ」

「で、も」

　言葉を途切らせ、ヴァイオレットは言う。

「何もなくたって、私、生きてました」

　カトレアは首を横に傾けた。どういう意味かわからなかった。

「いまも、生きています。少佐のことは忘れられません。ですが、これは愛ではありません」

　ヴァイオレットが孤島で一人で生きてきたことをカトレアは知らなかった。何もなく生きてきたというのは少佐と知り合う前の時代のことだろうかと勝手に推測する。

「ヴァイオレット……ねえ」

「私は、違うんです。道具なので、そういうものは本来……」

「聞いてって。道具って、何言ってんのよ。あんた、元軍人だから？兵士が道具って言うの？あんた、国を守ってくれた人達に失礼じゃない」

「違います。そうではなく、もっと根幹から私は……道具でいたから、道具で、いないと……」

　うまく表現することが出来ないのか、ヴァイオレットは機械の指先をぎゅっと握りしめる。

「少佐に必要として貰えません」

　握りしめたまま、緩く解くことが出来ない。

「私は人ではないんです。道具でいないと、駄目なのです。道具でいないと……うまく戦えません。少佐の傍にいたいと思う資格も、失ってしまう。少佐の傍に居たいと思うには、誰かの道具でいるには、そういうのは……阻害されなくてはいけないんです」

　傾けたままだったカトレアの首は横へ、横へと更に傾き危うくベンチから落ちそうになった。

「……待って、整理したい」

　掌を少し上げて、制止の姿勢をとる。

「はい」

　ヴァイオレットは素直に従った。

　カトレアが整理するのを待つ。カトレアはまた犬の如く唸うなり、唸り、ようやく纏まとまると指先をびしりとヴァイオレットの鼻先に突きつけた。

「あんたの少佐は死んでる」

「……はい」

「でも好きでずっと待ってる。生きてるって信じてる」

「………生きてることを信じています」

「あたしはそれを愛だと思う。あんたは恋もしてるよ。でもあんたは違うと言う……死んじゃってる少佐に必要とされなくなるかもしれないから」

「はい」

「愛を知らない……道具でありたいって無理してる。それが一緒に居られる方法だから……何を言ってるのかあたし、わかんない。あんた、ヴァイオレット、だって戦う必要もうないでしょ？少佐は死んじゃったんだし、あんた軍人じゃないじゃん」

「……はい」

　それはヴァイオレットにとって好ましくない事実なのか、返事は小さい。

「軍から離れて、それでいま、うちで働いてる、のよね？愛はいらない。愛じゃないって拒絶する理由が無くなってるのわかってる？」

「……わかって……い、ます」

　それきりヴァイオレットは黙りこんだ。何と言えばいいのか思案している。

　カトレアに突きつけられたままの指先から目を逸らし、しばらく俯うつむいてから顔を上げた。

　ようやく口を開こうとしたところでヴァイオレットは突然目を大きく見開いた。

　何かを見つけたのだ。

　大きな碧い宝石の瞳に映しだされたのは背の高い男性だった。

　男は人混みの中に浮いては消え、浮いては消える。

　手が自然と伸びた。

「……さ」

　ヴァイオレットは、とても小さな声で、震える唇で何かを言った。

　男は黒い艶つややかな髪の持ち主だった。

「ねえ……黙ってたらわかんないわよ。じゃあ何で、自分のこと道具だなんて言うの」

　相手の返事を待ちきれなくなったカトレアがしびれを切らして話しかけた。

　するとヴァイオレットが突然立ち上がった。

　真剣な横顔にカトレアは驚く。

「……ご、ごめん。怒った？」

恐る恐る聞くが、ヴァイオレットは『いいえ』と返す。

「……………もし」

　心此こ処こにあらずな様子でヴァイオレットはベンチから一歩、二歩、と離れて雑踏の方へ吸い寄せられる。

「ヴァイオレット？」

　名前を呼ばれ、ヴァイオレットは一度カトレアの方へ振り返った。

「もし、あの方が生きていて、私を必要とされた時に……うまく機能する為です。カトレア、少し席を外します」

　もう先程までの幽鬼のような虚ろな顔つきでは無い。

「え、ちょっと……！何処どこ行くの！」

「追いかけなくてはいけないんです。任務には必ず戻ります」

「誰を⁉」

　カトレアを置いて、それでも追いかけなくてはいけない相手とは誰なのか。

　慌ててカトレアも立ち上がる。だが荷物や手紙が足元に転がり落ちてしまった。

「私の、元の使い手です」

　それだけ言うと、ヴァイオレットも人混みに紛れて消えた。カトレアは立ったまま呆ほうける。

「え、少佐？」

　ようやく、それが誰なのか思い至ったが。

「ヴァイオレット、ねえ、ちょっと」

　しかし時既に遅し。もう彼女は居なくなっていた。静かで儚はかなげで、足などまるで速くなさそうなのに身のこなしは軍人だった。

「……あたしひとりぼっちなんだけど」

　寂しさよりも、驚きの方が勝っていたがカトレアはぼやいた。仕方なく落としてしまった荷物や散らばった物達を拾う。万年筆、便箋びんせん、封筒、自分が書いた手紙。そして。

「……あ」

　足元にまだ手紙が落ちているのを見つけた。カトレアのではない。

「……」

　ヴァイオレットの書きかけの手紙だ。

　封筒に収めて、そのまま膝に置いていた。うまく書けないと言って出すのを止めた物だ。

　書いていた時は気付かなかったが手に取ると随分と綺麗な一品だとカトレアは思った。

　自動手記人形オート・メモリーズ・ドールが代筆に使う便箋や封筒は大方が所属する会社で大量生産された物が多い。

　それでも勿論お客様に手にとって頂くにふさわしい物を用意してはいるがヴァイオレットが

　家から持ちだしてきた物は明らかに品質が違った。

　手触りの良い真白の紙に銀色の薔薇ばらの縁取りが描かれている。

　恐らくは自費で購入したものだろう。

───私用ではもう手紙は書かないって言ってた癖に。

　手紙を書く習慣があるものならわかる。

　これはとっておきの品だと。手に届いた相手に、その便箋びんせんの、封筒の素晴らしさから既に相手への敬意が伝わるように選ぶのだ。

　高価な物だから良いとは限らない。

　選ばれたものは、見ただけで異彩を放っている。

　カトレアはヴァイオレットが居なくなった方向を見る。

　もうそこに金糸の髪を揺らして走る娘の姿は無い。

「あたしを独りにした罰よ」

　意地悪心と、好奇心で、カトレアは中の文面を読んでみることにした。

　後で、宣言通り本当に戻ってきてくれたなら中身のことでからかってやろう。

　うまく書けないと言っていたからつまらない内容に違いない。

　そう思って、便箋に目を通したのだが。

「……馬鹿な子」

　中身はカトレアが期待したようなものではなかった。

　便箋はたった一枚だったのですぐに読み終えた。ヴァイオレットが書いた文字をカトレアは指先ですっとなぞる。

───何でかなあ。何で、こう、人の心を。

　そこに書かれていたことはカトレアにとって全くの他人事だった。

　今日ようやく話せるようになったばかりの人間の事情だ。感情移入するのにも限界がある。

───抉えぐるような、言葉で書くかなあ。

　限界があるのだが、紫水晶の瞳にはじんわりと涙の膜が張られてしまう。

　今日、ヴァイオレットが自分に語ったこと。それをどんな気持ちで言ったのか、どんな思いでいままで生きてきたのかと想像を巡らせると、もう堪らなかった。




　その手紙には、こう書かれていた。
















『お元気ですか。




　お変わりないですか。




　いま、何処どこにいらっしゃいますか。




　困ったことはありませんか。




　春も夏も秋も冬も過ぎて、何度も巡りますが、貴方がいる季節だけが来ません。

　起きる時、眠りにつく時、意識がおぼろげな時は姿を探してしまいます。

　私は夢をほとんど見ないのでお姿を忘れてしまいそうです。

　繰り返し、繰り返し、貴方の記憶を頭の中で再生しています。

　本当に、もう何処にもいらっしゃらないのでしょうか。

　世界中、たくさん歩きました。

　色んな国に行きました。

　貴方が何処にもいません。

　見つかりません。

　探しています。

　貴方は死んだと、言われても探しています。

　命令は守っています。

　生きています。




　生きて、生きて、生きて。




　生きた先に何があるのか。










　わからなくても、ただ生きて。










　それでも』

　ヴァイオレットは、黒髪の男の腕を後ろから掴んだ。




「お待ちください」




　振り返った男はブーゲンビリアに伝わる翠の瞳を持っていた。







「飛行手紙と自動手記人形オート・メモリーズ・ドール　後編」




　街も、村も、森の中も、業風に吹かれて人々がその凄さに笑い声をあげていた。

　吹き荒ぶ風の音は天てん籟らいの調べ。蒼海の空は日輪の恩恵を用いて地上を祝福している。

　その日は午後から夕方にかけて急に風が強くなっていた。勢いをました風というものはまるで龍の如く身体をうねらせながら大地を蹂躙じゅうりんしていく。風の龍が通った後は葉音と鳥と虫の音が大合唱を奏かなでる。

　森に囲まれたライデンシャフトリヒ陸軍保有空軍基地演習場も風の遊び場になっていた。

　今日という特別な日の為に何度も往復を繰り返している乗合運行車はこれから遅れて参加する客をどっさりと吐き出した。空になった身体でまた街へと戻っていく。降り立った人々は同行者と互いに楽しいお喋りをしながら林道を抜けた。木々の道を歩く時点で空を舞う戦闘機の重厚な旋回音にどよめきや歓よろこびの声が上がる。

　第七回航空展覧会が開催されていた。その中に、クラウディア・ホッジンズが率いるC・H郵便社の面々の姿もあった。事務所に居た内勤の者から配達が終わったポストマンまで開放感に包まれた顔で歩いている。

「……」

「機嫌直してよ、ラックスちゃん」

　皆が楽しそうにしている中で、ラックスだけが仏頂面だった。

　秘書の少女に三十過ぎの社長が必死に笑顔を見せて貰おうと話しかけていた。

　自分でも子どもだなと思いつつ、ラックスは心の中の割り切れない感情を吐き出す。

「いいえ、機嫌が悪いとかではないんです。私が……私が必死に頼んでもどうにもならなかったことが……社長のひと声で解決したことで……世の中の仕組みをまた知ってしまい、大人の階段を登っているだけなんです……世の中って……」

「役所に締め切り伸ばして貰ったのそんなに駄目だった？でも、ほら。こうして事務の皆をお祭りに連れて行くこと出来たし。皆、これに行きたいが為に仕事頑張ってくれていたから俺もなんとかしたくて……」

「でも、あの役所の受付の女性ってホッジンズ社長の元恋人なんですよね」

「ああ……まあ、そうだったかな」

　本当は恋人と呼べるような仲でも無かったが互いの素肌は知っていたので曖昧あいまいに答える。

「つまりそういう情のある関係だからまかり通っている事案だった訳で……だから、私がお願いしても駄目だった訳で……だから……」

　ホッジンズは百面相をするラックスを最初は心配で眺めつつも次第に面白くなってしまい笑う。仕事はかなり出来るようになったが、まだまだ人間関係の機微には疎く、それ故に純粋すぎるこの少女のいとけなさが愛らしかった。

「ラックスちゃん。こんなんで怯ひるんでたら駄目駄目。俺の秘書なんだからこれからもどんどん俺の汚い手の内を覚えて貰うよ。社長の言うことは？」

「ぜ、絶対……です」

　何を覚えさせているのか。

「元気が無い。もう一度。社長の言うことは？」

「ぜ、ぜったいです！」

　ホッジンズはラックスの頭を満足気に撫でた。

「ラックスちゃんは可愛いなあ。俺が立派な社会人に育ててあげるからね」

　犬猫にするように愛撫し続けていたら他の事務員からその手を掴まれた。

「社長、それ捕まりますよ。軍警察に」

「ラックスも社長の言いなりになっちゃ駄目。事務の期待の星なんだから社長を刺すつもりで嫌なことには戦いなさい」

「みんな酷くない？」

　郵便社の皆が笑ったので自然とラックスも笑ってしまった。ホッジンズはそれを見てようやく內心ほっとする。女性が暗い顔をしているのは苦手だった。

───さて、もう一人心配な女の子は、と。

　ラックスに皆に好きな物を買ってあげてと自分の財布からいくらか軍資金を預けて、ホッジンズはカトレアとヴァイオレットを探すことにした。歩いていれば見つかるだろうと誰かが言っていたが、飛行手紙を直前に控え来場客数は最高値を叩き出している。軍事演習場なだけあって広さもあるので難しいと思われた。

───仲良くなってくれたらと焚き付けたけど成功しているかな。

　ラックスとヴァイオレットとは違って友情を育めるか成功率が問われる組み合わせではあった。だがホッジンズは自分とギルベルトという成功例があるので二人は意外と良き友人になれるのではと懸けてみたかったのだ。

「……」

　ギルベルトと自分はいま絶縁状態にあるのだが、それは考えないことにした。

　ホッジンズは無闇に歩くことはせずに一般休憩所へと一直線に向かった。カトレアが会社から出かけてから数時間が経っている。あらかたの見世物や屋台は堪能した頃合いだろう。こういう時に長身は役立つものだと実感する。カトレアを見つけるのにはそう時間がかからなかった。あの鮮烈で華美とも言える美女が目立たない訳がない。カトレアはベンチに寂しそうに一人で座っていた。

「……失敗したか」

遠くから『おおい』と声をかけようとしたところで、別の男が先にカトレアに話しかけた。無視を決め込んだカトレアの腕に無理やり触れて立たせようとしている。一緒に祭りを歩こうと誘っているのだろう。

「まずいぞ……」

　ホッジンズはカトレアの心配はしていなかった。早歩きで混雑をかき分けて進む。

「馴れ馴れしく触らないで！」

　甲高い声で叫んだのを聞いて、堪たまらず人を押しのけた。しかしホッジンズの救出は一歩遅かった。カトレアは毅然として立ち上がり、掴まれた腕を逆に捻ひねって拘束を素早く解いてから男の胸ぐらを掴んで股間に膝蹴りを喰らわしていた。

　想像を絶する痛みだったのだろう。男はそのまま地に伏せて動かない。カトレアは更に追撃を加えようとしていたのでホッジンズは声で制止した。

「カトレア、こっちにおいで！」

「………あ、社長！」

　嬉しそうに手を広げてこちらに走ってきた。ホッジンズは呆れ笑いをしながら同じく両手を広げた。カトレアが胸の中に飛び込んでくる。周囲の視線が痛かったがカトレアの精神状態を優先させた。一度優しく抱きしめてから身体を離し、大丈夫かと問うと満面の笑みが返された。

「間に合わなかったか……」

「社長、助けてくれようとしてたの？あたし負けないわよ。でも、そっか……こういう時しおらしくしてたら社長が助けてくれるんだ。あと数秒放置してればよかった」

「いや、うん。そうだね」

　助けようとしたのは男の方だったとは言わなかった。

「でもね、カトレア。こういう時は穏便に解決しなさいって俺言ったはずなんだけどな……」

「拳を使わなかったわ。元拳闘士として一般人にそれはどうかと思って、足にした。あたし、

　足はそんなに強くないから。褒ほめて褒めて社長」

　カトレア・ボードレールという娘は、一見幾いく人にんもの男を手玉に取ってきたかのような艶めかしい美女であるのに中身は子犬のような娘だった。無邪気で天真爛漫、やることに悪意がないのでたちが悪い。なまじ腕っぷしに自信があるせいか、力で解決しようとする癖があった。

「変な男に引っかからないのは偉いけど過剰防衛は駄目だから減点。此こ処こを離れよう。人目がある」

「褒めてよう……あ、うん……でも」

　倒れたままだった男は、二人が話している間に地面を這いずりながら逃げ出していた。その姿を一瞥べつしてからカトレアはホッジンズに向き合う。

「あたし此処にいなきゃ。ヴァイオレットがどっか行っちゃったの。でも戻って来るって言っ

　てたから。あたしが此処を離れると入れ違いになっちゃう」

「何処どこかへ行った……って、行方がわからないのか？」

「そう。たぶん、『少佐』って人を追いかけたんだと思うだけど……」

　カトレアの言葉にホッジンズが声を失った。驚愕の表情を浮かべてから、わなわなと震え手でカトレアの肩をがしりと掴む。

「黒髪の軍服の男？」

　ホッジンズがこのように大きな声を出すことは珍しかった。カトレアは彼からの動揺が感染したのか自身もうろたえる。

「わ、わかんない。あたしは見てないの。でもヴァイオレットは自分の昔の使い手だって言ってた」

「どっちに行った？」

「あ、あっち……でも居なくなってから時間経ってるわよ」

　怖い剣幕に押されて、カトレアの群衆を指差す手もか弱く揺れた。

「俺が追いかける。連れ戻すから。ごめんカトレア、社の皆は飛行手紙の回収場所に向かっているからそっちと合流してくれ」

「え、ええ、あたしまた独りなの？」

「いい子だからそっち行ってなさい！いいね！あと絡まれても無闇に戦うんじゃない！」

「……社長！」

　すがるように追いかけようとしたカトレアだったが、途中で諦めた。何だか疲れてしまったのだ。本日二度目の誰かの走る背中を眺めてため息も出てしまった。

　親の代わりのように面倒を見てくれているホッジンズの言うことに逆らうことも出来ないカトレアは仕方なくとぼとぼと歩き出す。自分も誰かに追いかけてもらえる存在になれたらいいのにと、またも寂しくなってしまった。

「……」

　今日は良い日か、悪い日か、どちらなのだろうと考える。

　ヴァイオレットと少し話せるようになったのは加点に値する。彼女が自分を置いて行ってしまったことは減点だ。もうすぐ社の皆と合流すれば寂しくはない。加点に値する。だがホッジンズが自分よりヴァイオレットを優先したのは減点だ。

　総合的に、気持ちの浮き沈みで評価するといまの状態では悪い日だと言える。

「……」

　独りぼっちが嫌なのは、自分に魅力がないと感じるからだ。魅力的な人は自然と周囲に人が集まる。ホッジンズがそうだ。蜜に集まる蝶のようにカトレアも惹かれた。けれどもカトレアは自分はホッジンズのようにはなれないとわかっていた。

　唇を軽く噛んだ。心がしおれていく。

　とても素敵な一日になるはずだとひと月も前から楽しみにしていた分、気落ちが酷かった。

「おい、馬鹿女。お前一人なのか」

　酷かったが。

「……ベネディクト」

　後ろからかけられた、皮肉交じりの台詞せりふに涙は引っ込んだ。




　渦中の人物であるヴァイオレット・エヴァーガーデンは時を同じくしてある男と対立するように向かい合っていた。人混みを避けて、演習場を囲む木々の影に佇む二人はまるで恋人同士だ。会場から完全に姿が見えない訳ではないので、遠目からは逢おう瀬せを交わしているように見えるだろう。

「お久しぶりです」

　長い黒髪。翠の瞳。

「……」

　男は鬱陶うっとうしそうにヴァイオレットを、その翠の瞳で睨にらむ。

　人の流れに何度も見失いそうになりながら、ようやく腕を掴み引き止めた時から彼は不機嫌だった。時間はその時に少し戻る。




「お待ちください」




　ヴァイオレットが掴んだ腕を、乱暴に解きながら男は振り返った。彼女の成長した姿が自分が見ていた時とあまりにもかけ離れていたせいか、男の反応は少し遅れた。相手が誰かと判明すると、あからさまに舌打ちをしてヴァイオレットの肩を突き飛ばした。

「触るな」

　彼はヴァイオレットが思い描いていた男とよく似ていたが違った。突き飛ばされても、体幹で受け止めびくりともしないヴァイオレットを気味悪そうに眺める。

「覚えて、いらっしゃらないかもしれませんが……」

「覚えてるよ。俺の仲間を滅茶苦茶に殺した殺人鬼を忘れるわけないだろ」

　ギルベルトの兄、ディートフリート・ブーゲンビリアがそこに居た。

　まっすぐに突き刺さる言葉にヴァイオレットは目を一度ゆっくりと瞬いた。

　ディートフリート・ブーゲンビリアは、彼女がかつて出会ったエドワード・ジョーンズとはまた違うが、ヴァイオレットの過去を暴いて開いて見せるという点では至極似ていた。

「はい」

　ヴァイオレットは、ただ、それを受け止めて返事をした。

「何してるんだお前……お前みたいなのは管理されてないと駄目だろ。主人はどうした」

　ディートフリートは海軍の詰襟制服を着ていた。仕事絡みで此こ処こを訪れたのだろうか。返事をすることが出来ないヴァイオレットに、ディートフリートは舌打ちして更に言う。

「……ギルベルトのことじゃない。いまは、あれの友人に拾われて使われてるんだろ。早くそこに帰れ。うろつくな」

　犬の子を追い払う仕草をする。

「知ってらっしゃるんですか」

　すらすらと話すヴァイオレットの様子はディートフリートにとって一体どのように映っているのだろう。彼が出会った時は言葉の話せぬ知能の低い化物だった。

「……ふざけるな」

　美しい外見は、成長した姿は、更なる怯えを彼に産んでいるように見える。

「兄弟のことだ。それも不始末。当たり前だろう。あれは俺の弟なんだぞ。来い、お前が人混みにいると不安になる」

　ディートフリートは苛つきを見せる。その怒りの感情のままヴァイオレットの腕を乱暴に掴んだ。ぎしり、と派手な音がして、驚いて一度手を離した。

　腕を見てからヴァイオレットの顔を見る。二人共緊張していた。草原のど真ん中で出会った草食動物と肉食動物の如く、どちらかが先に動くか迷っている。

「武器は、持っていません。誰も殺しません。殺すなと、言われています。私も……命令でなくても、しません」

　ヴァイオレットは両の手を開き、武装をしていないことを強調する。

「信じられるか。本当にそうなのか？お前、命令が欲しいだけの道具だろ。俺は手放したがお前、例えば命じたらそうするんじゃないのか。なあ。昔は俺の命令でそうしていただろう」

「しません」
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　ディートフリートはヴァイオレットの胸元に指先で作った銃を突きつけた。

　爪が、ぐさりと谷間に突き刺さる。

　男の大きな指先から与えられる生々しい感触に、自己防衛反応が出そうになる。普段の彼女なら即座に行動している。だが、動かなかった。

「自分を殺せ」

　ヴァイオレットは、呼吸が一度停止した。

　一秒、二秒、三秒、止まる呼吸。再開されて体に空気が満たされても、顔は青ざめていた。

　目の前の男、敬愛する主の面影を抱かせる風貌の男から齎もたらされた言葉に、心音すら止まりそうになる。

　それでも、ヴァイオレットは言う。

「しません。生きろと、命じられています」

　精一杯の返事は、哀音が混じっていた。

「……そうかよ。惜しかった。これを思いついたの、ギルに渡した後だったんだよ…どうせあいつが死ぬなとか言ったんだろ。……本当に、惜しかった。あいつは甘い。お前なんてギルベルトに使われる内に死ねばよかったのに。おめおめとまだ生きやがって。俺は……お前が殺した部下の家族に、未だに会いに行って金を渡してる……」

　ヴァイオレットの碧眼の視界がぐらついた。抜かれた指先には血こそついていなかったが言葉は暴力と同様に衝撃と痛みを与えた。

「わ、た、し……できることが」

「何も要らない！お前からなんか！」

　大きな声を出したせいか注目を浴びた。軍服の男が一般人の女を恫喝している、そんな風に見えてしまう。

「……お前、もう、帰れ。帰れよ」

「まだ、ご質問があります」

　ディートフリートは深い深い溜息をついた。前髪をかきあげてヴァイオレットを本当に憎々しげに睨にらむ。そして、一度は離した機械の腕を掴んだ。

「……だったら他の客におかしく見えないよう振るまえ。場所を移動する」

　察したヴァイオレットは出来る限りディートフリートに寄り添った。周囲に居た客もただの痴話喧嘩けんかだと思ってくれたことだろう。二人はしばらく無言で歩いた。

　ディートフリートは罵詈雑言をヴァイオレットに浴びせた割には人混みの中の誘導は女性として扱う配慮のあるものだった。意図せず自動的にやっていることなのかは表情で計りかねた。海軍の制服を着ているのだ。そうした振る舞いは当たり前なのかもしれない。

「……」

　大人の男に、まるで守られるように歩くこと。

　軍服姿に皆が楽しげに笑う風景の中、手を引かれ歩いたことはヴァイオレットにとって初めての経験ではなかったが人生に置いて稀な経験だった。前とは全く状況が違った。追う相手も。見上げる視点の高さも、何もかも。

　大きくなった元少女兵は自然とエメラルドのブローチに手が伸びる。

　幼い頃の方が、彼女は無敵だったのかもしれない。成長した自動手記人形オート・メモリーズ・ドールのヴァイオレットは不安に揺れている。

　人が少なくなるとディートフリートはヴァイオレットの腕を、捨てるように離した。

「俺に何か用か。恨み言なら聞かないぞ」

「恨んでなど、いません」

　ディートフリートは鼻で笑う。

「……どうだか。俺は多方面から賞賛と恨みを買ってる。そういう性格なんでな。こうして後で闇討ちされそうになることは偶たまにあるんだ」

「しません。貴方にそんなこと、しません……」

　ヴァイオレットの返事に翠の瞳が何とも言えぬ歪みを持った。最初の軽蔑とはまた違う怒りがその瞳には込められていた。にじり寄るディートフリートに押されるようにヴァイオレットは数歩下がる。大樹の幹に背中を打ちつけ、それでも視線は彼から外さず真摯に見つめ返すと顔横に拳が飛んだ。

「……」

　殴られこそしなかったが、木片が頬を切った。血を流したのは彼女だけでは無かった。ヴァイオレットは横目でディートフリートの拳から流れる血を確認する。

「覚えているか……幼いお前を殴ったり蹴ったりしたことがあったな」

「はい……」

「お前は殺意を感じない限り、ある程度の暴力は俺からは受け入れていた。お前と居ると俺は同じように化物になるんだよ……。お前が俺をそうさせるんだ」

「私が、そう、させる……」

「そうだ。お前が悪い。いまだってそうだ。お前と居ると、話すと、苛々する。心が休まることがない。お前がそうさせるんだ。お前は俺の仲間を殺した。あの時のことが何度も何度も夢に出る。でも俺はお前を糞ほど嫌ってはいるが、恨んではいない。いや、ただひたすらお前のことが嫌いで堪たまらないが、恨みという感情とは違うんだ。諦めに近い。お前という欠陥品が世界に存在することを許してやらないといけないと思ってる……どうしてだかわかるか？」

　ディートフリートはもう片方の拳でまた樹を殴った。

　ヴァイオレットは眼をそらさない。その碧い瞳であるがままに相手を見る。

　その瞳があまりにも青く澄んでいるからか、晒さらされたような心地をディートフリートに与えてしまう。

「お前が殺した俺の仲間の一人もお前を犯そうとした。だから殺された。ぜんぶぜんぶぜんぶぜんぶ巡り回ってる！巡り回ってるからなんだよ……！」

　だから恨んでいない、とディートフリートは言う。

「私が、したことも……貴方が、されたことも？」

「そうだ。誰も教えてくれなかったか？」

　ヴァイオレットは首を小さく振る。

「いいえ、教えて貰いました」

　ホッジンズの予言がいま正に的中し、ヴァイオレットの身に降りかかっている。




『君はこれからたくさんのことを学ぶよ。そしたらきっと、自分がしてきたこと、俺が放置したと言ったこと。それが何なのかわかる時が来る』

『そして初めて、たくさん火傷やけどをしてることに気付くんだ』

『まだ足元に火があるのを知る。油を注そそぐ人が居ることを知る。知らないほうが楽に生きられるかもしれない。時に泣いてしまうこともあるだろう』




　その瞳が永遠に閉じてしまうその時まで、我が身が燃えていることを知らない。

　そうなる運命の化物だった。だが化物は、道具は、ヴァイオレットは。

　いま、人として生きている。

　青年の死を故郷に持ち帰り涙した時から、いや、もっと前から。

　自分が火に巻かれ焦げていく匂いを嗅いでも、それでも、生きる方を選んだ。

「だから、お前が俺を恨んでいたとしても俺は言う。そんなの知ったことか、と」

　人として生きる方を選ぶ、理由があった。

　ただ、それのみが化物の少女の人生で光り輝く何かだったのだ。

「違います、違うんです……お引き止めして申し訳ありません。私は、ただ……少佐のことを……お聞きしたくて」

　ディートフリートはゆっくりと拳を離した。白手には血が滲にじんでいる。

「お前のせいで、滅茶苦茶になったあいつがなんだよ」

「どう、すれば」

「はあ？」

　ヴァイオレット・エヴァーガーデンは、ディートフリート・ブーゲンビリアに尋ねる。

「道具、なのに守れませんでした。でも、生きろと言われ生きています。他に、何か、出来ることが……あったら、教えて欲しいのです。生きていて、いいのでしょうか。感情が、増えてしまいます。人と、関われば、関わるだけ、感情が。私は、少佐の道具なのに……でも、生きろと、言われ……私は、少佐を……」

　かつては飼い主と化物、使い手と道具だった二人。

　何もかも関係が変わってしまったというのに。

「知るかよ！

　何で俺に聞く！」

　下僕は元の主人に教えを乞う。

「……貴方の、道具、だったから」

　孤島で拾った化物が、いまは成長し物を語り、そして不安げに揺れている。

「道具なら意思を持つな！」

　不安げに揺れて、助けを求めている。

「貴方が、私の、主人……だった、から」

　その台詞せりふに、ディートフリートは虚を突かれた。

───主だなんて、思っていたのかよ。

　ヴァイオレットの碧の瞳は、美しく澄んでいる。それ故に過去に自分がさせたことをディートフリートに鏡のように思い出させる。

「……捨てた道具のことなんて知るか！お前は化物で、弟の人生をぶち壊した災厄だ！」

　誰かに与えた事柄は、時を経てその者に遠回しに返ってくる。




「ディートフリート様、なら、私を、どうして……少佐に渡したのですか」




　傷つけたことも、優しさも、遠回しに、帰ってくるのだ。

　此方を射抜くような視線。すがっている、けれどそれを言えない視線。

　ディートフリートと最期に別れる時に見せた瞳と同じだ。

　その視線に刺されて、孤島から持ち帰り、唯一家族の中で交流がある弟に預けた。

　何故、ギルベルトに預けたのか。

　ヴァイオレットの言う通りだった。役に立つ道具だったが、ディートフリートは自分でもヴァイオレットを持て余していた。弟に託して彼がちゃんと使える確証があったとは思えない。殺せずとも、人売りにくれてやる選択肢も頭にあったはずだ。

　ギルベルトはディートフリートに押し付けられたと感じていた。

　ディートフリートは何を思い、ギルベルトにヴァイオレットを託したのか。

　本当にギルベルトしか相手が居なかったのか？

　他の海軍将校は？

　選択肢は、その時、他にもあったはずだ。

　だが、彼は家族に託した。

「お前に人間の感情がわかるのかよ」

　ディートフリートは手を伸ばして、ヴァイオレットの胸ぐらを掴んだ。

　殴りたいのか。殺したいのか。それとも。




「わ、か」

「わかるなら死ねよ。俺の怒りや悲しみを受け止めろ。でもお前、俺が死ねと言っても死なないんだろう」

「……はい」

「俺も死なない。お前が何を悩んでるのか、理解してやりたくもない。俺はお前よりもっとひどいことを人生でしてきてる。だがそれがどうした。俺は生きる。死んだらそれまでだ。俺にだって悲しいことや辛いことはある。こりゃあ死んじまったほうがいいと思って、現にそうしようかと思う時もある。自分だけ辛いような顔しやがって、皆辛いんだよ。お前に殺されたあいつらも俺が関わらなきゃ死んでなかった。それは俺のせいかもしれん。俺のせいかもしれん。俺は指揮官だったんだ。あいつらを守って導けなかった。だが、な。化物。お前、少しでもそれを後悔しているなら、どんな理由であっても、死ねないなら。誰かに殺されるまで、それかお前が寿命でくたばるまで生きろ。死ぬより、なあ」




　殴りたいのか、殺したいのか、それとも。




「生きるほうが辛い。生きるほうが辛い」




　それとも。




「生きるほうが辛いんだ。でも、全部呑み込んでそれでも生きろ。出来ない奴から死んでくだけだ。自分で死ねねえなら、お前の罪も何もかも、誰のせいにもしないで生きろ。生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて」

　胸ぐらを掴んでいた手をぱっと離した。




「そして、死ね」







　ヴァイオレットは、ギルベルトに送る視線とはまた違う、だが確かに主を見つめる目で見上げる。

「ディートフリート様。少佐は本当に……死んでしまったのですか」

「何て言って、欲しいんだ」

　その言葉に、ヴァイオレットは息をふっとのむ。きらりと光る物を、空の向こう側で見た。

「…………他の方みたいに、そうだと、言わないんですね。いま、確信しました。もし少佐が死んでいるなら、きっと、もうその時点で貴方は、私を、どうしたって殺しています」

　ヴァイオレットの見上げる視界。

　ディートフリートの頭上から、青い空から何かが降ってくる。雪のように、花のように。

「生きて、いらっしゃるんですね」

　飛行手紙が降っているのだ。一陣の風が拭いて二人の間をごうと吹きすさぶ。

　手紙が吹雪ふぶきの如く流れてきた。青い空を切り裂く黄色の飛行機が飛んでいる。幾いく人にんもの思いが乗せられた手紙を撒き散らし地上の人へ届けている。

　この中から選べと。落ちてきて、拾った一通の手紙が貴方の運命を応援するのだと。




「ヴァイオレット！」




　奪われた視界の中でヴァイオレットは名前を呼んだ誰かに無理やり体を荷物のように担がれた。ディートフリートが遠く、どんどん遠くなる。

　彼の名を囁ささやいてみたがもう届かない。

　彼がくるりと踵を返すのが最後に見えた。一度もこちらに視線はくれなかった。

　ヴァイオレットは必死に自分を攫さらう人。走る彼に声をかける。

「ホッジンズ、社長」

「頭低くしてて！」

「大丈夫です。ホッジンズ社長」

「大丈夫じゃない！

　何で、あんなやばい人といるんだ！」

　ヴァイオレットは先程確認した光る対象の場所をもう一度確認する。

　もう、そこには何も見えなかった。

「本当に大丈夫です。私が、高台から彼の部下に狙撃銃で狙われていたのは気付いていました」

「狙撃って……！」

「護衛が一緒にいませんでしたから、近付いた時点でその危険性は考慮していたんです……あの方は、いつも護衛を連れて歩いていましたから……居ない時点でわかっていました。けれどあれは牽制でしていただけです。彼は合図を出す気がありませんでした。ホッジンズ社長、お仕事はよろしいんですか」

　この冷静さは普段なら頼りがいがあるが、今回はそうは言っていられなかった。

　ホッジンズは怒りと焦り、安堵が混ざった声音で返す。

「カトレアが泣くからと思って、早く切り上げたんだよ……そしたら、君が軍服の人を追いかけていったって聞いて、もう肝が冷えた……ギルベルトの兄さんになんてもう絶対に会うな、ヴァイオレットちゃん。あの人は、ギルベルトと血はつながっていても、まったく別の人なんだ。元主でも駄目だ。怖い人なんだよ。君を、嫌ってる。俺がうかつだった……今度から、お祭りといえどこういうのには参加させない。君が軍に戻されるかと思った……今日はもう帰らせるよ。いいね」

「はい」

「何か言われた？大丈夫？」

　ヴァイオレットはすぐに答えなかった。空に手を伸ばしていた。

「……」

　ホッジンズに担がれたまま、誰かからの手紙を一通受け取る。

「ねえ、何か変なこと言われたのか？

　ヴァイオレットちゃん？」

　誰かが誰かへ向けた、思いを受け取る。

「いいえ、いいえ……何も……ただ、頂いただけです」

　生きて。




「何を？」




　誰のせいにもせず。




　生きて。




　生きて。




　生きて。




「激励を」




　そして、死ね。







　舞い散る手紙の中でディートフリートが歩いていた。

　人々が飛行手紙に夢中になっている演習場の中心から足を遠のかせ関係者以外立ち入り禁止の管制塔へと入る。同じ海軍の制服の者達、それに陸軍の制服の者達が目礼をする。

「くだらんことをしていたら、うちの部下の曲芸飛行を見そこねた」

　その中の一人の横に立ち、声をかけた。

「まだ飛んでる」

　話しかけられた男は、ギイ、と機械の腕を鳴らしながら空を指差す。

「数年ぶりだな」

　ディートフリートが知っていた頃の姿とは違う男がいた。片目が眼帯で覆われ、裂傷が見え隠れしている。宵闇の髪。エメラルドグリーンの瞳は宝石の如く。

　憂いを含んだ横顔は冷たさを孕んでいる。

　長身な体たい躯くを包むのは軍事国家として名を馳せる海寄りの国、ライデンシャフトリヒの紫し黒こくの軍服。一兵士が纏まとうものではない。金章付きの外套がいとうが彼の階級の高さを知らしめていた。

　ギルベルトがディートフリートに掴まれた肩を振り払う。

「……つれないな。先程、お前の道具に会ったぞ」

　二人にとって、道具とは何を指し示すかは決まっていた。

「……」

「嘘じゃない。俺を追いかけてきた。お前と勘違いしたわけじゃなさそうだが。お前気を付けろよ。死んだことにしてるんだろ。何でまた面倒なやり方をするのか……」

「兄さん、ヴァイオレットに」

「何も話しちゃいない」

　ディートフリートは嘘は言っていなかった。

「お前がいなくなって途方にくれてるみたいだから。元主として言ってやっただけだ。生きるだけ生きて死ねって」

　あの時、否定をしなかったせいでヴァイオレット・エヴァーガーデンは抱いていた希望を確信に変えてしまった。

「……」

「それを弟に言うつもりはない。

「それがお前の望みなんだろ。あれは、たぶんそうではないが。気が付いたら、誰かに連れられていた。目立つ赤髪をしていたからお前の士官学校時代からの同期だろ。俺に殺されるとでも思ったんだろうな。ははっ殺せるか。俺が殺されるならまだしも……なあ、ギル。お前まさかあの化物のこと好きだとか言わないよな。随分良い女には育っていたが、中身を知ってるだろ。やめておけよ」

「……関係ない」

「関係ある。お前が大事だ。俺の弟だ」

「私とヴァイオレットのことだ。他の誰にも、関係ない。その大事な弟に、なにもかも押し付けたのは兄さんだろ。残された私が、何を……」

　ギルベルトはエメラルドの瞳を歪ゆがませた。

　空を見上げるのが眼に眩しくて痛かった。だが、眼を瞑りはしなかった。

「何を一生かけて、守ろうと私の勝手だ。その為の地位を築いている。いま、私が生きているのは、陸軍で更なる高みを目指しているのは、兄さんの尻拭いではない。ブーゲンビリアの家の為でもない。あの子の為だ。何かしようとしたら、私のすべてを持ってして叩き潰す。その為の武器だ。相手が、兄さんであってもそれは変わらない」

　久しぶりに会った弟の変わりぶりに、ディートフリートはギルベルトが空を眩しく眺めるように見つめた。

「……お前、もう小さくないんだなぁ」

「ディートフリートは拳を固く握ってギルベルトの肩を殴ろうとした。

　それをギルベルトが受け止めた。そのまま、手の平で包んで握る。ディートフリートは手の痛みをこらえて嗤わらった。

　まるで小さい頃に、手を繋いでいた二人だ。

「なあ、俺はお前にとってよくない兄かもしれないけどよ。愛してるからな」

　兄弟は内緒話をする。他の誰にも聞かれない小さな声で。

「知ってる」

　ブーゲンビリアの家ではいつもそうして、話していた。

　怒られないよう、二人でただひっそりと。

「……本当に、わかってくれよな。これでも、精一杯、愛してるんだ。愛してるよギルベルト……俺、どうしてかな。こういうの、本当に好きな奴にはうまく伝わらないんだよ」
















「知ってるよ、兄さん」
















　夜の帳とばりが下りた中、航空展覧会を後にした人達は月明かりや部屋のランプの灯りを頼りに見知らぬ誰かが自分に贈ってくれた励ましの言葉を読んでいた。

　自分の書いた手紙は誰かを励ませているだろうか？

　思いを馳せながら今日という日を噛みしめる。

　その日は佳き日だったかもしれない。そうではなかったかもしれない。

　どちらにせよ、無条件に与えられる優しさは夜長の寂しさを、明日への不安を減らして少しばかりの希望を与えてくれる。

　一人、エヴァーガーデン邸に帰されたヴァイオレットは一通だけ持って帰った飛行手紙の封筒を窓辺に佇みながら開いてみた。




「はい」




そこには、子どもが書いたと思われる字で「げんきをだして」とだけ書かれてあった。
















　朝は、等しく訪れる。どんな者にも。

　朝の始まりというものは一日のたった僅かな時でしかない。

　だが自分の行動を決める大事な瞬間でもある。

　見上げる空の色、空気の匂い、朝食は食べたか、昨日はどれほど眠れたか。

　一つ一つの小さな要素が選択の決定打となり実は運命を決めている。

　そうとは知らずに人々は何気なくした選択を後々に悔いるのだ。

　何故なら朝は等しく誰にも訪れるが、それは生者に限られるからである。




　始まったならば、後は終焉に向かうだけなのだ。







「ヴァイオレット・エヴァーガーデン」




　南の海洋国家、ライデンシャフトリヒから始まる鉄の道が北の国まで伸ばされ続けてようやく完成したのはつい最近のことだ。

　広い大陸を移動するのに公共交通機関は非常に役立ってくれるものだが大陸横断蒸気機関車は人だけでなく物流の面でも社会貢献が大きい。此度の成果は大陸戦争という南北の確執が表面的には終結したからこその実現だと言えよう。

　大陸横断蒸気機関車出立式が行われるという情報は瞬く間にライデンの都中に広がり、初の運行の乗車券を求めて人々が殺到した。翌日に出立式を控えて、その様子が取り上げられた朝刊がライデンシャフトリヒ国内に留まらず国外にも届けられる運びとなった。

　興味が無い者にとっては些末な記事ではあるが、掲載された運行券を求める人々の写真に映る一人の女の姿は彼女を知る者に良くも悪くも密やかな波紋を広げた。

　朝一番にC・H郵便社に出勤するラックス・シビュラは美しい友人の姿を見つけ誇らしげに微笑んだ。山の中で静かに言葉を紡ぐ小説家は記事の写真を宝物を見つけたように大はしゃぎし、切り抜き壁に飾った。旅の途中の若き天文学者は一瞬呆けた後に同じ新聞紙を更に二部買い求め、本部から遠く離れた場所で代筆の任務に当たっていたカトレアは依頼者の男に新聞片手に自分と彼女、どちらが可愛いか尋ねた。

　久しくその顔を目にしていなかった者は指先でなぞるに身を任せた。

　ただの写真一枚だが、ヴァイオレット・エヴァーガーデンに関わった者達にとっては何か特別なことが始まる啓示のように心に印象的に刻まれたその日の朝だった。

　午後二時にライデンシャフトリヒ駅にて出立式が行われた大陸横断蒸気機関車はセレモニー終了後の午後三時に乗客を乗せて街を出発した。初めて蒸気機関車に乗る子ども達は窓から身を乗り出して景色を讃たたえ、この初運行に乗車出来た幸運を互いに誇らしげに自慢しあった。

　仕事の移動で利用した者は丁寧な接客と安全な運転に満足し、寝台車を予約した者は快適さに心を奪われ早速睡魔にその身を抱かれた。

　運行は概ね滞りなく進んだ。

　荷物運搬係ポーター員が乗客の荷物を別の部屋に運んでしまったり、食堂車で玉ねぎ抜きの料理を頼んだ客が小さな玉ねぎの欠片を見つけて怒りだした、などと小さなトラブルには見舞われたがそんなことは大事とは言えない。

　窓の外を過ぎ去っていく景あかね色は段々と茜色に染まっていき、出発からちょうど一時間後にもなると夜の気配に世界が包まれ始めた。

　蒸気機関車は一時間に一回程給水が必要な仕様になっている。

『間もなく給水地点の為一時停車となります、揺れますのでお座りください』

　と、各車両の乗務員から客へ伝達が入る。すっかりこの旅に魅せられていた人々は立ったまま座ろうとしない人々が居てもさして気に留めもしなかった。

　景色を見ながら酒を飲む者も多い。いい気分になっている者は人のいうことを聞かない。

　困った客だなと笑顔をたたえながら注意をしたポーターも、親切心で彼らに近付き座るよう丁寧にお願いした。とても素晴らしい旅だった。悲劇が起きようとは誰も思いもしなかった。

　彼らの挙動が不審なことに気付きもしなかった。

　ポーターの首にナイフが当てられ、そのまま掻き切られるまで誰も。

　その日は本当に、多くの人にとって素晴らしい日となるはずだった。




《午後四時三十分》




　八雲広がる秋空の下に、一つの死体が線路に塵のように投げ出された。

　地面に転がり鴉からすが躯むくろを貪むさぼり食う前にそれは通りがかった近くの牧場主に発見された。

　何か大きな事件というものは湖面に注そそぐ雨のような広がりを見せるものだ。

　初めの一滴が一つの死体。空からはまた一滴、また一滴といま尚進行している問題が露見していく。本来停車すべき駅を通過していき客を乗せたまま何処どこまでも走り続ける大陸横断蒸気機関車の異常行動は人々から多くの注目を浴び、遂には陸軍を動かす事態となった。

　まず通過駅の駅員、民間人から通報が入り軍警察へと連絡が入った。

　軍警察は主に市民の生活の安全を守る警察業務を主体としており陸軍とは軍と名がついていても別個の存在となる。軍警察からライデンシャフトリヒ陸軍省へと入電されるとその頃にはライデンシャフトリヒ国有鉄道からもこの事態への救援要請が出された。

　ライデンシャフトリヒ陸軍省の本部は一言で例えるならば要塞だ。

　ただの建物とは言い難い風貌をしている。まず天守たる陸軍省の建物があり、その周囲には二重の石壁が存在する。

　壁の外には空堀があり、空堀の外の樹木はことごとく切り倒され視界が開けるようになっている。進軍があった場合に隠れる場所は存在しない。

『倒したいなら、やってみろ』と、その在り方で既に威嚇をしている作りだ。自分達に浴びせられる暴力に敏感な体質は数々の侵略戦争に打ち勝ってきた証だろう。

そうした背景、この国の体制のおかげで救援要請の案件、『大陸横断蒸気機関車の乗っ取り事件』は早い段階で陸軍省にて対策本部が設置される運びとなったのだが、駆りだされた軍人達は騒動の雨の広がりの大きさにまだ気付いてはいなかった。




《午後五時二十分》




「解体するのが妥当でしょうが、引き継がせるのであれば人員は私に決めさせて頂きたい」

　その日、ギルベルト・ブーゲンビリアは自身が率いていたライデンシャフトリヒ陸軍特別攻撃部隊の在り方について陸軍省の一室で議論していた。

　ライデンシャフトリヒ陸軍少佐であったギルベルト・ブーゲンビリアは順当に中佐となり、また彼の率いたライデンシャフトリヒ陸軍特別攻撃部隊の大戦の功績を踏まえて更にもう一階級昇進が認められ大佐の階級章をつけることが許されていた。

　大佐成りたての彼は基本的には陸軍省内にて働くことが主な業務となる。

　戦後もそのまま国内外の武力介入が必要な事案に出動していたが、此度の出世により彼の部隊が宙に浮く形となった。

「解体するには惜しい、というのが正直な感想だな。昇進させて引き抜きたい者もいるが、その欠員があったとしても完成度が高い。独立部隊として活躍させてもいいくらいだ。まあ、上が簡単には許さんだろうが……お前の私兵だと思われかねんからな」

　青みがかった黒髪の男がギルベルトの言葉に同意する。ローラス・シュヴァルツマンと机の上の札に記されている。

　職位は同じく大佐でありかつて上司の位置にあった者からの意見にギルベルトは頷うなずく。

「やがては、そうした独立部隊を作ってもいいかと……自由度の高い部隊というものは管理する方からすれば危ういですが非常時には大きな働きをします。だがそれはいまではないと言われれば同意せざるを得ません。だからこそ、その時の為の礎いしずえを残して置きたい。……そして任せるのであれば個々の特質に配慮出来る者に引き継ぎたいのです。手塩にかけて育てた者達ばかりですから」

「後任は誰を推す？」

「イドリスを。あれは指揮官向きです」

「学も後ろ盾も無い奴じゃないか。まるで俺のようだ。ブーゲンビリア一門を推さないのか。分家に当たる者も陸軍内に居るだろうに」

「ローラス大佐……派閥が嫌いな貴方が私を推してくださったというのに、ブーゲンビリアの派閥を作れと？

　イドリスは学が無くとも賢い。上昇志向も高い。後ろ盾は、私がなります」

「からかっただけだ、そう怒るな」

　ギルベルトの低い声にローラスはすぐに笑って謝罪した。年を経て青年の時にはまだ備えられていなかった貫禄が最近はついてきていた。

「では、私の隊の扱いについては後任を置くという方向で……根回しの協力をお願いします」

「俺への報酬は？」

「妹が次の遠出は二人で馬に乗りたいと言っています」

　ローラスの満足した様子にギルベルトも肩の荷が下りたように少し息を吐いた。ギルベルトの軍の立場は確固たるものとして存在しているようだが実際のところそうではない。ブーゲンビリアというだけで引き立ててくれる者もいれば排斥しようとする者もいる。

　いま、ギルベルトは誰を味方にしていくか選別しなくてはいけない時期が来ていた。

　権力があるところには必ず妬みと腐敗が生じる。

　そうなりにくい人物を、少しずつ自分の手元に揃えて脇を固めることがいまのギルベルトには必要だった。

　ローラスは軍に入った時から追いかけるようにその背中を見つめてきた人間であり、いまはようやく横に並んでいる。大佐の次の准将、准将から少将へ昇進出来る者は僅わずかだ。

　ローラスは本人も昇進に乗り気でないことから大佐より上になることは無いとギルベルトは考えていた。彼の出自もギルベルトのように出世争いに有利な条件ではない。

「二人の自由ですが、慕っている妹を悲しませないでください。お約束を」

「わかってるさ。こんな俺が好きだと言ってくれてるんだから。墓まで連れてくつもりでいる」

　競い合う要素がなく、人間性も信頼出来る。ギルベルトにとってローラスは妹を預けてもいいと考えるくらいには、手の内に収めたい人物であった。

　ギルベルトは眉間の皺を義手となった左の機械の指先でほぐしてから机の上に資料とは関係なく置いていた新聞紙を手にとった。

　朝、目覚めて読んでから携帯したまま仕事をしていた。

　一面に出ている大陸横断蒸気機関車の写真を無意識に見る。

「お前、朝からずっとそれを読んでいるな。蒸気機関車が好きなのか」

「……視察で乗る機会があれば乗ってみたいものです」

　写真が載っている面を不自然にはならない仕草で折り曲げて伏せた。ギルベルトが大戦後ライデンシャフトリヒの戦いくさ乙おと女めを手放したことは、ローラスでさえ事あるごとに何故かと問いただしてくる事案であったので話題に上らせたくはなかった。

　何気ない日常の些末さまつなことを話していると、部屋の扉を叩く者が現れた。

「シュヴァルツマン大佐……ああ、ブーゲンビリア大佐も良いところに。緊急会議です。とんだ事件が起こりました。対策本部を設置するので来てください。いま、対策に当たる人員すべてに声をかけています」

　事務官に言われて、二人は一度顔を見合わせてから同時に立ち上がった。




　円卓を備えられた対策本部に集まった人員は主に大佐階級の者達だった。進行は少将が行い事件の概要を説明する。

「まず、午後二時にライデンシャフトリヒ駅にて蒸気機関車の出立式が行われ一時間後に乗客を乗せて駅を出た。停車駅であるアタッカーレを通りすぎてそのまま進行。アタッカーレ付近の線路上に死体が投げ出されたのもこの時間帯だ。死体は近隣の農夫により発見、通報されている。ライデンシャフトリヒ国有鉄道の情報によればいま現在、蒸気機関車は給水地点の一つであるラウシュント駅にて停車中とのこと。駅員を通じてライデンシャフトリヒ国に対して乗客の身柄の引き渡しと交換に要求があると声明を出した」

　皆が注目する中で少将は皮肉げに言う。

「北のコーンウェルに置かれたアルタイル刑務所に収容されている政治犯を解放せよ、と敵は言っている。先の大戦で北の連合の一国であったロハンド国の政治犯だ。敗戦宣言後に国家元首に宣言を撤回しろと恐喝、内乱を起こし逮捕されている。この乗っ取り事件の首謀者はその子飼いの犬か、同志だろう。まだ自分達が戦争に負けたことを認めたくない者達が、今回の主犯ということだ」

少将が『敵』と認定したことで緊張感がその場に走った。

ライデンシャフトリヒにとって『敵』とは自国を害する者。

　それはすべて排除対象であり、対話での解決ではなく武力による制圧が手段の大部分を占めることになる。

「おまけに敵は他大陸への亡命も希望している。蒸気機関車は大陸の最北端の港町まで伸びている。そこからの船も用意せよとのことだ。至れり尽くせりをご希望らしい……」

　円卓に地図が置かれ、その紙面上の北にあたる部分を少将は拳で殴った。円卓を囲む面々はぴくりとも動かない。だが、視線は少将に固定している。

　彼から発せられる怒りを受け止めている。

「我々は、我々ライデンシャフトリヒ陸軍は……他国から国民を、国土を防衛する為に存在する。戦争終結後にこのような真似を許してはライデンシャフトリヒの名折れ。だがこれは名誉だけの問題ではない。もう既に死者が出ている。当然のことながら亡命が確実に叶うまで我が国の国民がその旅路に連れて行かれてしまうのは目に見えている。きっとそれは抵抗も出来ない女、子どもだろう。どういう目に遭うか想像に難かたくない。我々は必ずそれを阻止しなければならない。『的』は動いている。どう制圧するかが問題だ。最悪の事態まで想定して作戦を練るぞ。いまからすべての者に階級の上下を関係なく発言を許可する」

　少将の言葉をきっかけに皆が地図を見ながら作戦を立てだした。蒸気機関車は動いている。それを攻撃するとなると中へ侵入するしかない。外からの攻撃は中の乗客の命をも危うくさせてしまう。給水地点に待ち伏せして一斉に制圧するしかないという意見にどうしても落ち着いてしまう。だが敵も承知のことだろう。人質を見せしめに殺され、通過を許してしまう懸念が指摘された。そして給水地点での停車まで手出しも出来ないというじれったい状況が出来上がってしまうことも。

　早急な対応が求められるのだ。議論は過熱していった。

　その中でギルベルトだけが静かに顔を青ざめ沈黙していた。皆の話は耳に入っている。頭の中で自分がどういう発言をすれば望ましいかも構築されている。だが、ただ一点が彼の体をすべて支配して体の機能を停止させていた。

───ヴァイオレットが乗っている。

　初乗車の券を買い求める人々の写真。その中で見つけた彼女の姿。見間違えるはずがない。世界中を旅する自動手記人形オート・メモリーズ・ドールが蒸気機関車を利用するのは至極自然なことだ。

　彼女以外の人物が乗るということはほぼ無いだろう。

───ホッジンズに連絡を、電話に出てくれるだろうか。

　ヴァイオレットの前から姿を消したギルベルトを責めた彼。最後に交わした会話では考えを改めるまで関係を断つと言われた。

「ギルベルト……？お前、黙っているが何か案はないのか」

　隣のローラスに声をかけられ、ギルベルトは彼の方を向いた。普段はしないような顔をしていたのだろう。ローラスはぎょっと身を引く。少将がそれを目ざとく見つけた。

「どうした、ローラス。発言は遠慮せずにしろ」

「あ、いいえ……自分は……そうですね、給水地点での攻撃に賛成です。進路上にある駐屯地から即席にはなりますが部隊を編成させて待ち構えるしかないかと……待ち伏せでの攻略戦に対応出来る人員と作戦を用意するのが急務と思われます。給水地点で停車せざるを得ない、というのが蒸気機関車の特性ですし」

具合が悪いと思ったのか、ローラスは発言を終えた後にギルベルトに小声で『大丈夫か？』と尋ねた。声を出さずにギルベルトは頷く。

少将はギルベルトにも意見を求めたが、ギルベルトは『現状の会議の流れには同意しています』と言うに留めた。

　ヴァイオレットの安否、乗客の安否が気になるギルベルトとしては短期決戦の方向性に賛成ではあった。

───だが対立意見が出るのは時間の問題だな。

　ギルベルトがそう考えたところで、危惧していたことがすぐに現実となった。

「私はこの流れに疑問を感じますね。作戦の成功を確実とさせるならば北の終着駅である港街にて制圧作戦を決行するほうがいいのでは？」

　ローラス、ギルベルトが意見を述べた途端、それまでギルベルトと同じように様子見をしていた一人の大佐が声を上げた。

「アフマル、異論の場合は詳しく策を言え」

　少将がアフマル大佐に更なる発言を促す。ローラスは明らかに面白くなさそうな顔をした。髭面の大男、このアフマルという男はローラスの同期の男だが二人は犬猿の仲だった。発言をいまのいままでしていなかったのも、ローラスの反対意見を言いたかったからだと、その場に居る者は把握してはいた。空気が更に重苦しくなる。

「先程も意見として出ていましたが給水地点を狙ったとして、通過を万が一許してしまった場合、死者数は増加するでしょう。犯人達は腹いせに人質を殺していき、こちらへの要求も更に上がるはずだ。その内、身代金も要求されるのが目に見えている。ならば相手に要求通りことが進んでいると思わせておいて一気に畳み込むほうが得策です。議論を蒸し返して申し訳ないが非常事態だからこそ確実性のある計画を選択すべきかと」

「逃してしまう可能性があるのは終着駅でも同じだろう。しかも取り逃がせば海。おまけに両者一歩も引けぬ状態での戦闘の方が多くの血が流れてしまうのでは？」

　ローラスは負けじと言い返した。アフマルを睨にらみつける。

「血が流れるのはもはや免れない。問題は、何処どこでそれをやるかだ。終着駅で交戦するなら部隊を編成する時間も多くとれる。こうした乗っ取り事件に対する専門の部隊もいないんだ。即席部隊など言語道断。失敗はライデンシャフトリヒ陸軍にとってあってはならない。時間があれば西や他の南の同盟国にも協力を求めることが出来るかもしれない」

しかし、と言いよどむローラスにアフマルは『まだ自分の話は終わっていない』と言わんばかりに手で制する。

「綿密な計画を練る時間もない。アルタイルに居る囚人を仮に釈放させて、乗客を逃し、引き渡しをする時を狙って用意していた最大武力で叩くのが万全だ。そうと決まれば各国へ……」

　給水地点での攻撃を支持していた者達が口を挟む。

「他国への救助要請は面子めんつに関わる」

　アフマルは不遜に鼻を鳴らした。

「今回が偶々たまたまライデンシャフトリヒが狙われただけで大陸戦争の負の遺産だということには変わらない。ならば同盟で対処に当たるべきだろう。責任問題も分散される」

　ローラスは怒りを滲ませながら椅子から身を乗り出した。

「いいや！国民のことを考えたら早急に対処すべきだ！いま、中に居る人々がどんな気持ちでいると思う？終着駅までどれくらい時間がかかるか把握して言っているのか！彼らの家族だって、すぐに陸軍に行動して欲しいはずだ！」

「ローラス、お前はいつも感情論を振りかざすがそれは作戦には不要だ。結果がすべてであり過程は後でどう粉飾することも出来る。先の先を見据えて発言しているのか？死者はもう出ているのだから、これ以上出さない為にも乗客には我慢をしてもらうしかない」

　国民の救出を第一に考えるローラスと、事態の収拾を第一に考えるアフマルで会議の話題は真っ二つに別れた。

　ローラスの横で沈黙していたギルベルトは揺れる心が次第に収まっていくのを自分でも感じていた。動揺よりも、この場で起きている望まない方向性をどうにかしなくてはという焦燥が強くなる。ギルベルトにとってアフマルの方向性は賛成出来なかった。

　ヴァイオレット・エヴァーガーデンが大人しく終着駅まで乗っているとは考えにくい。何か行動を起こすだろう。彼女が乗っているということは、大きな希望でもあり不安要素でもある。

───人で、無茶をするのが目に見えている。

　自衛しなくてはならない場面で、それをしない娘ではない。ギルベルトがそう躾しつけてきた。

───助けに行かなくては。守らなくては。強いからこそ、あの子は。

　だがそれはあの日、涙を流しながら決意した彼女との離別という選択を覆すことになる。

　存在が知れればヴァイオレットはまたギルベルトの道具になろうとするだろう。

　それが一番、怖かった。

───もう二度と、愛する人を道具として見たくはない。

　ギルベルトは自問する。

　いまの状況で、ギルベルト・ブーゲンビリアという男が一番恐れることは何か？

───ヴァイオレットの死だ。

　ギルベルトは自問する。いまの状況で一番望むことは何か？

───彼女の安全。

　心の葛藤を除けば、自分がやらなければいけないことは明白だった。

───これも、運命なのか？

　ギルベルトは一度瞳を閉じた。呼吸を整える。頭の中で手放した少女の顔が浮かぶ。暫く見ない内に大きく成長した写真の彼女の姿も。

　この席に座ることが出来るまで努力を要した。次に狙うのは少将の席だ。上がれば上がるほど、自由な行動が制限される代わりに出来ることが増える。

　いまこの時期に、事件が起こったことにまたも神の導きを感じる。

　ヴァイオレットの身を案じて狼狽うろたえていたが、落ち着いて考えると何をすべきか明確にはっきりと理解出来た。

───何の為に、生きているんだ。動揺するな。

　ゆっくりと、ゆっくりと、粘着くまぶたを開いていく。

───こういう時に立ち回れる為の、道を選んだ。その時が来た。それだけだ。

「発言を、よろしいでしょうか」

　もうエメラルドグリーンの瞳には揺れる感情は残っていなかった。見開かれた瞳で少将を、円卓の面々を捉える。どう振る舞えばいいかは、考えずとも出来た。

「私に案があります」

　声は高すぎず、低すぎず。

「まず進路上の先にある駐屯地から兵を派遣すること。これは賛成です。とにかく北に行かせてはいけない。万が一海に出した場合は海軍の対応となります。私の兄、ディートフリート・ブーゲンビリアに声をかけておきます。少将の仰るように最悪の事態を想定して動くべきです」

　落ち着いた様子で話すことが大事だ。

「派遣した兵が何処で交戦すべきかといういまの問題ですが、終着駅での交戦には反対です。そこで戦闘をするとなると北側の感情問題も絡んでくるでしょう。彼らは北側からすれば勇者です。その彼らが、彼らの家である北の大地で粛清される様子を見せるというのは良い見せしめになるでしょうが同一事件を起こさせるほどの衝撃をも産むと予想されます。いま、武力解除で南西に対して大人しい様子を見せていますが必ず遺恨となるでしょう」

「そのようなこと、いまは議論すべきではない！」

　アフマルの怒号にギルベルトは冷静に言う。

「先の先を見据えるというお話をされたのは、大佐、貴方です」

「貴様…大佐成りたての癖にこの私によくも無礼な言葉を……」

「発言を自由に、とは最初に少将が仰られたことです。少将の取り決めに反対ですか？」

上司を引き合いに出されてアフマルは顔を真っ赤にしながら『だがな』と食い下がる。

　ギルベルトは、ローラスがアフマルにやられたように手で抗議を制した。

「作戦案の続きを話させてください。被害は乗客だけとは限りません。進路上にあるすべての駅、または近隣住民に一時的避難をさせることも必要でしょう。私は給水地点での待ち伏せ攻撃と並行して、首都ライデンからの追尾、潜入作戦を提案します」

　余裕と優雅をうかがわせる言い方で大きな声を出した。人は視覚と聴覚でほとんどのことを判断する。この男が言うことは聞く価値があると思わせるのだ。

「潜入作戦だと？いまから追いかけて間に合うものか」

　アフマルからの揶や揄ゆに、眉一つ動かさずギルベルトは返す。

「夜鷹ナイトジャーを飛ばします」

「いま停車していると言っても、じきに動き出す！」

　感情的になった方が負けなのだ。

「動いてもまた停車します。水を補給する度に。潜入が成功すれば予想される給水地点での制圧の成功率がかなり上がります。乗客の救助が最優先事項です。こういった乗っ取り事件は時間がかかればかかるほど死者数が上昇します。犯人側も被害者側も正常性を失ってくる。夜鷹ナイトジャーを飛ばして間に合うかどうかは、私に任せて頂ければわかります。ライデンシャフトリヒ特別攻撃部隊を動かします。勿論、私が指揮をします」

　どよめきが起こった。少将の顔色を窺ったが、彼は発言を咎めることはしなかった。ギルベルトはこの流れを逃すものかと話を続ける。

「先程、こうした事態を専門とする部隊が居ないという発言がありましたが皆さんはお忘れでしょうか。ライデンシャフトリヒ特別攻撃部隊は戦時から遊撃部隊として幅広く活躍してきました。小規模人数での潜入が必要な案件は役割配置が決まった者達が居ます。いま、動けと言われれば我々は即時行動が出来ます。私の職位として現場指揮をすべきではないと言う意見もあるでしょうが、部隊はまだ私の扱いの元にあり、私は大佐成りたての身分です。私は私の有効性を証明します。駒としてお考えください。海軍を動かし、うまくいけば早期解決に導く潜入を果たす駒です。もし私の部隊が失敗しても待ち構えているのは我がライデンシャフトリヒ陸軍の派遣部隊。私はこの事件が北の腹いせだけとはとても思えません。何か……裏で他のことが動いている気がしてなりません。一つの罠ではなく。二重三重にも罠を仕掛け、他の企みがある場合それも潰さざるを得ない、圧倒的な勝利が求められていると、感じています」

　一度、言葉を切り唾つばを飲み込んでからギルベルトは言う。

「少将、いかがなさいますか」

　そうさせて欲しいと、乞いはするが決定権は自分には無い。そうした姿勢を保ちつつその目で、態度で、更に乞い願う。ギルベルトはわかっていた。

　幼い頃から、自分が他者の前でどう振る舞えばいい人間なのかは常に理解させられてきたのだ。間違えば叱責が飛ぶ。ブーゲンビリアで生きていく為には自然と身につく処世術だ。

　自分がこうした態度をとれば、相手がどう出るかも彼にはわかっていた。

　わかっていた世界の中で、唯一。

　愛してしまうとはわからなかった人を守る為にいま存在している。

「では、やってみろ。お前の駒としての機能を私に見せてみろ」

「必ずご満足頂ける結果をお見せします」

　返事をしながらギルベルトは既に違う作戦を立てていた。




《午後六時四十三分》




　サミュエル・ラブーフにとって人生の輝かしい日があるとすれば今日だった。

　彼は国の歴史に残るであろう初の大陸横断蒸気機関車の先頭機関室の機関士に選ばれた。

　磨かれた黒の車体に何度喜びのキスを捧げたことだろう。

　家族や友人にこのことを幾いく度どとなく自慢した。彼の努力を知っていた人々は素直に賛美し、初運行を笑顔で見送ってくれた。

　本来であればサミュエルは今日という日の素晴らしさを頭の中で思い出しながら鼻歌混じりに日が暮れた世界を旅している予定の時間帯だった。

「まだ、替えの人材は来ないのか」

「すみません、すみません、すみません……！」

　サミュエルの首には背後から銃が突きつけられていた。

　足元にはうなだれたまま動かない同僚の機関士助手の死体が転がっている。

　今日、挨拶あいさつをして、話をしていた人がいまは動かない。歴史に名を刻むであろう物語を始めたばかりだった蒸気機関車は突然犯罪者に乗っ取られ占拠されてしまっていた。

───どうして、どうして、こんなことに。僕が何をしたんだ。

　非情な運命に晒さらされた時に人が考えることは大抵同じだ。まずは自分の悲運を嘆く。

───どこで、何を間違ったんだ。

　そして不幸に至るまでの道を脳内で遡さかのぼるのだ。

　サミュエルが運転する大陸横断蒸気機関車がライデンシャフトリヒ、首都ライデンの駅から出立式を終えて旅立ったのは夕方に差し掛かる手前の時間だった。

この大陸横断蒸気機関車、通称『ファム・ファタール』は先頭から【機関車一】【機関車二】【機関車三】【個室寝台車一】【個室寝台車二】【簡易寝台車一】【簡易寝台車二】【新車一】【客車二】【展望席車】【食堂車一】【食堂車二】【貨物車】の全十三両編成となっている。

　十両を牽引する為の機関車三両にはそれぞれの機関士と機関士助手がおり、汽笛の合図で各機関車が重連運転をして足並みをそろえる。よって一名でも運転する人員が欠ければ運行はままならない。ファム・ファタールが武器を持った乗っ取り犯に攻撃を受けたのはライデンシャフトリヒから出発して一時間も経過していなかった。

乗っ取り犯は運行開始後に各車両にそれぞれ散り、後方車両から順に制圧をした。その際に殺害されたのが【簡易寝台車一】にいたポーター一名、【機関車三】にいた機関士一名、【機関車一】にいたサミュエルの相棒、機関士助手の計三名だ。

　ファム・ファタールはちょうど停車駅にて蒸気機関車の燃料である水の給水作業を必要としていた。いまは給水作業と平行して欠員した機関士と機関士助手の代わりをライデンシャフトリヒ国有鉄道に要求し補充を待っている。乗っ取り犯は他にも政府へ要求をしているようだがそれは人質の一人でしかないサミュエルには知らされていない。彼らは腕に北の某国の国章を記した布を巻いていた。

　一体何が目的なのだろう。敗戦の恨みを晴らす為か。もっと大きな策略があるのか。どちらにしても短絡的な行動を持つ者が多い統率のとれていない集団だと言える。

　いくら蒸気機関車の知識が無いとはいえ、運転に支障が出る人員を殺してしまったのだから。

「心配するな。命令を聞かないようなら話は別だが、お前は運転手だから殺しはしない。此こ処こは狭いんだ。びびって漏らすなよ。臭ってくる」

　サミュエルの怯えぶりが目に余ったのか、乗っ取り犯の一人は宥なだめるように言う。

「あの、欠員が補充されたら……何処どこまで運転をすれば……」

「変わらず最終地点まで行け。お前に要求することは、俺達を無事に送り届けることだ」

　何か喋ると機嫌を損ねて暴力を振るわれるのでは。

　そう思っていたので、会話が普通に出来たことに少々驚いた。

───この人達も同じ人間なんだろうけど、そう思えない。

　サミュエルからしてみれば、全く違う世界の人間に思えた。




《同　午後六時四十三分》




　どうしてこんなことに。そう思っている人間はサミュエルの他にも勿論いた。

　機関士という立場の為、ある程度命の保証が与えられたサミュエルとは違って乗っ取り犯の機嫌を損ねればいつ殺されるかわからないと怯える乗客達である。

　事件発生、給水地点到着からの数時間経過。

　犯人達の数はそう多くないが入れ替わり立ち替わり数名が監視を務めている。先頭の機関士室で機関士と機関士助手が抵抗して死亡し、その替えの要員を待っているという情報は彼らには降りてきていない。恐怖による緊張状態が長く続き、乗客の精神状態が限界に近付いてた。

「嗚あ呼あ、本当にどうしてこんなことに……」

後方の【食堂車二】で、冷えた食事を目の前にしながら客の一人である初老の紳士が嘆いた。

───今頃は、故郷の街で結婚する姪の花嫁姿を見られていたはずなのに。

　幸せな気持ちで始まったこの列車旅行がこれほど最悪なものになるとは予想だにしなかった。

　新聞や噂で見聞きする大きな事件はいつも自分とは縁遠く、まさか同じ災難がふりかかるとは思いもしない。誰かに対して言った言葉ではなかったが、隣席の女が反応した。

「大陸横断蒸気機関車とは……」

　こんな緊張下の場面でも、耳に美しく涼やかに響く声だ。

「文字通り大陸の端から端まで線路を繋ぎ、物資の運搬から人間の移動までこなす大型車両です。多くの人々に利便性を与え、生活に潤いを与えてくれることでしょう。しかしながらこの蒸気機関車というものは線路が無ければ走れません。線路を作るには大地を削ります。その大地は花畑があろうと、家屋があろうと邪魔な物は立ち退きや存在の削除を強いられます」

　乗っ取り犯によってこの車両が制圧されてから悲鳴一つ上げずに空の色の移り変わりをただ静かに眺めていた風変わりな美女だった。彼女は頭の中に機械でも埋め込まれているかのように、すらすらと語る。

「この線路を作る為、北の方では文化財となっている城を壊したそうです。また敗戦国である北の労働者が低賃金労働で多く過労死したと聞いています。山を抜けるのには爆薬で道を切り開きます。そこでの爆発事故も、少ない件数ではなかったと」

　女の碧眼は武器を持って牽制している乗っ取り犯の腕に巻かれた北の国の紋章を見る。

「まさか。嘘を言ってはいけない。そんなことは、新聞に書かれていないじゃないか」

　自分が所属する集団、国家、それらが悪の側であると聞いて不快にならない者は少ない。

　少々憤りながら言う紳士に女は。

「あまり知られていない話です。私も旅をしていて偶々たまたま耳にしました。ほうぼうを回っておりますから」

　ヴァイオレット・エヴァーガーデンは滔々とうとうと語る。

「おそらくはそれがきっかけだとは思われますが……それならば機を狙ってこの機関車を破壊し私達を殺すことが最大の目的となるはずです。彼らは乗務員は殺害しましたが私達乗客の命は比較的重要視しています。何か……他に目的があるのかもしれません」

こんなか弱そうな娘から『殺害』という言葉が飛び出て紳士はおののく。

「何かとは」

「さあ、人質をとっているのですから……政府への要求と考えるのが妥当でしょう」

　紳士はヴァイオレットの話に納得はしなかったが、理知的な推測には感心した。

───一体、何をしている娘なのだろう。

　小さな子どもが持ち歩くような人形のような格好をしている謎の娘。彼女への興味で抱いていた恐怖心は少し収まった。

「しかし、それは私達には関係ない。私は、遠く離れた姪の結婚式に行きたいだけなんだ」

「はい」

　ですが、とヴァイオレットは続ける。

「彼らにも私達の事情は関係ありません。お互いが、お互いの主張を通すのが戦争です。ここはもはや戦場といえます」

　夕焼けに覆われていた世界は夜へと衣を変えた。車内に吊るされたランタンの柔らかい明かりがこの緊迫した状況とはかけ離れた優しい光を演出している。碧い瞳は外の給水装置の作業の様子、車内の電灯、乗客を数名人質にとって怒鳴っている男達を順に眺めた。

「もうそろそろ、いいでしょう」

　紳士はようやくそこで気付いた。彼女はただ大人しく状況を静観していたのではない。

　何か、機を狙っていたのだと。

「おい君、何をするつもりか知らないがやめておいたほうが……」

「外はすっかり暗い。この窓は大きいですね」

　意味のわからない発言に紳士は面食らう。

「旦那様、お尋ねしますが煙草たばこか葉巻きは吸われますか？」

「あ、ああ」

「マッチは？」

「右ポケットにあるが……」

「後で一本だけお借りすることをお許しください」

　それだけ言うと、ヴァイオレットは突如立ち上がった。髪の編みこみにそっと手を触れる。細く尖った銀色の棒が彼女の手に握られるのを紳士は見た。それは接近戦でも長距離戦でも使える暗器の一つなのだが、一般人からすると太い針にしか見えない。

「おい、お前何をしている！手を上げろ！」

　おかしな行動を始めたヴァイオレットに銃口が向けられる。

「かしこまりました」

　言われた通り、彼女は手を上にあげた。

　次の瞬間、この車両のランタンだけが突如割れて灯火も消えた。乗客達の悲鳴と乗っ取り犯の怒声が混ざり合う。だが銃声はしなかった。何かを殴打する音、砕ける音が立て続けにする。

「……」

　そして途端に静かになる。皆が皆、暗闇の中で迎えた静寂に戸惑いを抱いた。

　乗っ取り犯はどうなったのか？

　突然立ち上がったあの娘はどうした？

　いま、この車両は一体どんなことになっているのか？

乗客の心がその疑問で満たされた時、壊れたランタンの一つが再度火を灯した。マッチを持った幽鬼のように美しい女が暗闇の中に浮かび上がった。人差し指を口元に当てて『しっ』と囁ささやく。夜の色の中で鮮烈に存在する女。彼女に注目した乗客すべてが沈黙を強いられた。

「お初にお目にかかります、旅の者です。皆様、お疲れのところ痛み入ります。もうしばらくお待ちください。いまから外の見張りと貨物車を……制圧してきます」

　それだけ言うと、ヴァイオレットはふっと吐息をかけてマッチの火を消した。紳士は自分の胸ポケットのマッチがいつの間にか盗られているのを知る。暗闇の世界、また音だけが響き始めた。窓が開き外に誰か着地した。砂利を踏む音、走る音。しばらくすると男の呻うめき声がした。数秒後には何か重たいものを引きずる音が。乗客はこの予想外の状況に只々驚き、身を震わせる。また砂利を踏む音が聞こえた。軽やかな足取りだ。それはこの車両に近付いてくる。

　姿見えなき者の足音は、長時間恐怖に塩漬けされた人々の不安感を煽あおる。

「失礼」

外から、窓をコンコンとノックされて紳士は「ひっ」と短く叫んだ。

　月明かりしか頼りがない外の世界で、月光を背負うヴァイオレットが居た。

「皆様、どうぞこのままお静かに。他の車両から攻撃が来る前にお逃げください」

　人形のような格好、人形のような相そう貌ぼう。どこをとっても人間味が薄い彼女。

「女性とご年配の方々、お子様には手を貸して差し上げてください。線路を伝って進行方向とは逆に歩いていってください。時間はかかるでしょうが最寄りの駅までいけば軍警察から保護を得られるでしょう。この駅に留まるのは得策ではありません。駅員と思われる者と見張りの者が談笑していましたから、この乗っ取りに加担している存在が他にもいます」

　戦う姿を直接見ずともわかる。只者ではない。人々はどっと窓に群がり降りだした。

「き、君は？一緒に来てくれないのか？」

　地面に足をつけたがこの謎の女が気になる紳士は問う。ヴァイオレットは首を横に振った。

「私は此こ処こでやるべきことがあります。このような事態は戦後初です。恐らくはライデンシャフトリヒ陸軍が騒動の処理に動くでしょう。蒸気機関車を……人が入った箱の外側を攻撃せずに止めようとするのは非常に困難です。中を空にすれば、躊躇は要らなくなる。いずれかの停車駅で、戦闘が開始されるのは目に見えています。それまでに、出来ることをしなくては……」

「そんなの、君がやるべきことではないだろう？

　一緒に逃げよう」

「いいえ……」

　目の前の紳士にその碧眼は注そそがれているが、意識はそこにない。

「……いいえ、私がやるべきことなのです。私が、私が……間接的にでも、お力になりたい方の為なのです」

　遥か遠く、何処どこかで、国民を救出せんと尽力している筈のギルベルト・ブーゲンビリアを見ている。

「幸い、私が向かう先だった場所は現地入りを予定より一日早くしておりました。たまたま蒸気機関車を使いましたが、交通機関は他にも手立てがあります。今日中に本部と連絡がとれれば私の仕事の代役が用意出来るはずです。……こんな大きな事件ですから弊社の社長なら既に事態を見込んで代理を立てているかもしれません。それだけが懸念事項です」

「そんなことを心配するより君の身だろう、危険だ……若い娘さんじゃないか」

「ご心配なく。夜が深まりましたし、被害を少なく制圧できると思われます」

「制圧って…」

先程も唇から漏れた『制圧』という言葉。抵抗でも攻略でもない。語る目線が違う。戦場をねじ伏せるつもりなのだ。この美しい女は。多勢に無勢の状況に恐れや不安の様子が一切ない。

───自信がある、とは少し違う気がする。

　紳士には彼女の行動すべてが機械仕掛けに見えた。

「怖くないのかい」

「怖くありません」

　これから乗っ取り犯と戦うというのにどこ吹く風の態度。程なくして蒸気機関車は動き出した。乗り込む彼女に紳士は助けてもらった礼を言うと最後に尋ねた。

「君、名前は？」

　ヴァイオレットは先程よりもっと魅力的な表情を添えて、何も言わず人差し指を唇に当てた。機関車が走っていってしまったので、紳士はついぞ名前は聞けなかった。




《午後六時二十七分》




　ギルベルトは自身の部隊に緊急招集をかけ、夜鷹ナイトジャーを飛ばす滑走路へ集合させていた。作戦內容の伝達を済ませ部隊の武装と夜鷹ナイトジャーの機体調整が終わるのを滑走路付近の待機場所で待っている。その時間を利用して声をかけるべき男二人に連絡をとることにした。

「ライデンシャフトリヒ海軍省に繋がっています」

「すまない。そのまま借りる。しばらく人払いを頼む」

　通信室の者に先に通信機から兄へ繋いでもらうよう頼んでいたギルベルトは席を譲られる。

　すぐに兄の声がした。

『ギル、このお兄様にお願いがあるって？』

　不機嫌を装った声だとギルベルトは思った。ギルベルトはディートフリートから頼まれることはあっても頼むことはほとんどない。偶に何か頼むと、この兄は嫌そうな体裁を取るも断る函ことはしないのだ。いままでギルベルトにしてきた仕打ちへの負い目もあるのだろうが。

「ああ、兄さん。頼みがある」

　兄が弟に頼りにされて嬉しくないはずがない。

　この依頼に関しては勝算が見えていたのでギルベルトはあの会議で海軍を動かすと断言することが出来た。事情は海軍省の方にも伝わっていたようで正式に陸軍から海軍へ北の終着駅港街にて亡命阻止の戦艦を派遣する流れとなった。同じ国内の組織であってもライデンシャフトリヒの陸軍と海軍は軍事予算を分け合って使っている別個の存在。連携を取るには橋渡しとなる存在か、もしくはどちらかに大きな利益がないと難しかった。

　兄のディートフリートが代々陸軍の家系であるブーゲンビリアを裏切り海軍へと仕官したことは時を経て兄弟の財産となりつつある。ディートフリートもギルベルトと同様、大きく部隊を動かせる地位を築いていた。

「それでは、この礼はいつか必ず」

『……俺の誕生日に酒を持って祝いに来い。それでいい』

　そんなことなら、礼でなくてもしにいくと返し、通信を切ろうとしたギルベルトだったがディートフリートから次に漏れ出た言葉で通信機へ伸ばした指先が止まった。

『そうだ……最後に一つだけ。お前が必死になっているのは『あれ』のせいだろう。新聞を見たぞ。見つけたくもないのに見つけてしまった。お前のところに会いに来たか？『あれ』はお前の生存を知っているだろう。その後どうなったか気になっていた。物にしたのか』

「……は？」

　兄が弟に悪戯いたずらを仕掛けるのは小さな頃からままあることだったのでギルベルトは最初質の悪い冗談かと思った。

「こんな時に冗談はやめてくれ兄さん。ヴァイオレットは私の生存は知らない」

『………』

「兄さん？」

『冗談じゃない。そうか……てっきりすぐにでも会いにいくのかと思ったが違ったか。こんな時だから白状しとく……。繊細なお前のことだから、平和な暮らしをさせてやる為に遠ざけていたのに、この救出作戦のどさくさで存在を知られてしまうのではと悩んでいたはずだ。そうだろう？安心しろ。『あれ』は既に知っている』

「……何を、何を言っているんだ」

　じわじわと背中から冷や汗が流れた。

「そんな訳……在るはずがない」

　声が、揺れる。

『だが事実そうなんだ。俺とお前が最後に会ったあの飛行手紙の時だ。『あれ』に会ったと俺は言っただろう。あの時……『あれ』は俺に聞いてきた。お前は生きているのかと。俺はどっちつかずな返事をした。それで『あれ』は……あいつは確信したんだ。お前が生きているとな』

ギルベルトは、過ぎたことを止めることも出来ないのに『待ってくれ』と言いそうになった。

　目の前が真っ白になる。吐きそうなほどの目眩めまいがした。

　口元に手を当てて黙り込む。

───ヴァイオレットが、知っている？

『おい、ギル。大丈夫か』

　自分の嘘が、彼女を苦しめていたと、悲しんでいたとホッジンズから散々聞かされている。命があるとわかっているならヴァイオレットにとってギルベルトは武勲を褒ほめもせず、ただ突き放した主でしかないだろう。恨まれていても仕方がない。

「……何故、そんな余計なことを……！」

　激しい怒りがギルベルトの心を取り巻いた。

　八つ当たりに近いが、怒りのやり場が兄しかなかった。

『知るか。痴情のもつれに俺を巻き込むな。俺は答えてない。だけどあいつは確信した。それだけだ』

「他人事だと思って、兄さんは、いつも……一体どの面下げて会えば……！」

『一番近い他人が家族だろ。あいつはどうもお前の生存をずっと信じていたようだ。生きていると確信して……何ともまあ、馬鹿みたいに眼を輝かせてた。会いに行ってないなら……そうだな。考えられるのは一つだ。あいつは道具だから、主人が引き取りに来てくれるのを待っている。必要とされる場面を待っているんだろ……馬鹿だからな。いい機会だから回収して来い』

「兄さんっ！」

『この救出作戦を自分で提案した時点である程度腹は括ってたんだろ。背中を蹴ってやった兄に感謝しろ。じゃあなギル。海のことは任せろ。次は誕生日に……愛してるぞ』

「兄さん、待て！」

　一方的に通信が切られた。ギルベルトは無言で頭を抱える。会話が終わるのを待っていたのか通信室の外から扉が叩かれた。指示していた武器や銃弾が入った荷物が部隊の者から渡される。ギルベルトの苦悩が滲む様子に、荷物を持ってきた者は単純に海軍との交渉の熾烈しれつさを垣間見た気になっていたが実際のところは違った。

　ギルベルトは荷物の中身を確認しながら銃を握る。このまま頭に弾を撃ち込めばいま抱えているすべての悩みは解決するだろうが、それは出来なかった。

　続いてライデンシャフトリヒのC・H郵便社へと連絡を図った。

　幼い声の女性が電話に出てはくれたが本日は臨時休業だと言われる。既に乗っ取り事件のことを知っていると思われた。

「取り次いでくれ。大陸横断機関車の乗っ取り事件について助けを申し出たく連絡した。従業員が乗っているだろう。ライデンシャフトリヒ陸軍の者だと言えばわかる……」

　通信機の向こう側から慌ただしい様子が漏れ聞こえている。

　旧友の怒鳴る声と、それから椅子を蹴り倒すように立ち上がる音、書類が崩れる音、その後にようやく生の息遣いが聞こえた。

『ギルベルト！お前、何処どこで何してた！』

　明らかに怒り狂っていて、耳にキンと響く声。それでもギルベルトは嬉しいと感じてしまった。クラウディア・ホッジンズと話すのは本当に久しぶりのことだった。

「軍に連絡をくれていたと先程事務官より聞いた。すまない。会議をしていたんだ」

『俺の社員が大変なことになってるって時に会議なんてするな！お前、わかってるよな？軍は動いてくれてるんだよな？大陸横断蒸気機関車の乗っ取り事件だぞ！あれ、あれには…あれには』

「わかっている。ヴァイオレットが乗っているんだろう。新聞に写真が出ていた」

　ホッジンズはギルベルトの淡々とした返事に窮きゅうするも、すぐにまた怒鳴り返した。

　そんな落ち着いて話すなと。もっと取り乱せと変な要求をしてくる。自分がそうなのだからお前もそうあるべきだと。お前が最もそうあるべきだと。

───感情的で、騒々しい奴だ。

　ギルベルトは笑ってしまった。久しく話していなかった間、自分がどれだけこの煩うるさい友人を欲していたかしみじみと感じた。彼と同じく酷く動揺していたことはおくびにもださずに言う。

「狼狽うろたえていられるか。有事の際、国民を守る手立てを考えるのが私の職務だ」

　虚栄心だけではない、本心が混ざった言葉で。

『……その国民に、ヴァイオレットちゃんは入っているのか』

「当たり前だ」

『お前に預けられたのに、ヴァイオレットちゃんを危険な目に遭わせてること、怒ってるか』

　ギルベルトは全くの見当違いのことを言われて純粋に驚いた。

「何を言っている。お前には感謝している。お前でなければ……あの子を預けなかった。お前は責任感のある男だから、任せた。だがそれとこの事態が起きたことは関係ない」

『…俺はそう思えないんだ』

　ギルベルトはホッジンズが何を考えているか手に取るようにわかった。例え自分に責任が無くとも、こうした時に自分が他に何か出来なかったのかと責めるのが親友の性格なのだ。

「ホッジンズ」

『何だよ』

「……お前は、私の一番の友人だ」

『何だよ、突然……』

「ホッジンズ。お前ほどの友人は、もう現れない。欲しくもない。それくらい一番だ。お前にとっても私はそうだろう。だから、私はお前が私の罪を甘く見ていると思った。どうしてヴァイオレットを突き放すんだと、会ってやれと言っただろう。それを考え直すまで連絡するなと」

『……言ったよ。確かに言った』

「私は……私こそが彼女にとって一番あってはならないものだと痛感したから手放したんだ。出逢った時は手元に置いて見守るのが最善だとは思ったが、そんなのは建前で、結局は道具として利用していた」

『だってそれは……あの状況下じゃ仕方ないだろ。俺だって同じことをする』

「そうだろうか。私は、お前はそうしないと思う。いまの彼女はどうだ。お前が導いて育ててくれたヴァイオレットは。私が……出逢った時に選択を間違えず……私の傍で育てたりしなければ、戦場など知らずに成長出来た。いま居るヴァイオレットが本来あるべき姿なんだ。だから、その過程でこうしたことが起きてもそれはお前のせいではない。そもそもこれは事故だ」『お前がそれを言うなら俺だってそっくり同じことを返す。ヴァイオレットちゃんが戦争で一緒に戦ったこと、それを悪かったことにするな。あの時代に共に生きたすべての兵士への冒涜だ。問題はそれが終わった後、あの子をどう導くかだよ。そこでお前がヴァイオレットちゃんのことを考えないで自分の気持ちばかり優先させるから俺は怒ってたんだ。けど、いいか。一時休戦するぞ。いまは仲違いしている場合じゃない。お互いあの子の後見人なんだ。助けるぞ』

　睨にらみつけてくるブルーグレーの瞳の熱視線が通信機越しにも届きそうな決意の声だった。

「それには同意する。彼女の為に、出来ることを……私は彼女を軍から離す為に、復帰を阻止できる布石を何個も置いた。人脈、功績、すべて最善と最上を尽くした。いまもその最中だ。……ヴァイオレットを守る為なら手段は選ばない」

『それで、『彼女の為にならない物は……私でさえ排除する』ってかっこつけて影で守るのか？』

「……ああ、そう、だな」

この様子だとホッジンズも事実を知らないようだ。ならばヴァイオレットは、『ギルベルトの生存』を一人で抱えて、ディートフリートが言うようにただただ待っているのだろう。

　主人が迎えに来てくれるのを。

「どうだろうな……今回ばかりは、突き通した嘘が露見するかもしれない。ヴァイオレットと接触する可能性が高いだろう」

暫しばしの沈黙の後に、ホッジンズの『はあっ⁉』という聞き返しが大きく響く。

　ホッジンズはギルベルトの背後から聞こえてくる何かの旋回音にようやく気付いた。

『ちょっと待て、お前、いま此こ処こに居る』

「私の部隊の夜鷹ナイトジャーが控えた滑走路付近だ。いま、出立の調整をしている」

　言いながらギルベルトは銃弾の装填そうてんをしていた。軍服は脱いで戦闘服姿に着替えも完了している。ギルベルトにとっては、こちらの制服の方が体に馴染み深い。

『ライデンシャフトリヒ特別攻撃部隊の⁉おま、お前、指揮して救出に向かうのかよ！』

「そうだ」

『お前、会わないって言ったじゃん！会っていいのかよ！』

「…………」

『何で黙り込むんだ。そうだろ？』

　ここで自分の生存をヴァイオレットが知っているらしいと言い出すと話が更に長くなりそうだとギルベルトは思った。

「全て終わったらお前にも謝罪と報告をする。ヴァイオレットを救う為だ。もう仕方がない。会ってしまったなら、許しを乞おう……」

　話せる時間はあと僅わずかと迫っていた。

『なら腹括れよ、お前が引き起こしたことなんだぞ』

　ホッジンズはディートフリートと同じことを言う。

『そんで、夜鷹ナイトジャー飛ばしてどうするんだ。まさか走ってる蒸気機関車に飛び移るのか？』

「そうだ」

『お前ほんと、時々頭おかしい！愛に狂った騎士様だな！ははっ！これ褒ほめてるぞ』

　ホッジンズの笑い声が聞こえた。ギルベルトは反論が出来ず顔が赤くなる。

『というか、え、お前、まだ中佐？二階級特進の話出てなかったか？』

「質問が多いな……怪我の完治を待たれていた。先日大佐になった」

　ギルベルトは手に入れた左の義手で失った右目が隠された眼帯に触れる。視界が片側無くとも、武器を扱う手さばきは衰えていない。

『なのにお前が指揮すんの⁉ますます頭がおかしい！よく上が許したな！』

「もうからかうなホッジンズ。言っただろう。ヴァイオレットを守る為なら手段は選ばないと。勿論、事態の沈静化が目的だが現場指揮をせずにそれが出来るか。先程、お前は出来ることを全てやると言ってくれたな。その言葉が嘘ではないのならお前の情報通の腕を見せて欲しい。何か軍が知り得ない情報はないか？」

『……わかった。教える。でも一言だけ言わせてくれ』

「何だ……」

『お前、ヴァイオレットちゃんのことになるとすごい馬鹿になるんだな。俺、そういうの結構好き』

「うるさい」

　どうしてだろう。友人同士というのは、例え長い時間話さずにいたとしてもいざ口を開き心を通わせるとその間の時の流れなどなかったことのように話せてしまうのだ。

　二人は連絡を途絶えていた時のことなど忘れて話し合いを始めた。

『こっちも言うからお前も教えろ。情報交換だ。乗っ取り犯は北の某国、ロハンドの国章をつけていた。以前にも大陸横断蒸気機関車の線路建設の際に工事現場を襲撃したりと問題を起こしている過激派の残党がいるとこだ。だが、これほど大きな事件を起こせるような人数ではなかった筈はずらしい……協力者が増えたのかもしれない』

　ギルベルトは筆記帳に筆を走らせる。会議で知り得たことも話した。

　アルタイル収容所に収監されている政治犯の引き渡し、他大陸への亡命を乗客の身柄と引き換えに要求されていることも。本来、話すべき相手ではないのは承知で。

「こちらの情報とそれほど鮮度に違いが無いな。現在は給水地点の駅で停車状態。ライデンシャフトリヒ国有鉄道からの追加の情報で蒸気機関車の機関士並びに機関士助手の死亡と、その代用人員を犯人側から求められたことが確認されている。時間が稼げて幸いだが、計画性がある割には無謀なことをしている。人数が少なかったと言ったな。こうした反政府組織が膨れ上がり暴発する時は大抵、ろくでもない輩達を数合わせの要因に引き込むことが多い。となると、あちらも後には引けぬ状態で引き起こした事柄か」

『とにかく南の横っ面叩いて、違う国に亡命したいんだろうさ。ロハンドの国土が線路上にあることお前は知っているか？例えば俺たちの方が戦争が負けて、このライデンシャフトリヒの町並みを壊されて線路を引かれたらお前はどう思う？』

「一時避難しつつ武器を蓄え、戦士を揃え帰ってくる」

『俺なら違う国で自分の幸せを見つけるだろうが、お前はそうだろうな。たぶん、敵さんもそうなんだ。そしてきっと、それが出来ると思えるような仲間がアルタイルに入れられたんだろうよ。そうだな……もし、俺が……この事件の実行犯で、お前がアルタイルに居るなら、そういうことをするかもしれない』

　お前ならもっと賢いやり方をとってくれるだろう、と口にはしないがギルベルトは思った。

　ギルベルトの沈黙から何か読みとったのか、ホッジンズは早口で言う。

『いまはまだ乗客を殺していないだけ冷静だが、敵さん、直にやけになってくるぞ。そうなると、死人が更に増える可能性が高い。あと、情報鮮度に違いが無いとお前は言ったがまだネタはあるぞ。北の武力解除後の規制は厳しい。乗っ取り犯が武器を手に入れたとしたら一番可能性があるのは他大陸からの輸入だ。他の国でも他大陸との貿易に絡ませてまだこちらには馴染みの無い武器を手に入れている武装集団が確認されている。ただ、そうした他大陸の武器商人と武器を望むこちらの大陸の連中の関係性は良好とは言えなさそうだ。かなりの金額をふっかけられてるらしい。足元見られてるってことだ』

「……ライデンシャフトリヒでも他大陸との貿易問題は出ている。彼らはこちらの自然資源に注目していて物資交換だけに留まらず土地も買収しようとする動きがある……これは、嗚あ呼あ……まるであれだな」

『ああ、まるで南と北の図式になる前触れだ。わかってきたか？いま起きている事件は、ちゃんと背景を把握しておく必要があるぞ。一見、南のライデンシャフトリヒと北の国ロハンドとの戦いだが実際は、もう一勢力がある。そいつらはただ見ている。だけど存在する。第三勢力としては今回どれだけライデンシャフトリヒがこうした事態に対応出来るか知りたいところだろう。俺たちは戦争に勝った側の中でも最大の軍事国家だ』

　ギルベルトの中でこの事件の概要がおぼろげながらにまとまってくる。

「亡命希望、他大陸、新しい火種」

　頭の中に糸が巡らされ、情報の集積の結果が出た。




　一、大陸横断蒸気機関車が到着する最終地点である最北端の港街から乗っ取り犯が要求する

　　北の政治犯、戦犯を別大陸へ亡命させることが要求内容。




　二、敗戦国である彼らにこの乗っ取りを実行出来たのは他大陸からの援助である。




　勘のいいものならわかる。

　いまの状況が引き起こされているのは次の戦争の火種が弾けてきているからだと。

　大陸内の戦火が収まったと思ったら次は他大陸がこちらの大陸を狙ってきているのだ。

　ギルベルトは自分が想像していたことが当たってしまったことに頭が重くなった。

「……圧倒的な勝利が必要とされている」

『ライデンシャフトリヒはお前の部隊以外に救出部隊は出すのか？』

「命令は出ている。給水を狙って攻撃し、乗客を逃し戦闘へと持ち込む。北側の陸軍駐屯地からの迎撃だ。万が一にも本当に国外からの亡命を図られた場合、次に対応するのは海軍だ。兄も動いている。だが海まで行かせるわけにはいかない。そこでお前に頼みがある」

『なんだ、何でも言え』

「これから通過すると予測される蒸気機関車の給水地点の土地を買え」

『は？』

「蒸気機関車は定期的に給水が必要で停車する。一時間に一度の割合だ。一度給水されるとその後はまた救出の機を失う。だが人質を盾にとられせっかく準備していた北側からの派遣部隊も進行を許す事態が予測される。必ず停車させる場所が欲しい。それこそ、線路が破壊されて止まらざるを得ないような……だから、買って、土地を壊せ」

『買えってお前簡単に言うけどさ……』

「出来ないか」

『馬鹿言え。出来る出来ないじゃない。やるんだよ！俺の社員が乗ってんだぞ！』

「お前ならそう言ってくれると思った。通過地点の土地はライデンシャフトリヒ国有鉄道が保有しているものと、本来の土地所有者から賃貸して利用しているものの二通りに分かれる。地図を見たところ、派手な迎撃戦が出来て、尚且つ他の土地に飛び火しにくく、その後の給水地点からも離れていて確実に止まるだろうと言える場所が数点絞れている。そしてその中で個人所有のところが一点しかない。そこをお前の商売の手腕で買って欲しい。いまからすぐに」

　ギルベルトは自分でも無茶苦茶なことを言っていると思った。

『お前、ギルベルト、お前……』

　だが、この親友ならやってくれると確信もしていた。

『待て待て待て待て、何でそこに絞った』

「実はこの作戦は少将には却下されている」

『そりゃ、土地買ってそこ破壊して敵もボコボコにしましょうなんてすぐに頷うなずくわけないだろ』

「もっと時間があれば説得出来そうだったんだが、生憎私はこれから飛ぶ。そこで軍ではなく個人としての作戦の一つにすることにした。金は私が出す。ライデンシャフトリヒ国有鉄道所有の場所は交渉出来ない。だが個人所有の賃貸された土地ならば交渉次第で名義上個人の物に出来る。お前の名で買え。名義上お前のものならばどうしようがお前の勝手だ」

『そうなったってぶっ壊したらまずいだろ！国有鉄道に賃貸しているんだろ！名義上は個人の物でも実質は国有鉄道預かりだ。勝手に器物破損したり出来ない』

「そこでお前の助けがいる。個人所有の土地の売買の後は国有鉄道の責任者を強請ゆすれ。事件が落ち着いたらでいい。ライデンシャフトリヒ国有鉄道の危機管理の無さは事件後に必ず追求されるだろう。逃げ道を作ってやると言え。本来なら国有鉄道から土地を差し出して欲しいものだが役所仕事にそれは無理だ。だからこちらから提示する。海にまで行かれたら責任者の首が飛ぶだけでは済まんぞ。個人の土地でこちらが暴れる代わりに、後に追及するなと約束させろ。それから新聞社に……」

『……なんか読めてきたぞ。お前、それ、俺を巻き込んだ美談にするつもりだろう』

「話が早い」

　ギルベルトの立てた作戦は次のようなものだった。

クラウディア・ホッジンズ郵便会社社長が社員の保護と、囚われた人々の安否を心配しライデンシャフトリヒ国有鉄道に自身が賃貸している土地での通行止め作戦を提案（この郵便会社の社長は元ライデンシャフトリヒ陸軍の退役軍人であり少佐まで昇進した功績がある）。

　事態の悪化を懸念したライデンシャフトリヒ国有鉄道が土地所有者からの提案により、その後の線路使用が困難になることが予想されても収益より人命を優先して作戦に同意。

　陸軍内部の者に作戦が伝わり即時計画が実行された、という図式がこれにより打ち出せる。

　実際は元々ホッジンズの土地ではないし、資金もギルベルト・ブーゲンビリアであるがそんガなことは世に出なければいくらでも美談など作れるのだ。

　世論の風当たりをこのままの状態よりは柔らかくすることが出来る。

「保険として頼んでいる。成功しなければまた次の給水地点まで持ち越すだけだ。ただ犠牲者が多くなり、ヴァイオレットの生存が危ぶまれる可能性も高くなる。早期解決が必要だ。部下を一人、そちらに使わせる。買うべき土地の資料をもたせているから読んでくれ。代理人との交渉になるだろうがお前なら舌先三寸でどうにか出来る」

『お褒ほめに預かり光栄だ！けどこれ絶対後々ばれるぞ。お前と俺の仲なんて知られてるだろ』

　ギルベルトは肩を後ろから叩かれ振り返った。夜鷹ナイトジャーの準備が出来たようだ。

「例えこれで失脚しても構わない。だが、そう簡単に切り捨てられる駒ではないことを証明してみせる。私のことより、いまは国民の……ヴァイオレットの安否だ。いいか、我がライデンシャフトリヒの国民を危険に晒す者は何人たりとも許さない。既に数名命が失われている。この落とし前は必ずつけさせる。相手が北であれ他大陸であれ、誰が相手でも関係ない。我がライデンシャフトリヒは、あらゆる外部からの侵略、圧力に屈することはない。建国からそうしてきた。ライデンシャフトリヒに手を出したことを敵に後悔させてやる」

　ブーゲンビリアの子孫は、友人すら不気味に思わせる声音で静かな怒りを吐き出した。




《午後七時十六分》




　どうして誰も居ない？

乗っ取り犯の一人である男は無人の【食堂車二】の有様に絶句した。

　辺りを見回す。暗い車内は蒸気機関車の汽笛の音と共に揺れていた。停車し続けていた機関車がようやく動き始めたのだ。気の毒な機関士、サミュエル・ラブーフの元へ乗っ取り犯の要求に応えたライデンシャフトリヒの国有鉄道が補充要員を届けていた。

乗っ取り犯に銃を突きつけられながらいま再運転を試みている。あらゆる物事はあらゆる側面でそれぞれの知り得ることの出来ない展開をしていた。その側面の一つとして男は誰も居ない食堂車を呆然として見ている。乗客どころか【食堂車二】の制圧に当たっていた仲間も見当たらなかった。男は自分の住んでいた故郷の北の国に伝わる不思議な怪談を思い出した。真夜中、走る物に乗っている時に正面以外の外を見てはいけないというものだ。馬車でも車でもそれこそ蒸気機関車でも。

───何故かというと。

　つだけ、開け放たれたままの窓の枠に手をかける。

───夜はこの世ならざる者が月の光に導かれてついてくるから。

　窓を開けて、もし車両の後ろを見てしまったら。

───恐ろしい幽鬼がこちらに牙を向けながら全速力で走って追いかけているかもしれない。

　だが、追いかけてきていたのは夜空に浮かぶ月だけだった。蒸気機関車という匣はこの中に閉じ込められた男に、夜は過ぎ去る草原の匂いと少しの冷たさを与えるだけで恐怖は与えなかった。

「……」

　はあ、と男は胸をひと撫なでした。怪異は存在しない。それは確認出来た。あと未確認なのは、消えた乗客と仲間。そしてそれを起こした原因たるもの。

「戴いただきます」

　男が聞いた言葉は、彼が想像も出来なかった方向から聞こえた。

　聞いたと、理解したと同時に襟首を掴まれて外に放り出された。走行中の蒸気機関車だ。速度はそれほど早くないが落ちれば、ただでは済まない。

　男が地面に叩きつけられる前に見えたのは蒸気機関車の上からこちらを見つめる碧い瞳。

　月夜に煌きらめく金糸の光。その美しさに息を呑んでいる間に男は小こ毬まりの如く地面で弾んだ。

「……」

　走行する蒸気機関車の上でヴァイオレットは体勢を整えた。

　先ほどの男を外に放り投げる時に拝借した軍刀を腰に携たずさえる。既に彼女の身体には他の乗っ取り犯から奪った武器が幾つも装備されていた。可憐なリボンタイワンピースには不似合いな軍刀、短剣、短銃。短剣を一度振ってから、軍刀に持ち変える。

重さがまだ足りなさそうな様子だったが同じく奪ったと見える武器のホルダーにそれらをさしていく。ヴァイオレットの戦い方は蜘蛛と似ていた。最初は後方車両の様子のおかしさを感じて確認しにきた乗っ取り犯を出合い頭に倒しただけだったが、帰ってこない仲間を探しにまたやって来るので『これはいい』とばかりに隠れて待ち伏せをし、一人一人始末していくことにした。

乗っ取り犯達が気を失う前に見るのは窓の外から現れた逆さ首の女の姿、悲鳴を上げる前に意識を失わせる。糸を張り巡らせ、蜘蛛の巣にまんまとおびき寄せられた獲物を狩るのだ。【食堂車一】で人質の乗客を監視していたのは四名。最後の一名になってしまった乗っ取り犯は、人を飲み込んだまま沈黙し続ける【食堂車二】の不気味さに耐え切れなくなり前の車両へと応援を募りに行った。

「……」

停止中だった為、【食堂車二】の乗客は解放出来たが監視の目が抜けたとしても【食堂車一】の乗客をどうにか救出してやることも出来ない。ヴァイオレットは前方を睨むように見る。

　この場の課題は、機関室を制圧し蒸気機関車を再び停車させることだと判断した。

　揺れる足場を器用に歩きながらヴァイオレットは前進する。黙々と単身で攻略戦をしていくことに対し決意が崩れる様子は無い。もう彼女は少女兵でもない。隣に指揮官は居ない。援護もない。彼女が自分で選んで、決めなくてはいけない人生を歩んでいる。

　その結果誰に指示しされるでもなく、乗客を助ける為の行動をとっている。

　ヴァイオレット・エヴァーガーデンとして出来ることをしようとしているのだ。

「……少佐」

　乗り合わせた蒸気機関車が乗っ取られた。助け出せる能力がある。ならば、それをするだけ。

　背景には、自分の主が存命で陸軍に居るのなら、必ずこの蒸気機関車を助ける手立てを考えている筈はずだという全幅の信頼があった。例え、自分がしていることがその人に知られずとも。

「……旋回音？」

　ヴァイオレットは急に夜の虚空を見上げた。

　蒸気機関車の疾走音とは別の騒音が耳に混じって入ってきたのだ。複数の飛行物体が蒸気機関車の真上を飛んでいるのが見えた。

「いたぞっ！あいつが犯人だ！」

　銃弾が夜の空を流れた。男の声と同時に銃声が響く。機関車の中から銃を向けられていた。何処どこにも見当たらない乗客と、恐らくはこの事態を引き起こした何者かを探すために血眼になっていた乗っ取り犯達の一人が蒸気機関車の上を走るヴァイオレットをようやく見つけたのだ。

　夜の空を飛ぶ者達から目を剥がし戦闘に集中する。ヴァイオレットは体勢を低くしつつ機関車の上を走る。距離をとってから機関車内の犯人達を狙撃で牽制しまた走る。早めに車内に入るのが得策だが、すぐにそれは叶うことはなさそうだった。

「お前、何者だ！後部車両の人質を逃がしたのもお前だな！」

　客車の窓からヴァイオレットを排除しに男達が登ってきた。背後と前、どちらからも北の紋章をつけた男達が挟み撃ちを目論みじりじりと近付いてくる。

「答えろ！何者だ！」

「ただの旅の者です」

「嘘をつけ！我々の作戦を知っていたのか？いや……そうであっても単身乗り込む馬鹿がいるものか。こちらへ来い！詳しく尋問してやる。武器を降ろせ」

　ヴァイオレットは銃をホルダーに戻した。

「違う！武器は足元へ置け！」

　制止の声など聞かず、大きな一歩で踏み出す。

「誰が……」

　ヴァイオレットは言いながら恫喝どうかつしてきた相手の懐へ入り込み顔面に拳を叩き込んだ。

　眉目秀麗の女が放つ拳は見た目よりも、ずっと重い。数人を巻き込んで男が転がる。

「誰が、従うと言いましたか」

　その煽あおり文句で戦闘が開始された。

　後ろから、前から、男達が突撃してくる。まずは背後からやってきた男のナイフの攻撃を交わした。左手で防御し、顔面を掴んで後ろに押す。怯んだところで足払いをかけてそのまま列車外へ追撃の蹴りを食らわせ落とす。

　前方から走ってきた敵も素手で殴りかかってきた。上背も横幅もある男だ。力に自信があるのだろう。喜々としてヴァイオレットの顔を狙ってきた。ヴァイオレットは蹴りの連続を両手で受けつつも隙を狙って地面に片手をつけ長い足を旋回させる。蹴りに惑わされている内に空いている片手で腹に拳をめり込ませた。だが男は衣服の下に硬い防護板を忍ばせているようだった。何かが曲がる感触はすれど骨が折れる音はしない。

「顔を潰してやる！死ね！」

　男は一度間合いをとってからこちらにまた拳を振り上げる。

　ヴァイオレットは拳を片手で受け、ホルダーから銃を抜くと至近距離で太ももを撃った。

「お前、卑怯……」

　戦場育ちのヴァイオレットに卑怯も何もない。

　崩れる男の肩をそっと押すと男は闇の中に悲鳴と共に消えた。

　ガタンゴトン、ガタンゴトンと機関車の音がまた一人になったヴァイオレットの耳に響く。

　これがヴァイオレット・エヴァーガーデンという女の武力。

　ライデンシャフトリヒ陸軍の名前の登録のない武器の強さの実証だった。

　蒸気機関車の乗っ取り計画は現在進行形で破綻しようとしている。犯人達は軽率な行いが多々あったがそれが直接の原因ではない。

　彼らはか弱い乗客を制するには十分の武力を保持していた。ただ。一騎当千の強さを誇る自動手記人形オート・メモリーズ・ドールが乗客の中に紛れ込んでしまっていたのだ。

　空の月は夜の雲に閉ざされて一時姿を消していたがゆっくりとまた月光を世界に照らしだし始めた。月夜の光が再びヴァイオレットを導いた時には、目の前には違う敵が存在していた。誘われずともヴァイオレットは姿を見せた。

「お前、ライデンシャフトリヒの兵士か」

　低い男の声がした。静かな語り方だった。誠実で、実直な印そう象ぼうを与える相貌をしている。夜闇では映えないが紺碧のコートに身を包んでいた。ロハンドの国章が縫い付けられている。手には何故か弦楽器のケースを持っていた。

「いいえ、いまは兵士ではありません。私もご質問があります。貴方はこの乗っ取りをされた方々の中で一番強い方ですか？出来れば早急にその方と勝負をつけたいのですが」

　男は持っていたケースを固く握りしめた。すると、外装がとれて足元に落ち、銃剣が露わになった。男は礼儀正しくもヴァイオレットに向けて一礼をする。

「俺はロハンドの騎士団、団長の……名前は、もはや捨てた。お前が求める一番強い者だ。……俺は、お前を戦場で見たことがあるぞ。ライデンシャフトリヒの魔女だろう」

　ロハンドの騎士団長は月影の下のヴァイオレットを何とも言えない目つきで見る。

　幼き戦場の悪魔が、こうして成長してまた自分の前に立ちはだかったことへの恐怖、怒り。だがどう見てもただの美しい女としか目に映らない戸惑い。

「お前の戦う姿は、正に戦神だった。……大戦が終えてからは噂は聞かなかったが……そうか、こういう暗部の仕事をしていた訳だ」

　騎士団長は戦った他の男達とは滲み出る雰囲気が違った。

「ご期待に添えず申し訳ありませんが、貴方が仰っている魔女は既にこの世から葬ほうむられています。軍人ではありません。いまはただの旅の者です。暗殺者の紛いごともしていない。貴方の仲間の方々には少々手荒な真似はしましたが皆さんご存命の筈はずです。この蒸気機関車に乗っていた乗客の一員として僭越せんえつながら申し上げます。人質を全員解放してください」

「それは出来ない」

「……そうでしょうね。私達は何かの取引材料にされている。それは私でもわかります。何故このようなことをされているのですか」

「お前達に踏みにじられたものを、人を、取り返す為だ」

「また戦争をしようと？」

　騎士団長は笑った。声を上げて笑ったが目は弧を描いてはいなかった。

「すまない、だが一つ聞きたい。お前の中で戦争は終わっているのか？」

　自分に向けられるとは思ってもみなかった質問だったのか。ヴァイオレットは固まった。

「無表情でよく読み取れんが、返事をしないということは心当たりがあるんだろう。兵士とはそういうものだ。いつまでもいつまでも……暴力の記憶は火傷やけどの痕のように残って消えない。俺の中では永遠に終わらない」

　既視感のある会話だった。

「しかし……現実では終わっています」

　その言葉はかつての。

「でも、また戦争は起きる」

　その言葉はかつてのヴァイオレットそのもの。

「死んだ戦友の顔。嗅いだ死体の匂い。敵の死体から奪い取った銃の重さ、上官に訳もわからず殴られて過ごした夜の痛み。我慢出来たのは……いつしか戦争が終わり、自分の未来に輝かしいものが待っているはずだと信じてきたからだ。だが現実はどうだ。同じ夢を目指した友は牢獄に入れられ、戦争を始めた上の奴らはのうのうと生きて、いまは敵国のいいなりになっている。命を懸けて国民を守った兵士達は役立たずと罵られ、農民に石を投げられる。守ろうとした国土は戦勝国の機関車の線路が敷かれて俺の故郷は跡形もなく無くなった。俺も忘れようとした。だが、心の中でいつまでもいつまでもいつまでも……」

　騎士団長の目の下には深い隈が出来ていた。

「朝目覚めて、夜眠り、息はしていても、ふとした時に抑えきれない怒りが身を焦がすんだ。これを解消するには、もう、殺すしかない。俺をこんな風にしてしまったお前達の国を。南だけじゃない。加担した西もだ。これはまだ小さな始まりにしか過ぎない。此こ処こから俺達の本来の人生が始まるんだ。もういいか。それほど喋りも上手じゃない。語るなら、暴力でやろう」

彼が『俺達』と言ったのには訳があった。

　彼と同じ紺碧のコートを着た者達が一人、二人、三人と姿を現し、弦楽器のケースから銃剣を取り出しヴァイオレットに武器を向けた。

　走る機関車の上で、銃剣使いの元騎士団とあらゆる武器を使いこなす元少女兵が武器を構えて対峙する。まるで因果応報の法則だ。

　過去はいつまで経ってもヴァイオレットを追いかけて、離しはしない。

　ヴァイオレットは胸元のブローチを一度だけ握る。

　どうして、こんなことに？

　残酷なことが起きた時に誰しも浮かぶ問いはヴァイオレットの中に浮かばなかった。

『誰のせいにもせず、生きろ』とかつての主に言われていたから。

「私も無口な方なのでそれは助かります」

　ヴァイオレットは軍刀を鞘から抜いて淑女の一礼をした。




《午後七時三十四分》




　ライデンシャフトリヒ国内不動産買取代行の支店にホッジンズは赴いていた。

　C・H郵便社の本部を建設するにあたって世話になったところだ。

　馴染みの担当者に商談があると言えば受付は快く応じてくれた。案内された個室で二人は卓を挟んで見つめ合う。

「……いや、そうは言ってもですね。ホッジンズ社長」

　話を聞く前から比べて担当者のジョン・ウィショーは顔に難色を示していた。

　三十代半ばだが二十歳に見えるような若い姿の男性だ。見た目で侮られることが多いがこの支店で支店長を務めている。

「何が問題なんですかね？」

　対するクラウディア・ホッジンズは歳相応の歳のとり方をしてはいるが伊達だて男っぷりは一段も二段も上だ。普段は人を茶化した態度が多々見受けられるが、正念場に見せる本気の表情は同性であっても心臓を脅かす。ジョンはホッジンズの視線攻撃にタジタジになっていた。

「ですから、貴方の要求はとても受け入れがたいのです。ご要望のリトルノ村の土地所有権の買収ですが、一区画ならまだしも村全体など……」

「本当は駅だけでいいけれど、それなら村全部買ったほうがこちらも採算がとれるんだ」

「駅は村の公共物であり通常不動産取引の対象とはなりません」

「いいや、それは違うだろう。こちらに来る前にライデンシャフトリヒ法務局に問い合わせた。駅は私有地だ。村長のイアンさんが代々ご先祖様から受け継いできた広大な土地の一つだ。ご先祖が始めた鉱山業の為に敷かれた線路、その為の駅がリトルノ村の駅だ。ライデンシャフトリヒ国有鉄道は給水地点として停車はするが乗客は降りることも出来ない。私有地だからね。不動産登記を確認したらわかることだよ。その手元の資料、開いてくれないか」

　ジョンは嫌々、リトルノ村に関する不動産資料を開いた。

　所有者はリトルノ鉱山の村長となっている。

「よく、ご存知で」

　ホッジンズの言うことは本当だった。

「結構有名なんだってね。降りられない駅。浪漫ろまんがあるだろ。けど誰も降りられない訳じゃない。リトルノ鉱山の労働証明書を持っている者か住民は降りられる。私有地だから面倒なだけで外から来た人も手続きを踏めば許可者専用出入り口とは別のところから出入り出来る……。さて問題を戻そう。俺はとにかくこの大陸横断蒸気機関車の走る線路上の土地が欲しい」

　ホッジンズはまるで舞台俳優のように身振り手振りをつけながらジョン・ウィショーを自分の語りに引きこませる。目は弧を描いているが、その奥に優しさは無い。

───口説き倒す。口説き倒す。口説き倒す。絶対に口説き倒す。

「いかにこの取引が有益かもう一度わかりやすく言おうか。リトルノ村は現在、人口減少が続いている。以前は鉱山で有名だったが採掘は数年前の事故でできなくなった。線路はあるが労働者は減り、若者達は出て行く。観光業をするような場所でもない。いずれは廃墟と化すのが目に見えている。線路を通した時に、街の一部を貸出した。その金で精一杯食いつないでいるのが村の財政だ。村の全人口はいま何人かな？」

「九十名程です……」

「家族が何十世帯か集まっただけの数しかいない。今年の冬を越せるんだろうか？若者達の出稼ぎで食いつないでいけるのかい？」

「それは……苦しいでしょうが」

「終わりが見えている物語だ。しかしそれをネバーエンディング・ストーリーに変えることも出来る。いま現在弊社では郵便業、自動手記人形オート・メモリーズ・ドール派遣を行っているが最近手を付けた事業がある。製造業だ。手紙、切手、封蝋、いまは他社に外注しているが今後は自社製造自社販売を目論んでいる。手が動くなら老人から子どもまで村人全員雇おう」

　ホッジンズは立ち上がり、ジョンの座っている長椅子に腰掛ける。距離はあるが近い。ジョンは緊張が増したが、正面にホッジンズがいた時よりはどこかほっと出来た。

　心理的に、対面した状態の話し合いより隣で会話するほうが敵対心が少なくなるものなのだ。顔を見ることが減る分、緊張も和らぐ。

　ホッジンズは誰に教えられたのでもなく、自分の経験でその行為をしていた。

「……何が不安なのかな」

「買った土地で戦闘すると言われてすぐ交渉出来る不動産屋がいますか」

「そうか……抵抗があるよね。わかるわかる。すごくわかるよ。勿論俺も無理強いはしない」

　共感を抱かせる言葉を繰り返し、一度提示した条件を下げる。

「リトルノ村が駄目なら他の候補地を買う。とにかく買う。どうしてかは最初に話した。軍が動いてくれるよりも早く、いま起こっている乗っ取り事件を解決したい。それにはドンパチやれる場所が欲しい。俺からの譲歩として駅だけじゃなく村ごと買って事業も参入させるというのはそういうことだ。俺もね、同じ立場なんだよ」

　そして再度、今度は情に訴える方向性で条件を提示しなおす。

「俺の人生で一番大切な友人から預かった娘みたいな女の子が乗ってる。助けたいんだ。俺はライデンシャフトリヒ陸軍につてがある。聞いてみたがいまの状況じゃ機関車が停まらなければ救出は難しいそうだ。給水を狙って攻撃し、乗客を逃し戦闘へと持ち込むのが得策だろうが先回りですぐに武力は用意出来ない。本国からの応援ではなく北側の陸軍駐屯地からの迎撃となるだろう。こうした事件はもはや陸軍扱いから離れて、動くのは特殊火器攻撃部隊だってさ」

　特殊火器攻撃部隊とはライデンシャフトリヒが所有する国内外で軍警察の対処では手が余る案件が発生した場合に出動する攻撃部隊である。

　長い歴史の中で侵略に抗ってきたライデンシャフトリヒは迎撃に成功する度に侵略国から賠償の一部として他国に駐軍基地を敷かせていた。

　大陸戦争中はそれが補給地の役割も担っていた。特殊火器攻撃部隊は軍の師団には必ず存在し、近隣の平和と安全を維持する。今回の件で動くのは既に通過してしまった駅近隣の師団ではなく、その先に存在する師団の部隊となる。

「だから、俺が、これから通過すると予測される蒸気機関車の給水地点の土地を買う」

　ジョンはホッジンズの語りにごくりと唾を飲み込んだ。

「買って線路を壊す。陸軍が動きやすい場を作ってやる。先回りの特殊火器攻撃部隊にも有利になる。彼らが到着してくれたら事態の解決はかなり早まるだろう。とにかく動いている的を停めたい。出来る出来ないじゃない。やるんだ。俺の社員が乗っている。ジョン、君は結婚してたっけ？してないよね。じゃあ両親はまだ健在かな？そうか。ご両親が乗っ取られた蒸気機関車でいま銃を突きつけられているとしたら君はどう思うのかな。いま君がここで俺を助けてくれれば死ぬ人が随分減ると思う。逆に言えば君がここで断ると、何人か死ぬ危険性が高まる。君は英雄にも、死神にもなり得る」

「で、ですが、政府非公認でやることなんですよね？」

　ホッジンズはにっこり笑った。

「責任の所在は君にはない。だって契約者は俺だもん。これからやることは成功すれば、俺が、俺の土地でやることだから」

「そんなこと……無理だ。私設の軍隊でもお持ちだというんですか。万が一停めたとして、乗客を救出するなんて無理です…」

　完全に怖気づいてしまっているこの青年に対して、ホッジンズは苛立ちを見せなかった。

　それどころか彼の膝に手を置いて最初よりももっと優しく、甘く語りかけた。

「無理か無理じゃないかは俺が決めるんだ」

　だが、有無を言わさない雰囲気を纏っている。

「俺も馬鹿じゃない。戦場を知らない訳じゃない。自慢じゃないが昔は隊を率いてた」

　ジョンの鼻先に彼の人生では無縁だった香水の匂いがホッジンズからは漂ってくる。横を見叫ると目が合った。ブルーグレーの瞳、体格の良さは広い肩と熱い胸板で一目瞭然だ。

「俺は、俺が持ち得る戦力……戦力とは本当は言いたくはないんだが。俺に力を貸してくれる人達の力を信じていま動いている」

　膝に置かれた手はいつのまにかジョンの手を握りしめていた。

　ホッジンズを語るにおいて、弁が立つというのは彼の得意分野として挙げられる特技だろうが本当の真価はそこではない。

「君はただの仲介業者じゃないか。やって欲しいことは一つだけ」

　兎にも角にも、毒と蜜を混ぜ込み人を誑たぶらかす手腕は天下一品なのだ。

「村長さんに話を持ちかけて欲しい。それだけだよ、ジョン」

　黙りこむジョンの膝に、ホッジンズはもう片方の手を置く。

「俺は君の、人としての誠意を知りたい」

───ごめんよ、心美しい青年よ。

　ホッジンズは王手一歩手前の盤上で、良心を少しだけ痛ませる。

───こんなことに君を巻き込んで本当にごめん。でもそこを戦場に欲しいと言う奴が居るんだ。

　ジョン・ウィショーへのチェックメイトは笑顔を添えた。

「それで、救国の人に君はなってくれるのかい？君が出来ないなら俺が村に電話しても構わない。君は営業、俺は商人。どちらも口が達者だろうが、俺ならお客様に五分で承諾を貰うことが出来る。その手腕をお見せするよ」




　羊皮紙に書かれた土地貸出の契約書に二重線が引かれ、新たな契約者にクラウディア・ホッジンズの名前が印された。書類手続きが無事済んだホッジンズは、うなだれたままとんでもないことをしでかしたのではと落ち込むジョンの肩をぽんぽんと叩く。電話を借りていいかと断りを入れてから自社のC・H郵便社に電話をかけた。

　この騒動のおかげで心をかき乱されているのは何もギルベルトやホッジンズだけではない。呼び出し音一回でラックスが出てくれた。

「ラックスちゃん。皆は俺の指示通り動いてる？」

『全員配置させてます。社長が許可を出せば、私から連絡していますぐにでも動ける状態です。ほとんどポストマンの人達ですけど……』

「男連中は腕っ節強い奴しか集めてないから大丈夫。仕事が早い秘書って最高……！」

『もう契約を済ませたんですか？』

「……貧乏な土地持ちって多いからね。女の子口説くより簡単だったよ。それよりいまから言う村の駅を……リトルノ村。この村の駅をどんな方法でもいいから破壊しろって言って。村には話がついてる。とにかく、蒸気機関車の機関室から見て明らかに通行できない状態になってればいい。敵味方の目印の赤布は忘れずに。あと計画実行の合図として発煙筒を撃てと伝えて」

『今更ですが、あの、いくら救出の為とはいえ。国の偉い人に怒られたりとかは……？』

「そうだね。いくら俺の土地でも多分怒られるだろうね。民間企業、それも郵便会社が国営の経済活動に大きな損害をもたらす行為をするんだから」

『いいんですか』

「俺達がするのは線路の破壊、急停止した蒸気機関車から逃げ出してきた人の保護くらい。軍の邪魔はしない……現場の奴らが大暴れしない限り……たぶん……うん。しても、怒られるのは俺の仕事だから。新聞社の知り合いがいるんだ。今回の件がうまいこと運べばこちらを糾弾しにくいような記事を書いてもらうよう頼んでる。関係者各位に怒られるだろうけど大きな団体って軍も含めて世論には弱いし、強ゆ請するネタもあるから何とかするよ。君を路頭に迷わせるようなことにはさせないから安心して。とにかく伝えて。機関車が停まったら乗客の救出に専念、危ないと思ったら逃げる。以上。俺もこれから友人が手配してくれた夜鷹ナイトジャーで向かう」

『ホッジンズ社長』

「なんだいラックスちゃん」

『私も行きたい』

「駄目だ。俺の代わりに会社で立ち回れる子が必要だ。信頼して任せてる」

『ヴァイオレットは私の初めての友達なんです！私、何も出来ないかもしれないけど、でも』

　何も出来なくても助けにいきたい、と涙声でラックスは言う。

「ラックスちゃん。君は何も出来なくなんかない。出来るから、会社を任せてるんだ。君がいま出来ることは、俺を自由にさせること。俺が動けることで色んな働きが出来る。それがヴァイオレットちゃんを助けることにも繋がる。絶対に連れて戻るから待っていて」

『ほんとうに…？』

「本当だ。いつも君を困らせているけれど信じて」

『……信じてます。信じてるから、はやく帰ってきてくださいね、すぐに、皆で、ですよ』

「帰るよ、俺が帰る場所を守ってくれる君の元へね」

　電話を置くと羽織ったコートを翻し、ホッジンズはすっかり夜になった街の中に消えた。




《午後八時》




　某国、某街。人々が家路に着きそれぞれの一日を終える頃。

　カトレア・ボードレールは乗合馬車の御者と言い争いをしていた。カトレアを照らす街灯は頼りなげに光るだけで、それは正に彼女の不安を表しているかのようだった。この日に手配できる馬車はもう満席で、乗車することは叶わないと御者に苦言まじりに説明されている。

「……だから、だから頼んでるの！」

　鼻も頬も赤く染まっている。寒空の下、言い争いをしていればそうなるのは当然だが瞳まで血走ったように赤いのは泣くのを我慢しているからだ。

「知ってるでしょ！いま、大陸横断蒸気機関車が乗っ取られてるって！あたし、そこに行かなきゃいけないの！あたし、あたし、あたしの同僚が……とも……だちが……あたし、さっき知って、それで、それで……」

　事の顛末てんまつを知ったカトレアは依頼者の仕事を終わらせて大急ぎで移動を開始していた。もう二つの街を交通機関を乗り換えて進んでいた。その度にC・H郵便社に連絡を取って、いまようやくホッジンズが向かえと指示した炭鉱の村へたどり着こうとしていた。

　その村への最終便が旅立とうとしている。

「そんな我わが侭まま言われてもねお嬢さん！いいからどいてくれ。あんたを中心に世界が回ってるんじゃないんだ。ちゃんとした手続きで予約してくれたお客さんに迷惑がかかる」

「あたしだって手続きできるならちゃんとするわよ！でもヴァイオレットが死んじゃうかもしれないの！あたし、あたし……助けにいかなきゃ！あの子、めちゃくちゃ強いけど、でもこんなことになったら、無事かなんてわからない！死んじゃったら、もう……だから、行きたいの！お願い、外の足場に捕まるだけでもいいから乗せて！」

　激昂しながら涙をこぼすカトレアの姿を見て御者も言葉をつまらせる。

「……俺だって、乗せられるなら乗せてやりたいけど……」

　御者は馬車を見る。中の人々が早く出してくれと言わんばかりに苛立った目線を向け返した。

　だが一人だけ睨にらむこともせず立ち上がる者がいた。

　閉じたままだった馬車の扉が開く。中から黒髪の、どこか雰囲気のある優男が顔を出した。

「……君、僕が降りよう。代わりに彼女を乗せてやってくれ」

　特徴的な声音の持ち主だ。

「お客さん、でも、あんた」

「構わないよ。もう一泊この街にとどまるさ。明日の朝の一番早い馬車は予約出来るかい？」

　男は爽やかに笑顔を振りまく。親切心あふれる姿に御者はいたく感動した。

　接客業をしていると困った客に遭遇することのほうが多い。

　こんな優しい客は彼の長い御者人生の中でも初めてだった。カトレアの事情を聞いていたせいもあり胸が熱くなった。

「おいお嬢さん！この優しい御方に感謝しな……ったく。旦那、荷物を降ろしますよ。お嬢さん、荷物を貸しな」

「え、え」

「あんたの代わりにこの人が降りてくれる。だからあんたは乗って、その死んじまいそうな友達のところに行けるんだよ。よかったなぁ……」

「ほんとに……？あ、ありがと。ありがとうございます！」

　礼なら旦那に言いな、と御者は荷物を受け取る。カトレアはまだ自分の身に起きた幸運を信湖じられず、驚きながらも男に向き合い頭を下げた。

「あ、ありがとう！本当にありがとう！宿代出すわ、本当にありがとう！」

　カトレアの様子に男はくすりと笑い、手を伸ばした。

　瞳から頬に流れた涙のしずくを、指先で拭い去る。それはあまりにも自然な動作だったのでカトレアは拒絶の反応すら出なかった。

　むしろ、まるでホッジンズに感じるような舞い上がる気持ちを抱かせた。

「あ、あの……えっと……」

「構わないよ、お嬢さん」

　男はどこか、求心力のある瞳をしている。ヘイゼルの瞳の下の泣きぼくろは蠱こ惑わく的だ。

「ヴァイオレット、と言っただろう。ヴァイオレット・エヴァーガーデン？」

「そうよ、あんた……えっと、貴方は知り合い？」

「そうだね。前に彼女に手紙を依頼した。僕らは……」

　少し考えるように黙りこんでから、意味深に言う。

「うん、人に言えない深い仲……とでもいうか。古い友人でもある。もうしばらくしたら会いにいくつもりだったんだがライデンシャフトリヒは色々ときなくさいことに巻き込まれているみたいだ。ちょっと時を置いて会いに行くよ。君、彼女によろしくと伝えておいてくれるかい」

　男は黒い外套がいとうを羽織って、夜の中に溶けるように歩いて去っていく。

「な、名前は！名前、伝えとく！」

　カトレアが言うと、男は振り向いて笑った。白い肌は、夜の道では亡霊のように映る。

「エドワード・ジョーンズ」

　男が手を振ったので、カトレアも大きく笑顔で手を振った。

　まさか彼が元死刑囚の脱獄犯であるとは、誰も気付いてはいない夜の出来事だった。




《同　午後八時》




　夜鷹ナイトジャーから身体を乗り出してギルベルトが地上を睨にらんでいる。

　目眩めまいがしてしまいそうな景色だ。敵に見つからないようかなり上空を飛んでいる。

「見つけた、北西だ」

「はい、ブーゲンビリア大佐。捉えました」

　北西の方向には雲の隙間から暗闇の大地を走る、光る物体があった。

大陸横断蒸気機関車『ファム・ファタール』だ。

「こちら一番機、ファム・ファタールを発見。降下を開始する」

　操縦士の無線の合図で合計七機の夜鷹ナイトジャーが順に地上を目指し出す。その途中で蒸気機関車進路一方向の山間から音を立てて飛び上がる火の玉が見えた。

「大佐が話されていた給水地点からの発煙筒です」

「作戦三番へ変更。五番機は離脱。到着待ちの特殊火器攻撃部隊と合流して事態を伝えろ。突然の山火事で幸運にも目標が停車しているとでも言え。一番機から順に第一班戦闘員は先頭へ着地。十三両編成の頭である【機関車一、二、三】を制圧。緊急停止の後に動け。第一班戦闘員降下後は操縦士組の第二班が着陸後に外側から援護、奇襲を始める。乗員保護の協力者として民間人がいる。赤い布を腕につけているのが協力者だ。誤って攻撃するな。いいか皆聞け。作戦の結果によっては、この部隊の存続の明暗が分かれるぞ。何処どこへ行ってもお前達ならやっていけるだろうが、もう少し私の目の届くところに居て欲しい」

　一番機の操縦士がくすりと笑った。ギルベルトが柄にもないことを言ったからだ。

「健闘を祈る。それでは一班降下準備」

　ギルベルトの部隊であるライデンシャフトリヒ特別攻撃部隊は現在離脱した五番機を除いて六機、乗員十二名の編成部隊で乗っ取られた大陸横断蒸気機関車に挑もうとしている。

まずは後部座席の六人が蒸気機関車の上部に着地、攻略を開始。連結運転をするこの蒸気機関車の【機関車一、二、三】を二名ずつでそれぞれ制圧。中と外に分かれて乗っ取り犯と戦闘を開始。続いて操縦士組の六名が蒸気機関車停車予定地点付近に着陸。外側から内部潜入の六名を援護、乗客の保護をする作戦となっている。

　ギルベルトは特別攻撃部隊の中でこの少数精鋭編成部隊の隊員に対しては普段の統率のとれたチームでの軍隊行動ではなく綿密な計画指示を暗記させてから隊員単体からの合流戦を指揮してきた。誰かが欠けても他がその行動を補う。

一班であるギルベルトは部隊の隊員の中で先駆けて飛ぶ夜鷹ナイトジャーから走る蒸気機関車の天井部分へと落ちた。低空飛行の状態は長く続かない。一瞬に賭けて飛び降り、死に物狂いで捕まった後は一旦身体を蒸気機関車に固定する。当然のことだが頭上に飛行機の旋回音がすれば中の者は気付く。【機関車一】から乗っ取り犯と思しき男が顔を出してきた。腕を伸ばして顔面を義手の左手で殴りつけ怯ひるんだところで首根っこを掴み上半身を窓から引きずり出す。隣の【機関車二】の乗っ取り犯から発砲されるが運悪く半分身体が出ていた男に当たる。

「大佐、お先失礼します」

ギルベルトに銃口を向けた【機関車二】の乗っ取り犯の元へ後から降下して着地した小柄な身体の隊員が身体を捻ねじって蹴りを入れるのと同時に中に乗り込んだ。

　ギルベルトは血を流している男を機関車の外に放り投げてから自身も中へ潜入する。

「助けてください！殺さないで！僕が死ぬと乗客もこの機関車も死にますよ！」

　泣き叫ぶように命乞いしたのは気の毒な機関士サミュエル・ラブーフだった。他には死んだ機関士助手が一名。その死体を踏まぬよう青ざめている補充要員の若い機関士助手が一名。他に乗っ取り犯の姿は無い。

「安心してください。私はライデンシャフトリヒ陸軍大佐、ギルベルト・ブーゲンビリアです。これからこの蒸気機関車の乗員の救出作戦を開始します」

「み、味方？軍の人？」

　ずっと気を張っていたのだろう明らかにほっとした顔で涙を一粒ぽろりと流す。

　ギルベルトは彼の肩を優しく叩いた。

「勇敢でしたね。貴方が取り乱せばもっと最悪な事態になるところでした。勲章ものです」

　ギルベルトはその顔つきや纏まとう雰囲気の誠実さがホッジンズとは違う人誑たらしな効果をもたらしていた。危機的状況で救いの手を差し出した麗しい軍人にこんなことを言われては誰しも感極まるだろう。サミュエルは感動のあまり身震いした。

「機関士の貴方のお名前は？」

「さ、サミュエルです、大佐」

「サミュエルさん。貴方をライデンシャフトリヒの勇者と見込んで頼みたいことがある。次の給水地点は？」

「リトルノです」

「そこで我々の別働隊が控えています。大きな合図がありますので駅構内に入る前に緊急停車してください」

「あ、合図って？」

「合図は見たらわかります。停車後はここから降りて村の方へ逃げてください」

　サミュエルは機関士助手と顔を見合わせる。

「でも、お客様が……他の、同僚も」

　そして足元の元同僚の死体を見る。もはや生命が宿らずとも、家族に引き渡してやりたいと

　二人は声を揃えて言う。

「大丈夫です。我々の他にも陸軍の別部隊が到着することになっています。すべてが終われば亡骸なきがらも貴方達も国へ送り届けます。しかし足が動く者には自ら一時避難をして欲しい。避難誘導の者達は赤い布を腕につけています。彼らに従ってください」

　サミュエルは少し落ち着いたのか大きく息を吐いた。

　だがその安堵あんどを揺らがすように、何処どこかで銃声が聞こえた。

───誰か、交戦中か？

ギルベルトは部下達に緊急停車のどさくさに紛れて煙幕弾を車内に撃ち込み順次敵を潰すよう命令していた。【機関車三】以降の寝台から攻撃がある場合は可能な限り足止めとなる。

　現在先行隊は六名。精鋭部隊の軍人は一人が十名の軍人に匹敵する戦闘力の持ち主を選んでいる。

「たぶん、これは外だと思いますよ。音からして」

　サミュエルに言われて、ギルベルトは窓から顔を出してみた。木々の枝葉が顔に当たる。

「さっきから、おかしいんです。争う声が聞こえるんです。僕、耳だけは良いって小さな頃か劉ら褒ほめられてて、結構遠く離れていても人の悪口は聞こえます」

「君はもっと自分を誇っていい。もしそうなら犯人側ではない方に加勢に入るべきだろう。すまない。上にあがる。くれぐれも任務を忘れないでくれ」

　ギルベルトの言葉にサミュエルは歓喜と緊張が混じった笑顔を見せながら頷いた。空気抵抗に阻まれながらギルベルトは蒸気機関車の天井へとまた登った。

　線路を打ちつけた大地はかつて花畑があったのだろう。踏みにじられても尚、生命を育む草花は機関車の走行が巻き起こす風に花弁を散らす。真暗闇の世界の中に、白や青、黄色、赤、橙、まだ秋に刈り取られていない色彩達が飛んでいく。

　残骸と成り果てても、世界の一部を最後まで飾る美しい光景。その、極彩色の色の奥の奥に。

「……っ」

　ギルベルトは見つけた。

「大佐、加勢が必要な状況ですか！」

　最後に降りてきた六番機、ギルベルトのペアがちょうど着地していた。

　ギルベルトは手で制する。

「イドリス。民間人がどうやら乗っ取り犯と交戦している……先程気付くべきだった」

　何とか口から言葉を捻ひねり出していたが、感情がうまく乗らない。

「降りる時は着地に必死でしたからね。俺も何も見えてませんでした。では……」

「私が行く。次の指揮官にはお前を推している。万が一、私が戻らない場合はお前が統率しろ」

「……本気で言っていますか」

「本気だ」

「俺はすぐに出世して貴方を追い抜く逸材ですよ。ちゃんと、後で戻って俺の先に居てください。追いかける人がいないと」

　ギルベルトは返事の代わりに彼の肩を拳でコンッと叩いた。

　青いコートの群れが探し求めていた人の姿を消してしまう。よりにもよって最前車両からの移動だ。時間がかかる。ギルベルトは迷いもなく走り出した。




《午後八時零分》




　騎士達の銃剣から弾丸が飛んだ。

　ヴァイオレットは身体を掠めはするも直撃は免れそのまま突撃する。走行中の大立ち回りはこの人数では困難だ。あちらもそれは理解していたのかヴァイオレットと話していた大将首の騎士ではない者がまず切り込んできた。ヴァイオレットも吸い込まれるように走る。振り下ろした軍刀は銃剣で受け止められたがヴァイオレットは剣撃を何度か交わすと距離を大きくとり、そしてまた器用に走り出した。

「お前に殺された戦友の為に！」

　そんなことを口走る騎士にヴァイオレットは鞘を顔面に投げつけ斬りつけるのではなく飛び蹴りを喰らわせた。足が崩れた騎士はあわや落ちそうになったが踏みとどまる。騎士はにやりと笑うと銃剣のトリガーを引いた。

　弾丸が発射される。目を見開いていたヴァイオレットは首をさっと動かすだけでかわした。ヴァイオレットのリボンが散る。編み込みの髪から血が滲み、髪が解けた。耳を掠めたのだ。流血がほとばしったが苦痛の声は出なかった。ヴァイオレットは男の胸にブーツのつま先で一蹴りを当てた。騎士が悲鳴を上げて落ちる。

　だが、次に落とされたのはヴァイオレットだった。背中から浴びせられかけた銃剣の強打を振り返りざま軍刀で受け止めるも、重さで負ける。

軍刀も弾かれ手から消えた。背中を攻撃した騎士はヴァイオレットが何とか窓のさんにしがみついているのを発見する。驚いた乗客が窓を開けようとすると、その隙間に手を差し込み機械の腕で押し開けた。そしてそのまま【客車二】に入ってしまった。

「どうした？」

「あの女、中に……」

　残された騎士達は自分達の足元から漏れていた客車の明かりが急に消えてしまったことに気付いた。乗客の悲鳴がする。

「な、中に戻りますか？」

「待て」

　騎士団長の制止に他の二名が押し黙る。

　ヴァイオレットが消えてしまった窓からついに悲鳴も何も聞こえなくなった。ざわめきすら、聞こえない。

　騎士団長は考えた。あの魔女のような元少女兵が次に何をしでかすのか。

「下は、誰を配置してる」

「雇った派遣武装組織の者です」

「その後ろの展望席車と食堂車一も。ですが、そちら二つに関しては配置した者達はあの女を追って上にあがり……倒されています。追加の者が行っているはずですが」

また明かりが消えた。【展望席車】、【食堂車一】、と順に悲鳴も沸く。そして静かになる。この怪奇現象のような出来事に騎士団長は青いコートの中でぞわぞわと鳥肌が立つのを感じた。

「……移動してる」

　『ファム・ファタール』は先頭から【機関車一】【機関車二】【機関車三】【個室寝台車一】【個室寝台車二】【簡易寝台車一】【簡易寝台車二】【客車一】【客車二】【展望席車】【食堂車一】【食堂車二】【貨物車】の全十三両編成。ヴァイオレットは【客車二】に飛び込んだ。そして恐らくは【展望席車】、【食堂車一】、と移動しているのだ。【食堂車二】は彼女がもぬけの殻にしてい珈る。何もないところまで逃げて、そしてどうする？

「団長、やはり中に……」

　騎士の一人が言いかけて、膝から崩れ落ちた。膝に穴が空いていた。続いて、また銃声が。

「伏せろ！」

　頭の上を弾丸が掠めていく。残っていたもう一人の騎士が負傷した騎士に手を伸ばした。彼を助けようとして伸ばした掌を撃ち抜かれる。

「……下がれ！

　下にさがって応援を呼べ！」

「ですが、団長」

「もっと大口径の銃を持って来い！」

　部下達は負傷した傷を押さえながら連結部分の方へ這っていく。

　弾が来る方向は間違いなく最後尾の車両からだった。銃撃は立て続けに行われたが、また途絶える。騎士団長の瞳には、闇の中から蠢く何かが見えた。

「逃しましたか。後で追います。では、もう一度」

『それ』は丁寧に、声をかけ彼が立ち上がるのを待った。

　女は、戦場の指揮者だった。

　攻撃の調べで旋律を奏で、圧倒的な体技で見る者の感情を昂ぶらせ、思いもよらぬ行動で度肝を抜き、完全に、その場を支配する。

　髪は血に濡れ、衣服は破れ、どれほど傷を負おうとも。

「では、もう一度」

　戦うことはやめない。

　騎士団長は、ライデンシャフトリヒの戦いくさ乙おと女めと、彼女が呼ばれた由縁をはっきりと理解した。

「………行きます、少佐」

　弾が尽きたのだろう。下の敵から奪ってきた小銃をヴァイオレットは投げ捨てる。そして短剣を取り出した。対する騎士団長の武器は銃剣。振りの重さが違う。二人は何も言わずにぶつかり合った。数度剣撃を繰り返したが、やがては短剣が銃剣の荷重に負けて折れる。使えなくなった武器をヴァイオレットは目で追うこともせず手放して義手で殴りかかった。騎士団長の顔にめり込むが彼も負けじと銃剣を横から振り、ヴァイオレットの体に打ち込んだ。衝撃で体勢が崩れたところに更に殴打が加えられた。銃剣の切っ先が避けるヴァイオレットの胸元を切り裂く。ヴァイオレットは咄嗟とっさに手を付き、体重をそのまま乗せて身体を翻して距離をとった。

　やはり格上の存在なのか、騎士団長の攻撃は他とは俊敏さが違った。

　ヴァイオレットは手持ちの武器を探す。スカートの中に手を伸ばし、太腿に装着していたナイフホルダーから弾道ナイフを抜いた。髪の毛に刺していた暗器は解けた髪と共に消え失せた。この弾道ナイフが最後の武器だ。後は拳だけ。

「一体どれだけ体に武器を隠してるんだ」

「……護身用です」

　ヴァイオレットは獣のように荒々しく呼吸をしながら後ろへ下がる。次の攻撃がこの戦いの形勢を決める大事な一撃となるのはわかっていた。自分より戦闘能力が劣る者達とはいえ、こうも立て続けに交戦し続ければ息も上がるものだ。それでも、負ける気は砂糖一匙さじ分すらなかった。自分のはだけた胸元に、在るべきものが無くなっているのを気付くまで。

「……」

　荒々しかった息が止まりかけた。

「……」

　後退しながら目線が動く。

「お前の勝利への執着は敵ながら敬服する。諦める、ということを知らない」

　こんな場面で気にすることではない。だがそれでも目はブローチを探した。

　蒸気機関車の上で、不似合いに美しく輝く物はすぐには見つけられない。

「私は、勝ちたい訳ではありません。この戦いで勝利して、得るものは何一つありません」

　探しているのを悟られてはいけない。無意識に、ヴァイオレットは早口になった。

「では何を求めて戦っている」

「……何も、ただ、目の前で戦うべき状況が作り上げられる。だから戦う。私にとって生きることは戦うこと。負けたら、死ぬだけです」

「そこに感情は無いと？」

「わかりません。私は、自分のことが何もわかりません。元軍人ですが、軍人になる前のこと

　は何も覚えていません。今更ながらに思います。こんなに何も覚えていないのは、可お怪かしいのでは。自分がどこで生まれて、誰の子どもだったのか。どんな名前だったのかわからない。でも、それで私が困るかというと、そんなことはありませんでした。私は、私には」

　ヴァイオレットは話しながら、ブローチを見つけた。

　騎士団長の足元にちょうどぶつかる。彼もまたそれに気付いた。

「……私には、それらを帳消しにしてくれるほどのものが待っていたからです」

　駆け寄って拾いたい気持ちを、押し殺す。

「急に、話が長くなったかと思ったらこれか」

　掌でこちらに制止しろと合図しながら騎士団長がブローチを拾う。

　誰かの物になっているのを見るのは初めてだった。

「大事な物か」

　そこで頷けば、捨てられてしまうのか。それとも返して貰えるのか。

　ヴァイオレットにはわからなかった。ただ、もし自分が彼でこの戦いの先に救わなくてはいけない人が居て、やり遂げなくてはいけないことがあるのなら。

　そう、人の心を理解するにはその人の立場になったらと想像してみたらよい。

　もし、彼が自分ならば。

「獲りに来い‼」

　それはどんな思いが込められていようが敵を引き寄せる為のただの餌だ。

　ブローチが宙へと放り投げられた。ヴァイオレットは瞬間、走りだした。

　騎士団長の銃剣が襲ってくる。ヴァイオレットは弾道ナイフを投げつけて足元を狙った。予想していたのかそれは露払いするようにあっさりと弾かれる。その隙にヴァイオレットはブローチを掴んだ。夜空に浮かぶ翠の宝石は。この世で一番美しいと彼女が定義した主の瞳。

「馬鹿めっ‼」

　追撃はブローチを握っていない左の腕で防いだ。一歩、二歩、三歩、攻撃の連続に重心が負けて下がる。そしてついに。

　ヴァイオレットの左腕がたくさんの部品を吐き出しながら壊れた。

　散る花弁の如く。ばらばらに粉砕され彼女から断ち切られた。

　どくん、どくん、どくん。

　ヴァイオレットは嫌に自分の心音が耳に響くのを感じた。

　時間がどうしてだか、遅く流れている。

　騎士団長が何か罵り声を上げながら此方に剣を振り下ろしている。

　背中が蒸気機関車の天井に打ちつけられた。軍靴で腹を踏まれ、体が動かない。

　あと数秒後には串刺しにされる。すべて展開されていくが、遅回しの映像だ。
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　ヴァイオレットは迫り来る切っ先よりも、自分が最後まで離せなかったエメラルドのブローチを見ていた。右手にしっかりと握られている。

　最後まで、生きている限り瞳を開いているならばその翠を眺めていたかった。




───少佐。




　その輝きは、彼その者。




───少佐。




　もう、何処どこにもいかない。




───少佐。




　もう、離れない。




───少佐、私、生きました。
















それが、とても『嬉しかった』。
















　少佐、覚えていますか。




　最初に出逢った時に、抱き上げてくださったこと。




　貴方は長い間私を怖がっていた。




　獣はそうした怯えをよく感じ取るものです。




　それでも貴方は傍に置いてくださった。




　たぶん、私は、きっと。誰の手にも余るものだから捨てられていたのに。




　貴方はこんな私を必要としてくれたから、私も役に立ちたかった。




　お会いできない日々は私にとって、欠落と、それを埋めるような経験の連続でした。




　どうして、死んだと伝えられたのかずっと考えていました。




　何故、私の気持ちがわからないんだと言われたこと。




　愛している、と言ってくださったことも。




　いつか、お会い出来たら答え合わせをして欲しかった。




　少佐、私は。




　貴方のヴァイオレットは。




　まだ、貴方に愛されていましたか？










　骨と肉を断つ音より、風を切る躍動の音と銃声がした。

　ヴァイオレットの視界から銃剣が消える。不意をつかれた騎士団長が玩具のように腕を振り回され、反対方向へ蹴り倒された。

　誰かが敵対している。騎士団長はその第三の存在に何者か叫ぶように問うが答えない。

　黙って軍刀を抜いてヴァイオレットを背にする。そして攻撃を開始した。

　軍刀の構え、その剣さばき。いつもついて歩いた背中。

　ヴァイオレットは息を呑んだ。




「ヴァイオレット！生きているか！」




　その声は、ヴァイオレットがいつも頭の中で忘れないようにと思い出していた声だった。

　心臓が激しく動悸どうきの音を奏かなでる。無理にでも身体を起こした。騎士団長を軍刀で薙ぎ払い、必死の表情で此方を振り返る。

　見上げた先には彼女が知っていた頃の姿とは違う男がいた。

　時が、二人を出逢った時の姿とは大きく変えていた。

　だが、変わらないものもある。

　碧と翠の瞳が交わると、そうすると、少しだけ二人の間で時が止まるのだ。

　時よ止まれ、お前は美しいと。

　最初から、そうだった。




「少佐……！」




　最初から、そういう風に、巡り合う為に生まれてきた。

　ギルベルトはヴァイオレットの元へ駆け寄り、胴を支えた。

「……おいで、ヴァイオレット」

　膝をつき、しゃがんだまま彼女の身体を持ち上げ横抱きにしてから自分の剣帯を外して腕に巻いた。そしてヴァイオレットの腕にも巻きつけようとする。

「事情は、後で説明する。君に謝りたいことがたくさんある。だがいまは、私のすることを許してくれ……けして離れるな」

　ヴァイオレットは握りしめていた存在を思い出した。戦いの最中、必死になって拾ったエメラルドのブローチを。ゆっくりと指を開いてギルベルトに見せる。

　瞳をまっすぐに、彼だけをその碧の中に映しながら。言葉は、唇が震えて何も紡げない。

　ただ、それを持っていることを彼に知らせたかった。

　ギルベルトは、エメラルドのブローチを見て瞳を辛そうに歪ゆがませた。

「……まだ、持っていてくれたのか」

　ヴァイオレットの手のひらからブローチを摘み、破れた胸元のシャツを縫い合わせるようにつけてくれた。その行為は、かつての彼そのもの。

「……さ」

　彼に、何でもいい、何か言おうとしたが。

「少佐！」

　地に伏していた筈はずの騎士団長が立ち上がろうとしていた。腕を負傷した部下に支えられ、こちらに大口径の散弾銃を向けている。

「ライデンシャフトリヒの犬がっ‼」

　ギルベルトの剣撃で首から血を流していた。血泡を吹いている。

「消してやる！二人まとめて、消してやる！お前らなど世界に不要だ！俺達の世界から消え失せろ！消え失せろ！消え失せろ！消え失せろ！」

　どちらも一名が支えて貰わなくては、戦えない状況は同じ。

　今更戦いを止めようと説得することも出来ない。もう後には引けなかった。

「少佐、捨ててください」

　ヴァイオレットは躊躇ためらいなく言った。

　自分を離して、地面に投げ捨て、身軽になれば。

　彼ならきっとこの状況を切り抜けられる。そう信じていた。

「離れるな、と私は言った」

　ギルベルトは、首を横に振る。ヴァイオレットの腕と胴を殊更強く握る。そして蒸気機関車の天井部品にもはや義手となってしまった左手を伸ばした。

　騎士団長は笑った。この寄り添う二人の男女が共に死ぬことを選んだと思ったのだ。

「……………少佐、では、お願いです」

　ヴァイオレットは、守り続けていた宝石より遥かに美しい、自分の主を見る。




「何処どこにも行かないでください」




　銃口が二人に向けられた。

「傍にいてください……どんな扱いでも、構いません。ただ一緒にいたいんです。それだけなんです。他は何も、要りません。少佐……わたし」

　文字を覚え、言葉をいくつも紡いできたのに。

　自分の本当に大切な人の前となるとうまく言葉がでない。

「貴方と一緒にいたい」

　そこに居るのはドールではなかった。

　ただ一人の男から愛を欲している、少女だった。

　その問いに、ギルベルト・ブーゲンビリアは。

「何処どこにも行かない……君が必要だ。傍に居る……！」

　叫ぶように返事をした。

　目の前を、弾丸ではなく違うものが飛んできたからだ。




《午後八時二十分》




　運悪くこの大陸横断機関車の機関士として乗務していたサミュエル・ラブーフは電撃のように現れたライデンシャフトリヒ陸軍大佐の言いつけを守り、合図を待ちながら運転を続けていた。一体それは何なのか。見てすぐにわかると言われても誤って見逃してしまったらどうしたらいいのか。しかし、彼のその苦悩は杞憂きゆうだった。

　状況を打開すべき出来事が待っていたからだ。

　派手な爆音、夜闇に散る爆発の光。

　こんな時間に、小さな村で恐ろしい惨事が繰り広げられていたとは。

「何だあれ、停止停止！緊急停止！」

　駅が燃え盛っていたのである。




《戻　午後七時五十分》




「わかった」

　サンディブロンドにスカイブルーの瞳の美青年が電話を切った。さびれた村の小さな寄合所には少し不似合ないでたちだ。

「ベネディクト、ホッジンズ社長は何だって？」

　ランプブラックの肌、坊主頭に十字紋章の剃りこみ。ストライプシャツにショルダーホルスターをつけた武装した強こわ面もての男が尋ねる。

「おっさんはこっちに向かっている。ご用命は三つだ。一つ、この村の駅に走ってくる蒸気機関車からわかるように派手に壊せ。二つ、乗客の救助、並びにヴィーの救出。三つ、抵抗するであろう武装勢力の鎮圧だ。契約は既に代理押印で果たされた。うちの会社の土地だ。気兼ねなく壊していいとよ。お前ら、ヴィーを助けに行くぞ！」

　本部のラックスの召集によりかけ集められたC・H郵便社職員達に向かって銃をかかげてみせる。それに呼応して皆もお祭り騒ぎのようにはしゃぎ出した。年齢も肌の色も皆違う。

ホッジンズがかき集めてきた『全員訳ありで変な奴』と称された者達だ。大陸に郵便を届けるポストマン達で招集をかけられこの集合場所にたどり着けたのが彼らだった。

　社長からの緊急命令でこれから危険な救出劇に参加するとは思えない。

　様子は酒場の酔っぱらいに近い。

　彼らとは反対に葬式のような雰囲気を醸かもし出しているのはリトルノ村の村民だった。

　得体の知れない武装郵便職員に突然村の駅を壊すと言われているのだからそれはそうだろう。ベネディクトは椅子に座っていたこの中で一番年長の老女に歩み寄った。

「婆さん、少し騒がしくするぞ。村の奴らで怪我人の手当てが出来る者がいれば集めて欲しい。あんた村長だろ。声かけてくれ」

「もうこき使うのかい」

　責めるような言い方だった。ベネディクトは眉をひそめる。

「うちのろくでなし社長の言い分に納得して売ったんだろ。村の奴らは一人残らず社員採用だなんて羽振りがいいじゃねえか。婆さん、あんたも俺達の同僚だ。会社員なんだからこき使われろ。俺達に騙されたんじゃないかって疑っているなら間違いだぜ」

　十字架のヒールをかつんと鳴らして村長の前に立ち、顔をぐっと近づけた。

「守られたの間違いだ。あのおっさんはやろうとも思えばかなり酷い真似が出来る。それをしないでちゃんと交渉してきて、金策の相談にも応じたんだろ。おっさんは……社長は人使いは荒いが社員は大切にする。いま俺達が動いてんのもあいつがどえらい可愛がってる娘みたいな社員の為だ。俺の妹分でもある。大事にしてんだよ。だからそう怖がんな。でかく構えとけ」

「そうです。社長は良い働きは給金と対応で必ず返してくれます。製造業をここで稼働するのはまだ先になる。手始めに、人命救助が仕事です。村長」

　ベネディクトの荒々しい説得を援助するように他のポストマンが言葉を付け足す。

「本当にやるのかい」

「やる。やると言ったからには絶対にやる。そして、やられたらやり返す。そういう会社だ」

「そういうのは嫌いじゃないね」

「お、なんだ。強気な顔も出来るのか」

「炭鉱で生まれ育った女だよ。愚問さね」

　大きな事件が始まるというのにそんな雰囲気は薄く、どこかなごやかな雰囲気でぞろぞろと皆で駅へと向かった。駅を破壊するにはどうするかという問題に直面したが、村長が鉱山で使われなくなった炭鉱爆薬の余りを提供してくれた。

「村長、やる気だな」

　ベネディクトが村長に親指を立てて礼を示す。しかし爆発にトラウマがある者も多いようで、ほとんどの村民は遠巻きに眺めるだけで爆薬の設置作業はポストマン達が行った。

「俺、俺が生まれた時にはもう鉱山閉まってたから爆発見るの初めてなんだ！」

　はしゃぐ見物の子ども達だけが周りに寄って来る。後ろに下がらせてベネディクトは言う。

「そりゃよかったな」

「大人は苦手なのにすごい！」

「大人は苦手なのか？」

「うちの炭鉱、俺が生まれる前に地下で爆発が起きていまでも燃えてるんだ。それでたくさんの人がしんじゃったんだって。俺、じいちゃんって見たことない。どっちもそれで死んだ」

「ふうん」

「もう埋められてるんだけど、冬はそこだけ雪が積もらないんだ。すげーあったかいんだよ。でもたぶんあそこにうちのじいちゃんもいるんだろうなって思うと、あんま面白がっちゃだめなんだけどさ。炭鉱しないほうがいいけど、貧乏もやだよな」

「そうか……」

　まだ話したがる子どもの頭に手を置いて髪をかき混ぜた。ベネディクトは誰かが用意した椅子に座らされている村長をもう一度見る。

「準備はいいか」

「ああ」

「しつこいようだけど本当に社長さんは今回の件、色々補償してくれるんだろうね……心配になってきたよ。人命救助とはいえ……うちは通過駅の一つでしかないが、駅が壊れちゃライデンシャフトリヒだって黙ってないだろうし」

「心配すんなって言ってんだろ」

　ベネディクトは腰に手を当てて、少し間を置いてから皮肉げに笑った。話題の人物を頭に思い浮かべたのだろう。

「あいつすげーんだよ。やるときゃやる。良い男だぜ」

　だから安心しろ、と念を押して言う。

「ほんとかねえ……。うちの村の冬越しがかかってたから村を売ったんだ……。出稼ぎに出ている子ども達にも自分達の生活をしてほしい。あんたらとの商売は頼みの最後の綱だ。社長さんにはいずれお会い出来るだろうがあんたからも言ってくれよ」

「大丈夫だ。俺からも言ってやる」

「……頼んだよ」

　皺しわまみれの顔で力無く笑う。年齢を重ねただけではなく、幾多の苦労で出来た皺もきっとあることだろう。

「婆さん」

　ベネディクトは親指を立てた。

「炭鉱の女だろ。でかい花火にビビるなよ。俺は強い女が好きだ」

村長は、『子どもが生意気言うんじゃないよ』とまた笑った。

　笑いすぎたのか、少し目頭から涙が出ていた。しばらくして導火線に火が点火された。夜の中踊る姿は火の蛇のようだ。ベネディクトの掛け声でみんながカウントを始めた。

「五、四、三、二、一！」

　熱と風と音がうねりを上げてその場に居た人々を圧倒した。

　熱風と爆風が巻き起こり悲鳴が女達から起こる。レールが吹っ飛び、駅構舎が崩れ、火に包まれた。壮絶な光景だ。だが何ということだろう。夜に咲く華のように、破壊された姿はどこか美しい。昔から爆発に慣れている老婆達は手を叩き、子どもは泣きわめき、C・H郵便社の面々は口笛を吹いたりして囃し立てた。それぞれの所有する武器を持ち直す。

「今更だけどこれ、ポストマンがやる仕事じゃないよな」

「まあ、偶たまにはいいだろ。前の職業のこと考えると堅気に戻してくれた社長の頼みは断れん」

「堅気なのか、俺達？つーか危険手当出るのかな」

「燃えてきてるよ。これ救出より消火が先じゃないの？ベネディクト、おい、リーダー」

「うるせえなお前ら。いいか。誤って陸軍に撃たれないようにしろ。誤射もするな。フレンドリーファイアは最悪だ。調子に乗って過激な行動もするなよ？あと、目印つけろ。ヴィーを見つけたら俺にすぐに知らせろ。面倒かけやがって、説教だ。とにかく、第一目的はヴィーだ！」

　遠くから機関車の音がしてきた。ベネディクトは腕に赤い布を巻きつける。

「さて、花火の後は祭りだ」

　二丁拳銃姿で舌なめずりをした。




《至　午後八時二十分》




　大爆発の余波は、ヴァイオレットとギルベルトの元へも届いた。

　前方の暗闇に散る光と炎の散華。爆破されて飛来した駅校舎の屋根の一部が飛来して騎士団長とその部下の背中に直撃した。トリガーは引かれたが弾丸はあらぬ方向へ消えていく。

「……！」

　身を固定する準備すらなかった彼らは驚いた顔のまま押されて車体にぶつかりながら転げ落ちていく。咄嗟とっさにヴァイオレットは自分の横を通り過ぎていく彼らに手を伸ばそうとしたが腕は片方壊れていた。

「ヴァイオレット、離れるな！」

　ギルベルトはヴァイオレットを支えながら蒸気機関車が完全に停止するまで衝撃に耐えた。

　乗客の悲鳴が聞こえる。蒸気機関車は横転することなく、駅に衝突するギリギリで停止した。

　すかさず発砲音が聞こえた。蒸気機関車前方の車両から煙幕が漏れ出ている。ライデンシャフトリヒ特別攻撃部隊の隊員達がギルベルトと同じく機を狙って制圧を始めたのだ。

　また、駅の方から障害物を避けて一台ならず、数台の自動二輪車が飛んできた。飛ぶ、というのは可お笑かしな表現だが事実なのだから仕方がない。それらは二人組みだったり単騎だったりと様々だったが、共通点は一つだった。

「逃げたい奴は全員こっちに来い！」

　C・H郵便社の面々である。いつもは手紙を運ぶ自動二輪車を走らせて、混乱に乗じ逃げ出す人々を村の方向へ誘導し始める。銃弾を浴びせてくる乗っ取り犯達を窓硝子がらす越しに狙撃し返している強者も居た。ヴァイオレットの同僚のベネディクトだ。

　その救出劇に加勢するライデンシャフトリヒの別働隊も現れた。ギルベルトは眼下の光景を見て息を吐く。ヴァイオレットも。乗客も守る装置はすべてうまく働いてくれたようだ。

「……」

　二人は暫く放心して固まった。

　恐ろしく不思議な光景だったからだ。空の闇には火の粉と、花弁と、木の葉が風に流され舞い上がり落ちていく。

　ギルベルトはヴァイオレットに結んでいた剣帯を外した。戦闘服の上着を脱いで彼女の肩にかけてやる。

「………ヴァイオレット」

　いまこの状況下で下に降りるのは危険だと思われた。乱闘を迂回してヴァイオレットを救出班のポストマン達に預けるのが次にギルベルトがとるべき行動だ。そして、また戦闘に戻りこの混乱を鎮圧しなくてはならない。

「少佐」

「ヴァイオレット、いいか」

　手を貸すから、立ち上がるんだ。

　そう言おうとしたが目の前の彼女を見ると言葉が喉のど奥に戻った。

　ヴァイオレットの瞳がゆらゆらと揺れている。

　溜め込まれた涙がいまにも溢れそうになっている。

「少佐……」

　ヴァイオレットは、ブローチをつけた胸の辺りを手でぎゅっと抑えた。

　ギルベルト・ブーゲンビリアがいま目の前に居る。

　ただそれだけのことが、戦場でも跳ねない彼女の心音を大きくする。

「私も戦います。国民を救いに来られたのでしょう」

　ただ機械らしくあれ、と自分を戒めてきたせいかヴァイオレットはこんな状況でもまだギルベルトの役に立とうとしていた。

「……君もその国民だ」

「私は、少佐の、道具で」

「道具じゃない。守るべき君が戦いに参加することは無い。それは私、ライデンシャフトリヒ陸軍大佐ギルベルト・ブーゲンビリアの責務だ。また、私の部下達の仕事でもある。ヴァイオレット、君をこれから安全な場所へ送る」

　ヴァイオレットは衝撃を受けた顔を見せる。

「大佐・少佐……ギル、ベルト……大佐」

「少佐で構わないよ」

「ギルベルト、しょ、う」

　ヴァイオレットは右手で顔を隠してしまった。

　指の隙間から涙が零れ落ちる。

彼女はいま『悲しかった』。

「……私、道具ではないのなら、どうして、離さないと……」

離さないと言ってくれたことが『嬉しかった』。

だが自分の存在理由を否定されて『悲しい』。

　また現れてくれたのなら、どうして道具に戻してくれないのか。

　ヴァイオレットにとって、自分の価値は暴力の中でしかないと理解していた。

「ヴァイオレット」

　いつまでも、人と道具の間を彷徨さまよおうとする彼女にギルベルトは。

「私は君の人生を滅茶苦茶にした。君を戦争に行かせた。君を傷つけた。それを悔いて自分を殺してしまおうと思ったんだ。だが、君がずっと私を探してくれていたことは知っていた。遠くで守ろうとしていたのに、今日は、堪らず来てしまった。私は、君が思うような男じゃない。素晴らしい主でも、立派な男でもない。きっと君にふさわしくない」

　ギルベルト・ブーゲンビリアは。

「それでも」

　いま、再びこの愛を知らない娘に伝えようとした。




「いまでも、君を、人として愛してるんだ。私にとって君は道具じゃない」




　貴方が何であっても、何処どこで生きていても、自分が愚かでも、愛は尽きていないと。

「わたし、道具、じゃ、なくても……？」

「もはや私も君の主人ではない。それでも、傍に居させて欲しい」

「………」

「……ヴァイオレット？」

「……っ」

　ヴァイオレットの喉のどを、ぐぐっと焼けるような何かが通った。涙が焼いているのだ。人生で、数えるほどしか流してこなかった感情の証がそうさせる。初めて泣いた時は、少女兵だった。宝石のような碧、金糸の睫毛まつげ、美しい瞳をした道具の娘だった。

「わたし」

　いまの彼女はもうギルベルトと初めて会った時のような背丈ではない。

　戦場にいた時のような姿でもない。

　髪が伸び、しとやかに凛りんとした女性となって、いまギルベルトの前にいる。

　彼が愛した少女から成長した姿で、手が離れた存在として、いまギルベルトの前にいる。

「わたし」

　数年を経てようやく、思いを伝えられる場所に辿り着いた。

「……最初はわかりませんでした……。少佐が私を手放されて、エヴァーガーデンご夫妻に預けられた意味、ホッジンズ社長に託してくださった意味。自由になれと、言ってくださったことも。ただただ、どうして不要なら、処分してくださらないのだろうと、そればかり。少佐のお気持ちが何一つ、わかりませんでした。いまでも、少佐が、そう仰ってくださっても、自分は道具で居たほうが良いと思ってしまいます。私は、私こそ、少佐にふさわしくない……何か、間違って作られてしまった失敗作のような存在なのです。だから、人の心も……でも」

　碧眼から大粒の涙が溢れる。顎あごを伝い、エメラルドのブローチへと落ちる。

「ただ、何となく感じることは出来る様になったのです。少佐に頂いた、この新しい人生で、少しずつですが、わかるようになったのです。誰かが誰かを思う……悲しさや嬉しさ、誇らしさ、怖さ、すべて…自分の物としてはまだわかりませんが。代筆を通して、出会う方を通して感じるのです。少佐、私……少しずつ、少佐の言うこともわかるように、なったのです」







　彼の言うこと。彼が、自分に語ったこと。




『私が……もっと幼い君に何かしてやれば、興味が持てただろうか』




『君が……そうでも。私にとって君は……』




『……私の命令が、君はそんなに欲しいのか』




『……どうして、どうあっても命令だと思うんだ。

私が、君を本当に道具だと思っていると？

そうなのであれば、幼い君を抱いて帰りはしなかったし、成長した君に虫がつかない様に守り

などしない。

私が、君を、どう、思っているか……君はどこまでもわかってくれない。

普通なら、きっと、わかるはずだ。

怒っているのも、辛いのも、君のせい。

でも、一欠片も理解してくれない』




『君は感情が無いのか。

そうじゃないだろう。

まったく無いわけではない。

そうだろう。

感情が無いならその顔は何だ。

そんな顔、出来るんじゃないか。

君には感情がある。生まれも育ちも、わからない孤児だけれど。

もしかしたら、人間ではないのかもしれないけれど。

君には、気持ちが、あるだろうっ！』




『愛とは、君を一番、守りたいと思うことだ』




『君が大事で、大切だ。

傷つくことなどさせたくない。

君に幸せになって欲しい。

君に元気で居て欲しい。

だから、ヴァイオレット。

君は生きて、自由になりなさい。

軍から逃げて生きるんだ。

私が居なくても大丈夫だ。

ヴァイオレット、愛している。生きてくれ』




「わかるように、なりました」




　いつのまにか、声が、萎んだように霞んでいた。

　視界も霞んでいる。ヴァイオレットの碧い瞳から涙は溢れ続ける。

　感情がわからないと言った唇が、違う言葉を紡ぐ。










「……愛してるも、少し、わかるのです」










　まだすべてはわからない。

　だが、投げ出してもいない。これから知ろうとしている。

そういう努力を、しようとしたのはギルベルト・ブーゲンビリアに『愛している』と言われたからこそ。

　ギルベルトは、胸の中で駆け巡る感情に胸が締め付けられた。

　切なさと歓喜がギルベルトの瞳にも薄っすらとした涙の膜を張る。

「……ヴァイオレット」

　ギルベルトは手を伸ばした。指先は途中で止まる。先程まで、守る為に死に物狂いで掴んでいた時は感じる暇も無かったが彼女の体に触れるのが急に怖くなった。

　受け入れてもらえるのか。

　もう彼女はギルベルトの道具ではないのだ。小さな子どもでもない。

　簡単に、触れてはいけない。

　ヴァイオレット・エヴァーガーデン。ひとつの生命。彼が愛した世界で唯一の女性としてそこに居る。誰かを本当に愛することはギルベルトにとって初めてのこと。

　愛すること、愛されることは、ギルベルトにとっても勝手がわからない事柄だった。

　二人には似合いの、暴力の音の中でようやく何かが始まりかけている。

　ギルベルトはヴァイオレットの泣く姿が、愛おしくて堪たまらなかった。
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「……ヴァイオレット、君の涙を拭いたい」

　乞われて、ヴァイオレットは顔を更に手で隠す。

　泣き顔を見せるのが嫌なのだろう。

　彼女は彼女で、自分の行うこと一つ一つで目の前の男に嫌われてしまうのではと恐れている。

　愛は優しいけれど脆いものだと本能的に察しているのだ。

「……ヴァイオレット、お願いだ。顔を見せてくれ。どんな姿でも君への気持ちは変わらない」

　こちらを見ようとしない彼女に、ギルベルトは照れ笑いをしながら、言う。

「私も、ほら、泣きそうなんだ」

　本当は、既に涙が流れていた。

　格好つけようにも、出来ない。

　とまらないのだ。涙が、零れては落ち、零れては落ちて。

　途切れることはない。

　まるで彼女への気持ちと同じだ。

「ヴァイオレット」」

　名前を呼ばれてヴァイオレットの体が震えた。

　彼に呼ばれただけで。

「少しずつで良い。わかって、きて、くれているのなら私は幾らでも待つ。少しずつで良いんだ。いま、返事を貰おうとはしない。君が『わかった』と言う日まで。いつまでも。君だけを待つ。…愛してると、今日、再度君に伝えたが君から何か欲しかったわけではないんだ」

　また涙が溢れてしまう。

「私は、もう君から何も奪わない。与えることしかしたくない。君が、『わかった』といつか思ったら、私の愛を受け取って欲しい。………………ヴァイオレット」

　機械の腕で、涙を押しとどめ泣きじゃくる少女に、男は言う。

「愛してる。涙を拭かせてくれ」

　手首を掴んで開かせた先には、無口で無表情で本当に機械の様な自動手記人形オート・メモリーズ・ドールは居らず。

代わりに初めて人から貰う『一番』の愛が少し嬉しくて。

　少し怖くて泣いている人の子が居た。

　震えながら涙を流すヴァイオレットの頬を、ギルベルトはそっと撫なでてから抱きしめた。







　ずっとこうしたかった、と囁かれて、更に涙は流れた。
















「ヴァイオレット、愛してる」
















『自動手記人形オート・メモリーズ・ドール』。

　その名が騒がれたのはもう随分前のことだ。

　製作者は機械人形の権威であるオーランド博士。

　彼の妻であるモリーが小説家で、後天的に視力を失ったことがそもそもの始まりである。

　盲目の女になったモリーは自分の人生の意味ともしてきた創作が出来なくなったことにひどく落胆し、日に日に衰弱していった。

　それを見かねてオーランド博士が作ったのが自動手記人形オート・メモリーズ・ドール。

マスターに設定された者の音声を把握し、肉声の言葉を書き記すという、いわゆる「代筆」をこなしてくれる機械だ。

　当初は愛する妻の為だけに作られたが、後に多くの人々の支えとなり、普及した。

　いま現在では、自動手記人形オート・メモリーズ・ドールを安価で貸し出し、提供する機関も出来ている。










この世界で代筆屋をこなす者を人は『自動手記人形オート・メモリーズ・ドール』と呼ぶ。

　古くから人々に慕われてきた職業だ。

　自動手記人形オート・メモリーズ・ドールを扱う業界の中では、とりわけ有名な人物が居る。

　玲職な声に、それに見合った美しさ。

　金糸の髪の碧い瞳を持った女性の自動手記人形オート・メモリーズ・ドール。

　彼女は南の大国ライデンシャフトリヒ、C・H郵便社で働いている。

　とある蒸気機関車の乗っ取り事件の解決に協力し、陸軍省から表彰を受けた有名な会社だ。

　当時の新聞には支援物資を持って現れた

　C・H郵便社の若き社長。

　乗客の救助に尽力したポストマン達。

　毛布にくるまれた怪我人に抱きついて泣いている印象的な黒髪の美女。

　様々な写真が掲載されている。

　名のある会社ではあるが、それが彼女の知名度と繋がるわけではない。

　どちらかと言えば、彼女が居るから知られているというのが正しい。

　その名に起因する花の名の切手はC・H郵便社が発行する物の中で一番の売れ行きだ。

　彼女の噂は人から人へ、とどまるところを知らない。

　一体どんな人物なのか？

　実際に出逢った者の感想は様々だ。




　ある人は声が良いと言うし。

　ある人は文字が綺麗だと言うだろう。

　ある人は彼女に心を助けられたと言い。

　ある人はその美しさに陶酔し称賛する。




　彼女に仕事を頼みたくなってきただろうか？

　依頼の仕方を教えよう。会いたければ電話をすればいい。

　ホッジンズと言う名がつく郵便業社を電話帳で探したらすぐわかるはずだ。

　すぐに電話番のまだ幼くも理知的な話し方をする女性が貴方の望みを聞いてくれるだろう。

　自動手記人形オート・メモリーズ・ドールに指名はあるかと聞かれたら、彼女の名前を言う。

　予約待ちで待たされるかもしれないが、待つ価値がある自動手記人形オート・メモリーズ・ドールが後日届けられる。

　お客様が望む限り、彼女は古今東西現れる。




「お客様がお望みならどこでも駆けつけます。自動手記人形オート・メモリーズ・ドールサービス、ヴァイオレット・エヴァーガーデンです」
















　ただの、一風変わった少女だ。
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　あとがき




　拝啓、お久しぶりです。元気でいてくれたでしょうか。

　時が経つのは早いものですね。お会い出来ない間に何か様々な出来事が起きていたとしたら、貴方を寂しくさせるだけではなく、強くしてくれていてほしいと願うばかりです。




　ヴァイオレットはどんな女の子だと思われましたか。

　貴方の人生に比べて、困難や喜びが多かったり少なかったり、きっと違ったことでしょうね。

　他人の人生です。何が正しいなんて、言い切れることは一つもありません。

　じゃあ、何がしたかったんだ。彼女を通して、何を言いたかったんだと問われると。

　ただ、応援していますというだけなんです。

　この本は貴方が主役の人生の中、巡り巡って出会った一冊の内の一つではありますが。

『それでも生きていく』という方を応援しております。

　私はよく傷ついて泣くのですが、私が傷つけるのも傷つけられるのも人で。

　同じように私を癒やしてくれるのもまた人なので、泣いても人間が嫌いになりきれません。

　一人で生きていこうか、と始めた物書きですが結局はたくさんの方の手を借りてどうにかやっているくらいですし。自分は嫌いになれても他人は難しいものです。

　これからどういう未来を生きていくのか分かりませんが、傷ついても優しくなりたいです。

　私達は傷ついたり傷つけたりを繰り返して、そうして段々優しくなっていくのだと。

　何も偉そうに語りたいのではなく、ただもう少しだけ、自分以外の誰かに優しくありたい。

　しぬまでにもうちょっと、もう少し、良いものに。それがすごく、大事なことなのではないかなと、思っている日々です。だから、応援しています。

　でも疲れてしまって、もう永遠に瞳を閉じていたい時もありますよね。生きていると腹が立つことが多いですし。そういう時は休んでください。私もそうします。

　覚えていますか。私が言ったこと………はい、そうです！




　いっしょに頑張りましょうね。




　最後になりますが碧い瞳の女の子、ヴァイオレットを支えて下さった多くの方々に感謝を。

　この本を世に送りだすのに尽力して頂いた編集さん、京都アニメーションさんで働く様々な方々。取り扱って下さった書店様。友人達や家族。

　読んでくださった貴方。ありがとうございます。




　願わくば、本を閉じて見渡す世界に、少しの優しさが見出だせますように。
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